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Web/HTTPサーバー
から静止画/動画を
ダウンロード

Web/HTTPサーバー 3

データの流れ

静止画/動画を
アップロード

コンピューター内の静止画・動画を
メモリーカードにコピー1

デジタルカメラで撮影

18ページ

フラットパネルディスプレイに表示
設定するには　 　「Streaming Play」

15ページ

CFカードに保存・再生
設定するには　 　「Store Local」

                       「Local Play」
16ページ

18ページ

1 メモリーカードリーダー／ライターが必要です。 2 CFカード型アダプターが必要です。 3 サーバーからの静止画／動画
のダウンロードおよび再生機能は、サーバーがApacheまたはIIS（Internet Information Server）で稼動している場合のみの対応
となります。

CFカード

“メモリースティックデュオ”
2
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4 使用上のご注意／このマニュアルについて

使用上のご注意

• 本機のソフトウェアの仕様は、改良のため
予告なく変更することがありますが、ご了
承ください。

• アプリケーションソフトウェアは、この取扱
説明書の画面と一部異なる場合がありま
す。

• 安全の為に該当ポートには過電圧が加わ
る恐れのないネットワークに接続してくださ
い。

• このマニュアルに記載されている操作方
法は、下記の環境下でのみ動作を保証
しています。

オペレーティングシステム：

Microsoft Windows XP

ブラウザー：

Microsoft Internet Explorer 6.0以上

• 次の場合、データが破損したりCF（コン
パクトフラッシュ）カードまたはマイクロドラ
イブそのものが使用できなくなることがあり
ます。
- データの読み込み中、書き込み中に

CFカードを取り出した場合
- 強い磁気のそばにマイクロドライブを近

づけた場合

• マイクロドライブは小型のハードディスクド
ライブです。回転系記録媒体であるため、
フラッシュメモリーを使用した“メモリース
ティック”やCFカードに比べ振動や衝撃
に強くありません。

• ネットワーク上の安全のために、ユーザー
名とパスワードを設定して使用することを
推奨します。設定方法について詳しくは

「Setup画面」（28ページ）をご覧ください。
• 本機はディスプレイに装着して長時間動

作させると高温となるため、取り外しの際
は充分に注意してください。

このマニュアル
について

このマニュアルでは、Flat Panel Display
FWDシリーズに本機を取り付け、ネットワー
クを介してご使用になる場合の操作につい
て説明しています。

◆ ディスプレイの通常の操作については、
FWDシリーズの取扱説明書をご覧くださ
い。

...........................................................................................................................................................................

• MicrosoftおよびWindowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録
商標です。

•“コンパクトフラッシュ（CompactFlash）”、CFカードは、米国サンディスク社の商標です。
• マイクロドライブ（Microdrive）はHitachi Global Storage Technologiesの登録商標です。
•“メモリースティック”、“メモリースティックデュオ”はソニー株式会社の商標です。
• その他記載された商品名、会社名などは、各社の商標または登録商標です。
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各部の名称と働き

各部の名称と働き

3

7

1 USB端子

将来の拡張機能用として使用されます。

2 メモリーカードスロットカバー固定ねじ

3 ネットワーク端子（10BASE-T/
100BASE-TX）

本 機を 10BASE-T/100BASE-TXの LAN
ケーブルでネットワークと接続します。

4 メモリーカードスロットカバー

5 アクセスランプ

本機からCFカードへアクセス中に緑色に点
滅します。
CFカードを入れる前に、必ず「使用上のご
注意」（4ページ）をお読みください。

6 メモリーカードスロット

CFカードを挿入します。 マイクロドライブも
挿入できます。

7 RESETボタン

３秒以上押したままにすると、各種設定値
を初期化します。
初期化の操作は、本機を取り付けたディス
プレイがスタンバイ状態になっているときに
行ってください。

8 イジェクトボタン

CFカードをメモリーカードスロットから抜き出
すときに、このボタンを押します。

21

4

5 86
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本機を取り付ける

取り付ける前に

• ディスプレイとディスプレイにつながれて
いるすべての機器の電源を切ってくださ
い。特にディスプレイについては、ディス
プレイの1スイッチを押してスタンバイ状
態にし、電源コードをコンセントから抜い
たあと取り付けを行ってください。

• 取り付け作業は、ディスプレイ本体を安定
した状態に固定して行ってください。

本機（BKM-FW50）を以下の手順に従っ
て、ディスプレイ本体に取り付けてください。

1 すでに取り付けられているオプション
アダプターの上下にあるネジ（2本）
をマイナスドライバーを使って反時計
方向回りにゆるめ、オプションアダプ
ターをゆっくりとディスプレイ本体か
ら引き出す。

2 本機の上下を確かめて、ディスプレイ
本体に押し込む。

ディスプレイ内部のコネクター部を確実に接
続してください。上下のネジ（2本）をマイナ
スドライバーで締めて、必要な配線をしてく
ださい。

 コネクター部には手を触れない

ディスプレイ内部のコネクター部には手を触
れないでください。けがをしたり故障の原因
となることがあります。

本機を取り付ける
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オプションスロットが
ディスプレイの左側面に
ある場合＊

＊オプションスロットの位置は機種により異な
ります。オプションスロットが複数ある機種の
場合は、本機を映像信号/通信機能対応
（VIDEO/COMポート）のスロットへ取り付け
てください。FWDシリーズの取扱説明書もあ
わせてご確認ください。
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CFカード内の
静止画／動画を
再生する

本機にはデジタルスチルカメラでの撮影に使
用したCFカード（別売り）を挿入できるメモ
リーカードスロットがあります。デジタルスチル
カメラでの撮影に使用したCFカードをメモリー
カードスロットに挿入することにより、CFカード
に保存されている静止画をディスプレイに表示
させてスライドショー形式で再生できます。
必要に応じて、静止画／動画の再生方法を
設定できます。この場合の設定方法について
は「コンピューターで操作する」（12ページ）を
ご覧ください。

対応メディア・ファイル形式

メディア： CF（コンパクトフラッシュ）
カード、マイクロドライブ

ファイル形式：JPEG形式、MPEG2形式
など（詳しくは14ページを
ご覧ください）

推奨解像度： 1360×768、1280×768、
1024×768

最大解像度*： 2592×1944
最小解像度： 640×480
* 解像度が高くなるほど、表示に時間がかかります。

ご注意

･ 次の場合、データが破損したりCFカード
またはマイクロドライブそのものが使用で
きなくなることがあります。
- データの読み込み中、書き込み中に

CFカードを取り出した場合

- 強い磁気のそばにマイクロドライブを近
づけた場合

･ 本機では記録メディアとしてCFカード、
マイクロドライブが使用できます。
CFカード
Buffalo： RCF-G256MB (256MB)

RCF-G512MB (512MB)
RCF-X64MY (64MB)
RCF-X256MY (256MB)
RCF-X512MY (512MB)

Sandisk： SDCFB 64M (64MB)
SDCFB 512M (512MB)
SDCFH 512MB (512MB)
SDCFH 2GB (2GB)

Hagiwara Sys-Com：
HPC-CF64V (64MB)
HPC-CF512V (512MB)
HPC-CF512ZP (512MB)

マイクロドライブ

Hitachi： HMS360402D5CF00 (2GB)
HMS360604D5CF00 (4GB)

･ CFカードおよびマイクロドライブについて
は動作確認を行っておりますが、すべて
のCFカード、マイクロドライブの動作を保
証するものではありません。

CFカード内の静止画／動画を再生する
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CFカードを挿入する

1 メモリーカードスロットカバー固定ね
じをプラスドライバーではずす。

2 メモリーカードスロットカバーを開
き、CFカードをメモリーカードス
ロットに差し込む。

ご注意

CFカードの向きを間違えないようにしてくだ
さい。図の向きが正しい向きです。

3 メモリーカードスロットカバー固定ね
じをプラスドライバーで元どおり取り
付けて、メモリーカードスロットカ
バーを固定する。

スライドショー再生を行う

デジタルスチルカメラでの撮影に使用した
CFカードを本機に挿入すると、そのCFカー
ドに保存されているJPEG形式の静止画
ファイルが自動的にディスプレイに表示さ
れ、スライドショー再生が開始します。（この
とき、ディスプレイの入力信号をOPTION1
RGBに切り換えておく必要があります。詳
しくはディスプレイの取扱説明書をご覧くだ
さい。）
なお、お買い上げ時は、CFカード内に保存され
ている静止画や動画のスライドショー再生が自
動的に行われるように設定されています。

ご注意

本機にメモリーカード “メモリースティックデュ
オ” を挿入する場合は、市販のCF型メモリー
スティックデュオアダプターに挿入してからお
使いください。

再生方法を詳細に設定するときは

本機を介してディスプレイをネットワークに接
続すると、CFカードに保存されている任意
の静止画や動画をディスプレイに表示でき
ます。この場合の設定および操作方法につ
いて詳しくは、「コンピューターで操作する」

（12ページ）をご覧ください。

CFカード内の静止画／動画を再生する

ラベル面を図のように向けて、
f印の方向に奥まで差し込む
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CFカードを抜くときは

ご注意

アクセスランプが点灯しているときは、画像
の記録中、読み出し中です。このとき、絶
対にCFカードを取り出したり、電源を切っ
たりしないでください。データが破損したり、
CFカードそのものが使用できなくなることが
あります。

1 メモリーカードスロットカバー固定ね
じをプラスドライバーではずす。

2 イジェクトボタンを押してから、CF
カードを引き抜く。

3 メモリーカードスロットカバー固定ね
じをプラスドライバーで元どおり取り
付けて、メモリーカードスロットカ
バーを固定する。

ネットワーク機
能を使う準備を
する

本機は、10BASE-T/100BASE-TXのLAN
ケーブルでネットワークに接続することがで
きます。
本機をLANに接続して使用するときは、次
のどちらかの方法で本機のIPアドレスを設
定します。IPアドレスの割り当てについて
は、サーバーの管理者にお問い合わせくだ
さい。
• 固定のIPアドレスを本機に設定する
通常はこの方法で使用することを推奨し
ます。

• IPアドレスを自動取得する
本機を接続するネットワーク上にDHCP
サーバーがある場合に、本機のIPアドレ
スをDHCPサーバーから自動的に取得し
て使用することもできます。この場合、本
機を取り付けたディスプレイの電源を入れ
るたびIPアドレスが変わることに注意して
ください。

固定のIPアドレスを本機に設定する

ディスプレイコントロール機能用と静止画・
動画再生機能用に、それぞれ一意のIPア
ドレスが1つずつ必要です。詳しくはネット
ワーク管理者に相談してください。

ネットワーク機能を使う準備をする
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ディスプレイコントロール機能用の
IPアドレスを設定する

まず、次の操作でディスプレイコントロール
機能用のIPアドレスを設定します。ここで
設定したIPアドレスは、ネットワーク上のコ
ンピューターから本機のディスプレイコント
ロール画面を呼び出すときに使用します。
ディスプレイの取扱説明書もあわせてご覧く
ださい。

1 本機を取り付けたディスプレイを
LANケーブルでネットワークに接続
する。

2 ディスプレイの電源を入れ、30秒ほ
ど待つ。

3 ディスプレイのMENUボタンを押し
てメインメニューを表示させる。

4 M/mボタンで「初期設定 / インフォ
メーション」を選んでからENTERボ
タンを押して初期設定 / インフォメー
ションメニューを表示させる。

5 M/mボタンで「IP Address Setup」
を選んでからENTERボタンを押す。

6 M/mボタンで「Manual」を選んでか
らENTERボタンを押す。

7 必要な項目を入力する。

1) M/mボタンで手動入力する項目を
選んでからENTERボタンを押しま
す。選んだ項目のいちばん左の入
力欄にカーソルが表示されます。

2) M/mボタンまたはリモコンの数字ボ
タンで3桁の数値（0～255）を入力
します。ENTERボタンまたは,ボ
タンを押すと、カーソルが右隣りの
入力欄に移動しますので、同様に
数値を入力します。

ネットワーク機能を使う準備をする

3) 各項目の4つの枠をすべて入力し
てからENTERボタンまたは,ボタ
ンを押すと、その項目の数値が確
定します。

4) 以降、他の項目についても同様に
入力します。

8 M/mボタンで「Execute」を選んでか
らENTERボタンを押す。

続いて、静止画・動画再生機能用のIPア
ドレスを設定します。

静止画・動画再生機能用のIPアドレ
スを設定する

1 コンピューターのブラウザー
（Internet Explorer 6.0以上）を起動
する。

2 アドレスに「http://xxx.xxx.xxx.xxx
（本機のディスプレイコントロール機
能に割り当てられているIPアドレ
ス）」と入力し、キーボードのEnter
キーを押す。

ユーザー名とパスワードが設定されてい
ると、Network Password（ネットワーク
パスワード）入力画面が表示されます。
設定したユーザー名とパスワードを入力
してから、次の手順に進んでください。

3「Setup」タブをクリックする。
Network Password（ネットワークパス
ワード）を設定するための画面が表示さ
れます。お買い上げ時は、次のように
設定されています。
　Name： root
　Password：fw50ad

4「Network」ボタンをクリックする。
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5「Internet Protocol（TCP/IP）」で、
「Specify an IP address」をクリッ
クしてから、入力欄に静止画・動画再
生機能用のIPアドレスを入力する。

6「Apply」をクリックする。

IPアドレスを自動取得する

ディスプレイを操作して次のように設定するこ
とにより、本機はネットワーク上のDHCPサー
バーからIPアドレスを自動的に取得します。

1 本機を取り付けたディスプレイを
LANケーブルでネットワークに接続
する。

2 ディスプレイの電源を入れ、30秒ほ
ど待つ。

3 ディスプレイのMENUボタンを押し
てメインメニューを表示させる。

4 M/mボタンで「初期設定 / インフォ
メーション」を選んでからENTERボ
タンを押して初期設定 / インフォメー
ションメニューを表示させる。

5 M/mボタンで「IPアドレス設定」を選
んでからENTERボタンを押す。

6 M/mボタンで「DHCP」を選んでから
ENTERボタンを押す。

7 M/mボタンで「Execute」を選んでか
らENTERボタンを押す。

ご注意

ご使用のルーターによっては正しくIPアドレス
が取得できない場合があります。ルーターの仕
様、動作を確認してからご使用ください。

自動取得したIPアドレスを確認する

IPアドレスを自動取得する場合、本機の
ディスプレイコントロール画面を呼び出すに
は、次の方法で自動取得したIPアドレスを
確認します。IPアドレスは、ディスプレイの
電源を入れるたびにIPアドレスが変わりま
すので、ディスプレイの電源を入れ直したと
きは常にこの方法でIPアドレスを確認する
必要があります。

1 ディスプレイのMENUボタンを押し
てメインメニューを表示させる。

2 M/mボタンで「初期設定 / インフォ
メーション」を選んでからENTERボ
タンを押して初期設定 / インフォメー
ションメニューを表示させる。

3 M/mボタンで「インフォメーション」
を選びENTERボタンを押す。

4「IPアドレス」に表示されているIPア
ドレスを確認する。

ネットワーク機能を使う準備をする
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コンピューター
で操作する

ディスプレイをコントロールする

コンピューターの画面上でディスプレイの各種
設定ができます。
本機がディスプレイにしっかり装着されている
こと、本機、コンピューター、ルーターまたはハ
ブがネットワークケーブルで接続されているこ
とを確認し、ディスプレイとコンピューター、
ルーターまたはハブの電源を入れてください。
ディスプレイコントロール画面は、機能別に

「Information」画面、「Configure」画面、
「Control」画面、「Player」画面、「Setup」
画面の5画面を表示できます。

◆ ボタンの働きについて詳しくは、ディスプレイ
本体、FWDシリーズの取扱説明書もあわせ
てご覧ください。

1 コンピューターのブラウザー
（Internet Explorer 6.0以上）を起動
する。

2 アドレスに「http://xxx.xxx.xxx.xxx
（本機のディスプレイコントロール機
能に割り当てられているIPアドレ
ス）」と入力し、キーボードのEnter
キーを押す。

ユーザー名とパスワードが設定されてい
ると、Network Password（ネットワーク
パスワード）入力画面が表示されます。
設定したユーザー名とパスワードを入力
してから、次の手順に進んでください。

3 画面上部の機能タブをクリックして表
示したい画面を選ぶ。

各画面の設定項目

Information画面

Model Name（モデル名）やSerial No.（シ
リアル番号）等のディスプレイの情報や、
POWER（電源）やINPUT（入力信号）な
どのディスプレイの現在の状態などを表示
します。
この画面は確認のみで、設定の変更はで
きません。

コンピューターで操作する
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Playerのエラー情報はこの画面に表示され
ます。

エラー情報について詳しくは「エラーコード
一覧」（32ページ）をご覧ください。

Clear（消去）
Player Error Historyで表示されたエラー
情報を削除します。

ご注意

エラーは発生順に30履歴分が表示されま
す。以降は古いものから削除されます。

Configure画面

Timer（タイマー）

タイマーを設定します。
設定後「Apply」をクリックします。

Screen Saver（スクリーンセーバー）

スクリーンセーバーを設定します。
設定後「Apply」をクリックします。

Picture and Picture（2画面）

2画面の設定をします。
設定後「Apply」をクリックします。

ご注意

• 各機能については、ディスプレイ本体、
FWDシリーズの取扱説明書もあわせて
ご覧ください。ディスプレイのモデルに
よって対応していない機能もあります。

•「Timer」の設定を行うときは、あらかじめ
Setup画面（28ページ）で時刻の設定を
しておいてください。

Control画面

POWER（電源）

ディスプレイの電源の入／切を切り換えま
す。

INPUT（入力切換）

入力信号を切り換えます。

PICTURE MODE（ピクチャーモード）

ピクチャーモードを切り換えます。

コンピューターで操作する
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ASPECT（アスペクト）

画面の縦横比を切り換えます。

CLOSED CAPTION（クローズドキャ
プション）

英語字幕を画面に表示したいときに使用し
ます。

Volume（音量）＋/－ボタン

ディスプレイの音量を調節します。

Contrast （コントラスト）＋/－ ボタン

コントラストを調整します。

Brightness（ブライトネス）＋/－ ボタン

画面の明るさを調整します。

Chroma（色の濃さ）＋/－ ボタン

色の濃さを調整します。

Phase（色あい）＋/－ ボタン

色あいを調整します。

Reset（リセット）ボタン

「Contrast（コントラスト）」から「Phase（色
合い）」の設定値を出荷状態に戻します。

ご注意

• 各機能については、ディスプレイ本体
（FWDシリーズ）の取扱説明書もあわせ
てご覧ください。

• ディスプレイのモデルによっては、この画
面の機能の一部が使用できないことがあ
ります。また、PICTURE MODEの設定
によっては、機能の一部が無効になりま
す。

• 入力が無信号の場合、この画面の機能
による調整ができないことがあります。

Player画面

この画面では、静止画・動画の再生に関す
る設定をしたり、本機のPCプレゼンテー
ション機能の操作を行います。

対応ファイル形式について

下記のファイル形式の静止画・動画を再生
できます。

ファイル ファイル形式 拡張子
の種類

静止画 JPEG形式 jpg、jpe、jpeg
GIF形式 gif
PNG形式 png
BMP形式 bmp

動画* MPEG2 PS形式 mpg、m2v、
（15Mbpsまで。 mpeg
480i/480p/576p
推奨）

オーディオ MP3形式 mp3

* 動画ファイル内のオーディオは次の形式に対
応しています。

• リニアPCM

• MPEG-1 Audio Layer-2 (MP2)

• MPEG-1 Audio Layer-3 (MP3)

コンピューターで操作する
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ファイル名の禁則文字

本機では以下の半角文字をファイル名に使
用することができません。これらの文字を含
むファイル名のデータは、読み込むことが
できません。
¥ : / * ? " < > ¦ # { } % & ̃ ' , ;

フォルダの階層について

本機が対応するフォルダ階層の最大数は
32階層です。

対応サーバーについて

以下のWeb/HTTPサーバーフォーマット
に対応しています。
• Apache
• IIS
各サーバーソフトウェアは、あらかじめインス
トールされている必要があります。詳しくは
各サーバーソフトウェアの取扱説明書をご
覧ください。

Streaming Play

Web/HTTPサーバーに保存されている静
止画・動画をディスプレイに表示させて再
生するための設定を行います。

ご注意

Streaming Playで再生できるファイル数は
最大1000ファイルです。また、1ファイルの
最大容量は2 GBになります。

Server Address

静止画・動画が保存されているWeb/
HTTPサーバーのアドレスを入力します。
サーバーのIPアドレスを入力するときは、

「http://xxx.xxx.xxx.xxx」（「xxx」は最大
3 桁の数字）という形式で入力します。

Play file/folder name

「Server Address」で指定したWeb/HTTP
サーバーの静止画・動画の保存場所を指
定します。テキストボックスにファイルまたは
フォルダーの場所を入力するか、「Browse」
ボタンをクリックして表示される画面でファイ
ルまたはフォルダーの場所を指定します。

ご注意

• フォルダー内に「index.html」というファイ
ルが存在する場合、フォルダー内のファイ
ルまたはフォルダーは表示されません。

• フォルダーを指定した場合、再生されるの
はそのフォルダーの下にある静止画・動
画のみです。サブフォルダーに静止画・
動画が保存されていても、再生は行われ
ません。

• 本機はASCIIコードに従ってファイルを再
生します。数字順またはアルファベット順
にファイル名を付けておくことをおすすめ
します。

Repeat

静止画・動画を繰り返し再生するときに、こ
のチェックボックスをチェックします。

コンピューターで操作する
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Save

この画面の設定内容を保存します。

Play

「Play file/folder name」で指定したファイ
ル、またはフォルダー内の静止画・動画の
再生を開始します。

Stop

「Play」ボタンをクリックして開始した静止
画・動画の再生を停止します。

Store Local

Web/HTTPサーバーに保存されている静
止画・動画をダウンロードし、本機のメモ
リーカードスロットに挿入されているCFカー
ド（別売り）に保存します。
Store Local でダウンロードできるファイル数
は最大1000ファイルです。また、1ファイル
の最大容量は2GBになります。

Address

Web/HTTPサーバーのアドレスを入力しま
す。

コンピューターで操作する

Play file/folder name

「Server Address」で指定したWeb/HTTP
サーバーの静止画・動画の保存場所を指定
します。テキストボックスにファイルまたはフォ
ルダーの場所を入力するか、「Browse」ボタ
ンをクリックして表示される画面でファイルま
たはフォルダーの場所を指定します。

ご注意

フォルダー内に「index.html」というファイ
ルが存在する場合、フォルダー内のファイ
ルまたはフォルダーは表示されません。

Folder name

本機のメモリーカードスロットに挿入したCF
カードの保存場所を指定します。テキスト
ボックスにファイルまたはフォルダーの場所
を入力するか、「Browse」ボタンをクリック
して表示される画面でファイルまたはフォル
ダーの場所を指定します。
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Delete

本機に挿入されているメモリーカードに
保存されたファイルまたはフォルダーを
削除します。

New Folder

本機に挿入されているメモリーカード内
に新規フォルダーを作成します。

Store

「Play file/folder name」で指定したファイ
ル、またはフォルダー内の静止画・動画の
ダウンロードを開始します。

Scheduled Download

本機に挿入されているメモリーカードに静止
画・動画をWeb/HTTPサーバーから定期
的にダウンロードする機能です。曜日、時
間、間隔を設定できます。

Check to clear the local folder
before download

このチェックボックスをチェックすると、
Web/HTTPサーバーからのダウンロードを
開始する前に、CFカード内の（「Folder
name」で指定した）フォルダ内のファイル
がすべて削除されます。このチェックボック
スのチェックを外しているときは、Web/
HTTPサーバーからダウンロードされるコン
テンツと同じ名前のファイルがCFカードに
保存されていた場合に、必ず上書きされま
す。

ご注意

•「Scheduled Download」の設定を行うと
きは、あらかじめSetup画面（28ページ）
で時刻の設定をしておいてください。

•「Scheduled Download」の開始時間は、
ディスプレイの電源が切れている時間に
設定してください。ディスプレイの電源が
入っているときは、ファイルのダウンロード
よりもディスプレイへの映像の表示が優先
されるため、ダウンロードが正常に行われ
ません。

• ディスプレイのON/OFFタイマー設定お
よびTime Table Playの設定（26ページ）
も考慮してダウンロード開始時間を設定し
てください。

• ファイルのダウンロード中にディスプレイの
電源を切らないでください。ファイルのダ
ウンロードが正常に行われません。

• CFカードの容量が一杯になると、本機能
はエラーになり新しいコンテンツの自動ダ
ウンロードができなくなります。

コンピューターで操作する
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Local Play

本機のメモリーカードスロットに挿入したCF
カードに保存されている静止画・動画をディ
スプレイに表示させて再生するための設定
を行います。

ご注意

Local Playで再生できるファイル数は最大
1000ファイルです。また、1ファイルの最大
容量は2GBになります。

Play file/folder name

本機のメモリーカードスロットに挿入されてい
るCFカードの静止画・動画の保存場所を指
定します。テキストボックスにファイルまたは
フォルダーの場所を入力するか、「Browse」
ボタンをクリックして表示される画面でファイ
ルまたはフォルダーの場所を指定します。
フォルダーを指定した場合は、その下のサ
ブフォルダー内の静止画・動画も再生されま
す。

コンピューターで操作する

Rename

本機に挿入されているメモリーカードに
保存されたファイルまたはフォルダーの
名前を変更します。

Delete

本機に挿入されているメモリーカードに
保存されたファイルまたはフォルダーを
削除します。

ご注意

本機はASCIIコードに従ってファイルを再生
します。数字順またはアルファベット順に
ファイル名を付けておくことをおすすめしま
す。

Repeat

静止画・動画を繰り返し再生するときに、こ
のチェックボックスをチェックします。

Save

この画面の設定内容を保存します。

Play

「Play file/folder name」で指定したファイル、
またはフォルダー内の静止画・動画の再生を開
始します。
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Stop

「Play」ボタンをクリックして開始した静止
画・動画の再生を停止します。

PC Presentation

本機のPCプレゼンテーション機能を開始ま
たは停止するための操作を行います。この
機能は、コンピューターのデスクトップに表
示されている内容を本機を取り付けている
ディスプレイに表示し、ディスプレイを外部
モニターとして使用する機能です。

ご注意

本機のPCプレゼンテーション機能を使用す
るためには、コンピューターにUltraVNCが
インストールされている必要があります。
UltraVNCは、GNU GPLライセンスのフリー
ソフトウェアです。

Connect PC

本機のPCプレゼンテーション機能を使用す
るときに選択します。この場合は、次の項
目も設定します。

IP Address：
コンピューターのIPアドレスを入力しま
す。IPアドレスは「xxx.xxx.xxx.xxx」

（「xxx」は最大 3 桁の数字）という形式
で入力します。

Password：

UltraVNCのインストール時に設定した
パスワードを入力します。

PC Resolution：

接続するコンピューターの解像度を選
択します。
ここで選択された解像度が、コンピュー
ターの解像度と異なっていると、画面の
サイズがディスプレイに正しく表示されま
せん。画面サイズが正しく表示されるよ
うに解像度を選択してください。

Connect

PCプレゼンテーション機能を開始します。
このボタンをクリックすると、指定されたIP
アドレスのコンピューターのデスクトップ画面
がディスプレイに表示されます。

Disconnect

PCプレゼンテーション機能を停止します。

Play Settings

静止画・動画の自動再生や、スライドショー
の設定を行います。

コンピューターで操作する
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Auto Play

本機を取り付けたディスプレイの電源を入
れたときに、自動的に静止画・動画の再生
を開始するかどうかを指定します。ディスプ
レイのONタイマー機能と組み合わせること
で，スケジュール再生が可能です。
静止画・動画の自動再生を有効にするとき
は、「On」を選択し、「Contents」ドロップダ
ウンリストで「Streaming」（ネットワーク上の
他のコンピューターの静止画・動画を自動
再生）、「Local」（本機のメモリーカードス
ロットに挿入されているCFカード内の静止
画・動画を自動再生）、または「Play List」

（あらかじめ作成しておいたプレイリストに
従って静止画・動画を再生）のいずれかを
選択します。お買い上げ時は「On」に設定
されています。

Check to cancel auto play when
"Scheduled Download" overlaps

Player画 面 の Store Localに あ る
Scheduled Download機能（17ページ）を
使用する場合に、Scheduled Download機
能によるデータのダウンロードとAuto Play

（静止画・動画の自動再生）のどちらを優
先するかを指定します。
このチェックボックスをチェックすると、
Scheduled Download機能によるデータの
ダウンロードが優先されます。ダウンロード
中に自動再生の指定時刻になった場合、
その日の自動再生はキャンセルされます。
このチェックボックスをチェックしていない
場合は、ダウンロード終了後に自動再生が
スタートします。

Slide Show

スライドショーの再生方法に関する次の設定
項目があります。

Interval：

次の静止画・動画に表示を切り換える
までの間隔を指定します。

Background Music：

スライドショー再生時に同時に再生する
BGMを指定します。BGMとして指定
できるのは、本機のメモリーカードスロッ
トに挿入されているCFカード内の音楽
ファイル（または音楽ファイルが保存さ
れているフォルダー）のみです。フォル
ダーを指定した場合、そのフォルダーの
下にある音楽ファイルのみが再生されま
す（サブフォルダーに音楽ファイルが保
存されていても、再生は行われませ
ん）。
タイムテーブル再生時のBGMは、タイ
ムテーブル編集画面で設定します。

（26ページ）

ご注意

フォルダーを指定した場合は、次の点
に留意してください。
• 再生できる音楽ファイルの数は最大
1000ファイルです。また、1ファイルの
最大容量は2GBになります。

• 本機はASCIIコードに従ってファイル
を再生します。数字順またはアルファ
ベット順にファイル名をつけておくこと
をおすすめします。

ファイル名を入力するか、フォルダー名
を入力してから「Browse」ボタンをク
リックして表示される画面でファイルま
たはフォルダーを指定します。

コンピューターで操作する
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Rename

本機に挿入されているメモリーカードに
保存されたファイルまたはフォルダーの
名前を変更します。

Delete

本機に挿入されているメモリーカードに
保存されたファイルまたはフォルダーを
削除します。

Check to use background music
during video playback (video
audio will be muted):

このチェックボックスをチェックすると、
スライドショーで再生されるファイルの中
に動画が含まれている場合に、その動
画の再生時もBGMが有効になり、動画
に含まれる音声は消音されます。

Check to display still pictures in
High Resolution Mode:

このチェックボックスをチェックすると、
静止画が高解像度（WXGAまたは
XGA）で表示されます。静止画といっ
しょに動画がフォルダーに含まれている
場合は、静止画から動画に切り換わる
とき (および、動画から静止画に切り換
わるとき) に、解像度を切り換えるため
に画面が数秒間オフになります。

入力映像のアスペクト比を次の中から
選択できます。
16:9 (WXGA) :16:9 の映像を全画面表

示で見ることができま
す。

4:3 (XGA) : 4:3の映像を4:3のノー
マル画面で見ることが
できます。

AUTO : 自動判別します。

再生したい映像のアスペクト比に応じて
使い分けてください。
静止画ファイルを再生する場合は、各
ファイルのアスペクト比を統一することを
お勧めします。

ご注意

• アスペクト比が混在したファイルを再生
する場合、横に黒帯が表示されたり、
画像のアスペクトが横長に表示されま
す。

• 16:9または4:3以外のアスペクト比を持
つ静止画を再生することもできますが、
上下左右に黒帯が表示されたり、画像
のアスペクトが横長に表示されたりしま
す。

• ディスプレイのRGBモードがDTVモー
ドに設定されていると自動的にオー
バースキャンモードに入るため、表示
画像の端に文字などがあると切れてし
まいます。 FWD-40LX1/32LX1R/
50PX2ではオーバースキャンモードを
ディスプレイのメニューでOFFにして
ください。

コンピューターで操作する



22

Standard Resolution Mode（初期
値）：480p

4:3

9

入力静止画像が標準解像度に変換され、
ディスプレイのアスペクト比に合わせて拡大。

16

16:9

480p

入力静止画像は元のアスペクト比どおりに
表示されます。

9

16

4:3

ディスプレイ

ディスプレイ

ディスプレイ

黒帯

9

16

16:9

High Resolution Mode：16:9
（WXGA）

ディスプレイ

ディスプレイ

16:9

WXGA9

入力静止画像は元のアスペクト比どおりに
表示されます。

16

9

16

16:9

コンピューターで操作する
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High Resolution Mode：4:3（XGA）

ディスプレイ

ディスプレイ

XGA

4:3

9

入力静止画像は元のアスペクト比どおりに
表示されます。

入力静止画像は横長に表示されますが、
画面全体に表示されます。

16

9

16

4:3

9

16

4:3

黒帯

ディスプレイ

Video Resolution

再生する動画の解像度を、Auto、NTSC
（480i）、NTSC（480p）またはPAL（576p）
から選択します。

Guide Message

静止画・動画を再生していないときに、
ディスプレイの電源が入っていることがわか
るようにメッセージを表示するかどうかを指
定します。

Background Color

静止画・動画を再生していないときのディ
スプレイの表示色を、「Black」、「Dark
Gray」、または「Gray」から選択します。

Apply

この画面の設定内容を保存します。

Player画面（拡張設定）

Player画面で［Advanced］ボタンをクリック
すると、［List Play］、［Edit Play List］、

［Time Table］の3つのボタンが表示され、
静止画・動画の再生に関するより高度な設
定ができるようになります。この間、

［Advanced］ボタンは［Easy］ボタンに切り
換わり、クリックすることで拡張表示された3
つのボタンを非表示にできます。

コンピューターで操作する
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List Play

あらかじめ作成しておいたプレイリストを選
択したり、選択したプレイリストに従って静
止画・動画を再生するための設定を行いま
す。

ご注意

プレイリスト再生機能を使用するときは、CF
カードを本機のメモリーカードスロットに挿入
している必要があります。

List Name

あらかじめ作成しておいたプレイリストがド
ロップダウンリストに表示されます。再生す
るプレイリストを選択します。

Preview

「List Name」で選択したプレイリストをプレ
ビュー再生します。

Repeat

プレイリストを繰り返し再生する場合に、この
チェックボックスをチェックします。

Save

この画面の設定内容を保存します。

Play

「List Name」で選択したプレイリストの再生
を開始します。

Stop

「Play」ボタンをクリックして開始したプレイ
リストの再生を停止します。

Edit Play List

プレイリストを編集したり、新しいプレイリスト
を作成します。

ご注意

プレイリストを編集するときは、CFカードを本
機のメモリーカードスロットに挿入している必
要があります。

Edit Play List

すでに作成されているプレイリストの内容を
変更します。ドロップダウンリストで選択した
プレイリストに対して編集などの操作を行う
次のボタンがあります。

Edit

ドロップダウンリストで選択したプレイリ
ストの内容を変更するための画面が表
示されます。
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この画面では、次の操作で、プレイリス
トに追加する静止画・動画を参照できま
す。
• 本機のメモリーカードスロットに挿入さ
れているCFカードの静止画・動画を
プレイリストに追 加 するときは、

「Selected Folder」に何も入力せず
に「Browse」ボタンをクリックします。
CFカード内のフォルダーが画面の左
側にツリー表示されますので、プレイ
リストに追加する静止画・動画が含ま
れているフォルダーを選択します。

• Web/HTTPサーバー上の静止画・
動画をプレイリストに追加するときは、
サーバーのアドレスを「Selected
Folder」に入力してから「Browse」ボ
タンをクリックします。サーバー下の
フォルダーが画面の左側にツリー表示
されますので、プレイリストに追加する
静止画・動画が含まれているフォル
ダーを選択します。

ツリー表示されているフォルダーを選択
すると、そのフォルダー内のファイルが
ツリー表示の隣りに一覧表示されます。
プレイリストに追加するファイルを選択し
てから「Add」ボタンをクリックすると、画
面の右側のプレイリストにそのファイルが
追加されます。

プレイリストに追加されたファイルは、
「Up」または「Down」ボタンで順番を変
更したり、「Preview」ボタンでプレ
ビュー表示させたり、「Delete」ボタンで
プレイリストから削除できます。
プレイリストの編集が終わったら、「OK」
ボタンをクリックしてください。プレイリス
トを編集する画面が閉じます。

Preview

ドロップダウンリストで選択したプレイリ
スト内の静止画を順次プレビュー表示し
ます。

Delete

ドロップダウンリストで選択したプレイリ
ストを、リストから削除します。

Download

ドロップダウンリストで選択したプレイリ
ストを、CFカードからコンピューターにダ
ウンロードします。ダウンロードしたプレ
イリストをテキストエディターなどで編集
することで、プレイリストの内容を変更で
きます。詳しくはソニーのサービス窓口
にご相談ください。

Create New Play List

新しいプレイリストを作成します。プレイリス
トの名前をテキストボックスに入力してから、
次のボタンでプレイリストの作成を行いま
す。

Create

新しいプレイリストを編集するための画面が
表示されます。ここでの操作は、「Edit Play
List」の「Edit」ボタンをクリックしたときと同
じです。

コンピューターで操作する
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Browse

プレイリストファイルがコンピューターに保存さ
れている場合に、そのファイルを指定します。

Upload

「Browse」ボタン*で指定したプレイリスト
ファイルを、CFカードにアップロードします。
アップロードされたプレイリストファイルは、

「Edit Play List」のドロップダウンリストに追
加されます。
* ボタン名はOSの言語に依存します。

Time Table

タイムテーブルを作成して、任意の時間帯
に任意の静止画・動画を再生するための
設定を行います。

ご注意

• タイムテーブル機能を使用するときは、CF
カードを本機のメモリーカードスロットに挿
入している必要があります。

• タイムテーブルの設定を行うときは、あら
かじめSetup画面（28ページ）で時刻の
設定をしておいてください。

Time Table Play

タイムテーブルによる再生を行うかどうかを
指定します。
タイムテーブルによる再生を行うときは、

「On」をクリックしてから、1週間の再生スケ
ジュールを設定します。

ご注意

Time Table Playを「On」にすると、ディス
プレイ本体のタイマー設定は無効になりま
す。

タイムテーブルには、1日のうちどの時間帯
にどのデータを再生するかを指定します。
タイムテーブルは最大7つ作成でき、週間
スケジュール表でAからGまでのタイムテー
ブルを1週間のどの曜日に適用するかを指
定できます。それぞれのタイムテーブルの
内容を編集するときは、週間スケジュール
表の右端の「Go」ボタンをクリックしてタイ
ムテーブル編集画面を表示させます。

タイムテーブル編集画面には、再生する
データとその設定内容が一覧表示されま
す。一覧表示の各項目で、再生するデータ
の保存場所とBGMの指定、再生開始時刻
と繰り返しの設定を行います。

コンピューターで操作する
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File/Folder/List Name

再生する静止画・動画の保存場所と
ファイル名を指定します。静止画・動画
が保存されているフォルダーを指定す
ることもできます。
• 本機のメモリーカードスロットに挿入さ
れているCFカードの静止画・動画を
指定するときは、テキストボックスに何
も入力せずに「File Browse」ボタン
をクリックし、表示される画面でファイ
ルまたはフォルダーを指定します。

• Web/HTTPサーバー上の静止画・
動画を指定するときは、サーバーのア
ドレスをテキストボックスに入力してか
ら「File Browse」ボタンをクリックし、
表示される画面でファイルまたはフォ
ルダーを指定します。

• プレイリスト（24ページ）を作成してい
るときは、プレイリストを指定できます。

「List Browse」ボタンをクリックし、表
示される画面でプレイリストを指定しま
す。

Background Music

静止画を再生する場合に、BGMとして
使用する音楽ファイルを指定できます。
音楽ファイルの保存場所をテキストボッ
クスに入力するか、「File Browse」ボタ
ンをクリックして音楽ファイルを指定しま
す。

Start Time

このデータの再生開始時刻を指定しま
す。繰り返し再生する場合は「Repeat」
チェックボックスをチェックします。
先頭データの開始時刻はディスプレイの
オンタイマーの時刻として設定されま
す。

End Time

決まった時刻にタイムテーブルによる再
生を終了させる場合に、チェックボック
スをチェックし、終了時刻を指定しま
す。
この設定は、ディスプレイのオフタイ
マーの時刻として設定されます。

Add

再生するデータの一覧に新しい項目を
追加します。

Delete

一覧の項目の先頭のチェックボックスを
チェックしてからこのボタンをクリックす
ると、一覧からその項目を削除できま
す。

Save

この画面の設定内容を保存します。

設定が終わったら、「OK」ボタンをクリック
してタイムテーブル編集画面を閉じます。
タイムテーブルを作成した後は、週間スケ
ジュール表でAからGまでのタイムテーブ
ルをどの曜日に適用するかを指定します。
週間スケジュール表上の「PLAY」をクリッ
クするごとに、各曜日ごとにタイムテーブル
を適用するかどうかを切り換えることができ
ます。

タイムテーブル再生中の動作

• ディスプレイをスタンバイ状態にすると、そ
の日のタイムテーブル再生は以後すべて
キャンセルされます。

• 再生中のコンテンツごとに、「Stop」ボタ
ンで再生を停止できます。この場合、次
に指定されているコンテンツの再生時刻
になると、そのコンテンツからタイムテーブ
ルの再生が再開します。

コンピューターで操作する
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• タイムテーブル再生中でも、「Play」ボタン
で別のコンテンツを再生できます。この場
合、次に指定されているコンテンツの再
生時刻になると、そのコンテンツからタイ
ムテーブルの再生が再開します。

• タイムテーブル再生を停止するには、
Time Table Playを「Off」にして、その時
点で再生中のコンテンツを「Stop」ボタン
で停止してください。

ご注意

データの再生開始時刻、およびタイムテー
ブルの終了時刻は、どちらも0:00～35:59

（翌日の午前11時59分）の範囲で指定で
きます。このため、翌日の時間帯に再生を
指定されたデータが、翌日から開始されるタ
イムテーブルの再生と重複することがありま
す。通常は、このように再生時間帯が重
なった場合は、常に当日の再生が優先され
ます。詳しくは「タイムテーブルによるスケ
ジュール再生について」（35ページ）をご覧
ください。

Play mode when "Scheduled
Download" overlaps

Player画 面 の Store Localに あ る
Scheduled Download機能（17ページ）を
使用する場合に、タイムテーブルによって
静止画・動画の再生が行われる時間と、
Scheduled Download機能で指定された
データのダウンロードの予約時間が重なっ
た場合の動作を、「Delay」、「Skip」、

「Cancel」の中から指定します。
Delay： 再生時刻が重なったコンテンツの

再生を、Scheduled Download機
能によるダウンロードの終了後に
開始します。

Skip： 再生時刻が重なったコンテンツの
再生のみをスキップし、次の時刻
に指定されているコンテンツから
再生を開始します。

Cancel：その日のテイムテーブルによる再
生をすべてキャンセルします。

Save

この画面の設定内容を保存します。

Setup画面

Network Password（ネットワークパスワー
ド）を設定するための画面が表示されます。
お買い上げ時は、次のように設定されてい
ます。
　Name： root
　Password： fw50ad
各画面で入力した情報、変更した設定など
は、各画面下方の「Apply」をクリックすると
反映されます。
特殊文字、日本語は使用できません。

Owner Information

Owner（所有者）

所有者の情報を入力します。

コンピューターで操作する
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Display Location（ディスプレイ設置場
所）

ディスプレイのLocation（設置場所）を入力
します。

ご注意

入力する文字列にスペースは使用しないで
ください。ファイル名が正しく表示されない
ことがあります。

Memo（メモ）

メモを入力しておくことができます。

Time

Time（時刻）

時刻と曜日を入力します。

Network

Internet Protocol (TCP/IP)（インター
ネットプロトコル）

「Specify an IP address （IPアドレスを手動で
設定する）」を選び、各数値を設定します。

「Obtain an IP address (DHCP) （IPアドレス
を自動的に設定する）」を選び、DHCPサー
バーからIPアドレスを自動取得することもでき
ます。この場合、本機を取り付けたディスプレ
イの電源を入れるたびにIPアドレスが変わる
ことがあることに注意してください。

ご注意

本機は、ディスプレイコントロール機能と静
止画・動画再生機能用に、それぞれ一意
のIPアドレスが1つずつ必要です。ディスプ
レイコントロール機能用のIPアドレスは、本
機を取り付けたディスプレイのメニューから
も設定できます。詳しくは「ディスプレイコン
トロール機能用のIPアドレスを設定する」
（10ページ）をご覧ください。

Password（パスワード）

管理者、ユーザーそれぞれに名前とパス
ワードを設定できます。管理者の名前は

「root」に固定されています。
最大入力文字数は、それぞれ8文字です。
ユーザー名とパスワードを設定すると、本機
のディスプレイコントロール画面を呼び出し
たときに、Network Password（ネットワーク
パスワード）入力画面が表示されるようにな
ります。ネットワーク上の安全のために、
ユーザー名とパスワードを設定して使用する
ことを推奨します。

Mail Report（メールレポートの設定）

ディスプレイの機能にエラーが発生した場

合、すぐにメールで通知します（エラー通

知）。 ただし、Playerのエラーは通知しませ

ん。

Address（送信先）

各テキストボックスに送信先のメールアドレ
スを入力します。同時に４か所に送信でき
ます。各アドレスの最大入力文字数は64文
字です。

Mail Account（メールアカウント）

Mail Address（メールアドレス）：

割り当てられたメールアドレスを入力し
ます。
最大入力文字数は64文字です。
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Outgoing Mail Server (SMTP) （送
信メールサーバー）：

メールサーバーのアドレスを設定します。
最大入力文字数は64文字です。

Requires the use of POP
Authentication before Send
e-mail (POP before SMTP)
（メール送信にPOP認証が必要）：

SMTPサーバーに接続する際にPOP
認証を行う必要がある場合、チェック
ボックスをチェックしてください。

Incoming Mail Server (POP3)（受
信メールサーバー）：

「POP before SMTP」でのPOP認証に
使用するPOP3サーバーのアドレスを入
力します。

Account Name（アカウント名）：

メールアカウントを入力します。

Password（パスワード）：

メールパスワードを入力します。

Send Test Mail（テストメール送
信）：

指定したアドレスにメールが送信される
かどうか、テストメールを送信することが
できます。チェックボックスをチェックし
て「Apply」をクリックすると送信されま
す。

ご注意

以下の項目が設定されていないか、設定
が正しくない場合には、エラーメッセージが
表示され、テストメールは送信できません。
• 送信先のアドレス
• メールアカウントのメールアドレスと送信
メールサーバー（SMTP）

Advanced （高度な設定）

ネットワーク上で各種アプリケーションを利用
可能にする高度な設定を行います。ご利用
のアプリケーションの設定要求とあわせてご
確認ください。

Advertisement

ネットワ ー ク 上 で の Advertisement、
Broadcastの設定を行います。

ID Talk

ID Talkの設定を行います。ID Talkとは、
ネットワーク経由で本機を取り付けたディス
プレイを操作するためのプロトコルです。ID
Talkによって、色温度やガンマなどさまざ
まな調整や設定ができるようになります。
使用可能なID Talkコマンドについて詳しく
はサービスセンターにお問い合わせくださ
い。

SNMP

本機はSNMPに対応したネットワーク機器
です。標準 MIB-IIの他に、ソニーの
Enterprise MIBに対応しています。この画
面 で は 、SNMP（ Simple Network
Management Protocol）に関する設定を
行います。
使用可能なSNMPコマンドについて詳しく
はサービスセンターにお問い合わせくださ
い。

本機を初期化するには

Setup画面で入力した設定値を初期化する
には、細い棒状のもので本機前面パネル
のRESETボタン（5ページ）を３秒以上押
したままにしてください。すべての入力情報
が消去されます。
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トラブル時の対処

サービス窓口にご相談になる前に下記の項目をもう一度チェックしてみてください。それで
も具合の悪いときは、ソニーのサービス窓口にご相談ください。

トラブル時の対処

症状 原因／対処

・ 本機がディスプレイに正しく取り付けられていない。

t 本機を奥までしっかり差し込み、固定ネジを締
めてください。

・ ネットワーク端子にケーブルが正しく接続されていな
い。

t ケーブルを奥までしっかり差し込んでください。

・ ネットワークの設定が正しくない。

t コンピューターのWebブラウザーから操作して
いる場合、コンピューターのネットワーク設定を
確認してください。

本機のRESETボタンを３秒以上押したままにし
て初期設定状態に戻し、あらためて設定しなお
してください。

・ ケーブルの種類が適切でない。

t ストレートケーブルまたはクロスケーブルをネット
ワーク環境に合わせてご使用ください。

・ メディアが壊れている。

t 新しいメディアに交換して確認してください。

・ 適合不可能なメディアである。

t 他メーカーのメディアに交換して確認してくださ
い。

・ ファイル形式が適応外である。

t 条件に合うファイル形式に変換し直してくださ
い。

・ ファイル数が1000を超えている

t ファイル数を1000以下に減らしてください。

・１ファイルが2GBを超えている。

t 2GB以下に抑えてください。

・ メディアが壊れている。

t 新しいメディアに交換して確認してください。

ネットワークに接続できない。

メディアが認識されない。

メディアに保存したファイルが再生でき
ない。
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・ メディアが本機に挿入されていない。

t メディアを挿入してください。

・ メディアが壊れている。

t 新しいメディアに交換して確認してください。

・ ネットワーク環境に問題がある。

t 設定を確認してください。

・ ネットワーク環境に問題がある。

t 設定を確認してください。

t ネットワークトラフィックが混雑している可能性が
あります。最適になるよう設定を変更してくださ
い。

・ ファイル形式が適応外である。

t 条件に合うファイル形式に変換し直してくださ
い。

・ ブラウザーでWebページの更新を行ってください。

・ IPアドレスが正しいか確認してください。

・ ブラウザーはInternet Explorer 6.0以上を使用して
ください。

サーバーからローカルストレージにファイ
ルを保存できない。

ストリーミング再生ができない。

ディスプレイコントロール画面（本機の
GUIが表示されるWeb画面）が表示さ
れない。

症状 原因／対処

エラーコード一覧

本機の使用中に何らかのエラーが発生したときは、Information画面（12ページ）にエラー
コードが表示され、そのエラーに関する情報が表示されます。
エラーコードが意味する内容と、対処方法は以下のようになります。

エラー番号
(Hex )

0x10

0x11

エラー発生動作

Streaming Play

エラー内容

指定されたファイル／フォルダー
が存在しない。
または、指定されたフォルダー
が、index.htmlを含むフォルダー
である。

本機では再生できない拡張子を
持つファイルが指定された。
再生できるファイルの拡張子
（大文字／小文字の区別なし）
動画：mpg、m2v、mpeg
静止画：gif、png、bmp、jpe、
               jpg、jpeg

対処

指定したアドレスにファイル／
フォルダーがあるか確認してく
ださい。
または、index.htmlを含まない
フォルダーにコンテンツファイル
を移動して、そのフォルダーを
指定してください。

指定したファイルの拡張子を確
認してください。

トラブル時の対処
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0x12

0x13

0x14

0x15

0x16

0x20

0x30

0x31

0x32

0x33

0x34

0x35

0x40

0x50

0x51

指定されたフォルダーの中に再生
できるファイルがない。

再生できないフォーマットのファイ
ルが指定された。

指定された（フォルダー内の）
ファイルが壊れている。

指定された（フォルダー内の）
MPEGファイルがMPEG1ファイ
ルである。

ネットワークエラーが発生した。

再生中にPlayerのエラーが発生
した。

指定されたファイル／フォルダー
が存在しない。

本機では再生できない拡張子を
持つファイルが指定された。
再生できるファイルの拡張子
（大文字／小文字の区別なし）
動画：mpg、m2v、mpeg
静止画：gif、png、bmp、jpe、jpg、
               jpeg

指定されたフォルダーの中に再生
できるファイルがない。

再生できないフォーマットのファイ
ルが指定された。

指定された（フォルダー内の）
ファイルが壊れている。

指定された（フォルダー内の）
MPEGファイルがMPEG1ファイ
ルである。

再生中にPlayerのエラーが発生
した。

指定されたファイル／フォルダー
が、指定されたサーバーに存在し
ない。
または、指定されたフォルダー
が、index.html を含むフォルダー
である。

指定されたサーバーのフォルダー
の中にダウンロードできるファイル
がない。

フォルダー内に正しい拡張子の
ファイルがあるか確認してくださ
い。
ファイルを確認してください。

ファイルを確認してください。

ファイルを確認してください。

ネットワーク環境を確認してくだ
さい。

サービス窓口にお問い合わせく
ださい。

CFカードが挿入されているか
確認してください。
または、指定したアドレスにファ
イル／フォルダーがあるか確認
してください。

指定したファイルの拡張子を確
認してください。

フォルダー内に正しい拡張子の
ファイルがある事を確認してくだ
さい。

ファイルを確認してください。

ファイルを確認してください。

ファイルを確認してください。

サービス窓口にお問い合わせく
ださい。

指定したアドレスにファイル／
フォルダーがあるか確認してく
ださい。
index.html を含まないフォル
ダーにコンテンツファイルを移動
して、そのフォルダーを指定し
てください。

フォルダー内に正しい拡張子の
ファイルがあることを確認してく
ださい。

Streaming Play

Local Play

Store Local

トラブル時の対処
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本機では再生できない拡張子
を持つファイルが指定された。
再生できるファイルの拡張子
（大文字／小文字の区別なし）
動画：mpg、m2v、mpeg
静止画：gif、png、bmp、jpe、

   jpg、jpeg

指定されたフォルダーがCF
カード内に存在しない。

ネットワークエラーが発生した。

CFカードの容量が足りない。

削除を指定したファイル／フォ
ルダーが存在しない。

削除を指定したファイルが使用
中である。

新規フォルダーを作成するため
に指定したパスが不正である。

名前を変更しようとしたファイル
／フォルダーが存在しない。

ファイル／フォルダーの名前の
変更時に、指定した新しい名前
と同じ名前のファイル／フォル
ダーがすでに存在する。

接続中にエラーが発生した。
（サーバーが存在しない、ネット
ワークが繋がらないなど。）

ユーザー名、パスワードが無効
で、認証に失敗した。

指定したファイルの拡張子を確
認してください。

CFカードが挿入されているか確
認してください。
または、CFカード内のフォル
ダーを確認してください。

ネットワーク環境を確認してくだ
さい。

CFカードの残り容量を確認して
ください。
または、CFカード内のファイル
／フォルダーを削除してくださ
い。

指定したファイル／フォルダー
がCFカード内に存在するかを
確認してください。

指定したファイルを削除する前
に再生を停止してください。

存在していない親フォルダーを
指定した場合に発生します。親
フォルダーを確認してください。

指定したファイル／フォルダー
がCFカード内に存在するかを
確認してください。

別のファイル／フォルダー名を
指定してください。

サーバーが起動している事、
ネットワーク環境が正常であるこ
とを確認してください。

ユーザー名、パスワードがサー
バーに設定された値であること
を確認してください。

0x52

0x53

0x54

0x55

0x56

0x57

0x58

0x59

0x5A

0x70

0x71 PC presentation

Store Local

トラブル時の対処
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その他

タイムテーブルによるスケジュール再生について

タイムテーブルを作成して静止画・動画のスケジュール再生を行う場合、スケジュールの内
容によっては一部の静止画・動画が再生されないことがありますので、注意してください。
タイムテーブルの作成時には、静止画・動画の再生時刻を0:00（当日の午前零時）から35:
59（翌日の午前11時59分）までの任意の時間帯を指定できます。ここで、あるコンテンツ
の再生時刻を翌日（24:00から35:59まで）に設定した場合、スケジュールによっては翌日か
ら開始されるタイムテーブルのコンテンツの再生時刻と重複することがあります。この場合、原
則として当日の再生コンテンツの再生が優先され、前日から持ち越された再生コンテンツは
再生されません。

 ご注意

ディスプレイの自動電源オフを設定している場合は、コンテンツの再生が行われていても指定した時
刻にディスプレイの電源が自動的にオフになります。
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仕様

入／出力

Network 10BASE-T/
100BASE-TX（ネッ
トワークの使用環境
により、接続速度に
差が生じることがあ
ります。）

メモリーカードスロット CF Type Ⅱ

USB Type A

その他

最大外形寸法 135×32×95 mm
（幅／高さ／奥行き）

質量 約300 g

消費電力 約10 W

動作温度 0～35℃（本機を
装着したディスプレ
イの環境）

保存温度 －10～＋40℃

LED Link （緑）/ Act
（オレンジ）

ケーブル長 100 m以内 （カテ
ゴリー5）

本機の仕様および外観は改良のため予告
なく変更することがありますが、ご了承くだ
さい。
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Using the BKM-FW50 Streaming Receiver Adaptor
■ When not connected to a network

Playback still image or video files from a memory card

Preparations

Take pictures with a
digital camera

Copy still image/video
files from your
computer 1

Memory Stick Duo 2

CF card

1 “Local Play”
 page 16

■ When connected to a network

Playback still image or video files downloaded from a network

Preparations
Web/HTTP server 3

View on a Flat Panel Display
To set up 1 “Streaming Play”

 page 14
Upload still image/
video files

Download still
image/video files
from the Web/
HTTP server

Network

flow of data

Save/playback from a CF card
To set up 1 “Store Local”

 page 14
To set up 1 “Local Play”

 page 16

1 Memory card reader/writer required.   2 CF slot adaptor required.   3 Apache and IIS (Internet Information Server) are
the only supported servers for downloading and playing back still image and video files.
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4 Precautions / About This Manual

Precautions
• The software specifications of this unit

are subject to change for improvements
without notice.

• Screens shown by application software
may differ slightly from the illustrations
shown in this manual.

• For safety, connect the port of this unit
only to a network where there is no
danger of excessive voltage or voltage
surges.

• The steps described in this manual are
guaranteed only for use under the
following environment conditions.

Operating system:
Microsoft Windows XP

Browser:
Microsoft Internet Explorer 6.0 or
later

• The following may result in damage to
data or damage to the CF (CompactFlash)
card or Microdrive:
– Ejecting a CF card while it is being

accessed
– Placing a Microdrive near a strong

magnet
• The Microdrive is a compact hard disk

drive. Because it is storage medium
utilizing a rotating disk, it is more
susceptible to shocks and impact when
compared to flash memory devices such
as the Memory Stick and the CF card.

• To ensure security on the network, setting
a user name and password is
recommended. For information on how to
make these settings, see the section
“Setup screen” (page 25).

• Because the unit reaches high
temperatures when placed near the
display and used for a long period of
time, be careful when removing it from
the display.

About This Manual
This manual describes use and operation of
the BKM-FW50 as installed in a Flat Panel
Display of the FWD series and connected
to a network.

For information on regular operation of the
display, consult the operating instructions of
the FWD series product.

................................................................................................................................................................
• Microsoft and Windows are registered trademarks of Microsoft Corporation in the United

States of America and/or other countries.
• CompactFlash and CF card are trademarks of SanDisk USA.
• Microdrive is a registered trademark of Hitachi Global Storage Technologies.
• Memory Stick and Memory Stick Duo are trademarks of Sony Corporation.
• All other product names, company names, etc. mentioned in this manual are trademarks or

registered trademarks of their respective owners.
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Names and Functions of Parts and Controls

Names and Functions of Parts and Controls

4

1

1 USB port
The port will be used for expanded
functions to be introduced in future.

2 Memory card slot cover fastening
screw

3 Network connector (10BASE-T/
100BASE-TX)
Serves to connect the unit to a network,
using a 10BASE-T/100BASE-TX LAN
cable.

4 Memory card slot cover

5 Access indicator
Lights green when a CF card is being
accessed by the unit.
Before inserting a CF card, make sure to
read “Precautions” on page 4.

6 Memory card slot
Accepts a CF card or a Microdrive.

7 RESET button
When this button is pressed and held for
more than 3 seconds, all settings of the unit
revert to the default condition.
When performing the reset operation, make
sure the display on the unit is set to
standby.

8 Eject button
Press this button to remove a CF card from
the memory card slot.

2 3

5 7 86
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Installation
Before installation
• Turn off power to the display and all

other equipment connected to the display.
For the display, proceed as follows: press
1 to put the display into standby mode
and then disconnect the power cord from
the AC outlet.

• While carrying out the installation, the
display must be firmly secured.

Install the BKM-FW50 inside the display
as follows.

1 If an optional adaptor is installed,
loosen its fastening screws (top and
bottom) by turning counterclockwise
with a flatblade screwdriver and then
carefully pull out the adaptor from
the display.

2 Insert the BKM-FW50 into the
display with correct orientation.
Make sure that the adaptor is firmly
seated in the internal connector of the
display. Then tighten the fastening
screws (top and bottom) with a flatblade
screwdriver and perform the necessary
connections.

Caution
Do not touch the connector section
Never touch the connector section inside
the display. Otherwise there is a risk of
accidents or damage.

Installation
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When option slot is at
left of display *

* The location of the option slot differs
according to the model. On models with
multiple option slots, use a slot that
supports video/communication functions
(VIDEO/COM port). Consult the
documentation of the FWD series product
for more information.
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Playback of Still
Images or Video
From a CF Card
The BKM-FW50 is equipped with a
memory card slot that accepts
CompactFlash cards (not supplied). If you
insert a CF card that contains images shot
with a digital still camera into the slot of
the BKM-FW50, the images can be viewed
on the display in a slide show format.
You can make various settings for playback
of still images or video. For information on
how to make these settings, see the section
“Computer Operation” (page 11).

Compatible media and file
formats

Media: CF (CompactFlash) card,
Microdrive

File format: JPEG format, MPEG2
format etc. (For details, see
page 13.)

Recommended resolutions:
1360 × 768, 1280 × 768,
1024 × 768

Maximum resolution*:
2592 × 1944

Minimum resolution:
640 × 480

* The higher the resolution, the longer images
take to display.

Notes

• The following may result in damage to
data or damage to the CF card or
Microdrive:
– Ejecting a CF card while it is being

accessed
– Placing a Microdrive near a strong

magnet
• A CF card, COMPACTVAULT or a

Microdrive can be used as storage media
for the BKM-FW50.

CF card
Buffalo: RCF-G256MB (256 MB)

RCF-G512MB (512 MB)
RCF-X64MY (64 MB)
RCF-X256MY (256 MB)
RCF-X512MY (512 MB)

SanDisk: SDCFB 64M (64 MB)
SDCFB 512M (512 MB)
SDCFH 512MB (512 MB)
SDCFH 2GB (2 GB)

Hagiwara Sys-Com:
HPC-CF64V (64 MB)
HPC-CF512V (512 MB)
HPC-CF512ZP (512 MB)

COMPACTVAULT
Sony: RHMD5G (5 GB)
Microdrive
Hitachi: HMS360402D5CF00 (2 GB)

HMS360604D5CF00 (4 GB)
• Compatibility with CF cards and

Microdrives has been confirmed but is
not guaranteed for all CF cards and
Microdrives.

Inserting a CF card

1 Remove the memory card slot cover
fastening screw with a Phillips
screwdriver.

2 Open the memory card slot cover and
insert the CF card into the memory
card slot.

Note

Take care to insert the CF card with correct
orientation, as shown in the illustration.

Playback of Still Images or Video From a CF Card
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3 Replace the memory card slot cover
and tighten the fastening screw with a
Phillips screwdriver.

Using slide show playback

When a CF card which contains still images
taken with a digital still camera is inserted
into the BKM-FW50, JPEG format still
image files will be automatically detected,
and the images will be shown on the
display as a slide show. (The input signal
for the display must be set to OPTION 1
RGB at this time. For details, consult the
operating instructions of the display.)
In addition, the BKM-FW50 is set to
automatically display any still image or
video slide show saved on the CF card, as
the factory default.

Note

When inserting a Memory Stick Duo into
the BKM-FW50, insert it into a
commercially available Memory Stick Duo
to CF adaptor first.

Detailed control of playback
method
When the display is connected to a network
via the BKM-FW50, any still image or
video file stored on the CF card can be
shown on the display. For information on
settings and operation in this case, see the
section “Computer Operation” (page 11).

Removing the CF card

Note

When the access indicator is lit, images are
being stored or read. Never eject a CF card
or turn the power off during this time.
Doing so may result in damage to data or
the CF card itself.

1 Remove the memory card slot cover
fastening screw with a Phillips
screwdriver.

2 Press the eject button to remove the
CF card.

3 Replace the memory card slot cover
and tighten the fastening screw with a
Phillips screwdriver.

Playback of Still Images or Video From a CF Card

Insert the CF card completely into the slot,
aliging the label with the arrow facing as
shown.
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Preparations for
Using the Network
Functions
The BKM-FW50 can be connected to a
network with 10BASE-T/100BASE-TX
LAN cable.
When connected to a LAN, the IP
addresses of the BKM-FW50 can be set
using one of the following two methods.
Consult your network administrator
regarding details about IP address selection.
• Assigning a fixed IP address to the

BKM-FW50
Normally this method should be used.

• Automatically obtaining an IP
address
If the network to which the BKM-FW50
is connected has a DHCP server, you can
have the DHCP server automatically
assign an IP address. Note that in this
case the IP address will change every
time the display in which the BKM-
FW50 is installed is turned on.

Assigning a fixed IP address
to the BKM-FW50

Note that a separate IP address is necessary
for the display control function and for the
still image/video playback function.
Regarding details of IP address selection,
consult your network administrator.

Setting an IP address for the
display control function
First, assign an IP address to the display
control function, using the following
procedure. The IP address assigned in this
way is used for calling the display control
function of the BKM-FW50 from a
computer on the network. Also consult the
operating instructions of the display.

1 Connect the BKM-FW50 installed in
the display to the network, using
suitable LAN cable.

2 Turn power to the display on and
wait for about 30 seconds.

3 Press the MENU button on the
display to bring up the main menu.

4 Use the M/m buttons to select
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
and press the ENTER button. The
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
menu appears.

5 Use the M/m buttons to select “IP
Address Setup” and press the ENTER
button.

6 Use the M/m buttons to select
“Manual” and press the ENTER
button.

7 Enter the necessary items.
1) Use the M/m buttons to select the

item to enter manually and press
the ENTER button. A cursor
appears in the leftmost field of the
selected item.

2) Use the M/m buttons or the
numeric buttons on the remote
control to enter a three-digit
number (0 - 255). When you
press the ENTER button or the
, button, the cursor moves to
the next field on the right. Enter a
number in the same way.

3) When all four fields of an item
have been set, pressing the
ENTER button or the , button
confirms the entry for that item.

4) Make settings for the other items
in the same way.

8 Use the M/m buttons to select
“Execute” and press the ENTER
button.

Next, assign an IP address to the still
image/video playback function.

Setting an IP address for the still
image/video playback function

1 Start the browser of the computer
(Internet Explorer 6.0 or later).

Preparations for Using the Network Functions
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2 Enter the IP address that was
assigned to the display control
function into the address field, in the
format “http://xxx.xxx.xxx.xxx”.
Then press the Enter key on the
keyboard.
When a user name and password
have been set, the “Network
Password” screen appears. Enter the
user name and password that were
set, and then proceed to the next step.

3 Click the “Setup” tab.
The “Setup” screen appears. This
screen lets you set up the Network
Password. The factory default
settings are as follows:

Name: root
Password: fw50ad

4 Click the “Network” button.

5 Under “Internet Protocol (TCP/IP)”,
click “Specify an IP address”. Then
enter the IP address for the still
image/video playback function in the
input fields.

6 Click “Apply”.

Automatically obtaining an IP
address

If you set up the display as described
below, an IP address can be assigned
automatically by a DHCP server on the
network.

1 Connect the BKM-FW50 installed in
the display to the network, using
suitable LAN cable.

2 Turn power to the display on and
wait for about 30 seconds.

3 Press the MENU button on the
display to bring up the main menu.

Preparations for Using the Network Functions

4 Use the M/m buttons to select
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
and press the ENTER button. The
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
menu appears.

5 Use the M/m buttons to select “IP
Address Setup” and press the ENTER
button.

6 Use the M/m buttons to select
“DHCP” and press the ENTER
button.

7 Use the M/m buttons to select
“Execute” and press the ENTER
button.

Note

The IP address may not be obtained
correctly, depending on the router being
used. Confirm the specifications and
operations of the router before use.

Checking the automatically
assigned IP address
When an IP address has been automatically
assigned, you can call up the display
control screen of the BKM-FW50 as
follows and check which IP address has
been assigned. The IP address changes each
time power to the display is turned on.
Therefore you must check the IP address as
described here every time after turning
power to the display off and on again.

1 Press the MENU button on the
display to bring up the main menu.

2 Use the M/m buttons to select
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
and press the ENTER button. The
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
menu appears.

3 Use the M/m buttons to select
“INFORMATION” and press the
ENTER button.

4 Check the IP address that is displayed
in the “IP address” field.
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Computer Operation

Controlling the display

You can make various display settings on
the screen of the computer.
Make sure that the BKM-FW50 is properly
installed in the display, and that the BKM-
FW50, computer, and router or hub are
properly connected with network cable.
Then turn on power to the display, the
computer, and the router or hub.
There are five display screens, divided by
function: “Information” screen,
“Configure” screen, “Control” screen,
“Player” screen, and “Setup” screen.

For details on button functions, consult the
operating instructions of the FWD series
product.

1 Start the browser of the computer
(Internet Explorer 6.0 or later).

2 Enter the IP address that was assigned
to the display control function into the
address field, in the format “http://
xxx.xxx.xxx.xxx”. Then press the
Enter key on the keyboard.
When a user name and password
have been set, the “Network
Password” screen appears. Enter the
user name and password that were
set, and then proceed to the next step.

3 Click the function tab at the top of the
screen and select the desired screen.

Setting items on respective
screens

Information screen

This screen shows the model name, serial
number and other display information, as
well as the power status and the input
signal selection.
The screen is for information only. There
are no items that can be set.
This screen also displays error information.

Computer Operation
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For details on error information, see “List
of Error Codes” (page 30).

Clear (Delete)
Lets you delete error information displayed
in the Player Error History.

Note

Up to 30 errors appear in the Player Error
History in the order that they occurred. As
new errors occur after this maximum is
reached, old error information is deleted,
starting with the oldest.

Configure screen

Timer
Lets you make settings for the timer
function.
Click “Apply” when done.

Screen Saver
Lets you make settings for the screen saver
function.
Click “Apply” when done.

Picture and Picture
Lets you make settings for the Picture and
Picture function.
Click “Apply” when done.

Notes

• For details on these functions, consult the
operating instructions of the FWD series
product. Not all functions are supported
by all display models.

• Before setting the “Timer” function,
make sure to configure the time setting
on the Setup screen (page 25).

Control screen

POWER
Switches the display on or off.

INPUT
Lets you select the input signal.

PICTURE MODE
Lets you select the picture mode.

ASPECT
Lets you switch the aspect ratio of the
image.

CLOSED CAPTION
Lets you control the display of subtitles on
the screen.

Volume +/– buttons
Adjust the display volume.

Contrast +/– buttons
Adjust the screen contrast.

Computer Operation
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Brightness +/– buttons
Adjust the screen brightness.

Chroma +/– buttons
Adjust the color intensity.

Phase +/– buttons
Adjust the color balance.

Reset button
Resets the settings from “Contrast” to
“Phase” to their factory default values.

 Notes

• For details on each function, refer also to
the operating instructions for the display
(FWD series).

• Depending on the display model, some
functions on this screen may not be
available. In addition, some functions
may be disabled with some PICTURE
MODE settings.

• When no signal is input, adjustments may
not be possible with the functions on this
screen.

Player screen

This screen lets you make settings for still
image and video playback and operate the
PC Presentation function of the BKM-
FW50.

Supported file formats
The following formats are supported for
still image/video playback.

File type File format Extension

Still JPEG format jpg, jpe, jpeg
image GIF format gif

PNG format png
BMP format bmp

Video* MPEG2 PS format mpg, m2v,
(Up to 15 Mbps; mpeg
480i/480p/576p
recommended)

Audio MP3 format mp3

* Format of audio in video files:
• Linear PCM
• MPEG-1 Audio Layer-2 (MP2)
• MPEG-1 Audio Layer-3 (MP3)

Prohibited characters for file names
The following characters cannot be used for
file names on this unit. File name data that
includes these characters cannot be read:
\ : / * ? " < > | # { } % & ~ ' , ;

About folder sublevels
This unit supports a maximum number of
32 folder sublevels.

Supported servers
The following Web/HTTP server formats
are supported:
• Apache
• IIS
The server software must be installed
beforehand. For details, consult the
respective operating instructions of each
server software.

Computer Operation
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Streaming Play

This screen lets you make settings for
display and playback of still image and
video files stored on a Web/HTTP server.
A maximum of 1,000 files can be
downloaded with Store Local. Each file can
be no larger than 2 GB in size.

Note

A maximum of 1,000 files are playable
with Streaming Play. Each file can be no
larger than 2 GB in size.

Server Address
Enter the address of the Web/HTTP server
where the still image or video files are
stored. When entering the IP address of the
server, enter it in the format, “http://
xxx.xxx.xxx.xxx” (“xxx” represents a
figure no more than three digits).

Play file/folder name
Specifies the location of the still image or
video files on the Web/HTTP server
specified in the “Server Address” field. You
can either enter the location in the text box or
click the “Browse” button and select the file
or folder location on the screen that appears.

Notes

• If an “index.html” file is stored in the
folder, other files and folders contained in
the folder are not displayed.

• Only the still images and videos in the
specified folder are played. Still images
and videos saved in any subfolders are
not played.

• Files are played in ASCII code order.
Naming files in alphabetical or numerical
order is recommended.

Repeat
Select this check box if the still images or
video files are to be played back repeatedly.

Save
Saves the settings made on this screen.

Play
Starts playback of the selected file or of the
still image/video files in the folder
specified in “Play file/folder name”.

Stop
Stops still image/video playback that was
initiated by clicking the “Play” button.

Store Local

This screen lets you download still image/
video playback files stored on the Web/
HTTP server and save them on a CF card
(not supplied) inserted in the memory card
slot of the BKM-FW50.

Note

A maximum of 1,000 files can be
downloaded with Store Local. Each file can
be no larger than 2 GB in size.

Server Address
Enter the IP address of the Web/HTTP
server.

Computer Operation
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Play file/folder name
Specifies the location of the still image or
video files on the Web/HTTP server
specified in the “Server Address” field.
You can either enter the location in the text
box or click the “Browse” button and select
the file or folder location on the screen that
appears.

Note

If an “index.html” file is stored in the
folder, other files and folders contained in
the folder are not displayed.

Folder name
Specifies the save location on the CF card
inserted in the memory card slot. You can
either enter the location in the text box or
click the “Browse” button and select the
file or folder location on the screen that
appears.

Delete
Deletes a file or folder saved on the
memory card inserted in the unit.

New Folder
Creates a new folder on the memory
card inserted in the unit.

Store
Starts downloading the still image or video
file or the contents of the folder specified in
“Play file/folder name”.

Scheduled Download
This function lets you periodically
download still image or video files from a
Web/HTTP server to an inserted memory
card. You can select the day of the week,
the time, and the interval.

Check to clear the local folder before
download
When you select this check box, all files in
the folder on the CF card (specified in
“Folder name”) are deleted before
downloading starts from the Web/HTTP
server. When this check box is not selected,
any files on the CF card with the same
name as content downloaded from the
Web/HTTP server will be overwritten.

Notes

• Before setting the “Scheduled Download”
function, make sure to configure the time
setting on the Setup screen (page 25).

• When setting the start time for the
scheduled download function, select a
time when the display will be turned off.
If the display is already on when
download begins, displaying the image
on the screen takes priority over the
download. In such a case, a file may not
be downloaded properly.

• When setting the start time for download,
take the on/off timer setting on the
display into consideration, as well as
Time Table Play settings (page 23).

• Do not turn the display off while a file is
in the process of being downloaded.
Doing so may cause the file to be
downloaded improperly.

• When there is no space left on the CF
card, an error will occur in the Scheduled
Download function, and automatic
downloading of new content will stop.

Computer Operation
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Local Play

This screen lets you make settings for
display and playback of still image and
video files stored on a CF card inserted in
the memory card slot of the BKM-FW50.

Note

A maximum of 1,000 files are playable
with Local Play. Each file can be no larger
than 2 GB in size.

Play file/folder name
Specifies the location of the still image or
video files on the CF card. You can either
enter the location in the text box or click
the “Browse” button and select the file or
folder location on the screen that appears.
When a folder is specified, the still images
and videos saved in any subfolders are also
played.

Computer Operation

Rename
Renames a file or folder saved on the
memory card inserted in the unit.

Delete
Deletes a file or folder saved on the
memory card inserted in the unit.

Note

Files are played in ASCII code order.
Naming files in alphabetical or numerical
order is recommended.

Repeat
Select this check box if the still images or
video files are to be played back repeatedly.

Save
Saves the settings made on this screen.

Play
Starts playback of the selected file or of the
still image/video files in the folder
specified in “Play file/folder name”.

Stop
Stops still image/video playback that was
initiated by clicking the “Play” button.

PC Presentation

This screen lets you start and stop the PC
Presentation function of the BKM-FW50.
By showing the contents of the computer
desktop on the display, the PC Presentation
function allows using the display as an
external monitor for the computer.
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Note

To enable use of the PC Presentation
function, UltraVNC must be installed on
the computer.
UltraVNC is free software licensed under
GNU GPL.

Connect PC
Select this to enable the PC Presentation
function of the BKM-FW50. The following
items also need to be set.

IP Address:
Enter the IP address of the computer.
Enter the IP address in the following
format: “xxx.xxx.xxx.xxx” (“xxx”
represents a figure no more than three
digits)

Password:
Enter the password that was set during
the installation of UltraVNC.

PC Resolution:
Select the screen resolution of the
connected computer.
If the resolution selected here differs
from the computer’s actual resolution,
the screen will not display at the proper
size. Select a resolution so the screen
size matches the display.

Connect
Starts the PC Presentation function. When
you click this button, the desktop screen of
the computer at the specified IP address
appears on the display.

Disconnect
Select this to disable the PC Presentation
function.

Play Settings

This screen lets you make settings for the
slide show function and for automatic
display and playback of still image and
video files.

Auto Play
This setting specifies whether still image/
video file playback should start
automatically when the display in which
the BKM-FW50 is installed is turned on. In
combination with the ON timer of the
display, this also allows automatic playback
at a scheduled time.
To enable the function, select the “On”
setting. From the “Contents” drop-down
list, select “Streaming” (automatic playback
of still image/video files stored on a
computer on the network), “Local”
(automatic playback of still image/video
files stored on a CF card inserted in the
BKM-FW50), or “Play List” (playback of
still image/video files in accordance with a
previously created play list). “On” is
selected as the factory default.

Check to cancel auto play when
“Scheduled Download” overlaps
When you are using the Scheduled
Download function (page 15) under Store
Local on the Player screen, specify whether
to give priority to data downloads with the
Scheduled Download function or to Auto
Play (automatic playback of still image or
video files).

Computer Operation



18

When you select this check box, priority is
given to data downloads with the Scheduled
Download function. If the specified time for
Auto Play falls during a download,
automatic playback for that day is canceled.
When this check box is not selected, Auto
Play will begin after data finishes
downloading.

Slide Show
The following items can be set for the slide
show function.

Interval:
Specifies the time interval until
switching to the next still image or
video.

Background Music:
Lets you specify background music to
be played during the slide show. Only
music files (or folders containing music
files) stored on a CF card inserted in the
BKM-FW50 can be used for this
function. Only the music files in the
specified folder are played. (Music files
saved in any subfolders are not played.)
The background music used for time
table playback can be set the from the
time table editing screen (page 24).

Notes

When a folder has been specified, pay
careful attention to the following points.
• A maximum of 1,000 music files are

playable. Each file can be no larger
than 2 GB in size.

• Files are played in ASCII code order.
Naming files in alphabetical or
numerical order is recommended.

You can either enter the file name in the
text box, or enter the folder name, click
the “Browse” button, and specify the
file in the screen that appears.

Rename
Renames a file or folder saved on the
memory card inserted in the unit.

Delete
Deletes a file or folder saved on the
memory card inserted in the unit.

Check to use background music
during video playback (video audio
will be muted):
When this check box is selected,
Background Music playback will be
available while any video files
contained in the slide show are played
back, but audio included in the video
files will be muted.

Check to display still pictures in High
Resolution Mode:
When this check box is selected, still
images are displayed at high resolution
(WXGA or XGA). If the folder
includes both video files and still
images, the screen turns off for several
seconds to switch resolution when
changing from a still image to a video
(and vice versa).
The following aspect ratios can be
selected for the input images.

16:9 (WXGA): View 16:9 images in
full screen display.

4:3 (XGA): View 4:3 images on 4:3
normal screen.

AUTO: Automatically detects
the aspect ratio.

Computer Operation
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Make selections based on the aspect
ratios of the images you wish to view.
When viewing still image files, we
recommend making the aspect ratios of
each file the same.

Notes

• When playing files with mixed aspect
ratios, black bars may appear on
either side of the display, or the
image may be stretched lengthwise.

• Still images with aspect ratios other
than 16:9 or 4:3 can also be
displayed, but black bars may appear
at the top, bottom, and either side of
the display, or the image may be
stretched lengthwise.

• When the RGB mode on the display
is set to DTV mode, the unit
automatically enters over scan mode,
and any text on the outer edges of an
image will be cut off. For the FWD-
40LX1/32LX1R/50PX2, set the over
scan mode to OFF.

Computer Operation

Standard Resolution Mode
(Default Values): 480p

Input still image

Black bar

Display

Standard resolution
The input still image is converted to
standard resolution, and is enlarged
according to the aspect ratio of the display.

Display

Display: Full mode

The input still image is displayed in
the original aspect ratio.

Display

Display: Full mode
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High Resolution Mode: 16:9
(WXGA)

High resolution mode: 4:3 (XGA)

Computer Operation

Input still image

Display

Display: Full mode

The input still image is displayed in
the original aspect ratio.

Display

Display

Display: Full mode

The input still image is displayed in
the original aspect ratio.

Display

Display

The input still image is stretched
lengthwise but fills the entire screen.

Display: Normal mode

Input still image

Black bar
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Video Resolution
Select Auto, NTSC (480i), NTSC (480p),
or PAL (576p) as the playback resolution
for video.

Guide Message
Specify whether to display a message that
enables you to tell the display is turned on
when no still images or videos are playing.

Background Color
Select “Black,” “Dark Gray,” or “Gray” as
the display color to use when no still
images or videos are playing.

Apply
Click here to save the settings.

Player screen (advanced settings)
When you click the “Advanced” button on
the Player screen, three buttons –“List
Play,” “Edit Play List,” and “Time Table”–
appear, allowing you to make more
advanced settings for still image and video
playback. In this state, the “Advanced”
button switches to the “Easy” button, which
you can click to hide the three advanced
settings buttons.

List Play

This screen lets you select a previously
created play list and make settings for
playing still image and video files in
accordance with the selected play list.

Note

To use the play list playback function, a CF
card must be inserted in the memory card
slot on the unit.

List Name
Previously created play lists are displayed
in the drop-down list. Select a play list for
playback.

Preview
Previews the play list currently selected in
“List Name.”

Repeat
Select this check box to play back the play
list repeatedly.

Save
Saves the settings made on this screen.

Play
Starts playback of the play list selected in
“List Name.”

Stop
Stops playback of the play list that was
initiated by clicking the “Play” button.

Computer Operation



22

Edit Play List

This screen lets you edit play lists and
create new play lists.

Note

To edit play lists, a CF card must be
inserted in the memory card slot on the
unit.

Edit Play List
This feature can be used to change the
content of previously created play lists. The
following buttons are available to perform
editing and other tasks on the play list
selected in the drop-down list.

Edit
Displays a screen for changing the
content of the play list selected in the
drop-down list.

On this screen, you can use the
following operations to browse for still
image and video files to add to the play
list.

• To add still image or video files to the
play list from the CF card inserted in
the memory card slot on the unit,
click the “Browse” button without
entering anything for “Selected
Folder.” The folders on the CF card
are displayed in a tree structure on the
left side of the screen. Select the
folder that contains the still image or
video files to be added to the play list.

• To add still image or video files to the
play list from a Web/HTTP server,
enter the server’s address in “Selected
Folder” and then click the “Browse”
button. The folders on the server are
displayed in a tree structure on the
left side of the screen. Select the
folder that contains the still image or
video files to be added to the play list.

When a folder in the tree structure is
selected, the files contained in that
folder are listed next to the tree
structure. After selecting a file, click
the “Add” button and the file will be
added to the playlist on the right side of
the screen.
You can use the “Up” and “Down”
buttons to change the order of files in
the play list, the “Preview” button to
preview the play list, and the “Delete”
button to delete files from the play list.
When you have finished editing the
play list, click the “OK” button. The
play list editing screen closes.

Preview
Displays, in order, a preview of the still
image files contained in the play list
selected in the drop-down list.

Delete
Deletes the play list selected in the
drop-down list from the list.

Download
Downloads the play list selected in the
drop-down list from the CF card to the
computer. By editing the downloaded
play list with a text editor or similar
software, you can change the contents
of the play list. For details, contact your
nearest Sony dealer.

Computer Operation
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Create New Play List
This feature can be used to create a new
play list. Enter a name for the play list in
the text box, and then use the following
buttons to create the play list.

Create
Displays a screen for editing a new play
list. The operations available on this screen
are the same as when you click the “Edit”
button in the “Edit Play List” section.

Browse
Click this button to specify a play list file
that has been saved on the computer.

Upload
Uploads a play list specified with the
“Browse” button* to the CF card. The
uploaded play list file is added to the drop-
down list in the “Edit Play List” section.
* Button name depends on the operating

system language.

Time Table

This screen lets you create time tables and
configure them to play any still image or
video file during any time slot.

Notes

• To use the time table function, a CF card
must be inserted in the memory card slot
on the unit.

• Before scheduling a time table, make sure
to configure the time setting on the Setup
screen (page 25).

Time Table Play
Specifies whether to perform playback by
time table.
When performing playback by time table,
click “ON” and then set the weekly
playback schedule.

Note

When Time Table Play is set to “On,” the
timer setting on the main display unit is
disabled.

For each day in the time table, specify the
data to play back in each time slot. You can
create a maximum of seven time tables (A
to G) and specify which days of the week to
use them on the weekly schedule display.
To edit the contents of each time table,
click the “Go” button on the right side of
the weekly schedule display. The time table
editing screen appears.

On the time table editing screen, playback
data and settings are listed. For each item in
the list, you can specify the save location
and background music for the playback
data and configure playback start time and
repeat settings.

File/Folder/List Name
Specify the save location and file name
of the still image or video file to play
back. You can also specify a folder
where still images or video files are
saved.

Computer Operation
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• To specify still image or video files
from the CF card inserted in the
memory card slot on the unit, click
the “File Browse” button without
entering anything in the text box, and
specify a file or folder on the screen
that appears.

• To specify still image or video files
from a Web/HTTP server, enter the
server’s address in the text box, click
the “File Browse” button, and specify
a file or folder on the screen that
appears.

• You can also specify a play list (page
21) if you have created one. Click the
“List Browse” button, and specify a
play list on the screen that appears.

Background Music
You can specify a music file to use as
background music when playing back
still images. Enter the location of the
music file in the text box, or click the
“File Browse” button and specify a
music file.

Start Time
Specify the time at which playback of
the data will start. To play back the data
repeatedly, select the “Repeat” check
box.
The start time of the first data file is
used as the on timer setting on the
display.

End Time
If you want playback by time table to
end at a certain time, select this check
box and specify an end time.
This setting is used as the off timer
setting on the display.

Add
Adds a new item to the list of data to
play back.

Delete
When the leading check box is selected
for items in the list, clicking this button
deletes those items from the list.

Save
Saves the settings made on this screen.

When you have finished making settings,
click the “OK” button to close the time
table editing screen. For each time table
you create (A to G), specify which days of
the week to use the time table on the
weekly schedule display. Each click of a
“PLAY” icon on the weekly schedule
display turns the specified time table on or
off for the specified day of the week.

Operations During Time Table Playback
• When the display is set to Standby, all

remaining playback scheduled by time
table is canceled for that day.

• Each file can be stopped with the “Stop”
button during playback. In this case, time
table playback resumes from the next file
in the time table at that file’s scheduled
start time.

• During time table playback, you can start
playback of a different file with the
“Play” button. In this case, time table
playback resumes from the next file in
the time table at that file’s scheduled start
time.

• To stop time table playback, set Time
Table Play to “Off,” and stop the
currently playing file with the “Stop”
button.

Computer Operation
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Note

You can specify a time anywhere in the
range of 0:00 to 35:59 (11:59 a.m. the next
day) for both the data playback start time
and the time table end time. As a result,
data set to play back in a time slot on the
next day may be superseded by a time table
scheduled to start playback that day.
Generally, when playback time slots
overlap like this, playback scheduled for
the current day is always given priority. For
details, see “Scheduling playback by time
table” (page 33).

Play mode when “Scheduled Download”
overlaps
When you are using the Scheduled
Download function (page 15) under Store
Local on the Player screen, specify
“Delay,” “Skip,” or “Cancel” as the action
to take when the time scheduled for still
image or video file playback by time table
overlaps with the time specified with the
Scheduled Download function for
downloading data.

Delay: Playback of the overlapping
content begins after data finishes
downloading with the Schedule
Download function.

Skip: Only the overlapping content is
skipped, and playback begins
again from the next scheduled
content.

Cancel:All playback by time table for that
day is canceled.

Save
Saves the settings made on this screen.

Setup screen

This screen lets you set up the Network
Password. The factory default settings are
as follows:

Name: root
Password: fw50ad

After you have made any changes or
entered information, click “Apply” at the
bottom of each screen to enable the settings.
Special characters cannot be used in the
text fields.

Owner Information
Owner
Enter owner information here.

Display Location
Enter information about the display
installation location here.

Note

Do not use spaces when entering the
information. Doing so may cause the file
name to display incorrectly.

Memo
You can enter auxiliary information here.

Time
Time
Enter the time and the day of the week
here.

Computer Operation
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Network
Internet Protocol (TCP/IP)
Select “Specify an IP address” to enter each
value in the IP address’s numeric string.
Select “Obtain an IP address (DHCP)” to
acquire an IP address automatically from
the DHCP server. In this case, be aware
that the IP address will change each time
the display attached to the BKM-FW50 is
turned on.

Note

The BKM-FW50 requires a separate IP
address for the display control function and
the still image/video playback function.
The IP address for the display control
function can be set from the menu of the
display attached to the BKM-FW50. For
details, see “Setting an IP address for the
display control function” (page 9).

Password
The administrator and user name and
password information can be entered here.
The administrator name is fixed to “root”.
Each can be a maximum of 8 characters
long.
Once a user name and password are set, the
“Network Password” screen appears
whenever the display control screen of the
BKM-FW50 is called up. To ensure
security on the network, setting a user name
and password is recommended.

Mail Report
When a display function error has occurred,
an error report is immediately sent by e-
mail (error notification).
However, there is no error notification
when an error occurs with the Player.

Address
Enter the target e-mail address here. Up to
four addresses can be specified, for
simultaneous sending of an error report.
The maximum length for each address is 64
characters.

Mail Account
Mail Address:
Enter the allocated mail address here.
The maximum length for the address is
64 characters.

Outgoing Mail Server (SMTP):
Enter the mail server address here.
The maximum length for the address is
64 characters.

Requires the use of POP
Authentication before Send e-mail
(POP before SMTP):
If POP authentication is required when
connecting to the SMTP server, select
this check box.

Incoming Mail Server (POP3):
When POP authentication is used for
the “POP before SMTP” setting, enter
the POP3 server address here.

Account Name:
Enter the mail account name here.

Password:
Enter the mail password here.

Send Test Mail:
To test whether mail can be sent
successfully to the specified
address(es), select this check box and
click “Apply”. A test mail will be sent.

Note

If any of the following items is not set or
not set correctly, an error message appears,
and test mail cannot be sent:
• Target address
• Mail account address and mail server

address (SMTP)

Advanced
Gives access to advanced settings to enable
use of various applications on the network.
Make the settings as required by the
respective application.

Advertisement
Lets you make settings for the
Advertisement and Broadcast functions on
the network.
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ID Talk
Lets you make settings for the ID Talk
function. ID Talk is a protocol that allows
network-based control of the display in
which the BKM-FW50 is installed.
Controlled items includes various settings
and adjustments such as color temperature
and gamma. For information about
supported ID Talk commands, contact your
local Sony dealer.

SNMP
The BKM-FW50 is a network device which
supports SNMP (Simple Network
Management Protocol). Besides standard
MIB-II, Sony Enterprise MIB is also
supported. This screen allows making
settings for SNMP.
For information about supported SNMP
commands, contact your local Sony dealer.

Returning to default settings
To reset all settings made on the Setup
screen to the factory default condition, use
a thin pointed object to press and hold the
RESET button on the front panel of the unit
(page 5) for at least 3 seconds.

Computer Operation
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Troubleshooting
Before requesting service, please check the following points. If the problem persists, contact
your local Sony dealer.

Problem Cause/Remedy

Cannot connect to network.

Storage medium is not recognized.

Cannot playback files saved on
the storage medium.

• BKM-FW50 is not correctly installed in
display.
t Push the BKM-FW50 fully into the slot,

and tighten the fastening screws.

• Cable is not connected correctly to network
port.
t Plug the cable firmly into the network port.

• Network settings are incorrect.
t When using a web browser from the

computer, check the network settings of the
computer.
Press and hold the RESET button of the
BKM-FW50 for at least 3 seconds to return
the unit to the default condition. Then
perform setup again.

• Cable type is incorrect.
t Select a straight cable or a cross-wired

cable, as required by the network
environment.

• The storage medium is broken.
t Try using a different storage medium.

• The storage medium being used is not
compatible.
t Try using a storage medium from another

maker.

• The file formats are incorrect.
t Change the files to the appropriate format.

• There are over 1,000 files saved on the storage
medium.
t Remove files until the number of files does

not exceed 1,000.

• There is a file exceeding 2 GB in size.
t Make sure no file exceeds 2 GB in size.

• The storage medium is broken.
t Try using a different storage medium.

Troubleshooting
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Problem Cause/Remedy

Cannot save files from a server to
local storage.

Streaming playback is unavailable.

The display control screen
(the Web screen displaying the
unit’s GUI) does not display.

• A storage medium is not inserted in the BKM-
FW50.
t Insert a storage medium.

• The storage medium is broken.
t Try using a different storage medium.

• There is a problem with the network
environment.
t Confirm the network settings.

• There is a problem with the network
environment.
t Confirm the network settings.
t There may be a high amount of network

traffic. Change the network settings for
optimal performance.

• The file formats are incorrect.
t Change the files to the appropriate format.

• Click the refresh or reload button on your Web
browser.

• Make sure the IP address is correct.

• Use Internet Explorer 6.0 or later.

Troubleshooting
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List of Error Codes

When an error occurs while using the BKM-FW50, an error code along with error
information is displayed on the Information screen (page 11).
The following explains the meanings of error codes and the methods of dealing with them.

Error code When it occurs What it means How to deal with it
(Hex)
0x10

0x11

0x12

0x13

0x14

0x15

0x16

0x20

0x30

Streaming Play

Local Play

The specified file/folder
does not exist.
It may also be that there is
an “index.html” file within
the specified folder.

The specified file is of an
extension not supported by
the BKM-FW50.
Playable file extensions
include (not case-
sensitive):

Video: mpg, m2v, mpeg
Still image: gif, png,

bmp, jpe, jpg, jpeg

The specified folder does
not contain a playable file.

The specified file is of a
non-playable format.

The specified file (within a
folder) is damaged.

The specified MPEG file
(within a folder) is an
MPEG1 file.

A network error has
occurred.

An error has occurred with
the Player during playback.

The specified file/folder
does not exist.

Make sure the file/folder
you specified exists.
Or, move the contents of
the folder to a folder that
does not contain an
“index.html” file, and
specify that folder.

Confirm the extension of
the file you specified.

Make sure a file with the
appropriate extension
exists in the folder.

Confirm the format of the
file.

Check the file.

Check the file.

Check the network
environment.

Contact your local Sony
dealer.

Make sure a CF card is
inserted in the memory
card slot.
Also, make sure the file/
folder exists at the location
you specified.

Troubleshooting
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Error code When it occurs What it means How to deal with it
(Hex)
0x31

0x32

0x33

0x34

0x35

0x40

0x50

0x51

0x52

0x53

The specified file is of an
extension not supported by
the BKM-FW50.
Playable file extensions
include (not case-
sensitive):

Video: mpg, m2v, mpeg
Still image: gif, png,

bmp, jpe, jpg, jpeg

The specified folder does
not contain a playable file.

The specified file is of a
non-playable format.

The specified file (within a
folder) is damaged.

The specified MPEG file
(within a folder) is an
MPEG1 file.

An error has occurred with
the Player during playback.

The specified file/folder
does not exist in the
specified server.
It may also be that there is
an “index.html” file within
the specified folder.

The folder in the specified
server does not contain a
downloadable file.

The specified file is of an
extension not supported by
the BKM-FW50.
Playable file extensions
include (not case-
sensitive):

Video: mpg, m2v, mpeg
Still image: gif, png,

bmp, jpe, jpg, jpeg

The specified folder does
not exist on the CF card.

Confirm the extension of
the file you specified.

Make sure a file with the
appropriate extension
exists in the folder.

Check the format of the
file.

Check the file.

Check the file.

Contact your local Sony
dealer.

Make sure the file/folder
exists at the location you
specified.
Or, move the contents of
the folder to a folder that
does not contain an
“index.html” file, and
specify that folder.

Make sure a file with the
appropriate extension
exists in the folder.

Confirm the extension of
the file you specified.

Make sure a CF card is
inserted in the memory
card slot.
Also, check the folders on
the CF card.

Local Play

Store Local

Troubleshooting
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Error code When it occurs What it means How to deal with it
(Hex)

Store Local

PC Presentation

Troubleshooting

0x54

0x55

0x56

0x57

0x58

0x59

0x5A

0x70

0x71

A network error has
occurred.

The storage capacity on the
CF card is insufficient.

The file/folder specified to
be deleted does not exist.

The file specified to be
deleted is currently being
accessed.

The path specified to
create a new folder is
incorrect.

The file/folder to be
renamed does not exist.

A file/folder already exists
with the new name
specified for a renamed
file/folder.

A connection error has
occurred.
(The server does not exist,
cannot connect to the
network, etc.)

The user name and
password entered are
incorrect.

Check the network
environment.

Check the remaining
storage capacity of the CF
card.
Also, delete any
unnecessary files/folders
on the CF card.

Make sure the specified
file/folder exists on the CF
card.

Before specifying to delete
a file, make sure the file is
closed.

This error occurs when a
new folder that does not
exist is specified. Confirm
the new folder.

Make sure the specified
file/folder exists on the CF
card.

Specify a different name
for the file/folder.

Make sure that the server is
running and that the
network environment is
functioning.

Make sure the user name
and password match the
ones registered on the
server.
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Other

Scheduling playback by time table

When you create a time table and perform scheduled playback of still image or video files,
some files may not be played back, depending on the content of the schedule. When creating
a time table, you can specify any time slot from 0:00 (midnight of the current day) to 35:59
(11:59 a.m. the next day) as the playback time of the still image or video files. If the playback
time for certain files is set for the next day (24:00 to 35:59), it may be superseded by the
playback time of files scheduled by time table to start that day. As a rule, playback scheduled
for the current day is given priority in this case, and files held over from the previous day are
not played back.

 Note

If the display is set for automatic power off, the display will turn off automatically at the
specified time, even if content is playing back.

Other
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Specifications

Input/output
Network 10BASE-T/100BASE-

TX (connection
speeds may differ,
depending on the
network environment)

Memory card slot CF Type II
USB Type A

General
Dimensions (including projecting parts)

135 × 32 × 95 mm
(5 3/8 × 1 5/16 × 3 3/4

inches) (W/H/D)
Mass Approx. 300 g

(10.6 oz.)
Power consumption

Approx. 10 W
Operating temperature

0 to +35°C
(+32 to +95°F)
(environment
conditions for display
in which BKM-FW50
is installed)

Storage temperature
–10 to +40°C

(+14 to +104°F)
LED indicators Link (green)/

Act (orange)
Cable length Max. 100 m

(Category 5)

Design and specifications are subject to
change without notice.
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Utilisation de l’adaptateur pour récepteur multimédia
BKM-FW50
■ Lorsque l’appareil n’est pas raccordé à un réseau

Lisez des fichiers d’images fixes ou vidéo à partir d’une carte mémoire

Préparatifs

Prenez des photos avec un
appareil photo numérique

Copiez des fichiers
d’images fixes/vidéo à
partir de votre ordinateur 1

Memory Stick Duo 2

Carte CF

1 « Local Play »
(Lecture locale)

 page 17

■ Lorsque l’appareil est raccordé à un réseau

Lecture de fichiers d’images fixes ou vidéo téléchargés à partir d’un réseau

Préparatifs
Serveur Web/HTTP  3 Visualisez les données sur

un moniteur à écran plat
Pour configurer 1 « Streaming
Play » (Lecture en continue)

 page 14Téléchargez des
fichiers d’images
fixes/vidéo

Téléchargez des
fichiers d’images
fixes/vidéo à partir
du serveur Web/
HTTP

Réseau

flux des
données

Pour configurer 1 « Store Local »
(Enregistrer en local)

 page 15
Pour configurer 1 « Local Play »

(Lecture locale)
 page 17

1 Lecteur/enregistreur de carte mémoire requis. 2 Adaptateur pour emplacement pour carte CF requis. 3 Apache et IIS (Internet
Information Server) sont les seuls serveurs pris en charge pour le téléchargement et la lecture des fichiers d’images fixes et vidéo.

Enregistrez/lisez des
données à partir

d’une carte CF
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4 Précautions / A propos de ce manuel

Précautions
• Les spécifications logicielles de cet

appareil sont sujettes à modification sans
préavis.

• Les écrans du logiciel d’application
peuvent être légèrement différents des
illustrations du présent manuel.

• Pour votre sécurité, raccordez
exclusivement le port de cet appareil à un
réseau ne présentant aucun risque de
tension excessive ou de surtension.

• Les étapes décrites dans le présent
manuel sont garanties uniquement pour
une utilisation dans les conditions
d’environnement suivantes :

Système d’exploitation :
Microsoft Windows XP

Navigateur :
Microsoft Internet Explorer 6.0
ou une version ultérieure

• Vous risquez d’altérer les données ou
d’endommager la carte CF
(CompactFlash) ou le Microdrive si :
- vous éjectez une carte CF alors que

l’appareil est en train d’y accéder ;
- vous placez un Microdrive à proximité

d’un aimant puissant.
• Le Microdrive est un lecteur de disque

dur compact. Etant donné qu’il s’agit
d’un support de stockage utilisant un
disque rotatif, il est plus sensible aux
chocs et aux impacts que les
périphériques à mémoire flash comme le
Memory Stick et la carte CF.

• Pour garantir la sécurité du réseau, il est
recommandé de définir un nom
d’utilisateur et un mot de passe. Pour
obtenir davantage d’informations sur ce
réglage, reportez-vous à la section
« Fenêtre Setup (Réglage) » (page 27).

• Etant donné que l’appareil atteint des
températures élevées lorsqu’il est placé à
proximité du moniteur et qu’il est utilisé
pendant une période prolongée, faites
attention lorsque vous le retirez du
moniteur.

A propos de ce
manuel
Ce manuel décrit l’utilisation et le
fonctionnement du BKM-FW50 lorsque ce
dernier est installé dans un moniteur à écran
plat de la série FWD et raccordé à un
réseau.

Pour obtenir davantage d’informations sur le
fonctionnement normal de l’écran, consultez
le mode d’emploi fourni avec le produit de la
série FWD.

................................................................................................................................................................
• Microsoft et Windows sont des marques déposées de Microsoft Corporation aux Etats-Unis

et/ou dans d’autres pays ou régions.
• CompactFlash et carte CF sont des marques de SanDisk USA.
• Microdrive est une marque déposée de Hitachi Global Storage Technologies.
• Memory Stick et Memory Stick Duo sont des marques commerciales de Sony Corporation.
• Tous les autres noms de produits, de sociétés, etc., mentionnés dans le présent manuel sont

des marques commerciales ou des marques déposées de leurs propriétaires respectifs.
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Emplacement et fonctionnement des pièces
et des commandes

Emplacement et fonctionnement des pièces et des commandes

4

1

1 Port USB
Ce port sera utilisé pour des fonctions
étendues qui seront proposées
ultérieurement.

2 Vis de fixation du cache de
l’emplacement pour carte mémoire

3 Connecteur réseau (10BASE-T/
100BASE-TX)
Permet de raccorder l’appareil à un réseau à
l’aide d’un câble LAN 10BASE-T/
100BASE-TX.

4 Cache de l’emplacement pour
carte mémoire

5 Témoin d’accès
S’allume en vert lorsque l’appareil est en train
d’accéder à une carte CF.
Avant d’insérer une carte CF, veillez à lire la
section « Précautions » à la page 4.

6 Emplacement pour carte mémoire
Compatible avec une carte CF ou un
Microdrive

7 Touche RESET
Lorsque cette touche est maintenue
enfoncée pendant plus de 3 secondes, tous
les réglages de l’appareil reviennent à leurs
valeurs par défaut.
Pour effectuer l’opération de
réinitialisation, vérifiez que l’écran est en
mode de veille.

8 Touche d’éjection
Appuyez sur cette touche pour retirer une carte
CF de l’emplacement pour carte mémoire.

2 3

5 7 86
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Installation
Avant l’installation
• Mettez l’écran hors tension ainsi que tout

appareil raccordé à l’écran. Pour mettre
l’écran hors tension, procédez de la façon
suivante : appuyez sur 1 pour faire
passer l’écran en mode de veille, puis
débranchez le cordon d’alimentation de la
prise secteur.

• Pendant l’installation, veillez à ce que
l’écran soit bien stable.

Installez le BKM-FW50 dans l’écran de la
façon suivante.

1 Si un adaptateur en option est
installé, desserrez les vis de fixation
(en haut et en bas) en tournant dans le
sens anti-horaire avec un tournevis
plat, puis retirez l’adaptateur de
l’écran avec précaution.

2 Insérez le BKM-FW50 dans l’écran
dans le bon sens.
Assurez-vous que l’adaptateur est
correctement branché dans le connecteur
interne de l’écran. Serrez ensuite les vis
de fixation (en haut et en bas) avec un
tournevis plat, puis procédez aux
raccordements nécessaires.

Attention
Ne touchez pas les connecteurs.
Ne touchez jamais les connecteurs situés à
l’intérieur de l’écran. Sinon, vous risqueriez
de vous blesser ou d’endommager
l’appareil.

Installation
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Lorsque l’emplacement
optionnel est situé sur le
côté gauche de l’écran*

* La place de l’emplacement optionnel varie
selon le modèle de l’écran. Sur les
modèles dotés de plusieurs emplacements
optionnels, utilisez un emplacement qui
supporte les fonctions vidéo/de
communication (port VIDEO/COM).
Reportez-vous également à la
documentation du produit de la série FWD
pour obtenir plus d’informations.
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Lecture d’images
fixes ou de vidéos à
partir d’une carte CF
Le BKM-FW50 est doté d’un emplacement
pour carte mémoire compatible avec les
cartes CompactFlash (non fournies). Si
vous insérez une carte CF contenant des
images prises avec un appareil photo
numérique dans l’emplacement du BKM-
FW50, vous pouvez visualiser les images
sur l’écran sous forme de diaporama.
Vous pouvez effectuer différents réglages
pour la lecture d’images fixes ou de vidéos.
Pour savoir comment effectuer ces
réglages, reportez-vous à la section
« Utilisation d’un ordinateur » (page 11).

Supports et formats de
fichiers compatibles

Support : Carte CF (CompactFlash),
Microdrive

Format de fichier :
Format JPEG, format
MPEG2, etc. (Pour plus de
détails, reportez-vous à la
page 14.)

Résolutions recommandées :
1360 × 768, 1280 × 768,
1024 × 768

Résolution maximale* :
2592 × 1944

Résolution minimale :
640 × 480

* Plus la résolution est élevée, plus les images
mettent longtemps à s’afficher.

Remarques

• Vous risquez d’altérer les données ou
d’endommager la carte CF ou le
Microdrive si :
- vous éjectez une carte CF alors que

l’appareil est en train d’y accéder ;
- vous placez un Microdrive à proximité

d’un aimant puissant.
• Une carte CF, COMPACTVAULT ou un

Microdrive peuvent être utilisés comme
support de stockage pour le BKM-FW50.

Carte CF
Buffalo : RCF-G256MB (256 Mo)

RCF-G512MB (512 Mo)
RCF-X64MY (64 Mo)
RCF-X256MY (256 Mo)
RCF-X512MY (512 Mo)

SanDisk : SDCFB 64M (64 Mo)
SDCFB 512M (512 Mo)
SDCFH 512MB (512 Mo)
SDCFH 2GB (2 Go)

Hagiwara Sys-Com :
HPC-CF64V (64 Mo)
HPC-CF512V (512 Mo)
HPC-CF512ZP (512 Mo)

COMPACTVAULT
Sony : RHMD5G (5 GB)

Microdrive
Hitachi : HMS360402D5CF00 (2 Go)

HMS360604D5CF00 (4 Go)
• La compatibilité avec les cartes CF et les

Microdrives a été vérifiée, mais elle ne
peut être garantie avec toutes les cartes
CF et tous les Microdrives.

Insertion d’une carte CF

1 Retirez la vis du cache de
l’emplacement pour carte mémoire à
l’aide d’un tournevis cruciforme.

Lecture d’images fixes ou de vidéos à partir d’une carte CF
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2 Ouvrez le cache de l’emplacement
pour carte mémoire et insérez la carte
CF dans l’emplacement pour carte
mémoire.

Remarque

Veillez à introduire la carte CF dans le bon
sens, comme illustré.

3 Remettez le cache de l’emplacement
pour carte mémoire en place et serrez
la vis de fixation à l’aide d’un
tournevis cruciforme.

Utilisation de la lecture sous
forme de diaporama

Si une carte CF contenant des images fixes
prises avec un appareil photo numérique est
insérée dans le BKM-FW50, les fichiers
d’images fixes au format JPEG sont
automatiquement détectés et les images
apparaissent à l’écran sous forme de
diaporama. (Le signal d’entrée du moniteur
doit alors être réglé sur OPTION 1 RGB.
Pour obtenir des informations détaillées,
reportez-vous au mode d’emploi du
moniteur).
De plus, le BKM-FW50 est réglé par défaut
en usine pour afficher automatiquement
toute image fixe ou diaporama enregistrés
sur la carte CF.

Remarque

Lorsque vous insérez un Memory Stick
Duo dans le BKM-FW50, commencez par
l’insérer dans un adaptateur CF pour
Memory Stick Duo disponible dans le
commerce.

Commande détaillée de la
méthode de lecture
Lorsque l’écran est raccordé à un réseau par
l’intermédiaire du BKM-FW50, tout fichier
d’images fixes ou vidéo enregistré sur la
carte CF peut être affiché sur l’écran. Pour
savoir comment effectuer ces réglages et
comment utiliser l’appareil en pareil cas,
reportez-vous à la section « Utilisation d’un
ordinateur » (page 11).

Retrait de la carte CF

Remarque

Lorsque le témoin d’accès s’allume, les
images sont en cours de stockage ou de
lecture. N’éjectez jamais une carte CF ou
ne coupez pas l’alimentation pendant ce
temps. Vous risquez d’altérer les données
ou d’endommager la carte CF elle-même.

1 Retirez la vis du cache de
l’emplacement pour carte mémoire à
l’aide d’un tournevis cruciforme.

2 Appuyez sur la touche d’éjectonn
pour retirer la carte CF.

3 Remettez le cache de l’emplacement
pour carte mémoire en place et serrez
la vis de fixation à l’aide d’un
tournevis cruciforme.

Lecture d’images fixes ou de vidéos à partir d’une carte CF

Insérez complètement la carte CF dans
l’emplacement, en alignant l’étiquette avec
la flèche face à vous comme indiqué dans
l’illustration.
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Préparation à
l’utilisation des
fonctions réseau
Le BKM-FW50 peut être raccordé à un
réseau à l’aide du câble LAN 10BASE-T/
100BASE-TX.
En cas de raccordement à un réseau LAN,
les adresses IP du BKM-FW50 peuvent être
définies en utilisant l’une des deux
méthodes suivantes :
Consultez l’administrateur système de votre
réseau pour obtenir davantage
d’informations concernant la sélection de
l’adresse IP.
• Attribution d’une adresse IP fixe au

BKM-FW50
Vous devez normalement utiliser cette
méthode.

• Obtention automatique d’une
adresse IP
Si le réseau auquel le BKM-FW50 est
raccordé possède un serveur DHCP, ce
dernier peut attribuer automatiquement une
adresse IP. Notez qu’en pareil cas l’adresse
IP changera chaque fois que l’écran BKM-
FW50 installé est mis sous tension.

Attribution d’une adresse IP
fixe au BKM-FW50

Notez qu’une adresse IP distincte est
nécessaire pour la fonction de commande
de l’écran et pour la fonction de lecture des
images fixes/des vidéos. Pour obtenir
davantage d’informations concernant la
sélection de l’adresse IP, adressez-vous à
l’administrateur système de votre réseau.

Configuration d’une adresse IP
pour la fonction de commande de
l’écran
Commencez par attribuer une adresse IP à la
fonction de commande de l’écran à l’aide de la
procédure suivante. L’adresse IP attribuée de
cette façon est utilisée pour appeler la fonction
de commande de l’écran du BKM-FW50 à
partir d’un ordinateur du réseau. Reportez-
vous également au mode d’emploi de l’écran.

1 Raccordez le BKM-FW50 installé
dans l’écran au réseau à l’aide d’un
câble réseau LAN adéquat.

2 Mettez l’écran sous tension et
attendez environ 30 secondes.

3 Appuyez sur la touche MENU de
l’écran pour afficher le menu
principal.

4 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « INITIAL SETUP/
INFORMATION », puis appuyez sur
la touche ENTER. Le menu
« INITIAL SETUP/
INFORMATION » s’affiche.

5 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « IP Address Setup »,
puis appuyez sur la touche ENTER.

6 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « Manual », puis
appuyez sur la touche ENTER.

7 Saisissez les paramètres nécessaires.
1) Utilisez les touches M/m pour

sélectionner le paramètre à saisir
manuellement, puis appuyez sur
la touche ENTER. Un curseur
s’affiche dans la zone la plus à
gauche du paramètre sélectionné.

2) Utilisez les touches M/m ou les
touches numériques de la
télécommande pour saisir un
nombre à trois chiffres (0 à 255).
Lorsque vous appuyez sur la
touche ENTER ou , le curseur
se déplace vers le champ suivant
à droite. Saisissez un nombre de
la même façon.

3) Lorsque les quatre zones d’un
paramètre sont configurées,
appuyez sur la touche ENTER ou
, pour valider la saisie de ce
paramètre.

4) Procédez à la configuration des
autres paramètres de la même
façon.

Préparation à l’utilisation des fonctions réseau



10

8 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « Execute », puis
appuyez sur la touche ENTER.

Attribuez ensuite une adresse IP à la
fonction de lecture des images fixes/des
vidéos.

Configuration d’une adresse IP
pour la fonction de lecture des
images fixes/des vidéos

1 Lancez le navigateur de l’ordinateur
(Internet Explorer 6.0 ou une version
ultérieure).

2 Saisissez l’adresse IP attribuée à la
fonction de commande de l’écran dans
la zone de l’adresse au format « http://
xxx.xxx.xxx.xxx ». Appuyez ensuite
sur la touche Entrée du clavier.
Lorsqu’un nom d’utilisateur et un mot
de passe ont été définis, l’écran
« Network Password » (Mot de passe
réseau) s’affiche. Saisissez le nom
d’utilisateur et le mot de passe
définis, puis passez à l’étape suivante.

3 Cliquez sur l’onglet « Setup ».
La fenêtre Setup (Réglage) s’affiche.
Cette fenêtre vous permet de définir
le Network Password (Mot de passe
réseau). Les paramètres réglés par
défaut sont comme suit :

Name (Nom) : root
Password (Mot de passe) : fw50ad

4 Cliquez sur le bouton « Network ».

5 Sous « Internet Protocol (TCP/IP) »,
cliquez sur « Specify an IP address ».
Saisissez ensuite l’adresse IP de la
fonction de lecture des images fixes/
des vidéos dans les zones de saisie.

6 Cliquez sur « Apply ».

Préparation à l’utilisation des fonctions réseau

Obtention automatique d’une
adresse IP

Si vous configurez l’écran de la façon
indiquée ci-dessous, vous pouvez attribuer
automatiquement une adresse IP à un
serveur DHCP du réseau.

1 Raccordez le BKM-FW50 installé
dans l’écran au réseau à l’aide d’un
câble réseau LAN adéquat.

2 Mettez l’écran sous tension et
attendez environ 30 secondes.

3 Appuyez sur la touche MENU de
l’écran pour afficher le menu
principal.

4 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « INITIAL SETUP/
INFORMATION », puis appuyez sur
la touche ENTER. Le menu
« INITIAL SETUP/
INFORMATION » s’affiche.

5 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « IP Address Setup »,
puis appuyez sur la touche ENTER.

6 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « DHCP », puis appuyez
sur la touche ENTER.

7 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « Execute », puis
appuyez sur la touche ENTER.

Remarque

Il est possible que l’adresse IP ne soit pas
obtenue correctement, selon le routeur
utilisé. Vérifiez les spécifications et le
fonctionnement du routeur avant toute
utilisation.
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Vérification de l’adresse IP
attribuée automatiquement
Lorsqu’une adresse IP a été attribuée
automatiquement, vous pouvez appeler
l’écran de commande de l’écran du BKM-
FW50 de la façon suivante et vérifiez
l’adresse IP qui a été attribuée. L’adresse IP
change à chaque mise sous tension de
l’écran. Vous devez par conséquent vérifier
l’adresse IP de la façon décrite après
chaque mise sous et hors tension de l’écran.

1 Appuyez sur la touche MENU de
l’écran pour afficher le menu
principal.

2 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « INITIAL SETUP/
INFORMATION », puis appuyez sur
la touche ENTER. Le menu
« INITIAL SETUP/
INFORMATION » s’affiche.

3 Utilisez les touches M/m pour
sélectionner « INFORMATION »,
puis appuyez sur la touche ENTER.

4 Vérifiez l’adresse IP affichée dans la
zone « IP address ».

Utilisation d’un
ordinateur

Contrôle de l’écran

Vous pouvez exécuter divers réglages sur
l’écran de l’ordinateur.
Vérifiez que le BKM-FW50 est
correctement installé dans l’écran et que le
BKM-FW50, l’ordinateur et le routeur ou le
hub (concentrateur) sont correctement
raccordés avec un câble réseau. Mettez
ensuite l’écran, l’ordinateur et le routeur ou
le hub sous tension.
Il existe cinq fenêtres, divisées par fonction
: « Information » (Informations), «
Configure » (Configurer), « Control »
(Commande), « Player » (Lecteur) et «
Setup » (Réglage).

Pour obtenir plus de détails concernant le
fonctionnement des boutons, reportez-vous au
mode d’emploi du produit de la série FWD.

1 Lancez le navigateur de l’ordinateur
(Internet Explorer 6.0 ou une version
ultérieure).

2 Saisissez l’adresse IP attribuée à la
fonction de commande de l’écran dans
la zone de l’adresse au format « http://
xxx.xxx.xxx.xxx ». Appuyez ensuite
sur la touche Entrée du clavier.
Lorsqu’un nom d’utilisateur et un mot
de passe ont été définis, l’écran
« Network Password » (Mot de passe
réseau) s’affiche. Saisissez le nom
d’utilisateur et le mot de passe
définis, puis passez à l’étape suivante.

3 Cliquez sur l’onglet de la fonction en
haut de l’écran et sélectionnez la
fenêtre de votre choix.

Préparation à l’utilisation des fonctions réseau / Utilisation d’un ordinateur
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Configuration des paramètres
sur chaque fenêtre

Fenêtre Information (Informations)

Cette fenêtre affiche le nom du modèle, le
numéro de série et d’autres informations, ainsi
que l’état de fonctionnement actuel de l’écran,
y compris la sélection du signal d’entrée.
Cette fenêtre ne fait qu’afficher des
informations. Vous ne pouvez pas en
modifier les réglages.
Cet écran affiche également les
informations relatives aux erreurs.

Pour obtenir des informations détaillées sur
les erreurs, reportez-vous à la section
« Liste des codes d’erreur » (page 32).

Clear (Supprimer)
Vous permet de supprimer les informations
d’erreurs affichées dans le journal d’erreurs
du lecteur.

Remarque

Jusqu’à 30 erreurs apparaissent dans le
journal d’erreurs du lecteur dans l’ordre
chronologique. Lorsque de nouvelles
erreurs surviennent après ce seuil, les
informations d’erreurs précédentes sont
supprimées en commençant par la plus
ancienne.

Fenêtre Configure (Configurer)

Utilisation d’un ordinateur
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Timer (Minuterie)
Permet de régler la fonction de la
minuterie.
Une fois la minuterie réglée, cliquez sur
« Apply ».

Screen Saver (Ecran de veille)
Permet de régler la fonction de l’écran de
veille.
Une fois l’écran de veille réglé, cliquez sur
« Apply ».

Picture and Picture (Image et Image)
Permet de régler la fonction Picture and
Picture.
Une fois cette fonction réglée, cliquez sur
« Apply ».

Remarques

• Pour obtenir plus de détails sur ces
fonctions, reportez-vous au mode
d’emploi du produit de la série FWD.
Selon le modèle de l’écran, certaines
fonctions peuvent ne pas être prises en
charge.

• Avant de régler la fonction « Timer »
(Minuterie), assurez-vous de configurer le
réglage d'heure dans la fenêtre Setup
(Réglage) (page 27).

Fenêtre Control (Commande)

POWER (Alimentation)
Met l’écran sous ou hors tension.

INPUT (Sélecteur d’entrée)
Permet de sélectionner le signal d’entrée.

PICTURE MODE (Mode d’image)
Permet de sélectionner le mode d’image.

ASPECT (Format)
Commute le format de l’image.

CLOSED CAPTION (Sous-titres)
Permet de contrôler l’affichage des sous-
titres à l’écran.

Boutons Volume +/–
Règle le volume de l'écran.

Boutons Contrast (Contraste) +/–
Règlent le contraste de l’écran.

Boutons Brightness (Luminosité) +/–
Règlent la luminosité de l’écran.

Boutons Chroma (Saturation) +/–
Règlent l’intensité des couleurs.

Boutons Phase +/–
Règlent la balance des couleurs.

Touche Reset
Remet les réglages de « Contrast »
(contraste) à « Phase » à leurs réglages par
défaut.

 Remarques

• Pour les détails sur chaque fonction,
reportez-vous aux instructions
d’utilisation de l’écran (série FWD).

• Selon le modèle d’écran, certaines
fonctions ne sont pas disponibles. De
plus, certaines fonctions peuvent être
désactivées avec certains réglages
PICTURE MODE (Mode d’image).

• Lorsque aucun signal n’est entré, des
réglages ne sont pas possibles avec les
fonctions de cet écran.

Utilisation d’un ordinateur
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Fenêtre Player (Lecteur)

Cette fenêtre vous permet d’effectuer des
réglages pour la lecture d’images fixes ou
de vidéos et de contrôler la fonction PC
Presentation du BKM-FW50.

Formats de fichier pris en charge :
Les formats suivants sont pris en charge
pour la lecture d’images fixes et de vidéos.

Type de Format de Extension
fichier fichier

Image Format JPEG jpg, jpe, jpeg
fixe Format GIF gif

Format PNG png
Format BMP bmp

Vidéo Format MPEG2 PS mpg, m2v,
(jusqu’à 15 Mbit/s ; mpeg
480i/480p/576p
recommandé)

Audio Format MP3 mp3

* Format du son des fichiers vidéo :
• PCM linéaire
• MPEG-1 couche audio 2 (MP2)
• MPEG-1 couche audio 3 (MP3)

Caractères interdits pour les noms de
fichier
Les caractères suivants ne peuvent pas être
utilisés pour les noms de fichier pour cet
appareil. Les données du nom de fichier
comprenant ces caractères ne peuvent pas
être lues :
\ : / * ? " < > | # { } % & ~ ' , ;

A propos des sous-niveaux de dossier
Cet appareil accepte un nombre maximum
de 32 sous-niveaux de dossier.

Serveurs supportés
Les formats de serveurs Web/http suivants
ne sont pas pris en charge :
• Apache
• IIS
Le logiciel du serveur doit avoir été
préalablement installé. Pour obtenir des
informations détaillées, consultez le mode
d’emploi de chaque logiciel de serveur.

Streaming Play (Lecture en
continue)

Cette fenêtre vous permet d’effectuer les
réglages pour l’affichage et la lecture des
fichiers d’images fixes et vidéo enregistrés
sur un serveur Web/HTTP.

Remarque

Vous pouvez lire au maximum 1 000
fichiers avec Streaming Play (lecture en
continue). La taille de chaque fichier ne
doit pas dépasser 2 Go.

Server Address (Adresse du serveur)
Saisissez l’adresse du serveur Web/HTTP
où les fichiers d’images fixes ou vidéo sont
enregistrés. Lorsque vous saisissez
l’adresse IP du serveur, saisissez-la au
format, « http://xxx.xxx.xxx.xxx »
(« xxx » correspond à un nombre de trois
chiffres au maximum).

Utilisation d’un ordinateur
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Play file/folder name (Lecture fichier/
dossier)
Spécifie l’emplacement des fichiers
d’images fixes ou vidéo sur le serveur Web/
HTTP indiqué dans la zone « Server
Address ». Vous pouvez soit saisir
l’emplacement dans la zone de texte ou
cliquer sur le bouton « Browse » et
sélectionner l’emplacement du fichier ou du
dossier sur la fenêtre qui apparaît.

Remarques

• Si un fichier « index.html » est enregistré
dans le dossier, les autres fichiers et
dossiers contenus dans le dossier ne
s’affichent pas.

• Seules les images fixes et les vidéos du
dossier spécifié sont lues. Les images
fixes et les vidéos enregistrées dans
n’importe quel sous-dossier ne sont pas
lues.

• Les fichiers sont lus dans l’ordre du code
ASCII. Il est recommandé de nommer les
fichiers dans l’ordre alphabétique ou
numérique.

Repeat (Répétition)
Cochez cette case si les fichiers d’images
fixes ou vidéo doivent être lus plusieurs
fois.

Save (Sauvegarder)
Sauvegarde les réglages effectués sur cette
fenêtre.

Play (Lecture)
Lance la lecture du fichier sélectionné ou
des fichiers d’images fixes/vidéo du dossier
spécifié dans « Play file/folder name ».

Stop (Arrêt)
Interrompt la lecture des images fixes ou
des vidéos lancée en cliquant sur le bouton
« Play ».

Store Local (Enregistrer en local)

Cette fenêtre vous permet de télécharger
des fichiers d’images fixes/vidéos
enregistrés sur le serveur Web/HTTP et de
les enregistrer sur une carte CF (non
fournies) insérée dans l’emplacement pour
carte mémoire du BKM-FW50.

Remarque

Un maximum de 1 000 fichers peuvent être
téléchangés avec Store Local
(enregistrement local). La taille de chaque
fichier ne doit pas dépasser 2 Go.

Server Address (Adresse du serveur)
Entrez l’adresse IP du serveur Web/HTTP.

Play file/folder name (Lecture fichier/
dossier)
Spécifie l’emplacement des fichiers
d’images fixes ou vidéo sur le serveur Web/
HTTP indiqué dans la zone « Server
Address ». Vous pouvez soit saisir
l’emplacement dans la zone de texte ou
cliquer sur le bouton « Browse » et
sélectionner l’emplacement du fichier ou du
dossier sur la fenêtre qui apparaît.

Utilisation d’un ordinateur
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Remarque

Si un fichier « index.html » est enregistré
dans le dossier, les autres fichiers et
dossiers contenus dans le dossier ne
s’affichent pas.

Folder name (Nom du dossier)
Spécifie l’emplacement de sauvegarde sur
la carte CF insérée dans l’emplacement
pour carte mémoire. Vous pouvez soit saisir
l’emplacement dans la zone de texte, soit
cliquer sur le bouton « Browser »
(Navigateur) et sélectionner l’emplacement
du fichier ou du dossier sur l’écran qui
apparaît.

Delete (Supprimer)
Supprime un fichier ou un dossier
enregistré sur la carte mémoire insérée
dans l’appareil.

Utilisation d’un ordinateur

New Folder (Nouveau dossier)
Crée un nouveau dossier sur la carte
mémoire insérée dans l’appareil.

Store (Enregistrer)
Lance le téléchargement du fichier d’images
fixes ou vidéo ou du contenu du dossier
indiqué dans « Play file/folder name ».

Scheduled Download (Téléchargement
programmé)
Cette fonction vous permet de télécharger
périodiquement des fichiers d’images fixes
ou vidéo à partir d’un serveur Web/HTTP
vers une carte mémoire insérée. Vous
pouvez sélectionner le jour de la semaine,
l’heure et l’intervalle.

Check to clear the local folder before
download (Cocher pour effacer le dossier
local avant le téléchargement)
Lorsque cette case est cochée, tous les
fichiers du dossier de la carte CF (spécifié
dans « Folder name » (Nom du dossier))
sont supprimés avant le début du
téléchargement à partir du serveur Web/
HTTP. Lorsque cette case n’est pas cochée,
tous les fichiers de la carte CF ayant le
même nom que le contenu téléchargé à
partir du serveur Web/HTTP seront écrasés.

Remarques

• Avant de régler la fonction « Scheduled
Download » (téléchargement
programmé), assurez-vous de configurer
le réglage d'heure dans la fenêtre Setup
(Réglage) (page 27).

• Lorsque vous définissez l’heure de départ
de la fonction de téléchargement
programmé, sélectionnez une heure à
laquelle le moniteur sera mis hors
tension. Si l’appareil est déjà sous tension
lorsque le téléchargement commence,
l’affichage de l’image sur l’écran est
prioritaire sur le téléchargement. En
pareil cas, il est possible qu’un fichier ne
se télécharge pas correctement.

• Lorsque vous définissez l’heure de début
du téléchargement, prenez également en
considération le réglage de l’heure
d’activation et de désactivation de la
minuterie ainsi que le Time Table Play
(lecture d’emploi du temps) (page 25).
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• Ne mettez pas le moniteur hors tension
alors qu’un fichier va être téléchargé. Ce
dernier risquerait de ne pas être
téléchargé correctement.

• Lorsqu’il n’y a plus d’espace disponible
sur la carte CF, une erreur de la fonction
Scheduled Download (Téléchargement
prévu) se produit et le téléchargement
automatique de nouvelles données est
interrompu.

Local Play (Lecture locale)

Cette fenêtre vous permet d’effectuer des
réglages pour l’affichage et la lecture des
fichiers d’images fixes/vidéo enregistrés
sur une carte CF insérée dans
l’emplacement pour carte mémoire du
BKM-FW50.

Remarque

Vous pouvez lire au maximum 1 000
fichiers avec Local Play (Lecture locale).
La taille de chaque fichier ne doit pas
dépasser 2 Go.

Play file/folder name (Lecture fichier/
dossier)
Spécifie l’emplacement des fichiers
d’images fixes ou vidéo sur la carte CF.
Vous pouvez soit saisir l’emplacement dans
la zone de texte ou cliquer sur le bouton
« Browse » et sélectionner l’emplacement
du fichier ou du dossier sur la fenêtre qui
apparaît. Lorsqu’un dossier est spécifié, les
images fixes et les vidéos enregistrées dans
n’importe quel sous-dossier sont aussi lues.

Utilisation d’un ordinateur

Rename (Renomme)
Renomme un fichier ou un dossier
enregistré dans la carte mémoire
insérée dans l'appareil.

Delete (Supprimer)
Supprime un fichier ou un dossier
enregistré sur la carte mémoire insérée
dans l’appareil.

Remarque

Les fichiers sont lus dans l’ordre du code
ASCII. Il est recommandé de nommer les
fichiers dans l’ordre alphabétique ou
numérique.

Repeat (Répétition)
Cochez cette case si les fichiers d’images
fixes ou vidéo doivent être lus plusieurs
fois.

Save (Sauvegarder)
Sauvegarde les réglages effectués sur cette
fenêtre.

Play (Lecture)
Lance la lecture du fichier sélectionné ou
des fichiers d’images fixes/vidéo du dossier
spécifié dans « Play file/folder name ».

Stop (Arrêt)
Interrompt la lecture des images fixes ou
des vidéos lancée en cliquant sur le bouton
« Play ».
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PC Presentation

Cette fenêtre vous permet de lancer et
d’arrêter la fonction PC Presentation du
BKM-FW50. En affichant le contenu du
bureau de l’ordinateur à l’écran, la fonction
PC Presentation vous permet d’utiliser l’écran
comme un moniteur externe pour l’ordinateur.

Remarque

Afin de pouvoir utiliser la fonction PC
Presentation, UltraVNC doit être installé
sur l’ordinateur.
UltraVNC est un logiciel gratuit sous
licence GNU/GPL.

Connect PC (Connexion de l’ordinateur)
Sélectionnez cette option afin d’activer la
fonction PC Presentation du BKM-FW50.
L’option suivante doit également être
configurée.

IP Address Setup (Configuration
d’une adresse IP) :
Saisissez l’adresse IP de l’ordinateur.
Saisissez l’adresse IP au format suivant :
« xxx.xxx.xxx.xxx » (« xxx »
correspond à un nombre de trois
chiffres au maximum)

Password (Mot de passe) :
Saisissez le mot de passe défini pendant
l’installation de UltraVNC.

PC Resolution (Résolution de
l’ordinateur) :
Sélectionnez la résolution de l’écran de
l’ordinateur raccordé.
Si la résolution sélectionnée ici diffère
de la résolution réelle de l’ordinateur, la
fenêtre ne sera pas affichée dans un
format correct. Sélectionnez une
résolution afin que la taille de la fenêtre
corresponde à l’écran.

Connect (Connexion)
Lance la fonction PC Presentation
(Présentation PC). Lorsque vous cliquez sur
ce bouton, l’écran du bureau de l’ordinateur
avec l’adresse IP spécifiée s’affiche.

Disconnect (Déconnecter)
Sélectionnez cette option pour désactiver la
fonction PC Presentation.

Play Settings (Réglages de lecture)

Cette fenêtre vous permet d’effectuer des
réglages pour la fonction de diaporama et
de lecture automatique des fichiers
d’images fixes/vidéo.

Auto Play (Lecture automatique)
Ce réglage précise si la lecture des fichiers
d’images fixes/vidéo doit être lancée
automatiquement lorsque l’écran dans lequel
le BKM-FW50 est installé est mis sous
tension. Associée à l’activation de la
minuterie (ON timer) de l’écran, cette option
permet également une lecture automatique à
un moment défini.

Utilisation d’un ordinateur
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Pour activer la fonction, sélectionnez le
réglage « On ». A partir de la liste déroulante
« Contents » (contenu), sélectionnez
« Streaming » (lecture automatique de
fichiers d’images fixes/vidéos enregistrés sur
un ordinateur du réseau), « Local » (lecture
automatique de fichiers d’images fixes/
vidéos enregistrés sur une carte CF insérée
dans le BKM-FW50) ou « Play List » (liste
de lecture) (lecture de fichiers d’images
fixes/vidéos conformément à une liste de
lecture créée auparavant).  « On » (Activé)
est sélectionné comme réglage par défaut.

Check to cancel autoplay when
“Scheduled Download” overlaps (Cocher
pour annuler la lecture automatique lors
de la superposition de « Scheduled
Download » (téléchargement
programmé))
Lorsque vous utilisez la fonction « Scheduled
Download» (téléchargement programmé)
(page 16) dans Store Local  de la fenêtre
Player (lecteur), vous devez spécifier si vous
voulez donner la priorité au téléchargement
de données avec la fonction Scheduled
Download (téléchargement programmé) ou
Auto Play (lecture automatique de fichiers
d’images fixes ou vidéos).

Lorsque vous cochez cette case, la priorité est
donnée au téléchargement de données avec la
fonction Scheduled Download
(téléchargement programmé). Si l’heure de
lecture automatique spécifiée se trouve
pendant un téléchargement, elle est annulée
pour ce jour-là. Lorsque cette case n'est pas
cochée, Auto Play (lecture automatique)
commence dès la fin du téléchargement.

Slide Show (Diaporama)
Les paramètres suivants peuvent être réglés
pour la fonction diaporama.

Interval (Intervalle) :
Spécifie l’intervalle de temps
s’écoulant jusqu’au passage à l’image
ou à la vidéo suivante.

Background Music (Musique de
fond) :
Vous permet de spécifier une musique de
fond à jouer pendant le diaporama. Seuls
les fichiers musicaux (ou des dossiers
contenant des fichiers musicaux)
enregistrés sur une carte CF insérée dans
le BKM-FW50 peuvent être utilisés pour
cette fonction. Seuls les fichiers
musicaux du dossier spécifié sont lus.
(Les fichiers musicaux enregistrés dans
n'importe quel sous-dossier ne sont pas
lus).
La musique de fond utilisée pour la
lecture avec emploi du temps peut être
réglée à partir de la fenêtre d’édition
d’emploi du temps (page 26).

Remarques

Lorsqu’un dossier a été spécifié, faites
attention aux points suivants.
• Vous pouvez lire au maximum 1 000

fichiers musicaux. La taille de chaque
fichier ne doit pas dépasser 2 Go.

• Les fichiers sont lus dans l’ordre du
code ASCII. Il est recommandé de
nommer les fichiers dans l’ordre
alphabétique ou numérique.

Vous pouvez saisir le nom du fichier
dans la zone de texte ou saisir le nom du
dossier, cliquer sur le bouton « Browse »
et préciser le fichier dans l’écran qui
apparaît.

Utilisation d’un ordinateur
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Rename (Renomme)
Renomme un fichier ou un dossier
enregistré dans la carte mémoire
insérée dans l'appareil.

Delete (Supprimer)
Supprime un fichier ou un dossier
enregistré sur la carte mémoire insérée
dans l’appareil.

Check to use background music
during video playback (video audio
will be muted) (Cochez cette case
pour utiliser une musique de fond
pendant la lecture d’une vidéo (le son
de la vidéo est coupé)):
Lorsque cette case est cochée, la lecture
Background Music (Musique de fond)
est disponible pendant la lecture de
n’importe quel fichier vidéo du
diaporama, mais le son des fichiers vidéo
est coupé.

Check to display still pictures in High
Resolution Mode (Cochez cette case
pour afficher des images fixes en
mode haute résolution)) :
Lorsque cette case est cochée, les images
fixes sont affichées en haute résolution
(WXGA ou XGA). Si le dossier contient
des fichiers vidéo et des images fixes,
l’écran s’éteint quelques secondes pour
changer de résolution lors du passage
d’une image fixe à une vidéo (et vice
versa).
Les formats suivants peuvent être
sélectionnés pour les images reçues.

16:9 (WXGA) : affichage des images
16:9 en plein écran.

4:3 (XGA) : affichage des images
4:3 sur un écran 4:3
normal.

AUTO : détection automatique
du format.

Effectuez vos sélections selon le format
des images que vous souhaitez regarder.
Lorsque vous visionnez des fichiers
d’images fixes, il est recommandé que le
format de chaque fichier soit identique.

Remarques

• Lorsque vous regardez des fichiers de
formats divers, des barres noires
peuvent apparaître de chaque côté de
l’écran ou l’image peut être étirée
dans le sens de la longueur.

• Des images fixes de formats autres
que 16:9 ou 4:3 peuvent également
être affichées, mais des barres noires
peuvent apparaître en haut, en bas ou
sur les côtés de l’écran ou l’image
peut être étirée dans le sens de la
longueur.

• Lorsque le mode RGB de l’écran est
réglé sur le mode DTV, l’appareil
entre automatiquement dans le mode
de numérisation et tout texte sur les
bords extérieurs d’une image sera
coupé. Pour le FWD-40LX1/
32LX1R/50PX2, réglez le mode de
surbalayage sur OFF.

Utilisation d’un ordinateur
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Mode de résolution standard
(valeurs par défaut) : 480p

Mode haute résolution : 16:9
(WXGA)

Utilisation d’un ordinateur

Réception d’une image fixe

Moniteur

Moniteur : mode plein écran

L’image reçue s’affiche dans son
format d’origine.

Moniteur

Réception d’une image fixe

Résolution standard
L’image fixe reçue est convertie en
résolution standard et agrandie en fonction
du format du moniteur.

Moniteur

Moniteur : mode plein écran

L’image reçue s’affiche dans son
format d’origine.

Moniteur

Moniteur

Barre noire
Moniteur : mode plein écran
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Mode haute résolution : 4:3
(XGA)

Video Resolution (Résolution de la vidéo)
Sélectionnez Auto, NTSC (480i), NTSC
(480p) ou PAL (576p) comme résolution de
lecture pour la vidéo.

Guide Message (Message guide)
Spécifie s'il faut afficher un message
permettant de dire que l’écran est allumé
lorsqu'il n’y a pas de lecture d’images fixes
ou de vidéos.

Background Color (Couleur de fond)
Sélectionnez « Black » (noir), « Dark
Gray » (gris foncé) ou « Gray » (gris)
comme couleur de l’écran à utiliser
lorsqu’il n’y a pas de lecture d'images fixes
ou de vidéos.

Apply (Appliquer)
Cliquez ici pour sauvegarder les réglages.

Fenêtre Player (réglages avancés)
Lorsque vous cliquez sur la touche
« Advanced » (avancé) de la fenêtre Player
(lecteur), trois touches –« List Play » (liste
de lecture), « Edit Play List » (éditer la liste
de lecture) et « Time Table » (emploi du
temps) apparaissent, vous permettant
d'effectuer plus de réglages avancés pour la
lecture d'images fixes et de vidéos. Dans
cet état, la touche « Advanced » (avancé)
devient la touche « Easy » (facile) que vous
pouvez cliquer pour cacher les trois touches
de réglages avancés.

Réception d’une image fixe

Moniteur

Moniteur : mode plein écran

Barre noire
L’image reçue s’affiche dans son
format d’origine.

Moniteur

Moniteur

L’image reçue est étirée dans le sens
de la longueur, mais elle remplit la
totalité de l’écran.

Moniteur : mode normal
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List Play (lecture de liste)

Cette fenêtre vous permet de sélectionner
une liste de lecture créée auparavant et
d'effectuer des réglages pour la lecture de
fichiers d'images fixes et vidéos
conformément à la liste de lecture
sélectionnée.

Remarque

Pour utiliser la fonction de lecture de liste,
une carte CF doit être insérée dans la fente
de carte mémoire de l’appareil.

List Name (Nom de liste)
Les listes de lecture créées auparavant sont
affichées dans la liste déroulante.
Sélectionnez une liste de lecture.

Preview (Aperçu)
Donne un aperçu de la liste de lecture
actuellement sélectionnée dans « List
Name » (nom de liste).

Repeat (Répéter)
Cochez cette case pour la lecture à
répétition de la liste.

Save (Enregistrer)
Enregistre les réglages effectués dans cette
fenêtre.

Play (Lecture)
Démarre la lecture de la liste sélectionnée
dans « List Name » (nom de liste).

Stop (Arrêt)
Arrête la lecture de la liste démarrée en
cliquant sur la touche « Play » (lecture).

Edit Play List (Editer la liste de
lecture)

Cette fenêtre vous permet d'éditer des listes
de lecture et d'en créer des nouvelles.

Remarque

Pour éditer des listes de lecture, une carte
CF doit être insérée dans la fente de carte
mémoire de l’appareil.

Edit Play List (Editer la liste de lecture)
Cette fonction permet de changer le
contenu de listes de lecture créées
auparavant. Les touches suivantes sont
disponibles pour éditer et effectuer d’autres
tâches sur la liste de lecture sélectionnée
dans la liste déroulante.

Edit (éditer)
Affiche une fenêtre pour modifier le
contenu de la liste de lecture
sélectionnée dans la liste déroulante.

Utilisation d’un ordinateur
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Vous pouvez utiliser dans cette fenêtre
les opérations suivantes pour faire
défiler les fichiers d’images fixes et
vidéos à ajouter à la liste de lecture.

• Pour ajouter des fichiers d’images
fixes ou vidéos à la liste de lecture à
partir de la carte CF insérée dans la
fente de carte mémoire de l’appareil,
cliquez sur la touche « Browse »
(défiler) sans entrer de nom pour
« Selected Folder » (dossier
sélectionné). Les dossiers de la carte
CF sont affichés en structure
arborescente à gauche de la fenêtre.
Sélectionnez le dossier contenant les
fichiers d'images fixes ou vidéos à
ajouter à la liste de lecture.

• Pour ajouter des fichiers d’images
fixes ou vidéos à la liste de lecture à
partir d’un serveur Web/http, entrez
l’adresse du serveur dans « Selected
Folder » (dossier sélectionné), puis
cliquez sur la touche « Browse »
(défiler). Les dossiers du serveur sont
affichés en structure arborescente à
gauche de la fenêtre. Sélectionnez le
dossier contenant les fichiers
d'images fixes ou vidéos à ajouter à la
liste de lecture.

Lorsqu’un dossier de la structure
arborescente est sélectionné, les fichiers
contenus dans ce dossier sont listés à
côté de la structure arborescente. Après
avoir sélectionné un fichier, cliquez sur
la touche « Add » (ajouter) et le fichier
est ajouté à la liste de lecture sur le côté
droit de la fenêtre.

Vous pouvez utiliser les touches « Up »
(haut) et « Down » (bas) pour modifier
l’ordre des fichiers dans la liste de
lecture, la touche « Preview » (aperçu)
pour avoir un aperçu de la liste de
lecture et la touche « Delete »
(supprimer) pour supprimer des fichiers
de la liste de lecture. Lorsque vous
terminez d’éditer la liste de lecture,
cliquez sur le bouton « OK ». La
fenêtre d’édition de liste de lecture se
ferme.

Preview (Aperçu)
Affiche, dans l’ordre, un aperçu des
fichiers d’images fixes dans la liste de
lecture sélectionnée dans la liste
déroulante.

Delete (Supprimer)
Supprime la liste de lecture
sélectionnée dans la liste déroulante.

Download (Télécharger)
Télécharge la liste de lecture
sélectionnée dans la liste déroulante de
la carte CF vers l’ordinateur. En éditant
la liste de lecture téléchargée avec un
éditeur de texte ou un logiciel
équivalent, vous pouvez modifier le
contenu de la liste de lecture. Pour les
détails, contactez votre revendeur Sony
le plus proche.

Create New Play List (Créer une
nouvelle liste de lecture)
Cette fonction permet de créer une nouvelle
liste de lecture. Entrez un nom pour la liste
de lecture dans la case texte, puis utilisez
les touches suivantes pour créer la liste.

Create (Créer)
Affiche un écran pour l’édition d’une
nouvelle liste de lecture. Les opérations
disponibles dans cette fenêtre sont les
mêmes que celles lorsque vous cliquez la
touche « Edit » (éditer) dans la section
« Edit Play List » (éditer la liste de lecture).

Browse (Défiler)
Cliquez sur cette touche pour spécifier un
fichier de liste de lecture déjà enregistrée
dans l’ordinateur.

Utilisation d’un ordinateur
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Upload (Charger)
Chargez une liste de lecture spécifiée avec
la touche « Browse » (défiler) * dans la
carte CF. Le fichier de liste de lecture
téléchargé est ajouté à la liste déroulante
dans la section « Edit Play List » (éditer la
liste de lecture).
* Le nom de la touche dépend de la langue

du système d’exploitation.

Time Table

Cette fenêtre vous permet de créer des
emplois du temps et de les configurer pour
lire un fichier d'images fixes ou vidéo
pendant n'importe quel intervalle de temps.

Remarques

• Pour utiliser la fonction d’emploi du
temps, une carte CF doit être insérée dans
la fente de carte mémoire de l’appareil.

• Avant de régler un emploi du temps,
assurez-vous de configurer le réglage
d'heure dans la fenêtre Setup (page 27).

Time Table Play (lecture d’emploi du
temps)
Spécifie s’il faut effectuer la lecture selon
l'emploi du temps.
Lorsque vous effectuez la lecture selon
l’emploi du temps, cliquez sur « ON » et
réglez l’emploi du temps hebdomadaire.

Remarque

Lorsque Time Table Play (lecture d’emploi
du temp) est réglée sur « On », le réglage
du minuteur de l'écran principal est
désactivé

Spécifiez, pour chaque jour de l’emploi du
temps, les données à lire pour chaque
intervalle de temps. Vous pouvez créer un
maximum de sept emplois du temps (A à
G) et spécifier les jours de la semaine à
utiliser dans l’écran d'agenda
hebdomadaire. Pour éditer le contenu de
chaque emploi du temps, cliquez sur la
touche  « Go » (aller à) à droite de l’écran
d’agenda hebdomadaire. La fenêtre
d’édition d’emploi du temps apparaît.

Dans la fenêtre d’édition d’emploi du
temps, les réglages et les données de lecture
sont listés. Pour chaque article de la liste,
vous pouvez spécifier l’emplacement de
sauvegarde et la musique de fond pour les
données de lecture et configurer l’heure de
démarrage de lecture et les réglages de
répétition.

File/Folder/List Name (Nom de
Fichier/Dossier/Liste)
Permettent de spécifier l’emplacement
de sauvegarde et le nom du fichier
d’images fixes ou vidéo à lire. Vous
pouvez spécifier un dossier dans lequel
les fichiers d’images fixes ou vidéos
sont enregistrés.
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• Pour spécifier des fichiers d’images
fixes ou vidéos à partir de la carte CF
insérée dans la fente de carte
mémoire de l’appareil, cliquez sur la
touche « File Browse » (défiler
fichier) sans entrer de nom dans la
case texte et spécifiez un fichier ou
un dossier sur l’écran qui apparaît.

• Pour spécifier des fichiers d’images
fixes ou vidéos à partir du serveur
Web/http, entrez l’adresse du serveur
dans la case texte, cliquez sur la
touche « File Browse » (défiler
fichier) et spécifiez un fichier ou un
dossier sur l’écran qui apparaît.

• Vous pouvez aussi spécifier une liste
de lecture (page 23) si vous en avez
créé une. Cliquez sur la touche « List
Browse » (défiler liste) et spécifier
une liste de lecture sur l’écran qui
apparaît.

Background Music (Musique de
fond)
Vous pouvez spécifier un fichier
musical à utiliser comme musique de
fond lors de la lecture d’images fixes.
Entrez l’emplacement du fichier
musical dans la case texte, ou cliquez
sur la touche « File Browse » (défiler
fichier) et spécifiez un fichier musical.

Start Time (Heure de début)
Spécifiez l’heure à laquelle doit
commencer la lecture des données.
Pour la lecture à répétition des données,
cochez  la case  « Repeat » (répéter).
L’heure de début du premier fichier de
données est utilisé comme réglage par
minuterie de l’écran.

End Time (Heure de fin)
Si vous voulez que la lecture avec
l’emploi du temps s’arrête à une heure
donnée, cochez cette case et spécifiez
une heure de fin.
Ce réglage est utilisé comme réglage
hors minuterie dans l’écran.

Add (Ajouter)
Ajoute un nouvel article à la liste des
données à lire.

Delete (Supprimer)
Lorsque la case à cocher est
sélectionnée pour certains articles dans
la liste, cliquez sur cette touche pour les
en supprimer.

Save (Enregistrer)
Enregistre les réglages effectués dans
cette fenêtre.

Lorsque vous terminez d’effectuer les
réglages, cliquez sur le bouton « OK » pour
fermer la fenêtre d’édition d’emploi du
temps. Pour chaque emploi du temps créé
(A à G), spécifiez les jours de la semaine à
utiliser en emploi du temps dans l’écran
d'agenda hebdomadaire. Chaque clic sur
une icône « PLAY » (lecture) de l’écran
d’agenda hebdomadaire active ou désactive
l’emploi du temps spécifié pour le jour de
semaine spécifié.

Opérations pendant la lecture avec
emploi du temps
• Lorsque l’écran est réglé sur Standby

(veille), toute la lecture programmée avec
emploi du temps et restante est annulée
pour ce jour.

• Chaque fichier peut être arrêté avec la
touche « Stop » (arrêt) pendant la lecture.
Dans ce cas, la lecture avec emploi du
temps reprend à partir du fichier suivant
de l’emploi du temps à l’heure de début
programmée pour ce fichier.

• Pendant la lecture avec emploi du temps,
vous pouvez commencer la lecture d’un
fichier différent avec la touche « Play »
(lecture). Dans ce cas, la lecture avec
emploi du temps reprend à partir du
fichier suivant de l’emploi du temps à
l’heure de début programmée pour ce
fichier.

• Pour arrêter la lecture avec emploi du
temps, réglez  Time Table Play (lecture
avec emploi du temps) sur « Off » (arrêt)
et arrêtez le fichier en cours de lecture
avec la touche « Stop ».
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Remarque

Vous pouvez spécifier n’importe quelle
heure dans une plage entre 0:00 et 35:59
(11h59 le jour suivant) pour l’heure de
début de lecture de données et l’heure de
fin de l’emploi du temps. Comme résultat,
les données réglées pour la lecture pendant
un intervalle de temps le jour suivant
peuvent être remplacés par un emploi du
temps programmé pour démarrer ce même
jour. Généralement, lorsque les intervalles
de temps de lecture se superposent de cette
manière, la lecture programmée pour le jour
a toujours priorité. Pour les détails,
reportez-vous à « Programmation de la
lecture avec emploi du temps » (page 36).

Plau mode when “Scheduled Download”
overlaps (Mode de lecture lorsque
« Scheduled Download » se superpose)
Lorsque vous utilisez la fonction Scheduled
Download (téléchargement programmé)
(page 16) dans Store Local de la fenêtre
Player (lecteur), vous devez spécifier «
Delay » (retard), « Skip » (sauter) ou «
Cancel » (annuler) comme action à prendre
lorsque l'heure programmée pour la lecture
de fichier d'images fixes ou vidéo avec
l'emploi du temps se superpose avec l'heure
spécifiée avec la fonction Scheduled
Download (téléchargement programmé)
pour le téléchargement de données.

Delay (Retard) : La lecture du contenu
superposé commence à
la fin du
téléchargement des
données avec la
fonction Scheduled
Download.

Skip (Sauter) : Seul le contenu
superposé est sauté et la
lecture commence de
nouveau à partir du
contenu suivant
programmé.

Cancel (Annuler): Toute la lecture avec
emploi du temps pour
ce jour est annulée.

Save (Enregistrer)
Enregistre les réglages effectués dans cette
fenêtre.

Fenêtre Setup (Réglage)

Cette fenêtre vous permet de définir le
Network Password (Mot de passe réseau).
Les paramètres réglés par défaut sont
comme suit :

Name (Nom) : root
Password (Mot de passe) : fw50ad

Une fois que vous avez effectué des
modifications ou saisi des informations,
cliquez sur « Apply » (Appliquer) en bas de
chaque fenêtre pour activer les réglages.
Il est impossible d’utiliser des caractères
spéciaux dans les zones de texte.

Owner Information (Informations
concernant le propriétaire)

Owner (Propriétaire)
Saisissez ici les informations relatives au
propriétaire.

Display Location (Emplacement de
l’écran)
Saisissez ici les informations relatives à
l’emplacement d’installation de l’écran.

Remarque

N’utilisez pas d’espace lorsque vous
saisissez les informations. Sinon, il est
possible que le nom du fichier ne s’affiche
pas correctement.
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Memo (Mémo)
Vous pouvez saisir des informations
complémentaires ici.

Time (Heure)

Time (Heure)
Saisissez ici l’heure et le jour de la
semaine.

Network (Ré-mseau)

Internet Protocol (Protocole Internet)
(TCP/IP)
Sélectionnez « Specify an IP address »
(Spécifier une adresse IP) pour saisir
chaque valeur dans la chaîne numérique de
l’adresse IP.
Sélectionnez « Obtain an IP address
(DHCP) » (Obtenir une adresse IP
(DHCP)) pour obtenir une adresse
automatiquement auprès du serveur DHCP.
En pareil cas, notez bien que l’adresse IP
changera à chaque mise sous tension de
l’écran raccordé au BKM-FW50.

Remarque

Le BKM-FW50 nécessite une adresse IP
distincte pour la fonction de commande de
l’écran et pour la fonction de lecture des
images fixes/des vidéos. L’adresse IP de la
fonction de commande de l’écran peut être
définie à partir du menu de l’écran raccordé
au BKM-FW50. Pour plus de détails,
reportez-vous à la section « Configuration
d’une adresse IP pour la fonction de
commande de l’écran », page 9.

Password (Mot de passe)
L’administrateur, le nom d’utilisateur ainsi
que les informations relatives au mot de
passe peuvent être saisis ici. Le nom de
l’administrateur est toujours « root ».
Ils peuvent contenir 8 caractères chacun
maximum.

Lorsqu’un nom d’utilisateur et un mot de
passe ont été définis, l’écran « Network
Password » (Mot de passe réseau) s’affiche
dès que l’affichage de l’écran de contrôle
du BKM-FW50 est activé. Pour garantir la
sécurité du réseau, il est recommandé de
définir un nom d’utilisateur et un mot de
passe.

Mail Report (Rapport d’erreur)
Si une erreur de fonctionnement s’est
produite au niveau de l’écran, un rapport
d’erreur est immédiatement envoyé par e-
mail (notification d’erreur). Toutefois,
aucun message d’erreur n’apparaît
lorsqu’une erreur se produit avec le lecteur.

Address (Adresse)
Saisissez ici l’adresse e-mail de destination.
Le rapport d’erreur peut être envoyé
simultanément vers quatre destinations
maximum. Chaque adresse peut contenir au
maximum 64 caractères.

Mail Account (Compte de messagerie)
Mail Address (Adresse de messagerie) :
Saisissez l’adresse e-mail attribuée.
L’adresse peut contenir au maximum
64 caractères.

Outgoing Mail Server (Serveur de
messagerie pour courrier sortant)
(SMTP) :
Saisissez l’adresse du serveur de
messagerie.
L’adresse peut contenir au maximum 64
caractères.

Requires the use of POP
Authentication before Send e-mail
(POP before SMTP) (Requiert une
authentification POP avant l’envoi de
courrier (POP avant SMTP)) :
Si une authentification POP est
nécessaire avant la connexion au
serveur SMTP, cochez cette case.

Incoming Mail Server (Serveur de
messagerie pour courrier entrant)
(POP3)
Si une authentification POP est utilisée
pour le réglage « POP before SMTP »
saisissez l’adresse du serveur POP3 ici.
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Account Name (Nom du compte) :
Saisissez le nom du compte e-mail.

Password (Mot de passe) :
Saisissez le mot de passe du compte e-
mail.

Send Test Mail (Envoyer courrier test) :
Afin de tester si l’e-mail peut être
envoyé avec succès à l’adresse ou aux
adresses spécifiées, cochez cette case et
cliquez sur « Apply ». Un e-mail test
sera envoyé.

Remarque

Si les éléments suivants ne sont pas définis
ou si les réglages sont incorrects, un
message d’erreur apparaît et il se peut que
l’e-mail test ne soit pas envoyé :
• L’adresse de destination ;
• L’adresse du compte de messagerie et

l’adresse du serveur de messagerie
(SMTP).

Advanced (Réglages avancés)
Permet d’accéder aux réglages avancés
pour utiliser différentes application sur le
réseau. Effectuez les réglages
correspondants à chaque application
respective.

Advertisement (Publicité)
Permet de régler les paramètres des
fonctions Advertisement et Broadcast
(Diffusion) sur le réseau.

ID Talk
Permet de régler les paramètres de la
fonction ID Talk. ID Talk est un protocole
permettant la commande au niveau du
réseau de l’écran dans lequel le BKM-
FW50 est installé. Les options commandées
incluent divers réglages et ajustements
comme la température des couleurs et le
gamma. Pour obtenir davantage
d’informations concernant les commandes
ID Talk prises en charge, contactez votre
revendeur Sony local.
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SNMP
Le BKM-FW50 est un périphérique réseau
prenant en charge le protocole SNMP
(Simple Network Management Protocol).
Outre le MIB-II standard, Sony Enterprise
MIB est également pris en charge. Cette
fenêtre permet également d’effectuer les
réglages SNMP.
Pour obtenir davantage d’informations sur
les commandes SNMP supportées,
contactez votre revendeur Sony local.

Returning to default settings
(Réinitialisation aux valeurs par défaut)
Afin de réinitialiser tous les réglages
effectués dans la fenêtre Setup (Réglage)
aux valeurs par défaut, utilisez un objet fin
et pointu afin de maintenir enfoncée la
touche RESET située sur le panneau avant
de l’appareil (page 5) pendant au moins 3
secondes.
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Dépannage
Vérifiez les points suivants avant de contacter votre revendeur afin d’obtenir de l’aide. Si le
problème persiste, consultez votre revendeur Sony local.

Problème Cause/Solution

Connexion au réseau impossible.

Le support de stockage n’est pas
détecté.

• Le BKM-FW50 n’est pas correctement installé
dans l’écran.
t Insérez entièrement le BKM-FW50 dans

l’emplacement et serrez les vis de fixation.

• Le câble n’est pas correctement raccordé au
port réseau.
t Branchez le câble correctement dans le port

réseau.

• Les réglages réseau sont incorrects.
t Si vous utilisez un navigateur Web à partir

de l’ordinateur, vérifiez les réglages réseau
de ce dernier.
Appuyez sur la touche RESET du BKM-
FW50 et maintenez-la enfoncée pendant au
moins 3 secondes, tous les réglages de
l’appareil reviennent à leurs valeurs par
défaut. Procédez de nouveau au réglage.

• Le type de câble utilisé est incorrect.
t Utilisez un câble droit ou un câble croisé

adapté à votre environnement réseau.

• Le support de stockage est endommagé.
t Essayez un autre support de stockage.

• Le support de stockage utilisé n’est pas
compatible.
t Essayez un autre support de stockage d’une

autre marque.

Dépannage
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Problème Cause/Solution

Impossible de lire des fichiers
enregistrés sur le support de
stockage.

Impossible de sauvegarder des
fichiers à partir d’un serveur sur un
support de stockage local.

Streaming playback (Lecture en
continue) n’est pas disponible.

L’écran de contrôle du moniteur
(l’écran Web affichant l’interface
utilisateur graphique de l’appareil)
ne s’affiche pas.

• Les formats du fichier sont incorrects.
t Enregistrez les fichiers dans un format

adéquat.

• Plus de 1 000 fichiers sont enregistrés sur le
support de stockage.
t Supprimez les fichiers jusqu’à ce que leur

nombre soit inférieur ou égal à 1 000.

• La taille de l’un des fichiers dépasse 2 Go.
t Vérifiez que la taille d’aucun des fichiers

ne dépasse 2 Go.

• Le support de stockage est endommagé.
t Essayez un autre support de stockage.

• Aucun support de stockage n’est inséré dans le
BKM-FW50.
t Insérez un support de stockage.

• Le support de stockage est endommagé.
t Essayez un autre support de stockage.

• Il y a un dysfonctionnement de
l’environnement réseau.
t Vérifiez les réglages réseau.

• Il y a un dysfonctionnement de
l’environnement réseau.
t Vérifiez les réglages réseau.
t Le trafic du réseau est peut être important.

Modifiez les réglages réseau pour obtenir
des performances optimales.

• Les formats des fichiers sont incorrects.
t Enregistrez les fichiers dans un format

adéquat.

• Cliquez sur le bouton Rafraîchir ou
Réactualiser de votre navigateur Web.

• Assurez-vous que l’adresse IP est correcte.

• Utilisez Internet Explorer 6.0 ou une version
ultérieure.

Dépannage
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Liste des codes d’erreur

Lorsqu’une erreur se produit pendant l’utilisation du BKM-FW50, un code d’erreur
accompagné des informations relatives à cette erreur s’affiche sur l’écran Information
(Informations) (page 12).
Le tableau suivant indique les significations des codes d’erreur et les méthodes à suivre pour
y remédier.

Code d’erreur Apparaît en Signification Solution
(hexadécimal)

Streaming Play
(Lecture en
continue)

0x10

0x11

0x12

0x13

0x14

0x15

0x16

0x20

Le fichier/dossier spécifié
n’existe pas.
Il se peut également qu’un
fichier « index.html » se
trouve dans le dossier
spécifié.

L’extension de fichier
spécifiée n’est pas prise en
charge par le BKM-FW50.
Les extensions de
fichier compatibles
(sans tenir compte de la
casse) sont :
  Vidéo : mpg, m2v, mpeg
  Image fixe : gif, png,
      bmp, jpe, jpg, jpeg

Le dossier spécifié ne
contient pas de fichier
pouvant être lu.

Le format du fichier
spécifié ne peut être lu.

Le fichier spécifié (dans un
dossier) est endommagé.

Le fichier MPEG spécifié
(dans un dossier) est un
fichier MPEG1.

Une erreur réseau s’est
produite.

Une erreur s’est produite
sur le Player (Lecteur) en
cours de lecture.

Vérifiez que le fichier/
dossier que vous avez
spécifié existe bien.
Vous pouvez également
déplacer le contenu du
dossier dans un dossier ne
contenant pas de fichier
« index.html » et spécifiez
ce dossier.

Vérifiez l’extension de
fichier que vous avez
spécifiée.

Vérifiez qu’un fichier
comportant une extension
adéquate se trouve dans le
dossier.

Vérifiez le format du
fichier.

Vérifiez le fichier.

Vérifiez le fichier.

Vérifiez l’environnement
réseau.

Contactez votre revendeur
local Sony.
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Code d’erreur Apparaît en Signification Solution
(hexadécimal)

0x30

0x31

0x32

0x33

0x34

0x35

0x40

0x50

0x51

Le fichier/dossier spécifié
n’existe pas.

L’extension de fichier
spécifiée n’est pas prise en
charge par le BKM-FW50.
Les extensions de
fichiers compatibles
(sans tenir compte de la
casse) sont :
  Vidéo : mpg, m2v, mpeg
  Image fixe : gif, png,
      bmp, jpe, jpg, jpeg

Le dossier spécifié ne pas
de fichier pouvant être lu.

Le format du fichier
spécifié ne peut être lu.

Le fichier spécifié (dans un
dossier) est endommagé.

Le fichier MPEG spécifié
(dans un dossier) est un
fichier MPEG1.

Une erreur s’est produite
sur le Player (Lecteur) en
cours de lecture.

Le fichier/dossier n’existe
pas dans le serveur
spécifié.
Il se peut également qu’un
fichier « index.html » se
trouve dans le dossier
spécifié.

Le dossier du serveur
spécifié ne contient pas de
fichier pouvant être
téléchargé.

Vérifiez qu’une carte CF
est bien insérée dans
l’emplacement pour carte
mémoire.
Vérifiez également que le
fichier/dossier existe à
l’emplacement spécifié.

Vérifiez l’extension de
fichier que vous avez
spécifiée.

Vérifiez qu’un fichier
comportant une extension
adéquate se trouve dans le
dossier.

Vérifiez le format du
fichier.

Vérifiez le fichier.

Vérifiez le fichier.

Contactez votre revendeur
local Sony.

Vérifiez que le fichier/
dossier existe à
l’emplacement spécifié.
Vous pouvez également
déplacer le contenu du
dossier dans un dossier ne
contenant pas de fichier
« index.html » et spécifiez
ce dossier.

Vérifiez qu’un fichier
comportant une extension
adéquate se trouve dans le
dossier.

Local Play
(Lecture locale)

Store Local
(Enregistrer en

local)
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Code d’erreur Apparaît en Signification Solution
(hexadécimal)

Store Local
(Enregistrer en

local)

0x52

0x53

0x54

0x55

0x56

0x57

0x58

0x59

0x5a

L’extension de fichier
spécifiée n’est pas prise en
charge par le BKM-FW50.
Les extensions de
fichiers compatibles
(sans tenir compte de la
casse) sont :
Vidéo : mpg, m2v, mpeg
Image fixe : gif, png, bmp,
jpe, jpg, jpeg

Le dossier spécifié n’existe
pas sur la carte CF.

Une erreur réseau s’est
produite.

La capacité de stockage de
la carte CF est insuffisante.

Le fichier/dossier spécifié
pour être supprimé n’existe
pas.

L’appareil est en train
d’accéder au fichier
spécifié pour être
supprimé.

Le chemin spécifié pour
créer un nouveau dossier
est incorrect.

Le fichier/dossier à
renommer n’existe pas.

Un fichier/dossier existe
déjà avec le nouveau nom
spécifié pour un fichier/
dossier renommé.

Vérifiez l’extension de
fichier que vous avez
spécifiée.

Vérifiez qu’une carte CF
est bien insérée dans
l’emplacement pour carte
mémoire.
Vérifiez également les
dossiers de la carte CF.

Vérifiez l’environnement
réseau.

Vérifiez la capacité de
stockage disponible de la
carte CF.
Supprimez également les
fichiers/dossiers inutiles de
la carte CF.

Vérifiez que le fichier/
dossier spécifié existe sur
la carte CF.

Avant de spécifier la
suppression d’un fichier,
assurez-vous que celui-ci
est fermé.

Cette erreur se produit
lorsqu’un nouveau dossier
qui n’existe pas est
spécifié. Vérifiez le
nouveau dossier.

Vérifiez que le fichier/
dossier spécifié existe sur
la carte CF.

Spécifiez un nom différent
pour le fichier/dossier.
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Code d’erreur Apparaît en Signification Solution
(hexadécimal)

PC Presentation
(Présentation PC)

0x70

0x71

Une erreur de connexion
s’est produite.
(Le serveur n’existe pas, ne
peut pas se connecter au
réseau, etc.)

Le nom d’utilisateur et le
mot de passe saisis sont
incorrects.

Assurez-vous que le
serveur et l’environnement
réseau fonctionnent.

Assurez-vous que le nom
d’utilisateur et le mot de
passe correspondent à ceux
enregistrés sur le serveur.

Dépannage
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Autre

Programmation de la lecture avec emploi du temps

Lorsque vous créez un emploi du temps et effectuez une lecture programmée de fichiers
d'images fixes ou vidéos, certains fichiers peuvent ne pas être lus en fonction du contenu de
l'agenda. Lorsque vous créez un emploi du temps, vous pouvez spécifier un intervalle de
temps entre 0:00 (minuit du jour actuel) et 35:59 (11:59 du jour suivant) pour l’heure de
lecture de fichiers d’images fixes ou vidéos. Si la lecture de certains fichiers est réglée pour
le jour suivant (24 :00 à 35 :59), elle peut être remplacée par l’heure de lecture des fichiers
programmés avec emploi du temps pour commencer la journée. Comme règle, la lecture
programmée pour le jour actuel est prioritaire dans ce cas et les fichiers gardés du jour
précédent ne sont lus.

Remarque

Si l’écran est réglé pour la mise hors tension automatique, il le sera automatiquement à
l'heure spécifiée, même lorsque la lecture est en cours.

Autre
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Spécifications

Entrée/sortie
Réseau 10BASE-T/100BASE-

TX (Les vitesses de
connexion du réseau
peuvent varier selon
l’environnement
réseau.)

Emplacement pour carte mémoire
CF Type II

USB Type A

Généralités
Dimensions (parties saillantes comprises)

135 × 32 × 95 mm
(L/H/P)

Poids Environ 300 g
Consommation Environ 10 W
Température de fonctionnement

0 à + 35°C
(température ambiante
à laquelle vous utilisez
l’écran dans lequel le
BKM-FW50 est
installé)

Température de stockage
–10 à + 40°C

Voyants à DEL Link (vert)/
Act (orange)

Longueur du câble
100 m maximum

(catégorie 5)

La conception et les spécifications sont
sujettes à modifications sans préavis.
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Verwenden des Adapters für Streaming-Receiver
BKM-FW50
■ Kein Anschluss an ein Netzwerk

Wiedergabe von Standbild- oder Videodateien von einer Speicherkarte

Vorbereitungen

Aufnahme von Bildern
mit einer Digitalkamera

Kopieren von Standbild-
/Videodateien von
einem Computer 1

Memory Stick Duo 2

CF-Karte

1 „Local Play“
(Lokal

wiedergeben)
 Seite 17

■ Anschluss an ein Netzwerk

Wiedergabe von Standbild- oder Videodateien, die von einem Netzwerk heruntergeladen wurden

Vorbereitungen
Web-/HTTP-Server 3

Anzeigen auf einem
Flachbildschirm
Konfigurieren
1 „Streaming Play“
     (Streaming-Wiedergabe)

 Seite 14Hinaufladen von
Standbild-/
Videodateien

Herunterladen von
Standbild-/
Videodateien vom
Web-/HTTP-
Server

Netzwerk

Datenfluss

Konfigurieren 1 „Store Local“
(Lokal herunterladen)

 Seite 15
Konfigurieren 1 „Local Play“

(Lokal wiedergeben)
 Seite 17

1 Lese-/Schreibgerät für Speicherkarten erforderlich. 2 Adapter für CF-Einschub erforderlich. 3 Apache und IIS (Internet
Information Server) sind die einzigen unterstützten Server zum Herunterladen und Wiedergeben von Standbild- und Videodateien.

Speichern/
Wiedergabe von

einer CF-Karte
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4 Sicherheitsmaßnahmen / Zu dieser Anleitung

Sicherheitsmaßnahmen
• Die Softwarespezifikationen dieses

Geräts unterliegen aufgrund von
Verbesserungen unangekündigten
Änderungen.

• Die Fenster der Anwendungssoftware
können sich etwas von den Abbildungen
in dieser Anleitung unterscheiden.

• Schließen Sie den Anschluss dieses
Geräts aus Sicherheitsgründen nur an ein
Netzwerk an, bei dem keine Gefahr von
übermäßiger Spannung oder von
Stoßspannungsstößen besteht.

• Mit den Anweisungen in dieser Anleitung
lässt sich der Betrieb nur in folgender
Umgebung gewährleisten.

Betriebssystem:
Microsoft Windows XP

Browser:
Microsoft Internet Explorer 6.0
oder höher

• Folgendes kann zu beschädigten Daten
oder Schäden an der CF-Karte
(CompactFlash) oder dem Microdrive
führen:
- Auswerfen einer CF-Karte während

des Zugriffs darauf
- Aufstellen des Microdrive in der Nähe

eines starken Magneten
• Das Microdrive ist ein kompaktes

Festplattenlaufwerk. Da es sich dabei um
ein Speichermedium mit sich drehender
Platte handelt, reagiert es im Vergleich zu
Flash-Speicher-Datenträgern wie einem
Memory Stick oder einer CF-Karte
empfindlicher auf Erschütterungen und
Stöße.

• Um die Sicherheit im Netzwerk
sicherzustellen, empfiehlt es sich, einen
Benutzernamen und ein Kennwort zu
definieren. Weitere Informationen dazu
finden Sie im Abschnitt „Fenster „Setup“
(Setup)“ (Seite 27).

• Da sich der Adapter in der Nähe des
Bildschirms und bei lang andauerndem
Betrieb stark erwärmen kann, seien Sie
vorsichtig, wenn Sie ihn aus dem
Bildschirm herausnehmen.

Zu dieser Anleitung
In dieser Anleitung wird erläutert, wie Sie
den BKM-FW50 verwenden, wenn er in
einem Flachbildschirm der Serie FWD
installiert und an ein Netzwerk
angeschlossen ist.

Informationen zum normalen Gebrauch des
Bildschirms finden Sie in der
Bedienungsanleitung zum jeweiligen Produkt
der Serie FWD.

................................................................................................................................................................
• Microsoft und Windows sind eingetragene Markenzeichen der Microsoft Corporation in

den USA und/oder anderen Ländern.
• CompactFlash und CF-Karte sind Markenzeichen von SanDisk USA.
• Microdrive ist ein eingetragenes Markenzeichen von Hitachi Global Storage Technologies.
• Memory Stick und Memory Stick Duo sind Markenzeichen der Sony Corporation.
• Alle anderen in dieser Anleitung erwähnten Produkt- oder Firmennamen usw. sind

Markenzeichen oder eingetragene Markenzeichen der jeweiligen Eigentümer.
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Lage und Funktion der Teile und Bedienelemente

Lage und Funktion der Teile und Bedienelemente

4

1

1 USB-Anschluss
Der Anschluss wird für erweiterte
Funktionen eingesetzt, die erst in Zukunft
auf den Markt kommen.

2 Befestigungsschraube für
Abdeckung des
Speicherkarteneinschubs

3 Netzwerkanschluss (10BASE-T/
100BASE-TX)
Zum Anschließen des Geräts an ein
Netzwerk mithilfe eines 10BASE-T/
100BASE-TX-LAN-Kabels.

4 Abdeckung des
Speicherkarteneinschubs

5 Zugriffsanzeige
Leuchtet grün, wenn das Gerät auf eine CF-
Karte zugreift.
Lesen Sie vor dem Einsetzen einer CF-
Karte unbedingt die
„Sicherheitsmaßnahmen“ auf Seite 4.

6 Speicherkarteneinschub
Zum Einsetzen einer CF-Karte oder eines
Microdrive.

7 Taste RESET
Wenn Sie diese Taste länger als 3
Sekunden gedrückt halten, werden alle
Einstellungen am Gerät auf die
Standardwerte zurückgesetzt.
Beim Zurücksetzen muss der Bildschirm
des Gerätes in den Bereitschaftsmodus
geschaltet sein.

8 Auswurftaste
Drücken Sie diese Taste, wenn Sie eine CF-
Karte aus dem Speicherkarteneinschub
nehmen wollen.

2 3

5 7 86
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Installation
Vorbereitungen für die Installation
• Schalten Sie den Bildschirm und alle an

den Bildschirm angeschlossenen Geräte
aus. Gehen Sie beim Bildschirm
folgendermaßen vor: Schalten Sie den
Bildschirm mit 1 in den
Bereitschaftsmodus und ziehen Sie dann
den Netzstecker aus der Netzsteckdose.

• Während der Installation muss der
Bildschirm gut gesichert sein, damit er
nicht um- oder herunterfällt.

Installieren Sie den BKM-FW50 wie im
Folgenden erläutert im Bildschirm.

1 Wenn bereits ein gesondert
erhältlicher Adapter installiert ist,
lösen Sie dessen
Befestigungsschrauben (oben und
unten), indem Sie sie mit einem
Flachschraubenzieher gegen den
Uhrzeigersinn drehen, und ziehen Sie
dann den Adapter vorsichtig aus dem
Bildschirm heraus.

2 Setzen Sie den BKM-FW50 richtig
herum in den Bildschirm ein.
Vergewissern Sie sich, dass der Adapter
fest im internen Anschluss des
Bildschirms sitzt. Ziehen Sie dann die
Befestigungsschrauben (oben und unten)
mit einem Flachschraubenzieher an und
nehmen Sie die erforderlichen
Anschlüsse vor.

Vorsicht
Berühren Sie den Anschlussbereich
nicht.
Berühren Sie auf keinen Fall den
Anschlussbereich im Inneren des
Bildschirms. Andernfalls besteht
Unfallgefahr oder die Gefahr einer
Beschädigung.

Installation
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Wenn sich der
Erweiterungssteckplatz
auf der linken Seite des
Bildschirms befindet*

* Die Position des Erweiterungssteckplatzes
variiert bei den unterschiedlichen
Modellen. Bei Modellen mit mehreren
Erweiterungssteckplätzen verwenden Sie
einen Steckplatz mit Video-/
Kommunikationsfunktionen (VIDEO/COM-
Anschluss). Weitere Informationen dazu
schlagen Sie in der Dokumentation zum
jeweiligen Produkt der Serie FWD nach.
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Wiedergabe von
Standbildern oder
Videos von einer CF-
Karte
Der BKM-FW50 ist mit einem
Speicherkarteneinschub für CompactFlash-
Karten (nicht mitgeliefert) ausgestattet. Wenn
Sie in den Einschub des BKM-FW50 eine CF-
Karte einsetzen, die mit einer digitalen
Standbildkamera aufgenommene Bilder
enthält, können die Bilder als Bildpräsentation
auf dem Bildschirm angezeigt werden.
Sie können für die Wiedergabe von
Standbildern oder Videos verschiedene
Einstellungen vornehmen. Weitere
Informationen dazu finden Sie im Abschnitt
„Betrieb von einem Computer aus“ (Seite 11).

Kompatible Medien und
Dateiformate

Medien: CF-Karte (CompactFlash),
Microdrive

Dateiformat: JPEG-Format, MPEG2-
Format usw. Einzelheiten
dazu finden Sie auf Seite 14.

Empfohlene Auflösungen:
1360 × 768, 1280 × 768, 1024
× 768

Maximale Auflösung*:
2592 × 1944

Mindestauflösung:
640 × 480

* Je höher die Auflösung, desto länger dauert es,
bis die Bilder angezeigt werden.

Hinweise

• Folgendes kann zu beschädigten Daten
oder Schäden an der CF-Karte oder dem
Microdrive führen:
- Auswerfen einer CF-Karte während

des Zugriffs darauf
- Aufstellen des Microdrive in der Nähe

eines starken Magneten
• Eine CF-Karte, COMPACTVAULT oder

ein Microdrive kann als Speichermedium
für den BKM-FW50 eingesetzt werden.

CF-Karte
Buffalo: RCF-G256MB (256 MB)

RCF-G512MB (512 MB)
RCF-X64MY (64 MB)
RCF-X256MY (256 MB)
RCF-X512MY (512 MB)

SanDisk:SDCFB 64M (64 MB)
SDCFB 512M (512 MB)
SDCFH 512MB (512 MB)
SDCFH 2GB (2 GB)

Hagiwara Sys-Com:
HPC-CF64V (64 MB)
HPC-CF512V (512 MB)
HPC-CF512ZP (512 MB)

COMPACTVAULT
Sony: RHMD5G (5 GB)

Microdrive
Hitachi: HMS360402D5CF00 (2 GB)

HMS360604D5CF00 (4 GB)
• Die Kompatibilität mit CF-Karten und

Microdrives wurde geprüft, wird aber
nicht für alle CF-Karten und Microdrives
garantiert.

Einsetzen einer CF-Karte

1 Entfernen Sie mit einem
Kreuzschlitzschraubenzieher die
Befestigungsschraube für die Abdeckung
des Speicherkarteneinschubs.

Wiedergabe von Standbildern oder Videos von einer CF-Karte
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2 Öffnen Sie die Abdeckung des
Speicherkarteneinschubs und setzen
Sie die CF-Karte in den
Speicherkarteneinschub ein.

Hinweis

Achten Sie darauf, die CF-Karte wie in der
Abbildung dargestellt richtig herum
einzusetzen.

3 Bringen Sie die Abdeckung des
Speicherkarteneinschubs wieder an
und ziehen Sie die
Befestigungsschraube mit einem
Kreuzschlitzschraubenzieher an.

Wiedergabe als
Bildpräsentation

Wenn Sie in den BKM-FW50 eine CF-Karte
einsetzen, die mit einer digitalen
Standbildkamera aufgenommene
Standbilder enthält, werden Standbilddateien
im JPEG-Format automatisch erkannt und
die Bilder werden als Bildpräsentation auf
dem Bildschirm angezeigt. (Das
Eingangssignal für den Bildschirm muss in
diesem Fall auf OPTION 1 RGB eingestellt
sein. Näheres dazu schlagen Sie bitte in der
Bedienungsanleitung zum Bildschirm nach.)

Weiterhin zeigt der BKM-FW50 in der
Standardeinstellung automatisch alle
Standbilder oder Videodiashows auf der CF-
Karte an.

Hinweis

Wenn Sie einen Memory Stick Duo in den
BKM-FW50 einsetzen wollen, setzen Sie ihn
zunächst in einen handelsüblichen Memory
Stick Duo-Adapter für CF-Einschub ein.

Genaue Steuerung der Wiedergabe
Wenn der Bildschirm über den BKM-FW50
an ein Netzwerk angeschlossen ist, kann ein
beliebiges, auf der CF-Karte gespeichertes
Standbild bzw. eine Videodatei auf dem
Bildschirm angezeigt werden. Weitere
Informationen zu den Einstellungen und zum
Betrieb in diesem Fall finden Sie im Abschnitt
„Betrieb von einem Computer aus“ (Seite 11).

Herausnehmen der CF-Karte

Hinweis

Wenn die Zugriffsanzeige leuchtet, werden
Bilder gespeichert oder gelesen. Lassen Sie
auf keinen Fall die CF-Karte auswerfen und
schalten Sie auch das Gerät nicht aus.
Andernfalls können die Daten oder die CF-
Karte selbst beschädigt werden.

1 Entfernen Sie mit einem
Kreuzschlitzschraubenzieher die
Befestigungsschraube für die
Abdeckung des
Speicherkarteneinschubs.

2 Drücken Sie die Auswurftaste und
nehmen Sie die CF-Karte heraus.

3 Bringen Sie die Abdeckung des
Speicherkarteneinschubs wieder an
und ziehen Sie die
Befestigungsschraube mit einem
Kreuzschlitzschraubenzieher an.

Wiedergabe von Standbildern oder Videos von einer CF-Karte

Schieben Sie die CF-Karte vollständig in
den Einschub hinein und richten Sie das
Etikett mit dem Pfeil wie in der Abbildung
dargestellt aus.
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Vorbereitungen zum
Arbeiten mit den
Netzwerkfunktionen
Der BKM-FW50 lässt sich mit einem
10BASE-T/100BASE-TX-LAN-Kabel an
ein Netzwerk anschließen.
Beim Anschluss an ein LAN können Sie die
IP-Adressen des BKM-FW50 anhand eines
der beiden folgenden Verfahren einstellen.
Fragen Sie Ihren Netzwerkadministrator
nach Einzelheiten zur Auswahl der IP-
Adresse.
• Zuweisen einer festen IP-Adresse

für den BKM-FW50
Normalerweise sollten Sie dieses
Verfahren verwenden.

• Automatisches Beziehen einer IP-
Adresse
Wenn das Netzwerk, an das der BKM-
FW50 angeschlossen ist, über einen
DHCP-Server verfügt, können Sie den
DHCP-Server automatisch eine IP-
Adresse zuweisen lassen. Beachten Sie,
dass sich die IP-Adresse in diesem Fall bei
jedem Einschalten des Bildschirms, in
dem der BKM-FW50 installiert ist, ändert.

Zuweisen einer festen IP-
Adresse für den BKM-FW50

Beachten Sie bitte, dass für die
Bildschirmsteuerfunktion und die Standbild-
/Videowiedergabefunktion getrennte IP-
Adressen erforderlich sind. Einzelheiten
zum Auswählen der IP-Adresse erfahren Sie
bei Ihrem Netzwerkadministrator.

Einstellen einer IP-Adresse für die
Bildschirmsteuerfunktion
Weisen Sie zunächst anhand der folgenden
Schritte eine IP-Adresse für die
Bildschirmsteuerfunktion zu. Die auf diese
Weise zugewiesene IP-Adresse dient zum
Abrufen der Bildschirmsteuerfunktion des
BKM-FW50 von einem Computer im
Netzwerk. Schlagen Sie dazu auch in der
Bedienungsanleitung zum Bildschirm nach.

1 Schließen Sie den im Bildschirm
installierten BKM-FW50 mit einem
geeigneten LAN-Kabel an das
Netzwerk an.

2 Schalten Sie den Bildschirm ein und
warten Sie etwa 30 Sekunden.

3 Rufen Sie mit der Taste MENU am
Bildschirm das Hauptmenü auf.

4 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „INITIAL SETUP/
INFORMATION“
(ANFANGSEINSTELLUNGEN/
INFORMATIONEN) aus und drücken
Sie die Taste ENTER. Das Menü
„INITIAL SETUP/INFORMATION“
(ANFANGSEINSTELLUNGEN/
INFORMATIONEN) erscheint.

5 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „IP Address Setup“ (IP-
Adresse einstellen) aus und drücken
Sie die Taste ENTER.

6 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „Manual“ (Manuell) aus und
drücken Sie die Taste ENTER.

7 Geben Sie die nötigen Angaben für
die Optionen ein.
1) Wählen Sie mit den Tasten M/m die

manuell einzugebende Option aus
und drücken Sie die Taste ENTER.
Ein Cursor erscheint ganz links im
Feld der ausgewählten Option.

2) Wählen Sie mit den Tasten M/m
oder den Zahlentasten auf der
Fernbedienung eine dreistellige
Nummer (0 - 255) ein. Wenn Sie
die Taste ENTER oder ,
drücken, wechselt der Cursor in
das nächste Feld rechts. Geben Sie
hier genauso eine Nummer ein.

3) Wenn alle vier Felder einer
Option ausgefüllt sind, bestätigen
Sie mit der Taste ENTER oder
, die Eingabe für diese Option.

4) Nehmen Sie die Einstellungen für
die anderen Optionen genauso vor.

Vorbereitungen zum Arbeiten mit den Netzwerkfunktionen
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8 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „Execute“ (Ausführen) aus
und drücken Sie die Taste ENTER.

Weisen Sie als Nächstes eine IP-Adresse für
die Standbild-/Videowiedergabefunktion zu.

Einstellen einer IP-Adresse für die
Standbild-/Videowiedergabefunktion

1 Starten Sie den Browser des
Computers (Internet Explorer 6.0
oder höher).

2 Geben Sie in das Adressfeld die IP-
Adresse, die der
Bildschirmsteuerfunktion zugewiesen
wurde, im Format „http://
xxx.xxx.xxx.xxx“ ein. Drücken Sie
dann die Eingabetaste auf der
Tastatur.
Wenn ein Benutzername und ein
Kennwort definiert wurden, erscheint
der Bildschirm „Network Password“
(Netzwerkpasswort). Geben Sie den
definierten Benutzernamen und das
Kennwort ein und fahren Sie dann
mit dem nächsten Schritt fort.

3 Klicken Sie auf die Registerkarte
„Setup“ (Setup).
Das Fenster „Setup“ erscheint. In
diesem Fenster können Sie das
Network Password
(Netzwerkkennwort) festlegen. Die
werkseitig vorgegebenen
Einstellungen sind folgendermaßen
konfiguriert:

Name (Name): root
Password (Passwort): fw50ad

4 Klicken Sie auf die Schaltfläche
„Network“ (Netzwerk).

5 Klicken Sie unter „Internet Protocol
(TCP/IP)“ (Internet-Protokoll (TCP/
IP)) auf „Specify an IP address“ (IP-
Adresse angeben). Geben Sie dann
die IP-Adresse für die Standbild-/
Videowiedergabefunktion in die
Eingabefelder ein.

Vorbereitungen zum Arbeiten mit den Netzwerkfunktionen

6 Klicken Sie auf „Apply“
(Übernehmen).

Automatisches Beziehen
einer IP-Adresse

Wenn Sie den Bildschirm wie im Folgenden
erläutert konfigurieren, kann eine IP-
Adresse automatisch von einem DHCP-
Server im Netzwerk zugewiesen werden.

1 Schließen Sie den im Bildschirm
installierten BKM-FW50 mit einem
geeigneten LAN-Kabel an das
Netzwerk an.

2 Schalten Sie den Bildschirm ein und
warten Sie etwa 30 Sekunden.

3 Rufen Sie mit der Taste MENU am
Bildschirm das Hauptmenü auf.

4 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „INITIAL SETUP/
INFORMATION“
(ANFANGSEINSTELLUNGEN/
INFORMATIONEN) aus und
drücken Sie die Taste ENTER. Das
Menü „INITIAL SETUP/
INFORMATION“
(ANFANGSEINSTELLUNGEN/
INFORMATIONEN) erscheint.

5 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „IP Address Setup“ (IP-
Adresse einstellen) aus und drücken
Sie die Taste ENTER.

6 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „DHCP“ aus und drücken Sie
die Taste ENTER.

7 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „Execute“ (Ausführen) aus
und drücken Sie die Taste ENTER.

Hinweis

Je nach verwendetem Router wird die IP-
Adresse möglicherweise nicht richtig
bezogen. Überprüfen Sie vor dem
Gebrauch die Spezifikationen und
Funktionen des Routers.
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Anzeigen der automatisch
zugewiesenen IP-Adresse
Wenn eine IP-Adresse automatisch
zugewiesen wurde, können Sie wie im
Folgenden erläutert das Fenster für die
Bildschirmsteuerung des BKM-FW50
aufrufen und überprüfen, welche IP-
Adresse zugewiesen wurde. Die IP-Adresse
ändert sich mit jedem Einschalten des
Bildschirms. Daher müssen Sie die IP-
Adresse wie hier beschrieben nach jedem
Aus- und wieder Einschalten des
Bildschirms überprüfen.

1 Rufen Sie mit der Taste MENU am
Bildschirm das Hauptmenü auf.

2 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „INITIAL SETUP/
INFORMATION“
(ANFANGSEINSTELLUNGEN/
INFORMATIONEN) aus und
drücken Sie die Taste ENTER. Das
Menü „INITIAL SETUP/
INFORMATION“
(ANFANGSEINSTELLUNGEN/
INFORMATIONEN) erscheint.

3 Wählen Sie mit den Tasten M/m die
Option „INFORMATION“
(INFORMATIONEN) aus und
drücken Sie die Taste ENTER.

4 Sehen Sie nach, welche IP-Adresse
im Feld „IP address“ (IP-Adresse)
angezeigt wird.

Betrieb von einem
Computer aus

Steuern des Bildschirms

Sie können vom Computerbildschirm aus
verschiedene Einstellungen für den
Bildschirm vornehmen.
Vergewissern Sie sich, dass der BKM-
FW50 richtig im Bildschirm installiert ist
und dass der BKM-FW50, der Computer
und der Router oder Hub richtig über
Netzwerkkabel angeschlossen sind.
Schalten Sie dann den Bildschirm, den
Computer und den Router oder Hub ein.
Für den Bildschirm stehen fünf Fenster mit
unterschiedlichen Steuerfunktionen zur
Verfügung: Fenster „Information“
(Information), Fenster „Configure“
(Konfiguration), Fenster „Control“
(Steuerung), Fenster „Player“ (Player) und
Fenster „Setup“ (Setup).

Einzelheiten zu den Tastenfunktionen finden
Sie in der Bedienungsanleitung zum
jeweiligen Produkt der Serie FWD.

1 Starten Sie den Browser des
Computers (Internet Explorer 6.0
oder höher).

2 Geben Sie in das Adressfeld die IP-
Adresse, die der
Bildschirmsteuerfunktion zugewiesen
wurde, im Format „http://
xxx.xxx.xxx.xxx“ ein. Drücken Sie
dann die Eingabetaste auf der Tastatur.
Wenn ein Benutzername und ein
Kennwort definiert wurden, erscheint
der Bildschirm „Network Password“
(Netzwerkpasswort). Geben Sie den
definierten Benutzernamen und das
Kennwort ein und fahren Sie dann
mit dem nächsten Schritt fort.

3 Klicken Sie auf die
Funktionsregisterkarte oben im
Fenster und wählen Sie das
gewünschte Fenster aus.

Vorbereitungen zum Arbeiten mit den Netzwerkfunktionen /
Betrieb von einem Computer aus
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Einstellen von Optionen in
den einzelnen Fenstern

Fenster „Information“
(Information)

In diesem Fenster werden der Modellname,
die Seriennummer und andere
Bildschirminformationen sowie der
Stromversorgungsstatus und die
Eingangssignalauswahl angezeigt.
In diesem Fenster werden Informationen
nur angezeigt.
Sie können hier keine Optionen einstellen.
In diesem Fenster werden auch
Fehlerinformationen angezeigt.

Einzelheiten zu Fehlerinformationen finden
Sie unter „Liste der Fehlercodes“ (Seite
32).

Clear (Löschen)
Dient zum Löschen von
Fehlerinformationen, die in der Historie der
Player-Fehler angezeigt werden.

Hinweis

Bis zu 30 Fehler werden in der Historie der
Player-Fehler in der Reihenfolge angezeigt,
in der sie aufgetreten sind. Wenn nach
Erreichen der Höchstzahl weitere Fehler
auftreten, werden alte Fehlerinformationen
angefangen mit den ältesten gelöscht.

Fenster „Configure“
(Konfiguration)

Betrieb von einem Computer aus
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Timer (Timer)
Dient zum Vornehmen von Einstellungen
für die Timer-Funktion.
Klicken Sie abschließend auf „Apply“
(Übernehmen).

Screen Saver (Bildschirmschoner)
Dient zum Vornehmen von Einstellungen
für die Bildschirmschonerfunktion.
Klicken Sie abschließend auf „Apply“.

Picture and Picture (Bild und Bild)
Dient zum Vornehmen von Einstellungen
für die Bild-und-Bild-Funktion.
Klicken Sie abschließend auf „Apply“.

Hinweise

• Einzelheiten zu diesen Funktionen finden
Sie in der Bedienungsanleitung zum
jeweiligen Produkt der Serie FWD. Nicht
alle Funktionen werden von allen
Bildschirmmodellen unterstützt.

• Ehe Sie die Funktion „Timer“ (Timer)
verwenden können, muss im Bildschirm
„Setup“ (Setup) (Seite 27) die Uhrzeit
eingestellt werden.

Fenster „Control“ (Steuerung)

POWER (Netzschalter)
Dient zum Ein- und Ausschalten des Bildschirms.

INPUT (Eingangswählschalter)
Dient zum Auswählen des Eingangssignals.

PICTURE MODE (Bildmodus)
Dient zum Auswählen des Bildmodus.

ASPECT (Bildformat)
Dient zum Wechseln des
Bildseitenverhältnisses.

CLOSED CAPTION (Untertitel)
Dient zum Steuern der Anzeige von
Untertiteln auf dem Bildschirm.

Lautstärketasten +/–
Zur Einstellung der Bildschirmlautstärke.

Tasten „Contrast +/–“ (Kontrast)
Zum Einstellen des Kontrasts auf dem
Bildschirm.

Tasten „Brightness +/–“ (Helligkeit)
Zum Einstellen der Helligkeit auf dem
Bildschirm.

Tasten „Chroma +/–“ (Farbe)
Zum Einstellen der Farbintensität.

Tasten „Phase +/–“ (Phase)
Zum Einstellen der Farbbalance.

Reset-Taste
Setzt die Einstellungen von „Contrast”
(Kontrast) bis „Phase” (Phase) auf ihre
Standardwerte zurück.

Hinweise

• Weitere Informationen über die einzelnen
Funktionen finden Sie auch in der
Betriebsanleitung für den Bildschirm
(FWD-Serie).

• Je nach dem Bildschirmmodell sind
möglicherweise nicht alle Funktionen
dieses Bildschirms verfügbar. Einige
Funktionen werden außerdem in
bestimmten Bildmodi deaktiviert.

• Wenn kein Signal anliegt, können für
Funktionen dieses Bildschirms
möglicherweise keine Einstellungen
vorgenommen werden.

Betrieb von einem Computer aus
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Fenster „Player“ (Player)

In diesem Fenster können Sie Einstellungen
für die Standbild- und Videowiedergabe
vornehmen und die PC-Präsentationsfunktion
des BKM-FW50 steuern.

Unterstützte Dateiformate
Die folgenden Formate werden bei der
Standbild-/Videowiedergabe unterstützt.

Dateityp Dateiformat Erweiterung

Standbild JPEG-Format jpg, jpe, jpeg
GIF-Format gif
PNG-Format png
BMP-Format bmp

Video* MPEG2 PS-Format mpg, m2v,
(bis zu 15 Mbps; mpeg
480i/480p/576p
empfohlen)

Audio MP3-Format mp3

* Audioformat in Videodateien:
• Lineares PCM
• MPEG-1 Audio Layer-2 (MP2)
• MPEG-1 Audio Layer-3 (MP3)

Unzulässige Zeichen in Dateinamen
Die folgenden Zeichen können in diesem
Gerät nicht für Dateinamen verwendet
werden. Dateien, deren Name diese
Zeichen enthält, können nicht gelesen
werden:
\ : / * ? " < > | # { } % & ~ ' , ;

Ordnerebenen
Dieses Gerät unterstützt bis zu 32
Ordnerebenen.

Unterstützte Server
Die folgenden Web-/HTTP-Server-Formate
werden unterstützt:
• Apache
• IIS
Die Serversoftware muss zuvor installiert
werden. Einzelheiten dazu finden Sie in der
entsprechenden Bedienungsanleitung zur
jeweiligen Serversoftware.

Streaming Play
(Streaming-Wiedergabe)

In diesem Fenster können Sie Einstellungen
für die Anzeige von Standbildern und die
Wiedergabe von Videodateien vornehmen,
die auf einem Web-/HTTP-Server
gespeichert sind.

Hinweis

Maximal 1.000 Dateien können mit
„Streaming Play“ (Streaming-Wiedergebe)
wiedergegeben werden. Die einzelnen
Dateien dürfen nicht größer als 2 GB sein.

Server Address (Server-Adresse)
Geben Sie die Adresse des Web-/HTTP-
Servers ein, auf dem die Standbilder oder
Videodateien gespeichert sind. Geben Sie
die IP-Adresse des Servers im Format
„http://xxx.xxx.xxx.xxx“  ein („xxx“  steht
für eine Zahl mit maximal drei Ziffern).

Betrieb von einem Computer aus
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Play file/folder name
(Wiederzugebende(r) Datei/Ordner)
Zum Angeben des Pfads von Standbildern
oder Videodateien auf dem Web-/HTTP-
Server, den Sie im Feld „Server Address“
angegeben haben. Sie können den Pfad in das
Textfeld eingeben oder auf die Schaltfläche
„Browse“ (Durchsuchen) klicken und die
Datei bzw. den Ordner in dem Fenster
auswählen, das daraufhin angezeigt wird.

Hinweise

• Wenn im Ordner eine Datei „index.html“
gespeichert ist, werden andere in dem
Ordner enthaltene Dateien und Ordner
nicht angezeigt.

• Nur die Standbilder und Videos im
angegebenen Ordner werden
wiedergegeben. Standbilder und Videos
in Unterordnern werden nicht
wiedergegeben.

• Dateien werden in der Reihenfolge des
ASCII-Codes angezeigt. Es empfiehlt
sich, Dateien in alphabetischer oder
numerischer Reihenfolge zu benennen.

Repeat (Wiederholen)
Aktivieren Sie dieses Kontrollkästchen,
wenn die Standbilder oder Videodateien
wiederholt wiedergegeben werden sollen.

Save (Speichern)
Zum Speichern der im Fenster
vorgenommenen Einstellungen.

Play (Wiedergeben)
Zum Starten der Wiedergabe der
ausgewählten Datei oder der Standbilder/
Videodateien im in „Play file/folder name“
angegebenen Ordner.

Stop (Stoppen)
Zum Stoppen der Standbild-/
Videowiedergabe, die durch Klicken auf
die Schaltfläche „Play“ gestartet wurde.

Store Local (Lokal herunterladen)

In diesem Fenster können Sie auf dem Web-/
HTTP-Server gespeicherte Dateien für die
Standbild-/Videowiedergabe herunterladen
und auf einer CF-Karte (nicht mitgeliefert)
speichern, die in den Speicherkarteneinschub
des BKM-FW50 eingesetzt wurde.

Hinweise

Mit der Funktion „Store Local" (Lokal
herunterladen) können bis zu 1.000 Dateien
heruntergeladen werden. Die einzelnen
Dateien dürfen nicht größer als 2 GB sein.

Server Address (Server-Adresse)
Geben Sie hier die IP-Adresse des Web-/
HTTP-Servers ein.

Play file/folder name
(Wiederzugebende(r) Datei/Ordner)
Zum Angeben des Pfads von Standbildern
oder Videodateien auf dem Web-/HTTP-
Server, den Sie im Feld „Server Address“
angegeben haben. Sie können den Pfad in
das Textfeld eingeben oder auf die
Schaltfläche „Browse“ (Durchsuchen)
klicken und die Datei bzw. den Ordner in
dem Fenster auswählen, das daraufhin
angezeigt wird.

Betrieb von einem Computer aus
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Hinweis

Wenn im Ordner eine Datei „index.html“
gespeichert ist, werden andere in dem
Ordner enthaltene Dateien und Ordner nicht
angezeigt.

Folder name (Ordnername)
Zum Angeben des Speicherorts auf der CF-
Karte, die sich im Speicherkarteneinschub
befindet. Sie können den Pfad in das
Textfeld eingeben oder auf die Schaltfläche
„Browse“ (Durchsuchen) klicken und die
Datei bzw. den Ordner in dem Fenster
auswählen, das daraufhin angezeigt wird.

Delete (Löschen)
Löscht eine Datei oder einen Ordner
auf der Speicherkarte im Gerät.

New Folder (Neuer Ordner)
Erstellt auf der Speicherkarte im Gerät
einen neuen Ordner.

Store (Herunterladen)
Startet das Herunterladen der Standbild-
oder Videodatei oder des Inhalts des in
„Play file/folder name“ angegebenen
Ordners.

Scheduled Download (Programmiertes
Herunterladen)
Mit dieser Funktion können Sie regelmäßig
Standbild- oder Videodateien von einem
Web-/HTTP-Server auf eine eingesetzte
Speicherkarte herunterladen. Sie können
den Wochentag, die Uhrzeit und das
Intervall auswählen.

Check to clear the local folder before
download (Markieren, um vor dem
Herunterladen den Inhalt des lokalen
Ordners zu löschen)
Wenn Sie dieses Kontrollkästchen
aktivieren, werden alle mit der Option
„Folder name“ (Ordnername) angegebenen
Dateien im Ordner auf der CF-Karte vor
Beginn des Downloads vom Web- bzw.
HTTP-Server gelöscht. Wenn dieses
Kontrollkästchen nicht aktiviert ist, werden
die Dateien auf der CF-Karte durch
gleichnamige vom Web- bzw. HTTP-
Server heruntergeladene Dateien
überschrieben.

Hinweise

• Ehe Sie die Funktion „Scheduled
Download“ (Programmiertes
Herunterladen) verwenden können, muss
im Bildschirm „Setup“ (Setup) (Seite 27)
die Uhrzeit eingestellt werden.

• Wählen Sie beim Einstellen der
Anfangszeit für das programmierte
Herunterladen eine Uhrzeit, zu der der
Bildschirm ausgeschaltet ist. Wenn der
Bildschirm beim Starten des
Herunterladens bereits eingeschaltet ist,
hat die Anzeige des Bildes auf dem
Bildschirm Vorrang vor dem
Herunterladen. In einem solchen Fall
wird eine Datei möglicherweise nicht
richtig heruntergeladen.

Betrieb von einem Computer aus
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• Berücksichtigen Sie beim Einstellen der
Startzeit für den Download, ob der Timer
auf dem Monitor ein- oder ausgeschaltet
ist, sowie die Einstellung der Option
Time Table Play (Wiedergabe nach
Zeitplan) (siehe Seite 25).

• Schalten Sie den Bildschirm nicht aus,
während eine Datei gerade
heruntergeladen wird. Andernfalls wird
die Datei möglicherweise nicht richtig
heruntergeladen.

• Wenn auf der CF-Karte kein Platz mehr
ist, tritt in der Funktion „Scheduled
Download“ (Programmiertes
Herunterladen) ein Fehler auf und das
automatische Herunterladen neuer Inhalte
wird abgebrochen.

Local Play (Lokal wiedergeben)

In diesem Fenster können Sie Einstellungen
für die Anzeige und Wiedergabe von
Standbildern und Videodateien vornehmen,
die auf einer CF-Karte im
Speicherkarteneinschub des BKM-FW50
gespeichert sind.

Hinweis

Maximal 1.000 Dateien können mit „Local
Play (Lokal wiedergeben) wiedergegeben
werden. Die einzelnen Dateien dürfen nicht
größer als 2 GB sein.

Betrieb von einem Computer aus

Play file/folder name
(Wiederzugebende(r) Datei/Ordner)
Zum Angeben des Pfads von Standbildern
oder Videodateien auf der CF-Karte. Sie
können den Pfad in das Textfeld eingeben
oder auf die Schaltfläche „Browse“
(Durchsuchen) klicken und die Datei bzw.
den Ordner in dem Fenster auswählen, das
daraufhin angezeigt wird. Wenn ein Ordner
angegeben wird, werden Standbilder und
Videos in Unterordnern ebenfalls
wiedergegeben.

Rename (Umbenennen)
Zum Umbenennen einer Datei oder
eines Ordners auf der Speicherkarte im
Gerät.

Delete (Löschen)
Löscht eine Datei oder einen Ordner
auf der Speicherkarte im Gerät.

Hinweis

Dateien werden in der Reihenfolge des
ASCII-Codes angezeigt. Es empfiehlt sich,
Dateien in alphabetischer oder numerischer
Reihenfolge zu benennen.

Repeat (Wiederholen)
Aktivieren Sie dieses Kontrollkästchen,
wenn die Standbilder oder Videodateien
wiederholt wiedergegeben werden sollen.

Save (Speichern)
Zum Speichern der im Fenster
vorgenommenen Einstellungen.
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Play (Wiedergeben)
Zum Starten der Wiedergabe der
ausgewählten Datei oder der Standbilder/
Videodateien im in „Play file/folder name“
angegebenen Ordner.

Stop (Stoppen)
Zum Stoppen der Standbild-/
Videowiedergabe, die durch Klicken auf
die Schaltfläche „Play“ gestartet wurde.

PC Presentation (PC-Präsentation)

In diesem Fenster können Sie die PC-
Präsentationsfunktion des BKM-FW50
starten und stoppen. Mit der PC-
Präsentationsfunktion können Sie den Inhalt
des Computerdesktops auf dem Bildschirm
anzeigen und diesen somit als externen
Monitor für den Computer nutzen.

Hinweis

Damit Sie die PC-Präsentationsfunktion
aktivieren können, muss UltraVNC auf
dem Computer installiert sein.
UltraVNC ist Freeware, lizenziert unter
GNU GPL.

Connect PC (PC verbinden)
Mit dieser Option aktivieren Sie die PC-
Präsentationsfunktion des BKM-FW50.
Die folgenden Optionen müssen dazu
ebenfalls eingestellt werden.

IP Address (IP-Adresse):
Geben Sie die IP-Adresse des
Computers ein.
Geben Sie die IP-Adresse im Format
„xxx.xxx.xxx.xxx“  ein („xxx“  steht

für eine Zahl mit maximal drei Ziffern).

Password (Passwort):
Geben Sie das Kennwort ein, das bei
der Installation von UltraVNC
festgelegt wurde.

PC Resolution (Auflösung am PC):
Wählen Sie die Bildschirmauflösung
des angeschlossenen Computers aus.
Wenn die hier ausgewählte Auflösung
nicht mit der tatsächlichen Auflösung
des Computers übereinstimmt, wird das
Bild nicht mit der richtigen Größe
angezeigt. Wählen Sie eine Auflösung,
bei der die Anzeigegröße der
Bildschirmgröße entspricht.

Connect (Verbindung)
Mit dieser Option wird die PC-
Präsentationsfunktion gestartet. Wenn Sie
auf diese Schaltfläche klicken, erscheint
das Desktop-Fenster des Computers an der
angegebenen IP-Adresse auf dem
Bildschirm.

Disconnect (Verbindung trennen)
Mit dieser Option deaktivieren Sie die PC-
Präsentationsfunktion.

Play Settings
(Wiedergabeeinstellungen)

In diesem Fenster können Sie
Einstellungen für die
Bildpräsentationsfunktion und für die
automatische Anzeige und Wiedergabe
von Standbildern und Videodateien
vornehmen.

Betrieb von einem Computer aus
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Auto Play (Automatische Wiedergabe)
Hier geben Sie an, ob die Standbild-/
Videodateiwiedergabe automatisch starten
soll, wenn der Bildschirm, in dem der
BKM-FW50 installiert ist, eingeschaltet
wird. In Kombination mit dem ON-Timer
(Einschalttimer) des Bildschirms ist die
automatische Wiedergabe auch zu einer
voreingestellten Zeit möglich.
Wählen Sie „On“ (Ein) , um die Funktion
zu aktivieren. Wählen Sie aus der
Dropdown-Liste „Contents“ (Inhalt) die
Option „Streaming“ (automatische
Wiedergabe von Standbildern bzw. Videos
auf einem Computer im Netzwerk),
„Local“ (automatische Wiedergabe von
Standbildern bzw. Videos auf einer CF-
Karte im BKM-FW50), oder „Play List“
(Wiedergabe von Standbildern bzw. Videos
entsprechend einer zuvor erstellten
Wiedergabeliste). „On“ (Ein) ist werkseitig
als Standard eingestellt.

Check to cancel auto play when
„Scheduled Download“ overlaps
(Markieren, um die automatische
Wiedergabe abzubrechen, wenn es sich
mit einem programmierten
Herunterladen überschneidet)
Wenn Sie auf dem Bildschirm „Player“
(Player) unter „Store Local“ (Lokal
herunterladen) die Funktion „Scheduled
Download“ (Programmiertes
Herunterladen) (Seite 16) verwenden,
geben Sie an, ob Datendownloads mit der
Funktion „Scheduled Download“
(Programmiertes Herunterladen) oder die
Funktion „Auto Play“ (Automatische
Wiedergabe) Vorrang haben soll.
Wenn Sie dieses Kontrollkästchen
auswählen, haben Datendownloads mit der
Funktion „Scheduled Download“
(Programmiertes Herunterladen) Priorität.
Wenn die für „Auto Play“ (Automatische
Wiedergabe) angegebene Zeit mit einem
Download zusammenfällt, wird die
automatische Wiedergabe für diesen Tag
abgebrochen. Wenn dieses
Kontrollkästchen nicht ausgewählt ist,
beginnt die Funktion „Auto Play“
(Automatische Wiedergabe) nach dem
Datendownload.

Slide Show (Bildpräsentation)
Die folgenden Optionen können Sie für die
Bildpräsentationsfunktion einstellen.

Interval (Intervall):
Zum Angeben des Zeitintervalls, nach
dem zum nächsten Standbild oder
Video gewechselt wird.

Background Music
(Hintergrundmusik):
Ermöglicht die Auswahl einer
Hintergrundmusik für die Diashow. Für
diese Funktion können nur
Musikdateien (oder Ordner mit
Musikdateien) auf einer CF-Karte im
BKM-FW50 verwendet werden. Nur
die Musikdateien im angegebenen
Ordner werden wiedergegeben.
(Musikdateien in Unterordnern werden
nicht wiedergegeben.)
Die Hintergrundmusik für die
Wiedergabe nach Zeitplan kann im
Bearbeitungsbildschirm für den
Zeitplan (siehe Seite 26) eingestellt
werden.

Hinweise

Wenn ein Ordner angegeben wurde,
achten Sie auf die folgenden Punkte:
• Maximal 1.000 Musikdateien können

wiedergegeben werden. Die einzelnen
Dateien dürfen nicht größer als 2 GB
sein.

• Dateien werden in der Reihenfolge
des ASCII-Codes angezeigt. Es
empfiehlt sich, Dateien in
alphabetischer oder numerischer
Reihenfolge zu benennen.

Sie können den Dateinamen in das
Textfeld eingeben oder den
Ordnernamen eingeben und auf die
Schaltfläche „Browse“ (Durchsuchen)
klicken und die Datei in dem Fenster
auswählen, das daraufhin angezeigt
wird.

Betrieb von einem Computer aus
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Rename (Umbenennen)
Zum Umbenennen einer Datei oder
eines Ordners auf der Speicherkarte im
Gerät.

Delete (Löschen)
Löscht eine Datei oder einen Ordner
auf der Speicherkarte im Gerät.

Check to use background music
during video playback (video audio
will be muted) (Aktivieren, wenn
während der Videowiedergabe
Hintergrundmusik gespielt werden
soll (Videoton wird stumm
geschaltet)):
Wenn dieses Kontrollkästchen aktiviert
ist, wird Hintergrundmusik abgespielt,
solange in der Bildpräsentation
enthaltene Videodateien wiedergegeben
werden. In den Videodateien
enthaltener Ton wird stummgeschaltet.

Check to display still pictures in High
Resolution Mode (Aktivieren, wenn
Standbilder im Modus mit hoher
Auflösung angezeigt werden sollen):
Wenn dieses Kontrollkästchen aktiviert
ist, werden Standbilder mit hoher
Auflösung (WXGA oder XGA)
angezeigt. Enthält der Ordner
Videodateien und Standbilder, so
schaltet sich der Bildschirm zum
Wechseln der Auflösung einige
Sekunden lang aus, wenn von einem
Standbild zu einem Video (und
umgekehrt) gewechselt wird.
Die folgenden Bildformate können für
die Eingangsbilder ausgewählt werden.

16:9 (WXGA): Anzeige im 16:9-
Format im
Vollbildmodus.

4:3 (XGA): Anzeige im 4:3-Format
auf einem normalen
4:3-Bildschirm.

AUTO (Automatisch):
Das Bildformat wird
automatisch erkannt.

Nehmen Sie die Auswahl je nach dem
Bildformat der Bilder vor, die Sie
anzeigen wollen.
Beim Anzeigen von Standbilddateien
empfiehlt es sich, für alle Dateien
dasselbe Bildformat zu verwenden.

Hinweise

• Beim Wiedergeben von Dateien mit
unterschiedlichen Bildformaten
erscheinen möglicherweise schwarze
Streifen rechts und links am
Bildschirm oder das Bild ist in die
Länge gedehnt.

• Auch Standbilder mit einem anderen
Bildformat als 16:9 oder 4:3 können
angezeigt werden, aber unten, oben,
links und rechts am Bildschirm
erscheinen möglicherweise schwarze
Streifen oder das Bild ist in die Länge
gedehnt.

• Wenn der RGB-Modus des
Bildschirms auf DTV eingestellt ist,
wechselt das Gerät automatisch in
den Overscan-Modus, und aller Text
an den äußeren Bildrändern wird
abgeschnitten. Setzen Sie den
Overscan-Modus beim FWD-40LX1/
32LX1R/50PX2 auf OFF (AUS).
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Standardauflösung
(Standardwerte): 480p

Modus High Resolution (Hohe
Auflösung): 16:9 (WXGA)

Betrieb von einem Computer aus

Eingespeistes Standbild

Standardauflösung
Das eingespeiste Standbild wird in die
Standardauflösung konvertiert und je nach
Bildformat des Bildschirms vergrößert.

Bildschirm

Bildschirm: Vollbildmodus

Schwarzer Streifen

Das eingespeiste Standbild wird im
Originalbildformat angezeigt.

Bildschirm

Bildschirm

Bildschirm: Vollbildmodus

Bildschirm

Bildschirm: Vollbildmodus

Das eingespeiste Standbild wird im
Originalbildformat angezeigt.

Bildschirm

Eingespeistes Standbild
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Modus High Resolution (Hohe
Auflösung): 4:3 (XGA)

Video Resolution (Videoauflösung)
Wählen Sie Auto, NTSC (480i), NTSC
(480p) oder PAL (576p) als Auflösung für
die Videowiedergabe.

Guide Message (Meldung)
Gibt an, ob eine Meldung angezeigt werden
soll, wenn der Bildschirm eingeschaltet ist
und keine Standbilder oder Videos
wiedergegeben werden.

Background Color (Hintergrundfarbe)
Wählen Sie die Farbe aus, die angezeigt
wird, wenn keine Standbilder oder Videos
wiedergegeben werden. Zur Auswahl
stehen „Black“ (Schwarz), „Dark Gray“
(Dunkelgrau) und „Gray“ (Grau).

Apply (Übernehmen)
Klicken Sie hier, um die Einstellungen zu
speichern.

Bildschirm „Player“ (Player)
Wenn Sie auf dem Bildschirm „Player“
(Player) auf die Schaltfläche „Advanced“
(Weitere Einstellungen) klicken, werden
die drei Schaltflächen „List Play“
(Wiedergabe nach Liste), „Edit Play List“
(Wiedergabeliste bearbeiten) und „Time
Table“ (Zeitplan) angezeigt, auf denen Sie
weitere Einstellungen für die Standbild-
und Videowiedergabe vornehmen können.
Auf diesem Bildschirm wird die
Schaltfläche „Advanced“ (Weitere
Einstellungen) zur Schaltfläche „Easy“
(Einfach), mit der Sie die drei Schaltflächen
für erweiterte Einstellungen ausblenden
können.
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Eingespeistes Standbild

Bildschirm

Bildschirm: Vollbildmodus

Schwarzer Streifen

Das eingespeiste Standbild wird im
Originalbildformat angezeigt.

Bildschirm

Bildschirm

Das eingespeiste Standbild wird in die
Länge gedehnt, füllt jedoch den
gesamten Bildschirm.

Display: Normal mode
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List Play (Wiedergabe nach Liste)

Auf diesem Bildschirm können Sie eine
zuvor erstellte Wiedergabeliste auswählen
und Einstellungen zur Wiedergabe von
Standbild- und Videodateien entsprechend
der ausgewählten Wiedergabeliste
vornehmen.

Hinweis

Um Wiedergabelisten verwenden zu
können, muss im Kartenschacht des
Gerätes eine CF-Karte stecken.

List Name (Listenname)
In dieser Dropdown-Liste werden die
erstellten Wiedergabelisten angezeigt.
Wählen Sie die Wiedergabeliste für die
Wiedergabe aus.

Preview (Vorschau)
Zeigt die im Feld „List Name“
(Listenname) ausgewählte Wiedergabeliste
in der Vorschau an.

Repeat (Wiederholen)
Wählen Sie dieses Kontrollkästchen aus,
um die Wiedergabeliste wiederholt
wiederzugeben.

Save (Speichern)
Speichert die auf diesem Bildschirm
vorgenommenen Einstellungen.

Play (Wiedergeben)
Startet die Wiedergabe der im Feld „List
Name“ (Listenname) ausgewählten
Wiedergabeliste.

Stop (Stoppen)
Stoppt die Wiedergabe der durch Klicken
auf die Schaltfläche „Play“ (Wiedergeben)
gestarteten Wiedergabeliste.

Edit Play List (Wiedergabeliste
bearbeiten)

Auf diesem Bildschirm können Sie
Wiedergabelisten bearbeiten und neue
Wiedergabelisten erstellen.

Hinweis

Um Wiedergabelisten bearbeiten zu
können, muss im Kartenschacht des
Gerätes eine CF-Karte stecken.

Edit Play List (Wiedergabeliste
bearbeiten)
Mit dieser Funktion können Sie den Inhalt
von Wiedergabelisten ändern. Zur
Bearbeitung der in der Dropdown-Liste
ausgewählten Wiedergabeliste stehen die
folgenden Schaltflächen zur Verfügung.

Edit (Bearbeiten)
Zeigt einen Bildschirm an, auf dem der
Inhalt der in der Dropdown-Liste
ausgewählten Wiedergabeliste
bearbeitet werden kann.

Betrieb von einem Computer aus
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Auf diesem Bildschirm können Sie
folgendermaßen nach Standbildern und
Videodateien suchen, die zur
Wiedergabeliste hinzugefügt werden
können.

• Um Standbilder oder Videodateien
von der CF-Karte im Kartenschacht
des Gerätes zur Wiedergabeliste
hinzuzufügen, klicken Sie auf die
Schaltfläche „Browse“
(Durchsuchen) , ohne im Feld
„Selected Folder“ (Ausgewählter
Ordner) eine Eingabe vorzunehmen.
Die Ordner auf der CF-Karte werden
links auf dem Bildschirm in einer
Baumstruktur angezeigt. Wählen Sie
den Ordner aus, der das Standbild
oder die Videodateien enthält, die zur
Wiedergabeliste hinzugefügt werden
sollen.

• Um Standbilder oder Videodateien
von einem Web- bzw. HTTP-Server
zur Wiedergabeliste hinzuzufügen,
geben Sie im Feld „Selected Folder“
(Ausgewählter Ordner) die Adresse
des Servers ein, und klicken Sie dann
auf die Schaltfläche „Browse“
(Durchsuchen). Die Ordner auf dem
Server werden links auf dem
Bildschirm in einer Baumstruktur
angezeigt. Wählen Sie den Ordner
aus, der das Standbild oder die
Videodateien enthält, die zur
Wiedergabeliste hinzugefügt werden
sollen.

Wenn ein Ordner in der Baumstruktur
ausgewählt wird, werden die in diesem
Ordner enthaltenen Dateien neben der
Baumstruktur angezeigt. Nachdem Sie
eine Datei ausgewählt haben, klicken
Sie auf die Schaltfläche „Add“
(Hinzufügen). Die Datei wird zur
Wiedergabeliste auf der rechten Seite
des Bildschirms hinzugefügt.
Mit den Schaltflächen „Up“ (nach
oben) und „Down“ (nach unten)
können Sie die Reihenfolge der Dateien
in der Wiedergabeliste ändern, mit der
Schaltfläche „Preview“ (Vorschau) die
Wiedergabeliste in der Vorschau
anzeigen, und mit der Schaltfläche
„Delete“ (Löschen) Dateien aus der
Wiedergabeliste löschen. Wenn Sie die
Bearbeitung der Wiedergabeliste
abgeschlossen haben, klicken Sie auf
die Schaltfläche „OK“. Der
Bearbeitungsbildschirm für die
Wiedergabeliste wird geschlossen.

Preview (Vorschau)
Zeigt nacheinander eine Vorschau der
Standbilder an, die in der mit der
Dropdown-Liste ausgewählten
Wiedergabeliste enthalten sind.

Delete (Löschen)
Löscht die in der Dropdown-Liste
ausgewählte Wiedergabeliste aus der
Liste.

Download (Herunterladen)
Lädt die in der Dropdown-Liste
ausgewählte Wiedergabeliste von der
CF-Karte auf den Computer herunter.
Durch Bearbeiten der
heruntergeladenen Wiedergabeliste mit
einem Texteditor o. ä. können Sie den
Inhalt der Wiedergabeliste ändern.
Ausführliche Informationen hierzu
erhalten Sie bei Ihrem Sony-Händler.

Create New Play List (Neue
Wiedergabeliste erstellen)
Mit dieser Funktion können Sie eine neue
Wiedergabeliste erstellen. Geben Sie im
Textfeld einen Namen für die
Wiedergabeliste ein, und erstellen Sie dann
unter Verwendung der folgenden
Schaltflächen die Wiedergabeliste:
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Create (Erstellen)
Zeigt einen Bildschirm zum Bearbeiten
einer neuen Wiedergabeliste an. Die auf
diesem Bildschirm verfügbaren Funktionen
sind dieselben, die im Abschnitt „Edit Play
List“ (Wiedergabeliste bearbeiten) durch
Klicken auf die Schaltfläche „Edit“
(Bearbeiten) aufgerufen werden können.

Browse (Durchsuchen)
Klicken Sie auf diese Schaltfläche, um eine
auf dem Computer gespeicherte
Wiedergabeliste anzugeben.

Upload (Hinaufladen)
Lädt eine mit der Schaltfläche
„Durchsuchen“* angegebene
Wiedergabeliste auf die CF-Karte herauf.
Die heraufgeladene Wiedergabelistendatei
wird im Abschnitt „Edit Play List“
(Wiedergabeliste bearbeiten) in die
Dropdown-Liste hinzugefügt.
* Der Name der Schaltfläche hängt von der

Sprache des Betriebssystems ab.

Time Table (Zeitplan)

Auf diesem Bildschirm können Sie
Zeitpläne erstellen, nach denen zu einer
bestimmten Zeit Standbilder oder Videos
wiedergegeben werden.

Hinweise

• Um Zeitpläne verwenden zu können,
muss im Kartenschacht des Gerätes eine
CF-Karte stecken.

• Ehe Sie einen Zeitplan aufstellen können,
muss im Bildschirm „Setup“ (Setup)
(Seite 27) die Uhrzeit eingestellt werden.

Time Table Play (Wiedergabe nach
Zeitplan)
Gibt an, ob die Bilder und Videos nach
einem Zeitplan wiedergegeben werden
sollen.
Wenn Bilder und Videos nach einem
Zeitplan wiedergegeben werden sollen,
klicken Sie auf „ON“ (EIN), und nehmen
Sie die Einstellungen für den Wochenplan
vor.

Hinweis

Wenn Time Table Play (Wiedergabe nach
Zeitplan) auf „On“ (Ein) eingestellt ist, ist
die Timereinstellung auf dem
Hauptbildschirm deaktiviert.

Geben Sie für jeden Tag im Zeitplan die
Daten für die einzelnen Zeitfenster ein. Sie
können bis zu sieben Zeitpläne (A bis G)
erstellen und angeben, an welchen
Wochentagen diese verwendet werden
sollen. Um den Inhalt der einzelnen
Zeitpläne zu bearbeiten, klicken Sie auf die
Schaltfläche „Go“ (Los) auf der rechten
Seite des Bildschirms mit dem
Wochenplan. Der Bearbeitungsbildschirm
für den Zeitplan wird angezeigt.
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Auf dem Bearbeitungsbildschirm für den
Zeitplan werden die Wiedergabedaten und -
einstellungen aufgeführt. Sie können für
jede Option in der Liste den Speicherort
und die Hintergrundmusik für die
Wiedergabedaten angeben sowie die
Startzeit für die Wiedergabe und die
Wiederholungseinstellungen konfigurieren.

File/Folder/List Name (Datei/Ordner/
Listen-Name)
Geben Sie den Speicherort und den
Dateinamen der wiederzugebenden
Standbild- oder Videodatei an. Sie
können auch einen Ordner angeben, in
dem Standbilder oder Videodateien
gespeichert sind.
• Um Standbilder oder Videodateien

von der CF-Karte im Kartenschacht
des Gerätes anzugeben, klicken Sie
auf die Schaltfläche „File Browse“
(Dateien durchsuchen), ohne im
Textfeld eine Eingabe vorzunehmen,
und wählen Sie auf dem dann
angezeigten Bildschirm eine Datei
oder einen Ordner aus.

• Um Standbilder oder Videodateien
von einem Web- bzw. HTTP-Server
anzugeben, geben Sie im Textfeld die
Adresse des Servers an, klicken Sie
auf die Schaltfläche „File Browse“
(Dateien durchsuchen), und wählen
Sie auf dem dann angezeigten
Bildschirm eine Datei oder einen
Ordner aus.

• Wenn Sie Wiedergabelisten erstellt
haben, können Sie auch eine
Wiedergabeliste angeben (Seite 23).
Klicken Sie auf die Schaltfläche „List
Browse“ (Liste durchsuchen), und
geben Sie auf dem dann angezeigten
Bildschirm eine Wiedergabeliste an.

Background Music
(Hintergrundmusik)
Sie können eine beim Wiedergeben von
Standbildern als Hintergrundmusik zu
verwendende Musikdatei angeben.
Geben Sie im Textfeld den Speicherort
der Musikdatei an, oder klicken Sie auf
die Schaltfläche „File Browse“
(Dateien durchsuchen), und wählen Sie
eine Musikdatei aus.

Start Time (Startzeit)
Geben Sie die Uhrzeit an, zu der die
Wiedergabe der Daten gestartet werden
soll. Wenn die Daten wiederholt
wiedergegeben werden sollen, wählen
Sie das Kontrollkästchen „Repeat“
(Wiederholen) aus.
Die Startzeit der ersten Datendatei wird
auf dem Display als Einschaltzeit
angezeigt.

End Time (Endzeit)
Wenn die Wiedergabe nach Zeitplan zu
einer bestimmten Uhrzeit beendet
werden soll, wählen Sie dieses
Kontrollkästchen aus, und geben Sie
eine Endzeit an.
Diese Einstellung wird als
Timereinstellung „Off“ (Aus) auf dem
Monitor verwendet.

Add (Hinzufügen)
Fügt ein neues Element zur Liste der
wiederzugebenden Daten hinzu.

Delete (Löschen)
Durch Klicken auf diese Schaltfläche
werde die Elemente aus der Liste
gelöscht, deren Kontrollkästchen
ausgewählt ist.

Save (Speichern)
Speichert die auf diesem Bildschirm
vorgenommenen Einstellungen.

Wenn Sie alle Einstellungen vorgenommen
haben, klicken Sie auf die Schaltfläche
„OK“, um den Bearbeitungsbildschirm für
den Zeitplan zu schließen. Legen Sie für
jeden erstellten Zeitplan (A bis G) im
Bildschirm mit dem Wochenplan fest, an
welchen Wochentagen der Zeitplan
verwendet werden soll. Durch Klicken auf
das Symbol „PLAY“ (Wiedergeben) auf
dem Wochenplan wird der angegebene
Zeitplan für den angegebenen Wochentag
ein- oder ausgeschaltet.

Funktionen bei der Wiedergabe nach
Zeitplan
• Wenn der Bildschirm auf Standby

(Bereitschaft) eingestellt ist, wird die
verbleibende geplante Wiedergabe für
diesen Tag anulliert.

Betrieb von einem Computer aus



27

• Die Wiedergabe einer Datei kann mit der
Schaltfläche Stop abgebrochen werden.
In diesem Fall wird die Wiedergabe nach
Zeitplan mit der nächsten Datei im
Zeitplan zu der für diese Datei geplanten
Startzeit fortgesetzt.

• Während der Wiedergabe nach Zeitplan
können Sie mit der Schaltfläche Play
(Wiedergabe) die Wiedergabe einer
anderen Datei starten. In diesem Fall wird
die Wiedergabe nach Zeitplan mit der
nächsten Datei im Zeitplan zu der für
diese Datei geplanten Startzeit
fortgesetzt.

• Um die Wiedergabe nach Zeitplan zu
stoppen, wählen Sie für Time Table Play
(Wiedergabe nach Zeitplan) den Wert Off
(Aus) aus, und stoppen Sie die aktuelle
Wiedergabe mit der Schaltfläche „Stop“.

Hinweis

Sie können als Start- und Endzeitpunkt eine
beliebige Zeit im Bereich von 0:00 bis
35:59 (=11:59 vormittags am nächsten Tag)
festlegen. Dies kann dazu führen, dass in
einem Zeitfenster am nächsten Tag
wiederzugebende Daten durch einen
Zeitplan überschrieben werden, nach dem
zur selben Zeit eine Wiedergabe gestartet
werden soll. Im Allgemeinen hat bei
derartigen Überschneidungen die für den
aktuellen Tag geplante Wiedergabe
Vorrang. Ausführliche Informationen
hierzu finden Sie im Abschnitt
„Wiedergabe nach einem Zeitplan“ auf
Seite 36.

Play mode when „Scheduled Download”
overlaps (Wiedergabemodus bei
Überschneidung mit „Programmiertes
Herunterladen“)
Wenn Sie unter „Store Local“ (Lokal
herunterladen) auf dem Bildschirm
„Player“ (Player) die Funktion „Scheduled
Download“ (Programmiertes
Herunterladen) (Seite 16) verwenden, legen
Sie mit einer der Optionen „Delay“
(Verzögern), „Skip“ (Überspringen) oder
„Cancel“ (Abbrechen) fest, welche Aktion
ausgeführt werden soll, wenn die geplante
Zeit für die Standbild- oder
Videowiedergabe sich mit der Zeit zum
Herunterladen von Daten überschneidet, die

mit der Funktion „Scheduled Download“
(Programmiertes Herunterladen) festgelegt
wurde.
 Delay (Verzögern): Die Wiedergabe des

sich
überschneidenden
Inhalts wird
gestartet, nachdem
der geplante
Datendownload
abgeschlossen ist.

Skip (Überspringen): Nur der
überlappende Inhalt
wird übersprungen.
Die Wiedergabe
wird beim nächsten
geplanten Inhalt neu
gestartet.

Cancel (Abbrechen): Die gesamte für
diesen Tag mit
einem Zeitplan
geplante
Wiedergabe wird
abgebrochen.

Save (Speichern)
Speichert die auf diesem Bildschirm
vorgenommenen Einstellungen.

Fenster „Setup“ (Setup)

In diesem Fenster können Sie das Network
Password (Netzwerkkennwort) festlegen.
Die werkseitig vorgegebenen Einstellungen
sind folgendermaßen konfiguriert:

Name (Name): root
Password (Passwort): fw50ad

Betrieb von einem Computer aus
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Wenn Sie Änderungen vorgenommen oder
Daten eingegeben haben, klicken Sie auf
„Apply“ unten im jeweiligen Fenster, um
die Einstellungen zu aktivieren.
In die Textfelder können keine
Sonderzeichen eingegeben werden.

Owner Information
(Besitzer-Information)
Owner (Besitzer)
Geben Sie hier Informationen zum
Eigentümer ein.

Display Location (Display-Platzierung)
Geben Sie hier Informationen zum Standort
des Bildschirms ein.

Hinweis

Verwenden Sie beim Eingeben der
Informationen keine Leerzeichen.
Andernfalls wird der Dateiname
möglicherweise nicht richtig angezeigt.

Memo (Notiz)
Hier können Sie Kommentare oder Notizen
eingeben.

Time (Zeit)
Time (Zeit)
Geben Sie hier die Uhrzeit und den
Wochentag ein.

Network (Netzwerk)
Internet Protocol (Internet-Protokoll)
(TCP/IP)
Wählen Sie „Specify an IP address“ (IP-
Adresse angeben), wenn Sie die einzelnen
Ziffern der numerischen Zeichenfolge für
die IP-Adresse manuell eingeben wollen.
Wählen Sie „Obtain an IP address
(DHCP)“ (IP-Adresse automatisch
beziehen (DHCP)), wenn die IP-Adresse
automatisch vom DHCP-Server bezogen
werden soll. Beachten Sie, dass sich in
diesem Fall die IP-Adresse jedes Mal
ändert, wenn der Bildschirm, in dem der
BKM-FW50 installiert ist, eingeschaltet
wird.

Hinweis

Beim BKM-FW50 sind getrennte IP-
Adressen für die Bildschirmsteuerfunktion
und die Standbild-/
Videowiedergabefunktion erforderlich.
Die IP-Adresse für die
Bildschirmsteuerfunktion kann über das
Menü des Bildschirms, in dem der BKM-
FW50 installiert ist, eingestellt werden.
Einzelheiten dazu finden Sie unter
„Einstellen einer IP-Adresse für die
Bildschirmsteuerfunktion“ auf Seite 9.

Password (Passwort)
Hier können Sie Informationen zum
Administrator, Benutzernamen und
Kennwort eingeben. Der
Administratorname ist fest auf „root“
eingestellt.
Sie können jeweils maximal 8 Zeichen
eingeben.
Wenn Sie einen Benutzernamen und ein
Kennwort definiert haben, erscheint das
Fenster „Network Password“
(Netzwerkpasswort), wann immer das
Fenster für die Bildschirmsteuerung des
BKM-FW50 aufgerufen wird. Um die
Sicherheit im Netzwerk sicherzustellen,
empfiehlt es sich, einen Benutzernamen
und ein Kennwort zu definieren.

Mail Report (E-Mail-Report)
Wenn ein Bildschirmfunktionsfehler
aufgetreten ist, wird sofort per E-Mail ein
Fehlerbericht gesendet
(Fehlerbenachrichtigung). Wenn am Player
ein Fehler auftritt, wird dagegen keine
Fehlerbenachrichtigung ausgegeben.

Address (Ziel)
Geben Sie hier die E-Mail-Adresse des
Empfängers ein. Sie können bis zu vier
Adressen angeben, an die dann gleichzeitig
ein Fehlerbericht gesendet wird. Die
maximale Länge der einzelnen Adressen
beträgt 64 Zeichen.

Betrieb von einem Computer aus
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Mail Account (E-Mail-Konto)
Mail Address (E-Mail-Adresse):
Geben Sie hier die zugeordnete E-Mail-
Adresse ein.
Die maximale Länge der Adresse
beträgt 64 Zeichen.

Outgoing Mail Server (SMTP)
(Server für ausgehende Mail (SMTP-
Server)):
Geben Sie hier die Mail-Server-Adresse
ein.
Die maximale Länge der Adresse
beträgt 64 Zeichen.

Requires the use of POP
Authentication before Send e-mail
(POP before SMTP) (Erfordert die
Anwendung von POP-
Authentifizierung vor dem Senden
von E-Mail (POP vor SMTP)):
Wenn beim Herstellen der Verbindung
mit dem SMTP-Server eine POP-
Authentifizierung erforderlich ist,
aktivieren Sie dieses Kontrollkästchen.

Incoming Mail Server (POP3)
(Server für ankommende Mail
(POP3)):
Wenn die POP-Authentifizierung für
die Einstellung „POP before SMTP“
verwendet wird, geben Sie hier die
POP3-Server-Adresse ein.

Account Name (Konto-Name):
Geben Sie hier den Namen des E-Mail-
Kontos ein.

Password (Passwort):
Geben Sie hier das Kennwort für das E-
Mail-Konto ein.

Send Test Mail (Test-Mail senden):
Wenn Sie testen wollen, ob E-Mails
erfolgreich an die angegebene(n)
Adresse(n) gesendet werden können,
aktivieren Sie dieses Kontrollkästchen
und klicken auf „Apply“. Eine Test-E-
Mail wird gesendet.

Hinweis

Wenn eine der folgenden Angaben nicht
vorhanden oder nicht richtig ist, erscheint
eine Fehlermeldung und es kann keine
Test-E-Mail gesendet werden:
• Zieladresse

• Adresse des E-Mail-Kontos und Adresse
des Mail-Servers (SMTP)

Advanced (Weitere Einstellungen)
Hiermit haben Sie Zugriff auf weitere
Einstellungen, die für die Verwendung
verschiedener Anwendungen im Netzwerk
erforderlich sind. Nehmen Sie die
Einstellungen wie in der jeweiligen
Anwendung erforderlich vor.

Advertisement (Ankündigung)
Dient zum Vornehmen von Einstellungen
für die Funktionen „Advertisement“ und
„Broadcast“ im Netzwerk.

ID Talk
Dient zum Vornehmen von Einstellungen
für die Funktion „ID Talk“. „ID Talk“ ist
ein Protokoll, das die netzwerkbasierte
Steuerung des Bildschirms ermöglicht, in
dem der BKM-FW50 installiert ist.
Gesteuert werden können verschiedene
Einstellungen, wie z. B. Farbtemperatur
und Gamma. Informationen zu
unterstützten ID Talk-Befehlen erhalten Sie
bei Ihrem Sony-Händler.

SNMP
Der BKM-FW50 ist ein Netzwerkgerät, das
SNMP (Simple Network Management
Protocol) unterstützt. Neben dem Standard
MIB-II wird auch Sony Enterprise MIB
unterstützt. In diesem Fenster können Sie
Einstellungen für SNMP vornehmen.
Informationen zu unterstützten SNMP-
Befehlen erhalten Sie bei Ihrem Sony-
Händler.

Zurücksetzen auf die
Standardeinstellungen
Wenn Sie alle im Fenster „Setup“
vorgenommenen Änderungen wieder auf
die werkseitigen Standardeinstellungen
zurücksetzen wollen, halten Sie mit einem
dünnen, spitzen Gegenstand die Taste
RESET an der Vorderseite des Geräts
(Seite 5) mindestens 3 Sekunden lang
gedrückt.

Betrieb von einem Computer aus



30

Störungsbehebung
Bitte überprüfen Sie folgende Punkte, bevor Sie sich an den Kundendienst wenden. Sollte die
Störung bestehen bleiben, wenden Sie sich an Ihren lokalen Sony-Händler.

Problem Ursache/Abhilfemaßnahme

Eine Verbindung zum Netzwerk kann
nicht hergestellt werden.

Das Speichermedium wird nicht
erkannt.

• Der BKM-FW50 ist nicht richtig im Bildschirm
installiert.
t Schieben Sie den BKM-FW50 ganz in den

Einschub hinein und ziehen Sie die
Befestigungsschrauben an.

• Das Kabel ist nicht richtig an den
Netzwerkanschluss angeschlossen.
t Stecken Sie den Kabelstecker fest in den

Netzwerkanschluss.

• Die Netzwerkeinstellungen sind falsch.
t Wenn Sie mit einem Webbrowser vom

Computer arbeiten, überprüfen Sie die
Netzwerkeinstellungen des Computers.
Halten Sie die Taste RESET des BKM-
FW50 mindestens 3 Sekunden lang
gedrückt, um das Gerät in die
Standardkonfiguration zurückzusetzen.
Führen Sie die Konfiguration dann erneut
aus.

• Der Kabeltyp ist falsch.
t Wählen Sie je nach dem, was in Ihrer

Netzwerkumgebung erforderlich ist, ein
ungekreuztes oder ein gekreuztes Kabel.

• Das Speichermedium ist beschädigt.
t Versuchen Sie es mit einem anderen

Speichermedium.

• Das verwendete Speichermedium ist nicht
kompatibel.
t Versuchen Sie es mit einem

Speichermedium von einem anderen
Hersteller.

Störungsbehebung
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Problem Ursache/Abhilfemaßnahme

Dateien auf dem Speichermedium
lassen sich nicht wiedergeben.

Dateien von einem Server lassen sich
lokal nicht speichern.

Streaming-Wiedergabe ist nicht
möglich.

Das Fenster für die
Bildschirmsteuerung (das Web-
Fenster mit der grafischen
Benutzeroberfläche des Geräts) wird
nicht angezeigt.

• Die Dateiformate sind inkompatibel.
t Konvertieren Sie die Dateien in das

geeignete Format.

• Auf dem Speichermedium sind mehr als 1.000
Dateien gespeichert.
t Löschen Sie Dateien, bis die Anzahl der

Dateien 1.000 nicht mehr überschreitet.

• Eine Datei ist größer als 2 GB.
t Vergewissern Sie sich, dass keine Datei

größer als 2 GB ist.

• Das Speichermedium ist beschädigt.
t Versuchen Sie es mit einem anderen

Speichermedium.

• In den BKM-FW50 ist kein Speichermedium
eingesetzt.
t Setzen Sie ein Speichermedium ein.

• Das Speichermedium ist beschädigt.
t Versuchen Sie es mit einem anderen

Speichermedium.

• An der Netzwerkumgebung liegt ein Fehler
vor.
t Überprüfen Sie die Netzwerkeinstellungen.

• An der Netzwerkumgebung liegt ein Fehler
vor.
t Überprüfen Sie die Netzwerkeinstellungen.
t Das Netzwerk ist möglicherweise

ausgelastet. Ändern Sie zum Optimieren
der Leistung die Netzwerkeinstellungen.

• Die Dateiformate sind inkompatibel.
t Konvertieren Sie die Dateien in das

geeignete Format.

• Klicken Sie im Web-Browser auf die
Schaltfläche zum Auffrischen oder
Aktualisieren.

• Überprüfen Sie, ob die IP-Adresse korrekt ist.

• Verwenden Sie Internet Explorer 6.0 oder
höher.

Störungsbehebung
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Liste der Fehlercodes

Wenn beim Verwenden des BKM-FW50 ein Fehler auftritt, wird im Fenster „Information“
(Information) ein Fehlercode zusammen mit Informationen zum Fehler angezeigt (Seite 12).
Im Folgenden finden Sie eine Erläuterung zu den Fehlercodes sowie erforderliche
Maßnahmen.

Fehlercode Funktion, Bedeutung Maßnahme
(Hex) bei der Fehler

auftritt

„Streaming Play“
(Streaming-
Wiedergabe)

0x10

0x11

0x12

0x13

0x14

0x15

0x16

0x20

Die angegebene Datei bzw.
der Ordner existiert nicht.
Möglicherweise gibt es
auch eine Datei
„index.html“ im
angegebenen Ordner.

Die Erweiterung der
angegebenen Datei wird
vom BKM-FW50 nicht
unterstützt.
Zu den unterstützten
Dateierweiterungen
gehören (Groß-/
Kleinschreibung
unerheblich):
  Video: mpg, m2v, mpeg
  Standbild: gif, png, bmp,
      jpe, jpg, jpeg

Der angegebene Ordner
enthält keine Datei, die
wiedergegeben werden
kann.

Die angegebene Datei
weist ein inkompatibles
Format auf.

Die angegebene Datei (in
einem Ordner) ist
beschädigt.

Bei der angegebenen
MPEG-Datei (in einem
Ordner) handelt es sich um
eine MPEG1-Datei.

Ein Netzwerkfehler ist
aufgetreten.

Am Player ist während der
Wiedergabe ein Fehler
aufgetreten.

Vergewissern Sie sich,
dass die angegebene Datei
bzw. der Ordner existiert.
Oder verschieben Sie den
Inhalt des Ordners in einen
Ordner, der keine Datei
„index.html“ enthält, und
geben Sie diesen Ordner
an.

Überprüfen Sie die
Erweiterung der
angegebenen Datei.

Vergewissern Sie sich,
dass eine Datei mit
geeigneter Erweiterung im
Ordner vorhanden ist.

Überprüfen Sie das Format
der Datei.

Überprüfen Sie die Datei.

Überprüfen Sie die Datei.

Überprüfen Sie die
Netzwerkumgebung.

Wenden Sie sich an Ihren
lokalen Sony-Händler.

Störungsbehebung
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Fehlercode Funktion, Bedeutung Maßnahme
(Hex) bei der Fehler

auftritt
0x30

0x31

0x32

0x33

0x34

0x35

0x40

0x50

Die angegebene Datei bzw.
der Ordner existiert nicht.

Die Erweiterung der
angegebenen Datei wird
vom BKM-FW50 nicht
unterstützt.
Zu den unterstützten
Dateierweiterungen
gehören (Groß-/
Kleinschreibung
unerheblich):
  Video: mpg, m2v, mpeg
  Standbild: gif, png, bmp,
      jpe, jpg, jpeg

Der angegebene Ordner
enthält keine Datei, die
wiedergegeben werden
kann.

Die angegebene Datei
weist ein inkompatibles
Format auf.

Die angegebene Datei (in
einem Ordner) ist
beschädigt.

Bei der angegebenen
MPEG-Datei (in einem
Ordner) handelt es sich um
eine MPEG1-Datei.

Am Player ist während der
Wiedergabe ein Fehler
aufgetreten.

Die angegebene Datei bzw.
der Ordner existiert nicht
auf dem angegebenen
Server.
Möglicherweise gibt es
auch eine Datei
„index.html“ im
angegebenen Ordner.

Überprüfen Sie, ob sich
eine CF-Karte im
Speicherkarteneinschub
befindet.
Überprüfen Sie auch, ob
die Datei bzw. der Ordner
an der angegebenen Stelle
vorhanden ist.

Überprüfen Sie die
Erweiterung der
angegebenen Datei.

Vergewissern Sie sich,
dass eine Datei mit
geeigneter Erweiterung im
Ordner vorhanden ist.

Überprüfen Sie das Format
der Datei.

Überprüfen Sie die Datei.

Überprüfen Sie die Datei.

Wenden Sie sich an Ihren
lokalen Sony-Händler.

Überprüfen Sie, ob die
Datei bzw. der Ordner an
der angegebenen Stelle
vorhanden ist.
Oder verschieben Sie den
Inhalt des Ordners in einen
Ordner, der keine Datei
„index.html“ enthält, und
geben Sie diesen Ordner
an.

„Local Play“
(Lokal

wiedergeben)

„Store Local“
(Lokal

herunterladen)

Störungsbehebung
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Fehlercode Funktion, Bedeutung Maßnahme
(Hex) bei der Fehler

auftritt

„Store Local“
(Lokal

herunterladen)

0x51

0x52

0x53

0x54

0x55

0x56

0x57

0x58

Der Ordner auf dem
angegebenen Server
enthält keine Datei, die
heruntergeladen werden
kann.

Die Erweiterung der
angegebenen Datei wird
vom BKM-FW50 nicht
unterstützt.
Zu den unterstützten
Dateierweiterungen
gehören (Groß-/
Kleinschreibung
unerheblich):
  Video: mpg, m2v, mpeg
  Standbild: gif, png, bmp,
      jpe, jpg, jpeg

Der angegebene Ordner
existiert auf der CF-Karte
nicht.

Ein Netzwerkfehler ist
aufgetreten.

Die Speicherkapazität auf
der CF-Karte reicht nicht
aus.

Die zu löschende Datei
bzw. der Ordner existiert
nicht.

Die zu löschende Datei
wird gerade verwendet.

Der zum Erstellen eines
neuen Ordners angegebene
Pfad ist nicht richtig.
The user name and
password entered are
incorrect.

Vergewissern Sie sich,
dass eine Datei mit
geeigneter Erweiterung im
Ordner vorhanden ist.

Überprüfen Sie die
Erweiterung der
angegebenen Datei.

Überprüfen Sie, ob sich
eine CF-Karte im
Speicherkarteneinschub
befindet.
Überprüfen Sie auch die
Ordner auf der CF-Karte.

Überprüfen Sie die
Netzwerkumgebung.

Überprüfen Sie die
restliche Speicherkapazität
auf der CF-Karte.
Löschen Sie außerdem alle
nicht benötigten Dateien
bzw. Ordner auf der CF-
Karte.

Vergewissern Sie sich,
dass die angegebene Datei
bzw. der Ordner auf der
CF-Karte vorhanden ist.

Bevor Sie eine Datei zum
Löschen angeben,
vergewissern Sie sich, dass
die Datei geschlossen ist.

Dieser Fehler tritt auf,
wenn ein neuer, nicht
vorhandener Ordner
angegeben wird.
Überprüfen Sie den neuen
Ordner.

Störungsbehebung
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Fehlercode Funktion, Bedeutung Maßnahme
(Hex) bei der Fehler

auftritt

„Store Local“
(Lokal

herunterladen)

„PC Presentation“
(PC-Präsentation)

0x59

0x5A

0x70

0x71

Die Datei oder der Ordner,
der umbenannt werden
soll, ist nicht vorhanden.

Es ist bereits eine Datei
oder ein Ordner mit dem
angegebenen neuen Namen
vorhanden.

Ein Verbindungsfehler ist
aufgetreten.
(Der Server existiert nicht,
kann keine Verbindung
zum Netzwerk herstellen
usw.)

Der eingegebene
Benutzername und das
Passwort sind falsch.

Stellen Sie sicher, dass die
angegebene Datei bzw. der
angegebene Ordner auf der
CF-Karte vorhanden ist.

Geben Sie einen anderen
Namen an.

Vergewissern Sie sich,
dass der Server läuft und
dass die
Netzwerkumgebung
funktioniert.

Vergewissern Sie sich,
dass Benutzname und
Passwort mit den auf dem
Server registrierten
übereinstimmen.

Störungsbehebung
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Weitere Hinweise

Wiedergabe nach einem Zeitplan

Wenn Sie einen Zeitplan erstellen und die Wiedergabe von Standbildern bzw. Videos planen,
können je nach dem Inhalt des Zeitplans einige Dateien möglicherweise nicht wiedergegeben
werden. Wenn Sie einen Zeitplan erstellen, können Sie jedes Zeitfenster von 0:00
(Mitternacht des aktuellen Tages) bis 35:59 (11:59 des nächsten Tages) als Zeit für die
Wiedergabe der Standbilder oder Videodateien angeben. Wenn die Wiedergabezeit für
bestimmte Dateien für den nächsten Tag (24:00 bis 35:59) eingestellt wird, kann diese durch
die Wiedergabezeit von Dateien überschrieben werden, deren Start für diesen Tag geplant
ist. In der Regel hat eine für den aktuellen Tag geplante Wiedergabe Vorrang, so dass in
diesem Fall die am vorherigen Tag geplanten Dateien nicht wiedergegeben werden.

Hinweis

Wenn die automatische Abschaltung des Bildschirms geplant ist, wird der Bildschirm auch
dann zur angegebenen Zeit abgeschaltet, wenn Inhalte wiedergegeben werden.

Weitere Hinweise
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Technische Daten

Ein-/Ausgang
Netzwerk 10BASE-T/100BASE-TX (Die

Verbindungsgeschwindigkeiten
hängen von der
Netzwerkumgebung ab.)

Speicherkarteneinschub
CF, Typ II

USB Typ A

Allgemeines
Abmessungen (einschließlich vorstehender

Teile und
Bedienelemente)

135 × 32 × 95 mm
(W/H/D)

Gewicht ca. 300 g
Leistungsaufnahme

ca. 10 W
Betriebstemperatur

0 bis +35°C
(Umgebungsbedingungen
für den Bildschirm, in
dem der BKM-FW50
installiert ist)

Lagertemperatur
–10 bis +40°C

LED-Anzeigen Verbindung (grün)/
Aktiv (orange)

Kabellänge Max. 100 m
(Kategorie 5)

Änderungen, die dem technischen
Fortschritt dienen, bleiben vorbehalten.

Technische Daten
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Utilización del adaptador del receptor de transmisión
BKM-FW50
■ Si no está conectado a una red

Reproducción de archivos de imágenes fijas o de vídeo desde una tarjeta de memoria

Preparativos

Tome fotos con una
cámara digital

Copie los archivos de
imágenes fijas/vídeo
desde el ordenador 1

Memory Stick Duo 2

Tarjeta CF

1 “Local Play”
(Reproducción

local)
 página 17

■ Si está conectado a una red

Reproducción de archivos de imágenes fijas o de vídeo descargados desde una red

Preparativos
Servidor Web/HTTP  3

Vista en un monitor de panel
plano
Para ajustar
1 “Streaming Play”
(Reproducción en tiempo real)

 página 14Cargue los archivos
de imágenes fijas/
vídeo

Descargue los
archivos de
imágenes fijas/
vídeo del servidor
Web/HTTP

Red

flujo de
datos

Para ajustar 1 “Store Local”
(Almacenamient local)

 página 15
Para ajustar 1 “Local Play”

(Reproducción local)
 página 17

1 Se requiere un lector/escritor de tarjetas de memoria. 2 Se requiere un adaptador para la ranura de CF. 3 Los únicos servidores admitidos
para la descarga y reproducción de archivos de imágenes fijas y de vídeo son el Apache y el IIS (Internet Information Server).

Guardar/
reproducir desde

una tarjeta CF
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4 Precauciones / Acerca de este manual

Precauciones
• Las especificaciones de software de esta

unidad están sujetas a cambios de mejora
sin previo aviso.

• Las pantallas mostradas por el software
de aplicación pueden variar ligeramente
con respecto a las ilustraciones que se
muestran en este manual.

• Para su seguridad, conecte el puerto de
esta unidad a una red que no pueda
superar el límite de voltaje o las fuentes
de voltaje.

• Los pasos descritos en este manual
solamente se garantizan cuando se
utilizan con las siguientes condiciones de
entorno.

Sistema operativo:
Microsoft Windows XP

Navegador:
Microsoft Internet Explorer 6.0 o
posterior

• Es posible que se produzcan daños en los
datos, en la tarjeta CF (CompactFlash) o
en la unidad Microdrive si:
- Extrae una tarjeta CF mientras está

accediendo a la misma
- Coloca una unidad Microdrive cerca de

un imán potente
• Microdrive es una unidad de disco duro

compacta. Debido a que se trata de un
soporte de almacenamiento que utiliza un
disco giratorio, es más susceptible a los
golpes en comparación con los
dispositivos de memoria Flash como, por
ejemplo el Memory Stick y la tarjeta CF.

• Para garantizar la seguridad en la red, se
recomienda configurar un nombre de
usuario y una contraseña. Para obtener
más información acerca de cómo realizar
estos ajustes, consulte la sección
“Pantalla Setup (Instalación)” (página
27).

• Debido a que la unidad alcanza
temperaturas elevadas cuando se coloca
cerca de la pantalla y se utiliza durante un
período de tiempo prolongado, tenga
cuidado al extraerla de la pantalla.

Acerca de este
manual
Este manual describe el uso y las
operaciones del dispositivo BKM-FW50
cuando está colocado en un monitor de
panel plano de la serie FWD y conectado a
una red.

Consulte el manual de instrucciones del
producto de la serie FWD para obtener
información acerca del funcionamiento
normal de la pantalla.

................................................................................................................................................................
• Microsoft y Windows son marcas comerciales registradas de Microsoft Corporation en los

Estados Unidos y/o en otros países.
• CompactFlash y la tarjeta CF son marcas comerciales de SanDisk USA.
• Microdrive es una marca comercial registrada de Hitachi Global Storage Technologies.
• Memory Stick y Memory Stick Duo son marcas comerciales de Sony Corporation.
• Los demás nombres de productos, empresas, etc. que se mencionan en este manual son

marcas comerciales o marcas comerciales registradas de sus respectivos propietarios.
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Nombres y funciones de componentes y
controles

Nombres y funciones de componentes y controles

4

1

1 Puerto USB
El puerto se utilizará para ejecutar
funciones ampliadas que se van a introducir
en el futuro.

2 Tornillo de fijación de la cubierta
de la ranura de la tarjeta de memoria

3 Conector de red (10BASE-T/
100BASE-TX)
Sirve para conectar la unidad a una red
mediante un cable LAN 10BASE-T/
100BASE-TX.

4 Cubierta de la ranura de la tarjeta
de memoria

5 Indicador de acceso
Se ilumina en verde cuando la unidad
accede a una tarjeta CF.
Antes de insertar una tarjeta CF, asegúrese
de leer el apartado “Precauciones” en la
página 4.

6 Ranura de la tarjeta de memoria
Acepta tarjetas CF o una unidad
Microdrive.

7 Botón RESET
Si mantiene pulsado este botón durante más
de 3 segundos, todos los ajustes de la
unidad volverán a la condición
predeterminada.
Cuando realice la operación para
restablecer los ajustes, asegúrese de que la
pantalla de la unidad se encuentra en modo
de espera.

8 Botón de expulsión
Pulse este botón para extraer una tarjeta CF
de la ranura de la tarjeta de memoria.

2 3

5 7 86
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Instalación
Antes de la instalación
• Apague el monitor y todos los equipos

conectados al mismo. Para apagar el
monitor, pulse 1 para que éste entre en el
modo de espera y, a continuación,
desconecte el cable de alimentación de la
toma de corriente de ca.

• Durante la instalación, el monitor debe
estar firmemente asegurado.

Para instalar el dispositivo BKM-FW50
dentro del monitor, realice los pasos
siguientes.

1 Si está instalado un adaptador
opcional, gire los tornillos de
sujeción (superior e inferior) en el
sentido contrario a las agujas del reloj
con un destornillador plano para
aflojarlos y, a continuación, retire el
adaptador del monitor con cuidado.

2 Inserte el dispositivo BKM-FW50 en
el monitor y oriéntelo correctamente.
Asegúrese de que el adaptador está sujeto
firmemente en el conector interno del
monitor. Apriete los tornillos de sujeción
(superior e inferior) con un destornillador
plano y realice las conexiones necesarias.

Precaución
No toque la sección del conector
No toque en ningún caso la sección del
conector del interior del monitor. De lo
contrario, podrían producirse accidentes o
daños.

Instalación
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Cuando la ranura
opcional está situada en
el lado izquierdo del
monitor *

* La ubicación de la ranura opcional varía
dependiendo del modelo. En los modelos
que disponen de varias ranuras
opcionales, utilice una ranura que admita
funciones de vídeo/comunicación (puerto
VIDEO/COM). Para obtener más
información, consulte la documentación
del producto de la serie FWD.
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Reproducción de
imágenes fijas o
vídeo de una tarjeta
CF
El dispositivo BKM-FW50 dispone de una
ranura de tarjeta de memoria que acepta tarjetas
CompactFlash (no suministradas). Si inserta una
tarjeta CF que contenga instantáneas de
imágenes tomadas con una cámara fotográfica
digital en la ranura del dispositivo BKM-FW50,
las imágenes se podrán ver en el monitor en
formato de presentación con diapositivas.
Puede realizar varios ajustes para reproducir
imágenes fijas o vídeo. Para obtener más
información acerca de cómo realizar estos
ajustes, consulte la sección “Funcionamiento
del ordenador” (página 11).

Formatos de archivo y
soportes compatibles

Soportes: Tarjeta CF (CompactFlash),
Microdrive

Formato de archivo:
Formato JPEG, formato
MPEG2, etc. (para obtener
más información, consulte la
página 14).

Resoluciones recomendadas:
1360 × 768, 1280 × 768, 1024 ×
768

Resolución máxima*:
2592 × 1944

Resolución mínima:
640 × 480

* Cuanto mayor es la resolución, más tardan las
imágenes en visualizarse.

Notas

• Es posible que se produzcan daños en los
datos, en la tarjeta CF o en la unidad
Microdrive si:
- Extrae una tarjeta CF mientras está

accediendo a la misma
- Coloca una unidad Microdrive cerca de

un imán potente
• Es posible utilizar una tarjeta CF,

COMPACTVAULT o una unidad
Microdrive como soporte de
almacenamiento del BKM-FW50.

Tarjeta CF
Buffalo: RCF-G256MB (256 MB)

RCF-G512MB (512 MB)
RCF-X64MY (64 MB)
RCF-X256MY (256 MB)
RCF-X512MY (512 MB)

SanDisk: SDCFB 64M (64 MB)
SDCFB 512M (512 MB)
SDCFH 512MB (512 MB)
SDCFH 2GB (2 GB)

Hagiwara Sys-Com:
HPC-CF64V (64 MB)
HPC-CF512V (512 MB)
HPC-CF512ZP (512 MB)

COMPACTVAULT
Sony: RHMD5G (5 GB)

Microdrive
Hitachi: HMS360402D5CF00 (2 GB)

HMS360604D5CF00 (4 GB)
• Se ha confirmado la compatibilidad de la

unidad con las tarjetas CF y las unidades
Microdrive, pero no se garantiza para
todas las tarjetas CF ni todas las unidades
Microdrive.

Inserción de una tarjeta CF

1 Extraiga el tornillo de sujeción de la
cubierta de la ranura de la tarjeta de
memoria con un destornillador Philips.

Reproducción de imágenes fijas o vídeo de una tarjeta CF
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2 Abra la cubierta de la ranura de la
tarjeta de memoria e inserte una
tarjeta CF en dicha ranura.

Nota

Asegúrese de insertar la tarjeta CF con la
orientación correcta, como se muestra en la
ilustración.

3 Vuelva a colocar la cubierta de la
ranura de la tarjeta de memoria y
apriete el tornillo de sujeción con un
destornillador Philips.

Utilización de la reproducción
de presentación con
diapositivas

Cuando una tarjeta CF que contiene imágenes
fijas tomadas con una cámara fotográfica
digital se inserta en el dispositivo BKM-
FW50, los archivos de imágenes fijas de
formato JPEG se detectarán automáticamente
y las imágenes se mostrarán en el monitor
como una presentación con diapositivas. (La
señal de entrada de la pantalla debe ajustarse
en OPTION 1 RGB en esta ocasión. Para
obtener más información, consulte el manual
de instrucciones de la pantalla).

Además, el dispositivo BKM-FW50 se ajusta
para mostrar automáticamente cualquier
imagen fija o presentación de diapositivas
con formato de vídeo almacenada en la
tarjeta CF, como ajuste predeterminado de
fábrica.

Nota

Al insertar un Memory Stick Duo en el
dispositivo BKM-FW50, insértelo primero
en un adaptador de Memory Stick Duo a CF
disponible en el mercado.

Control detallado del método de
reproducción
Cuando el monitor se conecta a una red a
través del dispositivo BKM-FW50, cualquier
imagen fija o archivo de vídeo almacenado
en la tarjeta CF puede mostrarse en el
monitor. Para obtener más información
acerca los ajustes y el funcionamiento en este
caso, consulte la sección “Funcionamiento
del ordenador” (página 11).

Extracción de la tarjeta CF

Nota

Si el indicador de acceso está encendido,
significa que las imágenes se están
almacenando o leyendo. Nunca extraiga
una tarjeta CF ni apague la alimentación
mientras esté encendido el indicador, ya
que, de lo contrario, es posible que se
produzcan daños en los datos o en la propia
tarjeta CF.

1 Extraiga el tornillo de sujeción de la
cubierta de la ranura de la tarjeta de
memoria con un destornillador
Philips.

2 Pulse el botón de expulsión para
extraer la tarjeta CF.

3 Vuelva a colocar la cubierta de la
ranura de la tarjeta de memoria y
apriete el tornillo de sujeción con un
destornillador Philips.

Reproducción de imágenes fijas o vídeo de una tarjeta CF

Inserte la tarjeta CF completamente en la
ranura, con la cara de la etiqueta colocada
según se indica.
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Preparativos para la
utilización de las
funciones de red
Es posible conectar el dispositivo BKM-
FW50 a una red mediante el cable LAN
(10BASE-T/100BASE-TX).
Al conectar- el dispositivo BKM-FW50 a
una red LAN, las direcciones IP del mismo-
se pueden ajustar mediante uno de los dos
métodos que se indican a continuación.
Póngase en contacto con el administrador
de red para obtener información acerca de
la selección de la dirección IP.
• Asignación de una dirección IP fija

al dispositivo BKM-FW50
Por lo general, se debe utilizar este
método.

• Obtención automática de una
dirección IP
Si la red a la que está conectada el
dispositivo BKM-FW50 dispone de un
servidor DHCP, puede hacer que el
servidor DHCP asigne una dirección IP
automáticamente. Tenga en cuenta que en
este caso la dirección IP cambiará cada
vez que se encienda el monitor en el que
está instalado el dispositivo BKM-FW50.

Asignación de una dirección IP
fija al dispositivo BKM-FW50

Tenga en cuenta que se necesita una
dirección IP distinta para la función de
control del monitor y para la función de
reproducción de imágenes fijas o vídeo.
Para obtener más información acerca de la
selección de la dirección IP, póngase en
contacto con su administrador de red.

Configuración de una dirección IP
para la función de control del
monitor
En primer lugar, asigne una dirección IP a
la función de control del monitor mediante
el procedimiento que se indica a
continuación. La dirección IP que se asigna
de esta forma se utiliza para activar la
función de control del monitor del
dispositivo BKM-FW50 desde un
ordenador de la red. Consulte también el
manual de instrucciones del monitor.

1 Conecte el dispositivo BKM-FW50
instalado en el monitor a la red
mediante el cable LAN adecuado.

2 Encienda el monitor y espere
aproximadamente 30 segundos.

3 Pulse el botón MENU del monitor
para visualizar el menú principal.

4 Utilice los botones M/m para
seleccionar “INITIAL SETUP/
INFORMATION”
(CONFIGURACIÓN INICIAL/
INFORMACIÓN) y pulse el botón
ENTER. Aparecerá el menú
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
(CONFIGURACIÓN INICIAL/
INFORMACIÓN).

5 Utilice los botones M/m para
seleccionar “IP Address Setup”
(Configuración de la dirección IP) y
pulse el botón ENTER.

6 Utilice los botones M/m para
seleccionar “Manual” y pulse el
botón ENTER.

7 Introduzca los elementos necesarios.
1) Utilice los botones M/m para

seleccionar el elemento que va a
introducir manualmente y pulse el
botón ENTER. Aparecerá un
cursor en el campo situado más a
la izquierda del elemento
seleccionado.

Preparativos para la utilización de las funciones de red
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2) Utilice los botones M/m o los
botones numéricos del mando a
distancia para introducir un
número de tres dígitos (0 - 255).
Al pulsar el botón ENTER o el
botón , , el cursor se desplaza
hacia el siguiente campo de la
derecha. Introduzca un número de
la misma forma.

3) Una vez ajustados los cuatro
campos de un elemento, pulse el
botón ENTER o el botón ,,
para confirmar la entrada de
dicho elemento.

4) Realice los ajustes de los demás
elementos de la misma forma.

8 Utilice los botones M/m para
seleccionar “Execute” (Ejecutar) y
pulse el botón ENTER.

A continuación, asigne una dirección IP a
la función de reproducción de imágenes
fijas o vídeo.

Configuración de una dirección IP
para la función de reproducción de
imágenes fijas o vídeo.

1 Inicie el explorador del ordenador
(Internet Explorer 6.0 o posterior).

2 Introduzca la dirección IP que se ha
asignado a la función de control del
monitor en el campo de dirección, en
el formato “http://xxx.xxx.xxx.xxx”.
A continuación, pulse la tecla Intro
del teclado.
Si ha configurado un nombre de
usuario y una contraseña, aparecerá la
pantalla “Network Password”
(Contraseña de red). Escriba el
nombre de usuario y la contraseña
que ha establecido y, a continuación,
prosiga con el paso siguiente.

3 Haga clic en la ficha “Setup”
(Instalación).
Aparecerá la pantalla Setup
(Instalación). Esta pantalla permite

realizar los ajustes del Network
Password (contraseña de red). El
ajuste predeterminado de fábrica se
realiza del modo siguiente:

Name (Nombre): root
Password (Contraseña): fw50ad

4 Haga clic en el botón “Network”
(Red).

5 En “Internet Protocol (TCP/IP)”
(Protocolo de Internet (TCP/IP)),
haga clic en “Specify an IP address”
(Especificar una dirección IP). A
continuación, introduzca una
dirección IP para la función de
reproducción de imágenes fijas o
vídeo en los campos de entrada.

6 Haga clic en el botón “Apply”
(Aplicar).

Obtención automática de una
dirección IP

Si configura el monitor de la forma que se
indica a continuación, podrá asignar una
dirección IP automáticamente a través de
un servidor DHCP de la red.

1 Conecte el dispositivo BKM-FW50
instalado en el monitor a la red
mediante el cable LAN adecuado.

2 Encienda el monitor y espere
aproximadamente 30 segundos.

3 Pulse el botón MENU del monitor
para visualizar el menú principal.

4 Utilice los botones M/m para
seleccionar “INITIAL SETUP/
INFORMATION”
(CONFIGURACIÓN INICIAL/
INFORMACIÓN) y pulse el botón
ENTER. Aparecerá el menú
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
(CONFIGURACIÓN INICIAL/
INFORMACIÓN).

Preparativos para la utilización de las funciones de red
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5 Utilice los botones M/m para
seleccionar “IP Address Setup”
(Configuración de la dirección IP) y
pulse el botón ENTER.

6 Utilice los botones M/m para
seleccionar “DHCP” y pulse el botón
ENTER.

7 Utilice los botones M/m para
seleccionar “Execute” (Ejecutar) y
pulse el botón ENTER.

Nota

Según el enrutador que se está utilizando,
es posible que no se obtenga correctamente
la dirección IP. Confirme las
especificaciones y el funcionamiento del
enrutador antes de utilizarlo.

Comprobación de la dirección IP
asignada automáticamente
Si se ha asignado automáticamente una
dirección IP, puede recuperar la pantalla de
control del monitor del dispositivo BKM-
FW50 como se indica a continuación y
comprobar la dirección IP que se ha
asignado. La dirección IP cambia cada vez
que se enciende el monitor. Por lo tanto,
debe comprobar la dirección IP de la forma
aquí descrita cada vez que apague y vuelva
a encender el monitor.

1 Pulse el botón MENU del monitor
para visualizar el menú principal.

2 Utilice los botones M/m para
seleccionar “INITIAL SETUP/
INFORMATION”
(CONFIGURACIÓN INICIAL/
INFORMACIÓN) y pulse el botón
ENTER. Aparecerá el menú
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
(CONFIGURACIÓN INICIAL/
INFORMACIÓN).

3 Utilice los botones M/m para
seleccionar “INFORMATION”
(INFORMACIÓN) y pulse el botón
ENTER.

4 Compruebe la dirección IP que
aparece en el campo “IP address”
(Dirección IP).

Funcionamiento del
ordenador

Control del monitor

Puede realizar distintos ajustes del monitor en
la pantalla del ordenador.
Asegúrese de que el dispositivo BKM-FW50
está correctamente instalado en el monitor y de
que este dispositivo, el ordenador y el
enrutador o el concentrador están conectados
correctamente mediante un cable de red. A
continuación, encienda el monitor, el ordenador
y el enrutador o el concentrador.
Existen cinco pantallas diferentes, divididas por
la función: “Information” (Información),
“Configure” (Configuración), “Control”,
“Player” (Reproductor) y “Setup” (Instalación).

Para obtener más información acerca de las
funciones de los botones, consulte los manuales
de instrucciones del producto de la serie FWD.

1 Inicie el explorador del ordenador
(Internet Explorer 6.0 o posterior).

2 Introduzca la dirección IP que se ha
asignado a la función de control del
monitor en el campo de dirección, en
el formato “http://xxx.xxx.xxx.xxx”.
A continuación, pulse la tecla Intro
del teclado.
Si ha configurado un nombre de
usuario y una contraseña, aparecerá la
pantalla “Network Password”
(Contraseña de red). Escriba el
nombre de usuario y la contraseña
que ha establecido y, a continuación,
prosiga con el paso siguiente.

3 Haga clic en la ficha de las funciones
de la parte superior de la pantalla para
seleccionar la pantalla que desee.

Preparativos para la utilización de las funciones de red /
Funcionamiento del ordenador
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Ajuste de los elementos en
las respectivas pantallas

Pantalla Information (Información)

Esta pantalla muestra el nombre del modelo,
el número de serie y otros datos acerca del
monitor, así como el estado de la alimentación
y la selección de la señal de entrada.
Esta pantalla sólo muestra información. No es
posible ajustar ningún elemento.
Esta pantalla muestra también información
sobre errores.

Para obtener más información acerca de la
información sobre errores, consulte “Lista de
códigos de error” (página 32).

Clear (eliminar)
Le permite eliminar la información errónea
visualizada en el historial de errores del
reproductor.

Nota

En el historial de errores del reproductor se
visualizan hasta 30 errores en el orden en el
que se han ido produciendo. A medida que se
producen más errores cuando el historial está
completo, se eliminan los errores viejos
comenzando por los más antiguos.

Pantalla Configure (configuración)

Timer (Temporizador)
Permite ajustar la función del temporizador.
Tras ajustar el temporizador, haga clic en
“Apply” (Aplicar).

Funcionamiento del ordenador
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Screen Saver (Protector de pantalla)
Permite ajustar la función de protección de
pantalla.
Tras ajustar el protector de pantalla, haga
clic en “Apply” (Aplicar).

Picture and Picture (Imagen e imagen)
Permite ajustar la función Picture and
Picture (Imagen e imagen).
Tras ajustar dicha funcióni, haga clic en
“Apply” (Aplicar).

Notas

• Para obtener más información acerca de
estas funciones, consulte los manuales de
instrucciones del producto de la serie
FWD. Algunas funciones no son
compatibles con determinados modelos
de monitor.

• Antes de ajustar la función “Timer”
(Temporizador), asegúrese de configurar
la hora en la pantalla Setup (Instalación)
(página 27).

Pantalla Control

POWER (Interruptor de alimentación)
Enciende o apaga el monitor.

INPUT (Selector de entrada)
Permite seleccionar la señal de entrada.

PICTURE MODE (Modo de imagen)

Permite seleccionar el modo de imagen.

ASPECT (Formato)
Permite cambiar el formato de la imagen.

CLOSED CAPTION (Subtítulos)
Permite controlar la visualización de los
subtítulos en la pantalla.

Botones Volume (Volumen) +/–
Permite ajustar el volumen de la pantalla.

Botones Contrast (Contraste) +/–
Permite ajustar el contraste de la pantalla.

Botones Brightness (Brillo) +/–
Permiten ajustar el brillo de la pantalla.

Botones Chroma (Crominancia) +/–
Permiten ajustar la intensidad del color.

Botones Phase (Fase) +/–
Permiten ajustar los tonos del color.

Botón Reset (Restablecer)
Permite restablecer los ajustes de
“Contrast” (Contraste) a “Phase” (Fase) a
los valores predeterminados de fábrica.

Notas

• Para obtener más información acerca de
cada función, consulte también el manual
de instrucciones de la pantalla (serie
FWD).

• En función del modelo de la pantalla, es
posible que algunas de las funciones que
se muestran no estén disponibles.
Además, es posible que algunas
funciones aparezcan desactivadas con
algunos ajustes de PICTURE MODE
(Modo de imagen).

• Si no se recibe ninguna señal, no se
podrán realizar ajustes con las funciones
de la pantalla.

Funcionamiento del ordenador
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Pantalla Player (Reproductor)

Esta pantalla permite realizar los ajustes de
reproducción de imágenes fijas y vídeo y utilizar
la función PC Presentation (Presentación del
ordenador) del dispositivo BKM-FW50.

Formatos de archivo compatibles
Para reproducir imágenes fijas o vídeo, son
compatibles los siguientes formatos:

Tipo de Formato de Extensión
archivo archivo

Imagen Formato JPEG jpg, jpe, jpeg
fija Formato GIF gif

Formato PNG png
Formato BMP bmp

Video Formato MPEG2 PS mpg, m2v,
(Hasta 15 Mbps; mpeg
se recomienda
480i/480p/576p)

Audio Formato MP3 mp3
* Formato de audio en archivos de vídeo:

• PCM lineal
• MPEG-1 Audio Layer-2 (MP2)
• MPEG-1 Audio Layer-3 (MP3)

Caracteres prohibidos para nombres de
archivo
Los caracteres siguientes no pueden
utilizarse para nombres de archivo en esta
unidad. Los datos con nombres de archivo
que incluyan estos caracteres no se podrán
leer:
\ : / * ? " < > | # { } % & ~ ' , ;

Acerca de los subniveles de carpeta
Esta unidad admite un máximo de 32
subniveles de carpeta.

Servidores compatibles
Son compatibles los formatos de servidor
Web/HTTP que se indican a continuación:
• Apache
• IIS
El software del servidor debe instalarse de
antemano. Para obtener más información,
consulte el manual de instrucciones
correspondiente a cada software del
servidor.

Streaming Play
(Reproducción en tiempo real)

Esta pantalla permite realizar ajustes para la
visualización y reproducción de archivos de
vídeo o imágenes fijas almacenados en un
servidor Web/HTTP.

Nota

Es posible reproducir un máximo de 1.000
archivos con la función Streaming Play
(Reproducción en tiempo real). El tamaño
de cada archivo no puede superar los 2 GB.

Server Address (Dirección del servidor)
Introduzca la dirección del servidor Web/
HTTP en el que están almacenados los
archivos de imagen fija y de vídeo. Al
introducir la dirección IP del servidor,
utilice el formato siguiente,
“http://xxx.xxx.xxx.xxx” (“xxx”
corresponde a una cifra de un máximo de
tres dígitos).

Funcionamiento del ordenador
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Play file/folder name (Nombre del
archivo/carpeta a reproducir)
Especifica la ubicación de los archivos de
vídeo o imágenes fijas en el servidor Web/
HTTP especificado en el campo “Server
Address” (Dirección del servidor). Puede
introducir la ubicación en el cuadro de texto
o hacer clic en el botón “Browse”
(Examinar) y seleccionar la ubicación del
archivo o carpeta en la pantalla que aparece.

Notas

• Si se almacena un archivo “index.html”
en la carpeta, no se mostrarán los demás
archivos y carpetas que contiene.

• Sólo se reproducirán las imágenes fijas y
los vídeos de la carpeta especificada. Las
imágenes fijas y los vídeos guardados en
subcarpetas no se reproducirán.

• Los archivos se reproducen en el orden
del código ASCII. Se recomienda asignar
nombres a los archivos en orden
alfabético o numérico.

Repeat (Repetir)
Seleccione esta casilla de verificación si
desea reproducir los archivos de vídeo o
imágenes fijas varias veces.

Save (Guardar)
Guarda los ajustes realizados en la pantalla
actual.

Play (Reproducir)
Inicia la reproducción del archivo
seleccionado o de los archivos de imágenes
fijas o de vídeo de la carpeta que se ha
especificado en “Play file/folder name”
(Nombre del archivo/carpeta a reproducir).

Stop (Detener)
Detiene la reproducción de la imagen fija o
vídeo que se ha iniciado al hacer clic en el
botón “Play” (Reproducir).

Store Local
(Almacenamiento local)

Esta pantalla permite descargar archivos de
reproducción de imágenes fijas o de vídeo
almacenados en el servidor Web/HTTP y
guardalos en una tarjeta CF (no
suministradas) insertada en la ranura de la
tarjeta de memoria del dispositivo BKM-
FW50.

Nota

Store Local (Almacenamiento local)
permite descargar un máximo de 1.000
archivos. El tamaño de cada archivo no
puede superar los 2 GB.

Server Address (Dirección del servidor)
Introduzca la dirección IP del servidor
Web/HTTP.

Play file/folder name (Nombre del
archivo/carpeta a reproducir)
Especifica la ubicación de los archivos de
imágenes fijas o vídeo en el servidor Web/
HTTP especificado en el campo “Server
Address” (Dirección del servidor). Puede
introducir la ubicación en el cuadro de texto
o hacer clic en el botón “Browse”
(Examinar) y seleccionar la ubicación del
archivo o carpeta en la pantalla que aparece.

Funcionamiento del ordenador
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Nota

Si se almacena un archivo “index.html” en
la carpeta, no se mostrarán los demás
archivos y carpetas que contiene.

Folder name (Nombre de carpeta)
Especifica la ubicación de almacenamiento
en la tarjeta CF insertada en la ranura de la
tarjeta de memoria. Puede introducir la
ubicación en el cuadro de texto o hacer clic
en el botón “Browse”  (Examinar) y
seleccionar el archivo o la ubicación de la
carpeta en la pantalla que aparece.

Delete (Eliminar)
Elimina los archivos o carpetas
almacenados en la tarjeta de memoria
insertada en la unidad.

New Folder (Carpeta nueva)
Crea una carpeta nueva en la tarjeta de
memoria insertada en la unidad.

Funcionamiento del ordenador

Store (Almacenar)
Inicia la descarga del archivo de imágenes
fijas o vídeo o del contenido de la carpeta
que se ha especificado en “Play file/folder
name” (Nombre del archivo/carpeta a
reproducir).

Scheduled Download (Descarga
programada)
Esta función permite descargar
periódicamente archivos de imágenes fijas
o vídeo desde un servidor Web/HTTP a una
tarjeta de memoria insertada en la unidad.
Es posible seleccionar el día de la semana,
la hora y el intervalo.

Check to clear the local folder before
download (Activar para borrar la
carpeta local antes de la descarga)
Al seleccionar esta casilla de verificación,
todos los archivos de la carpeta de la tarjeta
CF (especificada en el campo “Folder
name” (Nombre de carpeta)) se borrarán
antes de que se inicie la descarga del
servidor Web/HTTP. Si no se selecciona
esta casilla de verificación, todos los
archivos de la tarjeta CF cuyo nombre
coincida con el de contenidos descargados
del servidor Web/HTTP se sobrescribirán.

Notas

• Antes de ajustar la función “Scheduled
Download” (Descarga programada),
asegúrese de configurar la hora en la
pantalla Setup (Instalación) (página 27).

• Al ajustar la hora de inicio de la función
de descarga programada, seleccione la
hora a la que desee que se apague la
pantalla. Si la pantalla ya está encendida
al iniciarse la descarga, se dará prioridad
a la visualización de la imagen en la
pantalla sobre la descarga. En tal caso, es
posible que los archivos no se descarguen
correctamente.

• Al ajustar la hora de inicio de la descarga,
tenga en cuenta el ajuste del temporizador
de activación/desactivación (on/off) que
aparece en la pantalla, así como el ajuste
de Time Table Play (Reproducción
programada) (página 25).
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• No apague la pantalla durante el proceso
de descarga de un archivo. De lo
contrario, es posible que el archivo no se
descargue correctamente.

• Si no hay espacio disponible en la tarjeta
CF, se producirá un error en la función de
descarga programada y se detendrá la
descarga automática de nuevo contenido.

Local Play (Reproducción local)

Esta pantalla permite realizar ajustes para la
visualización y la reproducción de
imágenes fijas o de vídeo almacenados en
una tarjeta CF insertada en la ranura de la
tarjeta de memoria del dispositivo BKM-
FW50.

Nota

Es posible reproducir un máximo de 1.000
archivos con la función Local Play
(Reproducción local). El tamaño de cada
archivo no puede superar los 2 GB.

Play file/folder name (Nombre del
archivo/carpeta a reproducir)
Especifica la ubicación de los archivos de
imágenes fijas o de vídeo de la tarjeta CF.
Puede introducir la ubicación en el cuadro
de texto o hacer clic en el botón “Browse”
(Examinar) y seleccionar la ubicación del
archivo o carpeta en la pantalla que aparece.
Al especificar una carpeta, las imágenes
fijas y los vídeos almacenados en
subcarpetas también se reproducirán.

Funcionamiento del ordenador

Rename (Renombrar)
Cambia el nombre de un archivo o
carpeta guardado en la tarjeta de
memoria que se ha insertado en la
unidad.

Delete (Eliminar)
Elimina los archivos o carpetas
almacenados en la tarjeta de memoria
insertada en la unidad.

Nota

Los archivos se reproducen en el orden del
código ASCII. Se recomienda asignar
nombres a los archivos en orden alfabético
o numérico.

Repeat (Repetir)
Seleccione esta casilla de verificación si
desea reproducir los archivos de imágenes
fijas o vídeo varias veces.

Save (Guardar)
Guarda los ajustes realizados en la pantalla
actual.

Play (Reproducir)
Inicia la reproducción del archivo
seleccionado o de los archivos de imágenes
fijas o de vídeo en la carpeta que se ha
especificado en “Play file/folder name”
(Nombre del archivo/carpeta a reproducir).

Stop (Detener)
Detiene la reproducción de imágenes fijas o
vídeo que se ha iniciado al hacer clic en el
botón “Play” (Reproducir).
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PC Presentation
(Presentación del ordenador)

Esta pantalla permite iniciar y detener la
función de presentación del ordenador del
dispositivo BKM-FW50. Al mostrar el
contenido del escritorio del ordenador en la
pantalla, la función de presentación del
ordenador permite utilizar la pantalla como
un monitor externo del ordenador.

Nota

Para utilizar la función de presentación del
ordenador, el software UltraVNC debe
estar instalado en el ordenador.
UltraVNC es un software gratuito con
licencia de GNU GPL.

Connect PC (Conectar el ordenador)
Seleccione esta opción para activar la
función de presentación del ordenador del
dispositivo BKM-FW50. También deben
realizarse los siguientes ajustes

IP Address (Dirección IP):
Introduzca la dirección IP del
ordenador.
Introduzca la dirección IP con el
formato siguiente,
“xxx.xxx.xxx.xxx” (“xxx” corresponde
a una cifra de un máximos de tres
dígitos)

Password (Contraseña):
Introduzca la contraseña que se ha
ajustado durante la instalación de
UltraVNC.

PC Resolution
(Resolución del ordenador):
Seleccione la resolución de pantalla del
ordenador conectado.
Si la resolución seleccionada no
coincide con la resolución real del
ordenador, la pantalla no se mostrará en
el tamaño adecuado. Seleccione la
resolución cuyo tamaño de pantalla
coincida con el monitor.

Connect (Conectar)
Inicia la función de presentación del PC. Al
hacer clic en este botón, en la pantalla
aparece la pantalla de escritorio del
ordenador de la dirección IP especificada.

Disconnect (Desconectar)
Seleccione esta opción para desactivar la
función de presentación del ordenador.

Play Settings
(Ajustes de reproducción)

Esta pantalla permite realizar los ajustes
para la función de presentación con
diapositivas y para la visualización
automática y la reproducción de archivos
de imágenes fijas y de vídeo.

Funcionamiento del ordenador
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Auto Play (Reproducción automática)
Este ajuste especifica si la reproducción del
archivo de imágenes fijas o de vídeo debe
iniciarse automáticamente cuando el monitor
en el que se instala el dispositivo BKM-
FW50 está encendido. Al combinarse con el
temporizador ON del monitor, permite la
reproducción automática a una hora
programada.
Para activar la función, seleccione el ajuste
“On” (Activado). En la lista desplegable
“Contents” (Contenido), seleccione
“Streaming” (Flujo) (reproducción
automática de los archivos de imágenes fijas
o de vídeo almacenados en un ordenador de
la red), “Local” (reproducción automática de
los archivos de imágenes fijas o de vídeo
almacenados en una tarjeta CF insertada en el
dispositivo BKM-FW50) o “Play List” (Lista
de reproducción) (reproducción de archivos
de imágenes fijas o de vídeo según una lista
de reproducción creada previamente). “On”
(Activado) está seleccionado como el ajuste
predeterminado de fábrica.

Check to cancel auto play when
“Scheduled Download” overlaps (Activar
para cancelar la reproducción
automática cuando se superpone la
función “Scheduled Download”
(Descarga programada))
Si utiliza la función Scheduled Download
(Descarga programada) (página 16) de Store
Local (Almacenamiento local) de la pantalla
Player (Reproductor), especifique si desea
dar prioridad a las descargas de datos con
dicha función Scheduled Download
(Descarga programada) o a la función Auto
Play (Reproducción automática de archivos
de imágenes fijas o de vídeo).

Al seleccionar esta casilla de verificación, se
da prioridad a las descargas de datos con la
función Scheduled Download (Descarga
programada). Si la hora especificada para la
función Auto Play (Reproducción
automática) coincide con una descarga, la
reproducción automática se cancelará para
esa fecha. Si no se selecciona esta casilla de
verificación, la función Auto Play
(Reproducción automática) se iniciará al
finalizar la descarga de los datos.

Slide Show (Presentación con
diapositivas)
Se pueden ajustar los siguientes elementos
para la función de presentación con
diapositivas.

Interval (Intervalo):
Especifica el intervalo de tiempo
transcurrido hasta que se cambia al
siguiente vídeo o imagen fija.

Backgroud Music (Música de fondo):
Permite especificar la música de fondo
que se va a reproducir durante la
presentación de diapositivas. Sólo se
pueden utilizar para esta función los
archivos de música (o carpetas que
contengan archivos de música)
almacenados en una tarjeta CF
insertada en el dispositivo BKM-FW50.
Sólo se reproducirán los archivos de
música de la carpeta especificada (los
archivos de música almacenados en
subcarpetas no se reproducirán).
La música de fondo que se utiliza para
la reproducción programada puede
establecerse en la pantalla de edición
del horario (página 26).

Notas

Si se ha especificado una carpeta,
preste especial atención a los puntos
siguientes.
• Es posible reproducir un máximo de

1.000 archivos de música. El tamaño
de cada archivo no puede superar los
2 GB.

• Los archivos se reproducen en el
orden del código ASCII. Se
recomienda asignar nombres a los
archivos en orden alfabético o
numérico.

Puede introducir el nombre del archivo
o el nombre de la carpeta en el cuadro
de texto, haga clic en el botón
“Browse” (Examinar) y seleccione el
archivo en la pantalla que aparece.

Funcionamiento del ordenador



20

Rename (Renombrar)
Cambia el nombre de un archivo o
carpeta guardado en la tarjeta de
memoria que se ha insertado en la
unidad.

Delete (Eliminar)
Elimina los archivos o carpetas
almacenados en la tarjeta de memoria
insertada en la unidad.

Check to use background music
during video playback (video audio
will be muted) (Activar para utilizar
la música de fondo durante la
reproducción de video (el audio y el
vídeo se silencian)):
Si marca esta casilla de verificación, la
reproducción de música de fondo estará
disponible cuando se reproduzcan los
archivos de vídeo incluidos en la
presentación con diapositivas, a
excepción del audio de los archivos de
vídeo que se silenciará.

Check to display still pictures in High
Resolution Mode (Activar para ver
imágenes fijas en el modo de alta
resolución):
Si marca esta casilla de verificación, las
imágenes fijas se mostrarán en alta
resolución (WXGA o XGA). Si la
carpeta contiene tanto archivos de
vídeo como de imágenes fijas, la
pantalla se apaga durante varios
segundos para cambiar la resolución al
alternar de una imagen fija a un vídeo
(y viceversa).

Es posible seleccionar los siguientes
formatos para las imágenes recibidas.

16:9 (WXGA): permite visualizar
imágenes en formato
16:9 a pantalla
completa

4:3 (XGA): permite visualizar
imágenes en formato
4:3 en pantalla normal
de formato 4:3.

AUTO: detecta
automáticamente el
formato.

Realice selecciones en función de los
formatos de las imágenes que desee
visualizar.
Al visualizar archivos de imágenes
fijas, se recomienda ajustar los mismos
formatos para cada archivo.

Notas

• Al reproducir archivos con formatos
mezclados, es posible que aparezcan
barras negras a ambos lados de la
pantalla o que la imagen se alargue
horizontalmente.

• Las imágenes fijas con formatos
distintos de 16:9 o 4:3 también
pueden visualizarse, pero es posible
que aparezcan barras negras en la
parte superior, inferior y a ambos
lados de la pantalla o que la imagen
se alargue horizontalmente.

• Si el modo RGB de la pantalla está
ajustado en el modo DTV, la unidad
entrará automáticamente en el modo
de sobreexploración y cualquier texto
que aparezca en los márgenes
exteriores de una imagen se cortará.
En los modelos FWD-40LX1/
32LX1R/50PX2, ajuste el modo de
sobreexploración en OFF
(desactivado).

Funcionamiento del ordenador
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Modo de resolución estándar
(valores predeterminados): 480p

Modo de alta resolución: 16:9
(WXGA)

Funcionamiento del ordenador

Pantalla: modo de pantalla completa

Imagen fija recibida

Resolución estándar
La resolución de la imagen fija recibida se
convierte a estándar y se amplía de acuerdo
con el formato de la pantalla.

Pantalla

Pantalla: modo de pantalla completa

Barra negra

La imagen fija recibida se muestra
en el formato original.

Pantalla

Pantalla

Imagen fija recibida

Pantalla

La imagen fija recibida se muestra
en el formato original.

Pantalla

Pantalla: modo de pantalla completa
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Modo de alta resolución: 4:3
(XGA)

Video Resolution (Resolución de vídeo)
Seleccione Auto, NTSC (480i), NTSC
(480p) o PAL (576p) como resolución de la
reproducción del vídeo.

Guide Message (Mensaje de guía)
Especifique si desea visualizar un mensaje
que le permita saber si la pantalla está
encendida cuando no se reproducen
imágenes fijas o vídeos.

Background Color (Color de fondo)
Seleccione “Black” (Negro), “Dark Gray”
(Gris oscuro) o “Gray” (Gris) como el color
de pantalla que desea utilizar cuando no se
reproduzcan imágenes fijas o vídeo.

Apply (Aplicar)
Haga clic aquí para guardar los ajustes.

Pantalla Player (Reproductor)
(ajustes avanzados)
Al hacer clic en el botón “Advanced”
(Avanzado) de la pantalla Player
(Reproductor), aparecen tres botones: “List
Play” (Reproducción de una lista), “Edit
Play List” (Edición de una lista de
reproducción) y “Time Table”
(Programación), que permiten realizar
ajustes más avanzados para la reproducción
de imágenes fijas y vídeos. En este estado,
el botón “Advanced” (Avanzado) cambia al
botón “Easy” (Fácil), que puede seleccionar
para ocultar los tres botones de ajustes
avanzados.

Imagen fija recibida

Pantalla

Pantalla: modo de pantalla completa

Barra negra

La imagen fija recibida se muestra
en el formato original.

Pantalla

Pantalla

La imagen fija recibida se alarga
horizontalmente pero ocupa toda la
pantalla.

Pantalla: modo normal
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List Play (Reproducción de una lista)

Esta pantalla permite seleccionar una lista
de reproducción creada previamente y
realizar ajustes para la reproducción de
archivos de imágenes fijas y vídeos en
función de dicha lista de reproducción.

Nota

Para utilizar la función de reproducción de
una lista, debe haber una tarjeta CF
insertada en la ranura para tarjeta de
memoria de la unidad.

List Name (Nombre de la lista)
Las listas de reproducción creadas
anteriormente aparecen en la lista
desplegable. Seleccione la lista de
reproducción que desee reproducir.

Preview (Vista previa)
Muestra una vista previa de la lista de
reproducción seleccionada actualmente en
“List Name” (Nombre de la lista).

Repeat (Repetir)
Seleccione esta casilla de verificación si
desea reproducir la lista de reproducción de
forma repetida.

Save (Guardar)
Guarda los ajustes realizados en la pantalla
actual.

Play (Reproducir)
Inicia la reproducción de la lista de
reproducción seleccionada en “List Name”
(Nombre de la lista).

Stop (Detener)
Detiene la reproducción de la lista de
reproducción que se ha iniciado al hacer
clic en el botón “Play” (Reproducir).

Edit Play List (Edición de una lista
de reproducción)

Esta pantalla permite editar listas de
reproducción o crear listas de reproducción
nuevas.

Nota

Para editar listas de reproducción, debe
haber una tarjeta CF insertada en la ranura
para tarjeta de memoria de la unidad.

Edit Play List (Edición de una lista de
reproducción)
Esta función puede utilizarse para
modificar el contenido de listas de
reproducción creadas anteriormente. Los
botones siguientes están disponibles para
realizar operaciones de edición y otras
tareas en la lista de reproducción que ha
seleccionado en la lista desplegable.

Edit (Editar)
Muestra una pantalla que permite
modificar el contenido de la lista de
reproducción seleccionada en la lista
desplegable.

Funcionamiento del ordenador
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En esta pantalla, puede utilizar las
operaciones siguientes para buscar
archivos de imágenes fijas y vídeos que
desee añadir a la lista de reproducción.
• Para añadir a la lista de reproducción

archivos de imágenes fijas y vídeos
de la tarjeta CF insertada en la ranura
para tarjeta de memoria de la unidad,
haga clic en el botón “Browse”
(Examinar) sin definir la opción
“Selected Folder” (Carpeta
seleccionada). Las carpetas de la
tarjeta CF se mostrarán en una
estructura de árbol en la parte
izquierda de la pantalla. Seleccione la
carpeta que contiene los archivos de
imágenes fijas o vídeos que desea
añadir a la lista de reproducción.

• Para añadir archivos de imágenes fijas
o vídeos a la lista de reproducción
desde un servidor Web/HTTP,
escriba la dirección del servidor en el
campo “Selected Folder” (Carpeta
seleccionada) y haga clic en el botón
“Browse” (Examinar). Las carpetas
del servidor se mostrarán en una
estructura de árbol en la parte
izquierda de la pantalla. Seleccione la
carpeta que contiene los archivos de
imágenes fijas o vídeos que desea
añadir a la lista de reproducción.

Al seleccionar una carpeta de la
estructura de árbol, los archivos de
dicha carpeta se muestran en una lista
junto esta estructura de árbol. Tras
seleccionar un archivo, haga clic en el
botón “Add” (Añadir) y el archivo se
añadirá a la lista de reproducción de la
parte derecha de la pantalla.

Puede usar los botones “Up” (Arriba) y
“Down” (Abajo) para cambiar el orden
de los archivos en la lista de
reproducción, el botón “Preview”
(Vista previa) para obtener una vista
previa de la lista de reproducción y el
botón “Delete” (Eliminar) para eliminar
archivos de la lista de reproducción.
Cuando termine de editar la lista de
reproducción, haga clic en el botón
“OK” (Aceptar). La pantalla de edición
de la lista de reproducción se cerrará.

Preview (Vista previa)
Muestra una vista previa en orden de
los archivos de imágenes fijas
contenidos en la lista de reproducción
seleccionada en la lista desplegable.

Delete (Eliminar)
Elimina la lista de reproducción
seleccionada de la lista desplegable.

Download (Descargar)
Descarga la lista de reproducción
seleccionada en la lista desplegable de
la tarjeta CF al ordenador. Al editar la
lista de reproducción que ha descargado
con un editor de texto o software
similar, podrá cambiar el contenido de
la misma. Para obtener más
información, póngase en contacto con
el distribuidor Sony más cercano.

Create New Play List (Creación de nueva
lista de reproducción)
Esta función puede utilizarse para crear una
nueva lista de reproducción. Especifique un
nombre para la lista de reproducción en el
cuadro de texto y, a continuación, utilice
los botones siguientes para crear la lista de
reproducción.

Create (Crear)
Muestra una pantalla que permite editar una
nueva lista de reproducción. Las
operaciones disponibles en esta pantalla son
las mismas que al hacer clic en el botón
“Edit” (Editar) de la sección “Edit Play
List” (Edición de una lista de
reproducción).

Funcionamiento del ordenador



25

Browse (Examinar)
Haga clic en este botón para especificar un
archivo de lista de reproducción que esté
guardado en el ordenador.

Upload (Cargar)
Carga una lista de reproducción
especificada mediante el botón “Browse”
(Examinar) en la tarjeta CF. El archivo de
lista de reproducción cargado se añadirá a
la lista desplegable de la sección “Edit Play
List” (Edición de una lista de
reproducción).
* El nombre del botón depende del idioma

del sistema operativo.

Time Table (Programación)

Esta pantalla permite crear horarios y
configurarlos para reproducir cualquier
archivos de imágenes fijas o vídeos en
cualquier franja horaria.

Notas

• Para utilizar la función de programación,
debe haber una tarjeta CF insertada en la
ranura para tarjeta de memoria de la
unidad.

• Antes de programar un horario, asegúrese
de configurar la hora en la pantalla Setup
(Instalación) (página 27).

Time Table Play (Reproducción
programada)
Especifica si la reproducción se realizará
según un horario.
Si realiza la reproducción según un horario,
haga clic en “On” (Activado) y, a
continuación, ajuste el programa de
reproducción semanal.

Note

Si Time Table Play (Reproducción
programada) se ha ajustado en “On”
(Activado), el ajuste del temporizador de la
pantalla principal se desactivará.

Para cada día del horario, especifique los
datos que desea reproducir en cada franja
horaria. Puede crear un máximo de siete
horarios (A a G) y especificar los días de la
semana que utilizará en la pantalla de
programación semanal. Para editar el
contenido de cada horario, haga clic en el
botón “Go” (Ir) de la parte derecha de la
pantalla de programación semanal.
Aparecerá la pantalla de edición del
horario.

En la pantalla de edición del horario, se
muestran los datos y ajustes de
reproducción. Para cada elemento de la
lista, puede especificar la ubicación de
almacenamiento y la música de fondo para
los datos de reproducción, así como
configurar la hora de inicio de la
reproducción y los ajustes de repetición.

Funcionamiento del ordenador
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File/Folder/List Name (Nombre de
archivo/carpeta/lista)
Especifique la ubicación de
almacenamiento y el nombre del
archivo de imágenes fijas o vídeo que
desea reproducir. También puede
especificar una carpeta que contenga
archivos de imágenes fijas o vídeos.
• Para especificar archivos de imágenes

fijas o vídeos de la tarjeta CF
insertada en la ranura para tarjeta de
memoria de la unidad, haga clic en el
botón “File Browse” (Búsqueda de
archivo) sin especificar ningún dato
en el cuadro de texto y, a
continuación, especifique un archivo
o carpeta en la pantalla que aparece.

• Para especificar archivos de imágenes
fijas o vídeos de un servidor Web/
HTTP, escriba la dirección del
servidor en el cuadro de texto, haga
clic en el botón “File Browse”
(Búsqueda de archivo) y especifique
un archivo o una carpeta en la
pantalla que aparece.

• También puede especificar una lista
de reproducción (página 23) si ha
creado una. Haga clic en el botón
“List Browse” (Búsqueda de lista) y
especificar una lista de reproducción
en la pantalla que aparece.

Background Music (Música de
fondo)
Es posible especificar un archivo de
música para utilizarlo como música de
fondo durante la reproducción de
imágenes fijas. Especifique la
ubicación del archivo de música en el
cuadro de texto, o bien haga clic en el
botón “File Browse” (Búsqueda de
archivo) y especifique un archivo de
música.

Start Time (Hora de inicio)
Especifique a qué hora desea iniciar la
reproducción de los datos. Para
reproducir los datos de forma repetida,
seleccione la casilla de verificación
“Repeat” (Repetir).
La hora de inicio del primer archivo de
datos se utilizará como el ajuste de
activación del temporizador en la
pantalla.

End Time (Hora de finalización)
Si desea que la reproducción
programada finalice a una hora
determinada, seleccione esta casilla de
verificación y especifique la hora de
finalización.
Este ajuste se utiliza como el ajuste del
temporizador desactivado en la
pantalla.

Add (Añadir)
Añade un nuevo elemento a la lista de
datos que se van a reproducir.

Delete (Eliminar)
Si la casilla de verificación de la
izquierda está seleccionada para
algunos elementos de lista, éstos se
eliminarán al hacer clic en este botón.

Save (Guardar)
Guarda los ajustes realizados en la
pantalla actual.

Cuando termine de realizar ajustes, haga
clic en el botón “OK” (Aceptar) para cerrar
la pantalla de edición del horario. Para cada
horario que cree (A a G), especifique los
días de la semana que desea utilizar en la
pantalla de programación semanal. Cada
vez que haga clic en un icono “PLAY”
(Reproducir) de la pantalla de
programación semanal, el horario
especificado se activará o desactivará para
el día de la semana especificado.

Operaciones durante la reproducción
programada
• Si la pantalla está ajustada en Standby

(En espera), todas las operaciones de
programación programadas según un
horario se cancelarán para esa fecha.

• Para detener cualquier archivo durante la
reproducción, pulse el botón “Stop”
(Detener). En este caso, la reproducción
programada se reanudará a partir del
siguiente archivo del horario a la hora
programada para su reproducción.

• Durante la reproducción programada,
puede iniciar la reproducción de otro
archivo con el botón “Play” (Reproducir).
En este caso, la reproducción programada
se reanudará a partir del siguiente archivo
del horario a la hora programada para su
reproducción.

Funcionamiento del ordenador
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• Para detener la reproducción programada,
ajuste Time Table Play (Reproducción
programada) en “Off” (Desactivado) y
detenga la reproducción del archivo
actual con el botón “Stop” (Detener).

Nota

Puede especificar cualquier hora en un
intervalo de 0:00 a 35:59 (11:59 de la
mañana del día siguiente) tanto para la hora
de inicio de la reproducción de los datos
como para la hora de finalización de la
programación. Como resultado, los datos
programados para reproducirse en una
franja horaria del día siguiente podrían
sustituirse por un horario programado para
reproducirse ese día. Por lo general, cuando
las franjas horarias de reproducción se
superponen, tiene prioridad la reproducción
programada para el día actual. Para obtener
más información, consulte “Programación
de la reproducción según un horario”
(página 36).

Play mode when “Scheduled Download”
overlaps (Modo de reproducción al
superponerse “Scheduled Download”
(Descarga programada))
Si utiliza la función Scheduled Download
(Descarga programada) (página 16) de la
sección Store Local (Almacenamiento
local) de la pantalla Player (Reproductor),
especifique “Delay”(Retrasar), “Skip”
(Omitir) o “Cancel” (Cancelar) como la
acción que se llevará a cabo cuando la hora
programada para la reproducción de
archivos de imágenes fijas o vídeo según un
horario se superponga con la hora
especificada mediante la función Scheduled
Download (Descarga programada) para
descargar datos.
Delay (Retrasar): La reproducción del

contenido superpuesto
comienza al finalizar
la descarga de los
datos mediante la
función Schedule
Download (Descarga
programada).

Skip (Omitir): Sólo se omite el
contenido superpuesto
y la reproducción
vuelve a comenzar a
partir del siguiente
contenido
programado.

Cancel (Cancelar): Se cancelan todas las
reproducciones
programadas para esa
fecha.

Save (Guardar)
Guarda los ajustes realizados en la pantalla
actual.

Pantalla Setup (Instalación)

Esta pantalla permite realizar los ajustes del
Network Password (contraseña de red). El
ajuste predeterminado de fábrica se realiza
del modo siguiente:

Name (Nombre): root
Password (Contraseña): fw50ad

Después de realizar cambios o introducir
información, haga clic en “Apply”
(Aplicar) en la parte inferior de cada
pantalla para activar los ajustes.
No es posible utilizar caracteres especiales
en los campos de texto.

Funcionamiento del ordenador
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Owner Information
(Información del propietario)

Owner (Propietario)
Introduzca la información acerca del
propietario en este campo.

Display Location (Ubicación del
monitor)
Introduzca información acerca de la
ubicación de instalación del monitor en este
campo.

Nota

No utilice espacios al introducir la
información. De lo contrario, es posible que
el nombre del archivo no se visualice
correctamente.

Memo (Notas)
Permite introducir información auxiliar.

Time (Hora)

Time (Hora)
Introduzca la hora y el día de la semana en
este campo.

Network (Red)

Internet Protocol (TCP/IP) (Protocolo de
Internet (TCP/IP))
Seleccione “Specify an IP address”
(“Especificar una dirección IP”) para
introducir cada valor en la secuencia
numérica de la dirección IP.
Seleccione “Obtain an IP address (DHCP)”
(“Obtener una dirección IP (DHCP)”) para
adquirir una dirección IP automáticamente
desde el servidor DHCP. En este caso,
tenga en cuenta que la dirección IP
cambiará cada vez que se encienda el
monitor conectado al dispositivo BKM-
FW50.

Nota

El dispositivo BKM-FW50 requiere una
dirección IP distinta para la función de
control del monitor y para la función de
reproducción de imágenes fijas o vídeo.

La dirección IP de la función de control del
monitor se puede ajustar desde el menú del
monitor conectado al dispositivo BKM-
FW50. Para obtener más información,
consulte “Configuración de una dirección
IP para la función de control del monitor”
(página 9).

Password (Contraseña)
Permite introducir la información acerca de
la contraseña y de los nombres del
administrador y del usuario. El nombre del
administrador queda establecido
permanentemente como “root”.
Pueden tener un máximo de 8 caracteres
cada uno.
Cuando haya ajustado un nombre de
usuario y una contraseña, siempre que
acceda a la pantalla de control del monitor
del dispositivo BKM-FW50 aparecerá la
pantalla “Network Password” (Contraseña
de red). Para garantizar la seguridad en la
red, se recomienda configurar un nombre
de usuario y una contraseña.

Mail Report (Informe por correo)
Si se produce un error de funcionamiento
en el monitor, el sistema informa
inmediatamente del error mediante el envío
de un correo electrónico (informe de error).
Sin embargo, no hay notificación de errores
cuando se produce un error en el
reproductor.

Address (Dirección)
Introduzca la dirección de correo
electrónico de destino en este campo. El
informe de error puede enviarse hasta a
cuatro direcciones a la vez. La longitud
máxima para cada una de las direcciones es
de 64 caracteres.

Mail Account (Cuenta de correo)
Mail Address (Dirección de correo):
Introduzca la dirección de correo
electrónico asignada en este campo.
El número máximo de caracteres que
puede utilizarse en la dirección es de 64.

Funcionamiento del ordenador
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Outgoing Mail Server (SMTP)
(Servidor de correo saliente
(SMTP)):
Introduzca la dirección del servidor de
correo en este campo.
El número máximo de caracteres que
puede utilizarse en la dirección es de 64.

Requires the use of POP
Authentication before Send e-mail
(POP before SMTP) (Requiere el uso
de autenticación POP antes de enviar
mensajes de correo electrónico (POP
before SMTP, POP antes de SMTP)):
Seleccione esta casilla de verificación
si requiere autenticación POP antes de
conectarse al servidor SMTP.

Incoming Mail Server (POP3)
(Servidor de correo entrante
(POP3)):
Introduzca la dirección del servidor
POP3 en este campo si se utiliza la
autenticación POP para el ajuste “POP
before SMTP” (POP antes de SMTP).

Account Name (Nombre de cuenta):
Introduzca el nombre de la cuenta de
correo electrónico en este campo.

Password (Contraseña):
Introduzca la contraseña de la cuenta de
correo en este campo.

Send Test Mail (Enviar correo de
prueba):
Seleccione esta casilla de verificación y
haga clic en “Apply” (Aplicar) para
probar si se puede enviar correctamente
un mensaje de correo electrónico a las
direcciones especificadas. Se enviará un
mensaje de correo electrónico de prueba.

Nota

Si no se ajustan los elementos siguientes o
si los valores son incorrectos, aparecerá un
mensaje de error y no se podrá enviar el
mensaje de correo electrónico de prueba:
• Dirección de destino
• Dirección de la cuenta de correo y

dirección del servidor de correo (SMTP)

Advanced (Avanzado)
Proporciona acceso a la configuración
avanzada, que permite utilizar varias
aplicaciones en la red. Realice los ajustes
según sea necesario para aplicación
correspondiente.

Advertisement (Anuncio)
Permite realizar ajustes para las funciones
Advertisemente (Anuncio) y Broadcast
(Emisión) en la red.
ID Talk
Permite ajustar la función ID Talk. ID Talk
es un protocolo que permite el control
basado en red del monitor en el que se
instala el dispositivo BKM-FW50. Los
elementos controlados incluyen varias
configuraciones y ajustes, como
temperatura del color y gamma. Para
obtener más información acerca de los
comandos ID Talk compatibles, póngase en
contacto con el distribuidor Sony local.

SNMP
El modelo BKM-FW50 es un dispositivo
de red compatible con SNMP (Protocolo
simple de administración de redes).
Además del protocolo MIB-II estándar,
también es compatible con el protocolo
MIB de Sony Enterprise. Esta pantalla
permite realizar ajustes del protocolo
SNMP.
Para obtener más información acerca de los
comandos SNMP compatibles, póngase en
contacto con el distribuidor Sony local.

Returning to default settings
(Restablecimiento de los ajustes
predeterminados)
Para que todos los ajustes efectuados en la
pantalla Setup (Instalación) vuelvan a la
condición predeterminada de fábrica, utilice
un objeto puntiagudo fino para mantener
pulsado el botón RESET (Reposición)
situado en el panel frontal de la unidad
(página 5) durante al menos 3 segundos.
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Solución de problemas
Compruebe los siguientes puntos antes de solicitar servicio técnico. Si el problema persiste,
póngase en contacto con el distribuidor Sony local.

Problema Causas/Soluciones

No es posible conectar el dispositivo
a la red.

No se reconoce el soporte de
almacenamiento.

• El dispositivo BKM-FW50 no está instalado
correctamente en el monitor.
t Empuje el dispositivo BKM-FW50 hasta el

fondo de la ranura y apriete los tornillos de
sujeción.

• El cable no está correctamente conectado al
puerto de red.
t Inserte firmemente el enchufe del cable en

el puerto de red.

• La configuración de red es incorrecta.
t Cuando utilice el navegador Web del

ordenador, compruebe la configuración de
red de dicho equipo.
Mantenga pulsado el botón RESET del
dispositivo BKM-FW50 durante 3 segundos
como mínimo para que la unidad vuelva a la
condición predeterminada. A continuación,
vuelva a realizar la configuración.

• El cable utilizado no es el adecuado.
t Seleccione un cable recto o un cable

cruzado que sea apropiado para su entorno
de red.

• El soporte de almacenamiento está roto.
t Intente utilizar un soporte de

almacenamiento diferente.

• El soporte de almacenamiento que se está
utilizando no es compatible.
t Intente utilizar un soporte de

almacenamiento de otro fabricante.

Solución de problemas
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Problema Causas/Soluciones

No es posible reproducir archivos
guardados en el soporte de
almacenamiento.

No es posible guardar archivos
desde un servidor a un dispositivo
de almacenamiento local.

La reproducción en tiempo real no
está disponible.

La pantalla de control del monitor
(la pantalla Web que muestra el GUI
de la unidad) no se muestra.

• Los formatos de archivo son incorrectos.
t Cambie los archivos al formato correcto.

• Hay aproximadamente 1.000 archivos
guardados en el soporte de almacenamiento.
t Elimine archivos hasta que el número de

archivos guardados sea inferior a 1.000.

• Existe un archivo de tamaño superior a 2 GB.
t Asegúrese de que el archivo no supere los

2 GB.

• El soporte de almacenamiento está roto.
t Intente utilizar un soporte de

almacenamiento diferente.

• No hay ningún soporte de almacenamiento
insertado en el dispositivo BKM-FW50.
t Inserte un soporte de almacenamiento.

• El soporte de almacenamiento está roto.
t Intente utilizar un soporte de

almacenamiento diferente.

• Existe un problema con el entorno de red.
t Confirme que la configuración de red está

correcta.

• Existe un problema con el entorno de red.
t Confirme que la configuración de red está

correcta.
t Es posible que exista una gran cantidad de

tráfico en la red. Cambie la configuración
de red para conseguir un rendimiento
óptimo.

• Los formatos de archivo son incorrectos.
t Cambie los archivos al formato correcto.

• Haga clic en el botón de actualizar o de recarga
del navegador Web.

• Asegúrese de que la dirección IP es correcta.

• Utilice Internet Explorer 6.0 o posterior.

Solución de problemas
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Lista de códigos de error

Si se produce un error mientras utiliza el dispositivo BKM-FW50, se muestra un código de
error e información sobre el error en la pantalla Information (Información) (página 12).
En la siguiente tabla se explica el significado de los códigos de error y cómo actuar tras su
aparición.

Código de Cuándo se Qué significa Cómo solucionarlo
error produce
(Hex)

Streaming Play
(Reproducción en

tiempo real)

0x10

0x11

0x12

0x13

0x14

0x15

0x16

0x20

El archivo/carpeta
especificado no existe.
También es posible que
exista un archivo
“index.html” en la carpeta
especificada.

El archivo especificado
tiene una extensión no
admitida por el dispositivo
BKM-FW50.
A continuación, se
facilitan las extensiones
de archivo
reproducibles (no se
distingue entre
mayúsculas y
minúsculas):
  Vídeo: mpg, m2v, mpeg
  Imágenes fijas: gif, png,
      bmp, jpe, jpg, jpeg

La carpeta especificada no
contiene archivos
reproducibles.

El formato del archivo
especificado no es
reproducible.

El archivo especificado
(situado dentro de una
carpeta) está dañado.

El archivo MPEG
especificado (situado
dentro de una carpeta) es
un archivo MPEG1.

Se ha producido un error
de red.

Se ha producido un error
en el reproductor durante
la reproducción.

Asegúrese de que el
archivo/carpeta que ha
especificado existe.
O mueva los contenidos de
la carpeta a una carpeta
que no contenga un
archivo “index.html” y
especifique dicha carpeta.

Compruebe la extensión
del archivo que ha
especificado.

Asegúrese de que existe un
archivo con la extensión
adecuada en la carpeta.

Compruebe el formato del
archivo.

Compruebe el archivo.

Compruebe el archivo.

Compruebe el entorno de
red.

Póngase en contacto con el
distribuidor local de Sony.

Solución de problemas
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Código de Cuándo se Qué significa Cómo solucionarlo
error produce
(Hex)
0x30

0x31

0x32

0x33

0x34

0x35

0x40

0x50

El archivo/carpeta
especificado no existe.

El archivo especificado
tiene una extensión no
admitida por el dispositivo
BKM-FW50.
A continuación, se
facilitan las extensiones
de archivo reproducibles
(no se distingue entre
mayúsculas y
minúsculas):
  Vídeo: mpg, m2v, mpeg
  Imágenes fijas: gif, png,
      bmp, jpe, jpg, jpeg

La carpeta especificada no
contiene archivos
reproducibles.

El formato del archivo
especificado no es
reproducible.

El archivo especificado
(situado dentro de una
carpeta) está dañado.

El archivo MPEG
especificado (situado
dentro de una carpeta) es
un archivo MPEG1.

Se ha producido un error
en el reproductor durante
la reproducción.

El archivo/carpeta
seleccionado no está en el
servidor especificado.
También es posible que
exista un archivo
“index.html” en la carpeta
especificada.

Asegúrese de que hay una
tarjeta CF insertada en la
ranura para tarjetas de
memoria.
Asimismo, asegúrese de
que el archivo/carpeta está
situado en la ubicación que
ha especificado.

Compruebe la extensión
del archivo que ha
especificado.

Asegúrese de que existe un
archivo con la extensión
adecuada en la carpeta.

Compruebe el formato del
archivo.

Compruebe el archivo.

Compruebe el archivo.

Póngase en contacto con el
distribuidor local de Sony.

Asegúrese de que el
archivo/carpeta está
situado en la ubicación que
ha especificado.
O mueva los contenidos de
la carpeta a una carpeta
que no contenga un
archivo “index.html” y
especifique dicha carpeta.

Local Play
(Reproducción

local)

Store Local
(Almacenamiento

local)

Solución de problemas
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Código de Cuándo se Qué significa Cómo solucionarlo
error produce
(Hex)

Store Local
(Almacenamiento

local)

0x51

0x52

0x53

0x54

0x55

0x56

0x57

0x58

La carpeta del servidor
especificado no contiene
ningún archivo
descargable.

El archivo especificado
tiene una extensión no
admitida por el dispositivo
BKM-FW50.
A continuación, se
facilitan las extensiones
de archivo reproducibles
(no se distingue entre
mayúsculas y
minúsculas):
  Vídeo: mpg, m2v, mpeg
  Imágenes fijas: gif, png,
      bmp, jpe, jpg, jpeg

La carpeta especificada no
está en la tarjeta CF.

Se ha producido un error
de red.

La capacidad de
almacenamiento de la
tarjeta CF es insuficiente.

El archivo/carpeta que
desea eliminar no existe.

En estos momentos se está
accediendo al archivo que
desea eliminar.

La ruta especificada para
crear una carpeta nueva no
es correcta.

Asegúrese de que existe un
archivo con la extensión
adecuada en la carpeta.

Compruebe la extensión
del archivo que ha
especificado.

Asegúrese de que hay una
tarjeta CF insertada en la
ranura para tarjetas de
memoria.
Asimismo, compruebe las
carpetas de la tarjeta CF.

Compruebe el entorno de
red.

Compruebe la capacidad
de almacenamiento
restante de la tarjeta CF.
Asimismo, borre los
archivos/carpetas
innecesarios de la tarjeta
CF.

Asegúrese de que el
archivo/carpeta
especificado está situado
en la tarjeta CF.

Antes de seleccionar un
archivo para eliminarlo,
asegúrese de que éste está
cerrado.

Este error ocurre cuando se
especifica una carpeta
nueva que no existe.
Confirme la nueva carpeta.

Solución de problemas
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Código de Cuándo se Qué significa Cómo solucionarlo
error produce
(Hex)

Store Local
(Almacenamiento

local)

PC Presentation
(Presentación del

ordenador)

0x59

0x5A

0x70

0x71

El archivo o carpeta al que
desea cambiar el nombre
no existe.

Ya existe un archivo o
carpeta con el nuevo
nombre que ha
especificado para el
archivo o carpeta que
desea renombrar.

Se ha producido un error
de conexión.
(El servidor no existe, no
es posible conectarse a la
red, etc.)

El nombre y la contraseña
de usuario son incorrectos.

Asegúrese de que el
archivo o carpeta
especificado existe en la
tarjeta CF.

Especifique otro nombre
para el archivo o carpeta.

Asegúrese de que el
servidor está en
funcionamiento y que el
entorno de red funciona.

Asegúrese de que el
nombre y la contraseña de
usuario coinciden con las
registradas en el servidor.

Solución de problemas
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Otros

Programación de la reproducción según un horario

Al crear un horario y realizar la reproducción programada de archivos de imágenes fijas o
vídeos, es posible que algunos archivos no se reproduzcan en función del contenido de la
programación. Al crear un horario, es posible especificar cualquier franja horaria de 0:00
(medianoche del día actual) a 35:59 (11:59 de la mañana del día siguiente) como la hora de
reproducción de los archivos de imágenes fijas o vídeo. Si la hora de reproducción de
determinados archivos se ha establecido para el día siguiente (24:00 a 35:59), es posible que
ésta se sustituya por la hora de reproducción de los archivos programados según un horario
para la fecha actual. Como norma, la reproducción programada para la fecha actual tiene
prioridad en este caso, y los archivos que quedarán aplazados del día anterior no se
reproducirán.

Nota

Si la pantalla se ajusta para desconectarse automáticamente, ésta se apagará automáticamente
a la hora especificada aunque se esté reproduciendo contenido.

Otros
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Especificaciones

Entrada/salida
Red 10BASE-T/100BASE-

TX (la velocidad de
conexión puede variar
en función del entorno
de red)

Ranura de la tarjeta de memoria
CF Tipo II

USB Tipo A

General
Dimensiones (incluidas las partes salientes)

135 × 32 × 95 mm
(an/al/pr)

Mass Approx. 300 g
Consumo de energía

Aprox. 10 W
Temperatura de funcionamiento

De 0 a +35°C
(condiciones del
entorno del monitor
en el que se ha
instalado el
dispositivo BKM-
FW50)

Temperatura de almacenamiento
De –10 a +40°C

(+14 to +104°F)
Indicadores LED Conexión (verde)/

Funcionamiento
(naranja)

Longitud del cable
Máx. 100 m

(Categoría 5)

El diseño y las especificaciones están
sujetos a cambios sin previo aviso.
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Uso dello Streaming Receiver Adaptor BKM-FW50
■ Se non è collegato ad una rete

Riproduzione di file di fermo immagine o video da una scheda di memoria

Operazioni preliminari

Cattura di immagini mediante
una fotocamera digitale

Copia di file di fermo
immagine/video dal
computer 1

Memory Stick Duo 2

Scheda CF

Schermata 1 “Local Play”
(Riproduzione locale)

 pagina 17

■ Se è collegato ad una rete

Riproduzione di file di fermo immagine o video scaricati da una rete

Server Web/HTTP  3

Visualizzazione su un
display a pannello piatto
Per impostare la schermata
1 “Streaming Play”
(Riproduzione continua)

 pagina 14Caricamento di file di
fermo immagine/
video

Download di file di
fermo immagine/
video dal server
Web/HTTP

Rete

flusso di
dati

Salvataggio/
riproduzione da una
scheda CF

1 È necessario disporre di un dispositivo di lettura/scrittura per scheda di memoria. 2 È necessario disporre di un
adattatore per alloggiamento della scheda CF. 3 Per il download e la riproduzione di file di fermo immagine e video
sono supportati solo i server Apache e IIS (Internet Information Server).

Operazioni preliminari

Per impostare la schermata
1 “Store Local” (Memorizzazione
locale)  pagina 15
Per impostare la schermata 1 “Local
Play” (Riproduzione locale)  pagina 17
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4 Precauzioni / Informazioni sul presente manuale

Precauzioni
• Le caratteristiche tecniche del software

del presente apparecchio sono soggette a
modifiche senza preavviso per il
miglioramento del prodotto.

• Le illustrazioni contenute nel presente
manuale potrebbero differire leggermente
dalle schermate effettive del software in
dotazione.

• Per motivi di sicurezza, collegare la porta
di questo apparecchio solo ad una rete
dove non vi sia pericolo di tensione
eccessiva o sovratensione.

• Le procedure descritte nel presente
manuale sono garantite solo per l’uso
nelle seguenti condizioni ambientali.

Sistema operativo:
Microsoft Windows XP

Browser:
Microsoft Internet Explorer 6.0 o
versione successiva

• Se vengono eseguite le seguenti
operazioni, è possibile che i dati, la
scheda CF (CompactFlash) o il
Microdrive vengano danneggiati:
– Espulsione di una scheda CF durante

l’accesso ai dati in essa contenuti
– Collocazione di un Microdrive in

prossimità di forti magneti
• Il Microdrive è un’unità disco fisso

compatta. Poiché impiega un disco a
rotazione, si tratta di un supporto di
memorizzazione maggiormente soggetto
ai danni dovuti agli urti rispetto a
dispositivi di memoria flash quali
Memory Stick e scheda CF.

................................................................................................................................................................
• Microsoft e Windows sono marchi di fabbrica registrati di Microsoft Corporation negli

Stati Uniti d’America e/o in altri paesi.
• CompactFlash e CF sono marchi di fabbrica di SanDisk USA.
• Microdrive è un marchio di fabbrica registrato di Hitachi Global Storage Technologies.
• Memory Stick e Memory Stick Duo sono marchi di fabbrica di Sony Corporation.
• Tutti gli altri nomi di prodotti o aziende citati nel presente manuale sono marchi di fabbrica

o marchi di fabbrica registrati dei rispettivi proprietari.

• Per garantire la sicurezza in rete, si
consiglia di impostare un nome utente e
una password. Per informazioni su come
effettuare queste impostazioni, vedere la
sezione “Schermata Setup
(Impostazione)” (pagina 27).

• Poiché l’apparecchio raggiunge
temperature elevate se collocato accanto
al display e utilizzato per un periodo
prolungato, prestare attenzione durante la
relativa rimozione dal display.

Informazioni sul
presente manuale
Nel presente manuale sono descritti l’uso e
il funzionamento di BKM-FW50 installato
nel display a pannello piatto serie FWD e
collegato ad una rete.

Per ulteriori informazioni sul normale
funzionamento del display, consultare le
Istruzioni per l’uso del modello serie FWD.
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Nomi e funzioni delle parti e dei comandi

Nomi e funzioni delle parti e dei comandi

4

1

1 Porta USB
La porta viene utilizzata per le funzioni di
espansione da introdurre in futuro.

2 Vite di fissaggio del coperchio
dell’alloggiamento della scheda di
memoria

3 Connettore di rete (10BASE-T/
100BASE-TX)
Collegare il presente dispositivo alla rete
mediante il cavo LAN (10BASE-T/
100BASE-TX).

4 Coperchio dell’alloggiamento
della scheda di memoria

5 Indicatore di accesso
Si illumina in verde durante l’accesso ad
una scheda CF da parte dell’apparecchio.
Prima di procedere all’inserimento di una
scheda CF, assicurarsi di leggere la sezione
“Precauzioni” a pagina 4.

6 Alloggiamento della scheda di
memoria
Accetta una scheda CF o un Microdrive.

7 Tasto RESET
Tenendo premuto questo tasto per oltre 3
secondi, tutte le impostazioni dell’apparecchio
torneranno alle impostazioni predefinite.
Prima di eseguire un reset, assicurarsi che il
display dell’apparecchio sia in standby.

8 Tasto di espulsione
Premere questo tasto per rimuovere la
scheda CF dall’alloggiamento della scheda
di memoria.

2 3

5 7 86
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Installazione
Prima dell’installazione
• Disattivare l’alimentazione del display e

di tutti gli altri apparecchi ad esso
collegati. Per il display, procedere come
segue: premere 1 per impostare il
display sul modo di attesa, quindi
scollegare il cavo di alimentazione dalla
presa CA.

• Durante l’installazione, il display deve
essere fissato saldamente.

Installare BKM-FW50 nel display come
illustrato di seguito.

1 Se è installato un adattatore
opzionale, allentare le viti di
fissaggio (in alto e in basso)
ruotandole in senso antiorario con un
cacciavite a taglio e quindi estrarre
con estrema cautela l’adattatore dal
display.

2 Inserire BKM-FW50 nel display nella
direzione corretta.
Assicurarsi che l’adattatore sia inserito in
modo saldo nel connettore interno del
display. Stringere le viti di fissaggio (in
alto e in basso) con un cacciavite a taglio
ed eseguire i collegamenti necessari.

Attenzione
Non toccare la sezione del connettore.
Non toccare in nessun caso la sezione del
connettore all’interno del display, onde
evitare incidenti o danni.

Installazione
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Se l’alloggiamento
opzionale è situato sul
lato sinistro del display*

* La posizione dell’alloggiamento opzionale
varia in base al modello. Per i modelli con
più alloggiamenti opzionali, utilizzare un
alloggiamento che supporti funzioni video/
di comunicazione (porta VIDEO/COM). Per
ulteriori informazioni, consultare la
documentazione del prodotto della serie
FWD.
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Riproduzione di fermi
immagine o video da
una scheda CF
BKM-FW50 è dotato di un alloggiamento della
scheda di memoria che accetta schede
CompactFlash (non in dotazione). Se
nell’alloggiamento di BKM-FW50 viene
inserita una scheda CF che contiene immagini
riprese mediante una fotocamera digitale, le
immagini possono essere visualizzate nel
display in formato di presentazione diapositive.
È possibile effettuare varie impostazioni per la
riproduzione di fermi immagine o video. Per
ulteriori informazioni sulle modalità di
esecuzione di queste impostazioni, vedere la
sezione “Operazioni eseguibili mediante un
computer” a pagina 11.

Supporti e formati dei file
compatibili

Supporti: Scheda CompactFlash (CF),
Microdrive

Formato dei file:
Formato JPEG, formato
MPEG2, ecc. Per ulteriori
informazioni, vedere a
pagina 14.

Risoluzioni consigliate:
1360 × 768, 1280 × 768,
1024 × 768

Risoluzione massima*:
2592 × 1944

Risoluzione minima:
640 × 480

* Più alta è la risoluzione, più tempo richiederà
la visualizzazione dell’immagine.

Notas
• Se vengono eseguite le seguenti

operazioni, è possibile che i dati, la
scheda CF o il Microdrive vengano
danneggiati:
– Espulsione di una scheda CF durante

l’accesso ai dati in essa contenuti
– Collocazione di un Microdrive in

prossimità di forti magneti
• È possibile utilizzare una scheda CF,

COMPACTVAULT o un Microdrive
come supporti di memorizzazione per
l’adattatore BKM-FW50.

Scheda CF
Buffalo: RCF-G256MB (256 MB)

RCF-G512MB (512 MB)
RCF-X64MY (64 MB)
RCF-X256MY (256 MB)
RCF-X512MY (512 MB)

SanDisk: SDCFB 64M (64 MB)
SDCFB 512M (512 MB)
SDCFH 512MB (512 MB)
SDCFH 2GB (2 GB)

Hagiwara Sys-Com:
HPC-CF64V (64 MB)
HPC-CF512V (512 MB)
HPC-CF512ZP (512 MB)

COMPACTVAULT
Sony: RHMD5G (5 GB)

Microdrive
Hitachi: HMS360402D5CF00 (2 GB)

HMS360604D5CF00 (4 GB)
• La compatibilità con schede CF e

Microdrive è stata accertata, ma non è
garantita con tutte le schede CF e tutti i
Microdrive.

Inserimento di una scheda CF

1 Rimuovere la vite di fissaggio dal
coperchio dell’alloggiamento della
scheda di memoria con un cacciavite
Phillips.

Riproduzione di fermi immagine o video da una scheda CF
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2 Aprire il coperchio
dell’alloggiamento della scheda di
memoria e inserire la scheda CF
nell’alloggiamento della scheda di
memoria.

Nota

Assicurarsi di inserire la scheda CF nella
direzione corretta, come mostrato
nell’illustrazione.

3 Rimuovere il coperchio
dell’alloggiamento della scheda di
memoria e stringere la vite di
fissaggio con un cacciavite Phillips.

Uso della riproduzione di
presentazione diapositive

Se una scheda CF contenente fermi
immagine ripresi mediante una fotocamera
digitale viene inserita in BKM-FW50, i file
di fermi immagine in formato JPEG
vengono rilevati automaticamente e le
immagini vengono visualizzate nel display
come una presentazione diapositive. (È
necessario che il segnale di ingresso del
display venga impostato su OPTION 1 a
questo punto. Per ulteriori informazioni,
consultare le istruzioni per l’uso del
display.)

Per impostazione predefinita, il BKM-
FW50 visualizzerà automaticamente tutti i
fermi immagine e le presentazioni di
diapositive salvate sulla scheda CF.

Nota

Per utilizzare una Memory Stick Duo con
l’adattatore BKM-FW50, inserirla prima in
un adattatore da Memory Stick Duo a CF
disponibile in commercio.

Controllo dettagliato del metodo di
riproduzione
Quando il display viene collegato ad una
rete con BKM-FW50, qualsiasi file di
fermo immagine o video memorizzato nella
scheda CF può essere visualizzato nel
display. Per ulteriori informazioni su
impostazioni e funzionamento in questo
caso specifico, vedere la sezione
“Operazioni eseguibili mediante un
computer” a pagina 11.

Rimozione della scheda CF

Nota

Quando l’indicatore di accesso si illumina,
significa che è in corso la memorizzazione
o la lettura delle immagini. Non estrarre in
alcun caso una scheda CF, né disattivare
l’alimentazione durante le suddette
operazioni. Diversamente, i dati o la scheda
CF stessa potrebbero venire danneggiati.

1 Rimuovere la vite di fissaggio dal
coperchio dell’alloggiamento della
scheda di memoria con un cacciavite
Phillips.

2 Premere il tasto di espulsione per
rimuovere la scheda CF.

3 Rimuovere il coperchio
dell’alloggiamento della scheda di
memoria e stringere la vite di
fissaggio con un cacciavite Phillips.

Riproduzione di fermi immagine o video da una scheda CF

Inserire la scheda CF completamente
nell’alloggiamento, allineando l’etichetta
con la freccia rivolta come illustrato.
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Operazioni
preliminari per l’uso
delle funzioni di rete
È possibile collegare BKM-FW50 alla rete
utilizzando il cavo LAN 10BASE-T/
100BASE-TX.
Quando il dispositivo viene collegato alla
rete LAN, gli indirizzi IP di BKM-FW50
possono essere impostati mediante uno dei
due metodi seguenti.
Per ulteriori informazioni sulla selezione
dell’indirizzo IP, rivolgersi
all’amministratore della rete.
• Assegnazione di un indirizzo IP

fisso a BKM-FW50
Normalmente, utilizzare questo metodo.

• Ottenimento automatico di un
indirizzo IP
Se la rete a cui viene collegato BKM-
FW50 è dotata di un server DHCP, è
possibile che un indirizzo IP venga
assegnato automaticamente dal server
stesso. Si noti che in questo caso
l’indirizzo IP si modifica ad ogni
accensione del display in cui è installato
BKM-FW50.

Assegnazione di un indirizzo
IP fisso a BKM-FW50

Si noti che è necessario un indirizzo IP
differente per la funzione di controllo del
display e la funzione di riproduzione di
fermi immagine/video. Per informazioni
dettagliate sulla selezione di indirizzi IP,
rivolgersi all’amministratore della rete.

Impostazione di un indirizzo IP per
la funzione di controllo del display
Innanzitutto, assegnare un indirizzo IP alla
funzione di controllo del display mediante
la procedura seguente. L’indirizzo IP
assegnato in questo modo viene utilizzato
per richiamare la funzione di controllo del
display di BKM-FW50 da un computer in
rete. Consultare inoltre le Istruzioni per
l’uso del display.

1 Collegare alla rete il BKM-FW50
installato nel display mediante un
cavo LAN adatto.

2 Attivare l’alimentazione del display e
attendere per circa 30 secondi.

3 Premere il tasto MENU sul display
per visualizzare il menu principale.

4 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
(INSTALLAZIONE INIZIALE/
INFORMAZIONI), quindi premere il
tasto ENTER. Viene visualizzato il
menu “INITIAL SETUP/
INFORMATION” (INSTALLAZIONE
INIZIALE/INFORMAZIONI).

5 Utilizzare i tasti M/m per ~ëÕzionare
“IP Address Setup” (Impostazione di
un indirizzo IP), quindi premere il
tasto ENTER.

6 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“Manual”, quindi premere il tasto
ENTER.

7 Immettere le voci necessarie.
1) Utilizzare i tasti M/m per

selezionare la voce da immettere
manualmente, quindi premere il
tasto ENTER. Nel campo
all’estrema sinistra della voce
selezionata viene visualizzato un
cursore.

2) Utilizzare i tasti M/m o i tasti
numerici del telecomando per
immettere un numero composto
da tre cifre (0 - 255). Quando si
preme il tasto ENTER o il tasto
, , il cursore passa al campo
successivo sulla destra. Immettere
un numero allo stesso modo.

3) Quando tutti e quattro i campi di
una voce sono stati impostati,
premendo il tasto ENTER o il
tasto , l’immissione per quella
voce viene confermata.

4) È necessario eseguire le
impostazioni per le altre voci allo
stesso modo.

Operazioni preliminari per l’uso delle funzioni di rete
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8 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“Execute” (Esegui), quindi premere il
tasto ENTER.

Quindi, assegnare un indirizzo IP alla
funzione di riproduzione di fermi
immagine/video.

Assegnazione di un indirizzo IP
alla funzione di riproduzione di
fermi immagine/video

1 Avviare il browser del computer
(Internet Explorer 6.0 o versione
successiva).

2 Immettere l’indirizzo IP assegnato
alla funzione di controllo del display
nel campo dell’indirizzo, nel
formato“http://xxx.xxx.xxx.xxx”.
Quindi premere il tasto Invio sulla
tastiera.
Una volta impostati un nome utente e
una password, viene visualizzata la
schermata “Network Password”
(Password di rete). Immettere il nome
utente e la password precedentemente
impostati, quindi passare al punto
successivo.

3 Fare clic sulla scheda “Setup”
(Impostazione).
Viene visualizzata la schermata Setup
(Impostazione). Questa schermata
consente di impostare la Network
Password (password di rete). Le
impostazioni predefinite in fabbrica
sono le seguenti:
Name: (Nome:) root
Password: (Password:) fw50ad

4 Fare clic sul pulsante “Network”
(Rete).

5 In “Internet Protocol (TCP/IP)”
(Protocollo internet (TCO/IP)), fare
clic su “Specify an IP address”
(Specifica un indirizzo IP). Quindi,
immettere un indirizzo IP per la
funzione di riproduzione di fermi
immagine/video nei campi di
immissione.

Operazioni preliminari per l’uso delle funzioni di rete

6 Fare clic su “Apply” (Applica).

Ottenimento automatico di un
indirizzo IP

Se il display viene impostato come descritto
di seguito, è possibile che un indirizzo IP
venga assegnato automaticamente da un
server DHCP in rete.

1 Collegare alla rete il BKM-FW50
installato nel display mediante un
cavo LAN adatto.

2 Attivare l’alimentazione del display e
attendere per circa 30 secondi.

3 Premere il tasto MENU sul display
per visualizzare il menu principale.

4 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
(INSTALLAZIONE INIZIALE/
INFORMAZIONI), quindi premere il
tasto ENTER. Viene visualizzato il
menu “INITIAL SETUP/
INFORMATION”
(INSTALLAZIONE INIZIALE/
INFORMAZIONI).

5 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“IP Address Setup” (Impostazione di
un indirizzo IP), quindi premere il
tasto ENTER.

6 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“DHCP”, quindi premere il tasto
ENTER.

7 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“Execute” (Esegui), quindi premere il
tasto ENTER

Nota

A seconda del router in uso, è possibile che
l’indirizzo IP non venga ottenuto in modo
corretto. Prima dell’uso, verificare le
caratteristiche tecniche e il funzionamento
del router.
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Controllo dell’indirizzo IP
assegnato automaticamente
Se un indirizzo IP è stato assegnato
automaticamente, è possibile fare
riferimento alla schermata di controllo del
display di BKM-FW50 come segue e
verificare quale indirizzo IP è stato
assegnato. L’indirizzo IP cambia ad ogni
accensione del display. Pertanto, in seguito
ad ogni spegnimento e riaccensione del
display, occorre controllare l’indirizzo IP
come descritto.

1 Premere il tasto MENU sul display
per visualizzare il menu principale.

2 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“INITIAL SETUP/INFORMATION”
(INSTALLAZIONE INIZIALE/
INFORMAZIONI), quindi premere il
tasto ENTER. Viene visualizzato il
menu “INITIAL SETUP/
INFORMATION”
(INSTALLAZIONE INIZIALE/
INFORMAZIONI).

3 Utilizzare i tasti M/m per selezionare
“INFORMATION”
(INFORMAZIONI), quindi premere
il tasto ENTER.

4 Verificare l’indirizzo IP visualizzato
nel campo “IP address” (Indirizzo
IP).

Operazioni
eseguibili mediante
un computer

Controllo del display

È possibile effettuare varie impostazioni del
display mediante le schermate del
computer.
Assicurarsi che BKM-FW50 sia installato
correttamente nel display e che BKM-
FW50, il computer e il router o l’hub siano
collegati correttamente mediante un cavo di
rete. Quindi, attivare il display, il computer
e il router o l’hub.
Sono disponibili cinque schermate del
display, divise per funzione: “Information”
(Informazioni), “Configure”
(Configurazione), “Control” (Controllo),
“Player” (Lettore) e “Setup”
(Impostazione).

Per ulteriori informazioni sulle funzioni dei
pulsanti, consultare le Istruzioni per l’uso del
modello serie FWD.

1 Avviare il browser del computer
(Internet Explorer 6.0 o versione
successiva).

2 Immettere l’indirizzo IP assegnato
alla funzione di controllo del display
nel campo dell’indirizzo, nel
formato“http://xxx.xxx.xxx.xxx”.
Quindi premere il tasto Invio sulla
tastiera.
Una volta impostati un nome utente e
una password, viene visualizzata la
schermata “Network Password”
(Password di rete). Immettere il nome
utente e la password precedentemente
impostati, quindi passare al punto
successivo.

3 Fare clic sulla scheda relativa alla
funzione nella parte superiore della
schermata e selezionare la schermata
desiderata.

Operazioni preliminari per l’uso delle funzioni di rete /
Operazioni eseguibili mediante un computer
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Impostazione delle voci nelle
rispettive schermate

Schermata Information
(Informazioni)

In questa schermata sono visualizzati il
nome del modello, il numero di serie e altre
informazioni relative al display, nonché lo
stato dell’alimentazione e la selezione del
segnale di ingresso.
In questa schermata vengono solo
visualizzate informazioni. Non vi sono voci
impostabili.

In essa vengono inoltre visualizzate
informazioni sugli errori.

Per dettagli sulle informazioni sugli errori,
vedere “Elenco dei codici di errore”
(pagina 32).

Clear (Elimina)
Consente di eliminare le informazioni sugli
errori visualizzate in Player Error History
(Cronologia errori lettore).

Nota

In Player Error History (Cronologia errori
lettore) vengono visualizzati fino ad un
massimo di 30 errori nell’ordine in cui si
sono verificati. Al verificarsi di nuovi errori
oltre il numero massimo, le informazioni
sugli errori vengono eliminate a partire da
quelle meno recenti.

Schermata Configure
(configurazione)

Operazioni eseguibili mediante un computer
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Timer (Timer)
Consente di impostare il timer.
Una volta effettuata l’impostazione, fare
clic su “Apply” (Applica).

Screen Saver (Salvaschermo)
Consente di impostare lo screensaver.
Una volta effettuata l’impostazione, fare
clic su “Apply” (Applica).

Picture and Picture (Immagine e
immagine)
Consente di impostare la funzione Picture
and Picture.
Una volta effettuata l’impostazione, fare
clic su “Apply” (Applica).

Notas

• Per ulteriori informazioni su queste
funzioni, consultare le Istruzioni per l’uso
del modello serie FWD. A seconda del
modello di display, alcune funzioni non
sono supportate.

• Prima di impostare la funzione “Timer”,
è necessario configurare la data e l’ora
nella schermata di Setup (pagina 27).

Schermata Control (Controllo)

POWER (Interruttore di alimentazione)
Consente di attivare o disattivare il display.

INPUT (Selettore di ingresso)
Consente di selezionare il segnale di
ingresso.

PICTURE MODE (Modo immagine)
Consente di selezionare il modo immagine.

ASPECT (Rapporto di aspetto)
Consente di selezionare il rapporto di
formato dell’immagine.

CLOSED CAPTION (Sottotitoli)
Consente di controllare la visualizzazione
di sottotitoli sullo schermo.

Tasti Volume (Volume) +/–
Per la regolazione del volume del display.

Tasti Contrast (Contrasto) +/–
Per la regolazione del contrasto dello schermo.

Tasti Brightness (Luminosità) +/–
Per la regolazione della luminosità dello schermo.

Tasti Chroma (Colore) +/–
Per la regolazione dell’intensità del colore.

Tasti Phase (Fase) +/–
Per la regolazione del bilanciamento del colore.

Tasto Reset
Ripristina i valori predefiniti delle impostazioni
di “Contrast” (Contrasto) e “Phase” (Fase).

Notas

• Per ulteriori informazioni su ciascuna
funzione, fare riferimento anche alle
istruzioni operative del display (serie
FWD).

• A seconda del modello del display,
alcune delle funzioni di questa schermata
possono non essere disponibili. Alcune
delle funzioni possono inoltre non essere
disponibili con determinate impostazioni
della funzione PICTURE MODE.

• Se non è presente un segnale in ingresso
può non essere possibile effettuare le
regolazioni delle funzioni di questa
schermata.

Operazioni eseguibili mediante un computer
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Schermata Player (Lettore)

Questa schermata consente di impostare la
riproduzione di fermi immagine e video e
di utilizzare la funzione di presentazione su
PC di BKM-FW50.

Formati di file supportati
Per la riproduzione di fermi immagine/video
sono supportati i seguenti formati di file.

Tipo file Formato di file Estensione

Fermo Formato JPEG jpg, jpe, jpeg
immagine Formato GIF gif

Formato PNG png
Formato BMP bmp

Video* Formato MPEG2 PS mpg, m2v,
(fino a 15 Mbps; mpeg
480i/480p/576p
consigliati)

Audio Formato MP3 mp3

* Formato dell’audio nei file video:
• PCM lineare
• MPEG-1 Audio Layer-2 (MP2)
• MPEG-1 Audio Layer-3 (MP3)

Caratteri non ammessi nei nomi dei file
I seguenti caratteri non possono essere
utilizzati per i nomi dei file con questo
apparecchio. I dati dei file contenenti i
seguenti caratteri non possono essere letti:
\ : / * ? " < > | # { } % & ~ ’ , ;

Sottocartelle
Su questo apparecchio è possibile nidificare
fino a un massimo di 32 livelli di
sottocartelle.

Server supportati
Sono supportati i seguenti formati di server
Web/HTTP.
• Apache
• IIS
È necessario che il software del server sia
stato precedentemente installato. Per
ulteriori informazioni, consultare le
istruzioni per l’uso dei rispettivi software
del server.

Streaming Play
(Riproduzione continua)

Questa schermata consente di impostare la
visualizzazione e la riproduzione file di
fermo immagine e video memorizzati su un
server Web/HTTP.

Nota

Mediante la funzione Streaming Play
(Riproduzione continua), è possibile
riprodurre un massimo di 1.000 file,
ciascuno di dimensioni non superiori a
2 GB.

Operazioni eseguibili mediante un computer



15

Server Address (Indirizzo del server)
Immettere l’indirizzo del server Web/HTTP
in cui sono memorizzati i file di fermo
immagine o video. Per immettere
l’indirizzo IP del server, utilizzare il
formato “http://xxx.xxx.xxx.xxx” (dove
“xxx” indica una cifra di non oltre tre
numeri).

Play file/folder name (Riproduci nome
file/cartella)
Per specificare la posizione dei file di
fermo immagine o video sul server Web/
HTTP specificato nel campo “Server
Address” (Indirizzo del server). È possibile
immettere la posizione nella casella di testo
oppure fare clic sul pulsante “Browse”
(Scorri) e selezionare la posizione del file o
della cartella nella schermata visualizzata.

Notas

• Se nella cartella è memorizzato un file
“index.html”, gli altri file e cartelle
contenute nella cartella non vengono
visualizzati.

• Verranno riprodotti solo i file di fermo
immagine e di video presenti nella
cartella specificata. I fermo immagine e i
video presenti in eventuali sottocartelle
non saranno visualizzati.

• I file vengono riprodotti nell’ordine del
codice ASCII. Si consiglia di assegnare i
nomi ai file in ordine numerico o
alfabetico.

Repeat (Ripeti)
Selezionare questa casella di controllo se si
desidera che i file di fermo immagine o
video vengano riprodotti in modo ripetuto.

Save (Salva)
Per salvare le impostazioni effettuate in
questa schermata.

Play (Esegui)
Per avviare la riproduzione del file
selezionato o dei file di fermo immagine/
video nella cartella specificata in “Play file/
folder name” (Riproduci nome file/cartella).

Stop (Arresta)
Per arrestare la riproduzione di fermi
immagine/video avviata facendo clic sul
pulsante “Play” (Esegui).

Store Local
(Memorizzazione locale)

Questa schermata consente di scaricare file
per la riproduzione di fermi immagine/
video memorizzati sul server Web/HTTP e
salvarli su una scheda CF (non in
dotazione) inserita nell’alloggiamento della
scheda di memoria di BKM-FW50.

Note

L’opzione Store Local (Memorizzazione
locale) consente di eseguire il download di
un massimo di 1.000 file, ciascuno di
dimensioni non superiori a 2 GB.

Server Address (Indirizzo del server)
Per immettere l’indirizzo IP del server
Web/HTTP.

Play file/folder name (Riproduci nome
file/cartella)
Per specificare la posizione dei file di
fermo immagine o video sul server Web/
HTTP specificato nel campo “Server
Address” (Indirizzo del server). È possibile
immettere la posizione nella casella di testo
oppure fare clic sul pulsante “Browse”
(Scorri) e selezionare la posizione del file o
della cartella nella schermata visualizzata.

Operazioni eseguibili mediante un computer
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Nota

Se nella cartella è memorizzato un file
“index.html”, gli altri file e cartelle
contenute nella cartella non vengono
visualizzati.

Folder name (Nome della cartella)
Per specificare la posizione di salvataggio
nella scheda CF inserita nell’alloggiamento
della scheda di memoria. È possibile
immettere la posizione nella casella di testo
oppure fare clic sul pulsante “Browse”
(Scorri) e selezionare la posizione del file o
della cartella nella schermata visualizzata.

Delete (Elimina)
Per eliminare un file o una cartella
salvati nella scheda di memoria inserita
nell’apparecchio.

Operazioni eseguibili mediante un computer

New Folder (Nuova cartella)
Per creare una nuova cartella sulla
scheda di memoria inserita
nell’apparecchio.

Store (Memorizza)
Per avviare il download del file di fermo
immagine o video oppure dei contenuti
della cartella specificata in “Play file/folder
name” (Riproduci nome file/cartella).

Scheduled Download (Download
programmato)
Questa funzione consente di scaricare
periodicamente file di fermo immagine o
video da un server Web/HTTP su una
scheda di memoria inserita
nell’apparecchio. È possibile selezionare il
giorno della settimana, l’ora e l’intervallo.

Check to clear the local folder before
download (Elimina tutti i file dalla
cartella locale)
Se si seleziona questa casella di controllo,
tutti i file nella cartella della scheda CF
(specificata in “Folder name” (Nome della
cartella)) verranno eliminati prima
dell’inizio del download dal server Web/
HTTP. Se questa casella di controllo non è
selezionata, tutti i file nella scheda CF dallo
stesso nome di quelli scaricati dal server
Web/HTTP verranno sovrascritti.

Notas

• Prima di impostare la funzione
“Scheduled Download” (Download
programmato), è necessario configurare
la data e l’ora nella schermata di Setup
(pagina 27).

• Durante l’impostazione dell’ora di inizio
per la funzione di download
programmato, selezionare un’ora per lo
spegnimento del display. Se all’avvio del
download il display è già acceso, la
visualizzazione di immagini sullo
schermo ha la priorità sul download. È
possibile che in tali casi i file non
vengano scaricati correttamente.
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• Durante l’impostazione dell’ora di inizio
per il download, considerare
l’impostazione del timer di accensione/
spegnimento del display e le impostazioni
di Time Table Play (Riproduzione su
orario) (pagina 25).

• Non spegnere il display durante il
download dei file, onde evitare che non
vengano scaricati correttamente.

• Se sulla scheda CF non vi è più spazio
disponibile, si verifica un errore relativo
alla funzione di download programmato e
l’operazione di download automatico del
nuovo contenuto si interrompe.

Local Play (Riproduzione locale)

Questa schermata consente di impostare la
visualizzazione e la riproduzione di file
fermo immagine e video memorizzati su
una scheda CF inserita nell’alloggiamento
della scheda di memoria di BKM-FW50.

Nota

Mediante la funzione Local Play
(Riproduzione locale), è possibile
riprodurre un massimo di 1.000 file,
ciascuno di dimensioni non superiori a
2 GB.

Play file/folder name (Riproduci nome
file/cartella)
Per specificare la posizione dei file di
fermo immagine o video sulla scheda CF. È
possibile immettere la posizione nella
casella di testo oppure fare clic sul pulsante
“Browse” (Scorri) e selezionare la
posizione del file o della cartella nella
schermata visualizzata.
Se è stata specificata una cartella, verranno
riprodotti anche i fermo immagine e i video
presenti nelle eventuali sottocartelle.

Rename (Rinomina)
Rinomina un file o una cartella
memorizzati nella scheda di memoria
inserita nell’apparecchio.

Delete (Elimina)
Per eliminare un file o una cartella
salvati nella scheda di memoria inserita
nell’apparecchio.

Nota

I file vengono riprodotti nell’ordine del
codice ASCII. Si consiglia di assegnare i
nomi ai file in ordine numerico o
alfabetico.

Repeat (Ripeti)
Selezionare questa casella di controllo se si
desidera che i file di fermo immagine o
video vengano riprodotti in modo ripetuto.

Save (Salva)
Per salvare le impostazioni effettuate in
questa schermata.
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Play (Esegui)
Per avviare la riproduzione del file
selezionato o dei file di fermo immagine/
video nella cartella specificata in “Play file/
folder name” (Riproduci nome file/
cartella).

Stop (Arresta)
Per arrestare la riproduzione di fermi
immagine/video avviata facendo clic sul
pulsante “Play” (Esegui).

PC Presentation (Presentazione PC)

Questa schermata consente di avviare e
arrestare la funzione di presentazione su PC
di BKM-FW50. Mostrando il contenuto del
desktop del computer sul display, tale
funzione consente di utilizzare il display
come un monitor esterno per il computer.

Nota

È necessario installare UltraVNC sul
computer per abilitare l’uso della funzione
di presentazione su PC.
UltraVNC è un software libero concesso in
licenza GNU GPL.

Connect PC (Connetti PC)
Selezionare questa voce per abilitare la
funzione di presentazione su PC di BKM-
FW50. È inoltre necessario impostare le
seguenti voci.

IP Address:
Immettere l’indirizzo IP del computer.
Immettere l’indirizzo IP nel formato
“xxx.xxx.xxx.xxx” (dove “xxx” indica
una cifra di non oltre tre numeri)

Password: (Password)
Immettere la password impostata
durante l’installazione di UltraVNC.

PC Resolution:
Selezionare la risoluzione dello
schermo del computer collegato.
Se la risoluzione selezionata in questo
punto non corrisponde a quella reale del
computer, la schermata non viene
visualizzata con le dimensioni corrette.
Selezionare una risoluzione in modo
che le dimensioni della schermata
corrispondano a quelle del display.

Connect (Connetti)
Consente di avviare la funzione di
presentazione su PC. Facendo clic su
questo pulsante, in corrispondenza
dell’indirizzo IP specificato sul display
viene visualizzata la schermata del desktop
del computer.

Disconnect
Selezionare questa voce per disattivare la
funzione di presentazione su PC.

Play Settings
(Impostazioni di riproduzione)

Operazioni eseguibili mediante un computer
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Questa schermata consente di impostare la
funzione di presentazione diapositive, la
visualizzazione automatica e la riproduzione
di file di fermo immagine e video.

Auto Play (Riproduzione automatica)
Questa impostazione consente di
specificare se avviare automaticamente la
riproduzione di file di fermo immagine/
video all’accessione del display in cui è
installato BKM-FW50. Questa voce,
insieme al timer ON del display, consente
inoltre la riproduzione automatica in un
orario programmato.
Per abilitare questa funzione selezionare
l’opzione “On”. Nell’elenco a discesa
“Contents” (Contenuti), selezionare
“Streaming” (riproduzione automatica di
file di fermo immagine e video
memorizzati su di un computer in rete),
“Local” (riproduzione automatica di file di
fermo immagine e video memorizzati su di
una scheda CF inserita nel BKM-FW50), o
“Play List” (riproduzione automatica dei
file di fermo immagine e video definiti in
una Play List previamente creata). “On” p
selezionato.

Check to cancel auto play when
“Scheduled Download” overlaps
(Annulla riproduzione automatica in
caso di conflitti con “Scheduled
Download”)
Se si utilizza la funzione Scheduled
Download (Download programmato)
(pagina 16) in abbinamento con la funzione
Store Local (Memorizzazione locale) della
schermata Player (Lettore) questa casella di
controllo consente di specificare se deve
essere data priorità al download dei dati
della funzione Scheduled Download o ad
Auto Play (riproduzione automatica di file
di fermo immagine o video).

Se la casella di controllo è selezionata,
avranno priorità i download dei dati con la
funzione di Scheduled Download. Se
l’orario specificato di una riproduzione
automatica Auto Play cade durante un
download, la riproduzione automatica del
giorno viene annullata. Se la casella di
controllo non è selezionata, la riproduzione
automatica avrà inizio al termine del
download dei dati.

Slide Show (Presentazione diapositive)
È possibile impostare le seguenti voci per la
funzione di presentazione diapositive.

Interval: (Intervallo)
Consente di specificare l’intervallo di
tempo che intercorre tra un fermo
immagine/video e l’altro.

Background Music: (Musica di
sottofondo)
Consente di specificare la musica di
sottofondo da riprodurre durante la
presentazione diapositive. Per questa
funzione è possibile utilizzare solo file
audio (o cartelle contenenti file audio)
contenuti in una scheda CD inserita nel
BKM-FW50. Verranno riprodotti solo i
file audio contenuti nella cartella
specificata. (I file audio presenti in
eventuali sottocartelle non verranno
riprodotti.)
La musica di sottofondo utilizzata per
la riproduzione su orario può essere
impostata nella schermata di modifica
dell’orario (pagina 25).

Nota

Se è stata specificata una cartella,
prestare attenzione ai seguenti punti.
• Può essere riprodotto un massimo di

1.000 file audio, ciascuno di
dimensioni non superiori a 2 GB.

• I file vengono riprodotti nell’ordine
del codice ASCII. Si consiglia di
assegnare i nomi ai file in ordine
numerico o alfabetico.

Nella casella di testo, è possibile
immettere il nome del file oppure il
nome della cartella, quindi fare clic su
“Browse” (Scorri) e infine specificare il
file nella schermata che viene
visualizzata.

Operazioni eseguibili mediante un computer
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Rename (Rinomina)
Rinomina un file o una cartella
memorizzati nella scheda di memoria
inserita nell’apparecchio.

Delete (Elimina)
Per eliminare un file o una cartella
salvati nella scheda di memoria inserita
nell’apparecchio.

Check to use background music
during video playback (video audio
will be muted) (Seleziona per
utilizzare la musica di sottofondo
durante la riproduzione video
(l’audio del video verrà disattivato)):
Se questa casella di controllo viene
selezionata, la riproduzione della
musica di sottofondo sarà disponibile
durante la riproduzione di qualsiasi file
video contenuto nella presentazione
diapositive, ma l’audio del file video
verrà disattivato.

Check to display still pictures in High
Resolution Mode (Seleziona per
visualizzare i fermi immagine in
modalità ad alta risoluzione):
Se questa casella di controllo è
selezionata, i fermi immagine vengono
riprodotti ad alta risoluzione (WXGA o
XGA). Se nella cartella sono inclusi sia
file video che file di fermo immagine,
lo schermo si spegne per svariati
secondi in modo da commutare la
risoluzione per il passaggio da un fermo
immagine ad un video e viceversa.
Per le immagini immesse, è possibile
selezionare i rapporti di formato
riportati di seguito.

16:9 (WXGA): per visualizzare le
immagini 16:9 a
schermo intero.

4:3 (XGA): per visualizzare le
immagini 4:3 su un
normale schermo in
formato 4:3.

AUTO: consente di rilevare
automaticamente il
rapporto di formato.

Effettuare le selezioni in base ai
rapporti di formato delle immagini che
si desidera visualizzare.
Durante la visualizzazione di file di
fermi immagine, si consiglia di
utilizzare lo stesso rapporto di formato
per ogni file.

Notas

• Durante la riproduzione di immagini
con rapporti di formato misti, è
possibile che sui lati del display
appaiano delle strisce nere o che
l’immagine risulti allungata in senso
longitudinale.

• È inoltre possibile visualizzare fermi
immagine con rapporti di formato
diversi da 16:9 o 4:3, tuttavia nelle
parti superiori, inferiori e laterali del
display potrebbero apparire delle
strisce nere o l’immagine potrebbe
risultare allungata in senso
longitudinale.

• Se la modalità RGB mode del display
è impostata su DTV, l’apparecchio
entra automaticamente in modalità di
sovrascansione e tutto il testo
eventualmente presente sui bordi
esterni dell’immagine viene tagliato.
Per i modelli FWD-40LX1/32LX1R/
50PX2, impostare il modo di
sovrascansione su OFF.

Operazioni eseguibili mediante un computer
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Modo di risoluzione standard
(valori predefiniti): 480p

Modo ad alta risoluzione: 16:9
(WXGA)

Operazioni eseguibili mediante un computer

Fermo immagine immesso

Risoluzione standard
Il fermo immagine immesso viene convertito
nella risoluzione standard e allargato in
base al rapporto di formato del display.

Visualizzazione: schermo intero

Striscia nera

Il fermo immagine viene visualizzato nel
rapporto di formato originale.

Display

Display

Visualizzazione: schermo intero

Fermo immagine immesso

Display

Il fermo immagine viene visualizzato nel
rapporto di formato originale.

Display

Visualizzazione: schermo intero

Display
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Modo ad alta risoluzione: 4:3
(XGA)

Video Resolution (Risoluzione video)
Selezionare Auto, NTSC (480i), NTSC
(480p) o PAL (576p) come risoluzione di
riproduzione video.

Guide Message (Messaggio guida)
Specifica se visualizzare o meno un
messaggio che consente di determinare se il
display è acceso anche quando non sono
visualizzate immagini o video.

Background Color (Colore sfondo)
Selezionare “Black” (Nero), “Dark Gray”
(Grigio scuro) o “Gray” (Grigio) come
colore di sfondo del display quando non
sono visualizzate immagini o video.

Apply (Esegui)
Fare clic qui per salvare le impostazioni.

Schermata Player (Lettore) -
Impostazioni avanzate
Facendo clic sul pulsante “Advanced”
(Impostazioni avanzate) della schermata
Player (Lettore), appariranno tre ulteriori
pulsanti: “List Play” (riproduci playlist)
“Edit Play List” (modifica playlist) e “Time
Table” (orario), che consente di realizzare
ulteriori impostazioni per la riproduzione di
immagini e video. In questa modalità, il
pulsante “Advanced” (Impostazioni
avanzate) diventa “Easy” (Impostazioni
semplificate) che è possibile selezionare per
nascondere nuovamente i tre pulsanti di
impostazione avanzata.

Display

Display

Display

Fermo immagine immesso

Il fermo immagine viene visualizzato nel
rapporto di formato originale.

Visualizzazione: modo normale

Striscia nera

Visualizzazione: schermo intero

Il fermo immagine appare allungato in
senso longitudinale, tuttavia rientra nel
display a schermo intero.
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List Play (Riproduci playlist)

Questa schermata consente di selezionare
una playlist previamente creata e di
effettuare le impostazioni di riproduzione
dei file di fermo immagine e video definiti
in tale playlist.

Nota

Per poter utilizzare la funzione di
riproduzione playlist è necessario che sia
presente una scheda CF nello slot scheda di
memoria dell’apparecchio.

List Name (Nome playlist)
Questo elenco a discesa visualizza il nome
delle playlist previamente create.
Selezionare la playlist da riprodurre.

Preview (Anteprima)
Fornisce un’anteprima della playlist
selezionata in “List Name” (nome playlist).

Repeat (Ripeti)
Selezionare questa casella di controllo per
ripetere la riproduzione della playlist
costantemente.

Save (Salva)
Salva le impostazioni eseguite in questa
schermata.

Play (Riproduci)
Avvia la riproduzione della playlist
selezionata in “List Name”.

Stop (Arresta)
Arresta la riproduzione della playlist
avviata facendo clic sul pulsante “Play”.

Edit Play List (Modifica playlist)

Questa schermata consente di modificare
playlist e di crearne di nuove.

Nota

Per poter utilizzare la funzione di modifica
playlist è necessario che sia presente una
scheda CF nello slot scheda di memoria
dell’apparecchio.

Edit Play List (Modifica playlist)
Questa funzione consente di modificare il
contenuto di playlist previamente create.
Sono disponibili i seguenti pulsanti che
consentono l’esecuzione di modifiche e
altre attività sulla playlist selezionata
nell’elenco a discesa.

Edit (Modifica)
Visualizza una schermata che consente
di modificare il contenuto della playlist
selezionata nell’elenco a discesa.

Operazioni eseguibili mediante un computer
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In questa schermata sono disponibili le
seguenti opzioni per cercare ed
aggiungere alla playlist file di fermo
immagini e video.

• Per aggiungere alla playlist file
immagini e video contenuti nella
scheda CF inserita nello slot scheda
di memoria dell’apparecchio, fare clic
sul pulsante “Browse” (Sfoglia) senza
immettere nulla nel campo “Selected
Folder” (Cartella selezionata).
Verranno visualizzate le cartelle della
scheda CF in una struttura ad albero
sul lato sinistro dello schermo.
Selezionare la cartella che contiene i
file di fermo immagine o video da
aggiungere alla playlist.

• Per aggiungere alla playlist file di
fermo immagine o video presenti su
di un server Web/HTTP, immettere
l’indirizzo del server nel campo
“Selected Folder” (Cartella
selezionata) e fare clic sul pulsante
“Browse” (Sfoglia). Verranno
visualizzate le cartelle del server in
una struttura ad albero sul lato
sinistro dello schermo. Selezionare la
cartella che contiene i file di fermo
immagine o video da aggiungere alla
playlist.

Se è selezionata una cartella della
struttura ad albero, saranno elencati,
accanto alla struttura stessa, i file
contenuti in tale cartella. Dopo aver
selezionato un file, fare clic sul
pulsante “Add” (Aggiungi) per
aggiungerlo alla playlist sul lato destro
dello schermo.

I pulsanti “Up” (Su) e “Down” (Giù)
consentono di modificare l’ordine dei
file nella playlist. Il pulsante “Preview”
visualizza un’anteprima della playlist, e
il pulsante “Delete” consente di
eliminare file dalla playlist. Dopo aver
apportato tutte le modifiche desiderate,
fare clic sul pulsante “OK”. La
schermata di modifica della playlist si
chiude

Preview (Anteprima)
Visualizza, consecutivamente,
un’anteprima dei file di fermo
immagine contenuti nella playlist
selezionata nell’elenco a discesa.

Delete (elimina)
Elimina la playlist selezionata
nell’elenco a discesa.

Download
Esegue il download della playlist
selezionata nell’elenco a discesa dalla
scheda CF al computer. È possibile
apportare modifiche al contenuto della
playlist scaricata aprendola con un
editor di testo. Per ulteriori
informazioni, rivolgersi al rivenditore
Sony più vicino.

Create New Play List (Crea nuova
playlist)
Questa funzione consente di creare una
nuova playlist Immettere il nome della
playlist nella casella di testo, quindi servirsi
dei seguenti pulsanti per creare la playlist.

Create (Crea)
Visualizza una schermata per la modifica
della nuova playlist. Sono disponibili le
stesse opzioni presentate facendo clic sul
pulsante “Edit” (Modifica) nella sezione
“Edit Play List” (Modifica playlist).

Browse (Sfoglia)
Fare clic su questo pulsante per specificare
una playlist salvata sul computer.

Upload (Carica)
Carica la playlist specificata tramite il
pulsante “Browse” (Sfoglia) * sulla scheda
CF. La playlist caricata è aggiunta
all’elenco a discesa presentato nella sezione
“Edit Play List” (Modifica playlist).

Operazioni eseguibili mediante un computer



25

* Il nome del pulsante può variare a
seconda della lingua predefinita del
sistema.

Time Table (Orario)

Questa schermata consente di creare orari e
configurarli per riprodurre immagini e
video in orari predefiniti.

Nota

• Per poter utilizzare la funzione di
configurazione orari è necessario che sia
presente una scheda CF nello slot scheda
di memoria dell’apparecchio.

• Prima di programmare un orario, è
necessario configurare la data e l’ora
nella schermata di Setup (pagina 27).

Time Table Play (Riproduzione su
orario)
Specifica se eseguire la riproduzione sulla
base di un orario.
Se si desidera eseguire riproduzioni
secondo l’orario, fare clic su “ON” e
impostare l’orario settimanale desiderato.

Nota

Se Time Table Play (Riproduzione su
orario) è impostata su “On” le impostazioni
del timer del display principale sono
disabilitate.

Inserire nei vari periodi di ciascun giorno i
dati da riprodurre. Possono essere creati
fino a sette orari diversi (denominati A - G)
ed è possibile specificare, nella
visualizzazione della settimana, in quale
giorno devono essere riprodotti. Per
modificare i contenuti dei vari orari, fare
clic sul pulsante “Go” sul lato destro della
visualizzazione per settimana. Verrà
visualizzata la schermata di modifica degli
orari.

La schermata di modifica degli orari indica
i dati che verranno riprodotti e le relative
impostazioni. Per ciascuna voce
dell’elenco, è possibile specificare
l’ubicazione di memorizzazione, la musica
di sottofondo, nonché configurare l’orario
di inizio e le opzioni di ripetizione.

File/Folder/List Name (Nome file/
cartella/playlist)
Specificare l’ubicazione e il nome del
file del fermo immagine o video da
riprodurre. È possibile specificare
anche la cartella in cui sono
memorizzate le immagini o i video.
• Per specificare file di fermo immagini

o video contenuti nella scheda CF
inserita nello slot schede di memoria
dell’apparecchio, fare clic sul
pulsante  “File Browse” (Sfoglia file)
lasciando vuota la casella di testo, e
specificare il file o la cartella
desiderati nella schermata
visualizzata.

Operazioni eseguibili mediante un computer
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• Per specificare file di fermo
immagine o video contenuti sul
server Web/HTTP, immettere
l’indirizzo del server nella casella di
testo e fare clic sul pulsante  “File
Browse” (Sfoglia file). Specificare
quindi il file o la cartella desiderati
nella schermata visualizzata.

• È possibile specificare anche una
playlist (pagina 23) se è stata creata
precedentemente. Fare clic sul
pulsante “List Browse” (Sfoglia
playlist) e specificare la playlist
desiderata nella schermata
visualizzata.

Background Music (Musica di
sottofondo)
È possibile specificare un file audio da
riprodurre come musica di sottofondo
durante la riproduzione di fermi
immagini. Immettere l’ubicazione del
file audio nella casella di testo, oppure
fare clic su “File Browse” (Sfoglia file)
e specificare il file  audio desiderato.

Start Time (Ora di inizio)
Specifica l’ora di inizio della
riproduzione. Per ripetere
continuamente la riproduzione,
selezionare la casella di controllo
“Repeat” (Ripeti).
L’ora di inizio del primo file dati è
utilizzata come impostazione del timer
di accensione del display.

End time (Ora di fine)
Se si desidera che la riproduzione su
orario abbia termine ad un’ora
specificata, selezionare questa casella
di controllo e specificare l’ora
desiderata.
Questa impostazione è utilizzata come
impostazione del timer di spegnimento
sul display.

Add (Aggiungi)
Aggiunge una nuova voce all’elenco
dei dati da riprodurre.

Delete (Elimina)
Fare clic su questo pulsante per
eliminare le voci la cui casella di
controllo è selezionata.

Save (Salva)
Salva le impostazioni eseguite in questa
schermata.

Dopo aver eseguito tutte le impostazioni
desiderate, fare clic sul pulsante “OK” per
chiudere la schermata di modifica degli
orari. Specificare nella visualizzazione
della settimana in quali giorni deve essere
utilizzato ciascun orario creato (da A a G).
Nella visualizzazione della settimana, fare
clic sul pulsante “PLAY” dell’orario
corrispondente per attivarlo o disattivarlo
nel giorno specificato.

Funzionamento durante la riproduzione
su orario
• Se il display è impostato su Standby, tutte

le riproduzioni rimanenti programmate
nell’orario del giorno sono annullate.

• È possibile arrestare la riproduzione di
ciascun file tramite il pulsante “Stop”
(Arresta). In questo caso, la riproduzione
continua con il file successivo all’orario
specificato per tale file.

• Durante la riproduzione su orario, è
possibile avviare la riproduzione di un
altro file con il pulsante “Play” (Esegui).
In questo caso, la riproduzione continua
con il file successivo all’orario
specificato per tale file.

• Per arrestare la riproduzione su orario,
impostare Time Table Play
(Riproduzione su orario) su “Off,” ed
arrestare la riproduzione del file in corso
con il pulsante “Stop” (Arresta).

Nota

Nei campi Start Time (Ora di inizio) ed
End Time (Ora di fine) è possibile
specificare qualsiasi ora compresa fra 0:00
e 35:59 (11:59 del giorno successivo). Di
conseguenza, gli orari di riproduzione di un
determinato giorno possono sovrapporsi
con gli orari di riproduzione del giorno
seguente. Generalmente, in caso di conflitti
di questo tipo, viene data la precedenza alla
riproduzione programmata per il giorno in
corso. Per ulteriori informazioni, fare
riferimento a “Programmazione di
riproduzione su orario” (pagina 36).
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Modalità di riproduzione in caso di
conflitti con download programmati.
Se si utilizza la funzione Scheduled
Download (Download programmato)
(pagina 16) in abbinamento con la funzione
Store Local (Memorizzazione locale) della
schermata Player (Lettore), le opzioni
“Delay” (Attendi) “Skip” (Salta) o
“Cancel” (Annulla) consentono di
specificare l’azione da eseguire nel caso in
cui l’orario programmato per la
riproduzione di file di fermo immagine o
video sia in conflitto con l’orario
specificato per il download dei dati con la
funzione Scheduled Download.

Delay (Attendi): La riproduzione di
contenuti il cui orario è
in conflitto, ha inizio
non appena ha termine il
download dei dati
programmato con la
funzione Schedule
Download (Download
programmato).

Skip (Salta): I contenuti i cui orari
sono in conflitto
vengono saltati e la
riproduzione viene
riavviata con il
contenuto programmato
successivo.

Cancel (Annulla):Tutte le riproduzioni su
orario del giorno sono
annullate.

Save (Salva)
Salva le impostazioni eseguite in questa
schermata

Schermata Setup (Impostazione)

Questa schermata consente di impostare la
Network Password (password di rete). Le
impostazioni predefinite in fabbrica sono le
seguenti:

Name: (Nome:) root
Password: (Password:) fw50ad

Dopo avere apportato le modiche o
immesso le informazioni, nella parte
inferiore di ciascuna schermata fare clic su
“Apply” (Esegui) per attivare le
impostazioni.
Nei campi di testo non è possibile utilizzare
i caratteri speciali.

Owner Information
(Informazioni sull’utente)

Owner (Utente)
Immettere le informazioni relative
all’utente.

Display Location (Posizione display)
Immettere le informazioni relative alla
posizione di installazione del display.

Nota

Non utilizzare spazi per l’immissione delle
informazioni. Diversamente, è possibile che
il nome del file non venga visualizzato
correttamente.

Memo (Promemoria)
In questo campo, è possibile immettere
informazioni aggiuntive.

Operazioni eseguibili mediante un computer
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Time (Ora)

Time (Ora)
Inserire l’ora e il giorno della settimana.

Network (Rete)

Internet Protocol (TCP/IP) (Protocollo
Internet (TCP/IP))
Selezionare “Specify an IP address”
(Specifica un indirizzo IP) per immettere
ogni valore nella stringa numerica
dell’indirizzo IP.
Selezionare “Obtain an IP address
(DHCP)” (Ottieni un indirizzo IP tramite
DHCP) per acquisire un indirizzo IP
automaticamente dal server DHCP. In
questo caso, l’indirizzo IP cambierà ad ogni
accensione del display collegato a BKM-
FW50.

Nota

BKM-FW50 richiede un indirizzo IP
differente per la funzione di controllo del
display e la funzione di riproduzione di
fermi immagine/video.
L’indirizzo IP per la funzione di controllo
del display può essere impostato nel menu
del display collegato a BKM-FW50. Per
ulteriori informazioni, vedere “Impostazione
di un indirizzo IP per la funzione di
controllo del display” (pagina 9).

Password (Password)
È possibile immettere le informazioni su
nome e password di amministratore e
utente. Il nome dell’amministratore è
impostato su “root” in modo permanente.
Ciascuna voce può contenere un massimo
di 8 caratteri.
Una volta impostati un nome utente e una
password, viene visualizzata la schermata
“Network Password” (Password di rete)
quando viene richiamata la schermata di
controllo del display di BKM-FW50. Per
garantire la sicurezza in rete, si consiglia di
impostare un nome utente e una password.

Mail Report (Report posta elettronica)
Se si verifica un errore della funzione del
display, il sistema invia immediatamente
una notifica mediante un messaggio di
posta elettronica (notifica di errore).

Tuttavia, se non si verifica alcun errore con
il lettore, non verrà inviata alcuna notifica.

Address (Destinazione)
Immettere l’indirizzo e-mail del destinatario.
La notifica di errore può essere inviata a
quattro indirizzi contemporaneamente. Ogni
indirizzo di posta elettronica può essere
costituito da un massimo di 64 caratteri.

Mail Account (Account di posta
elettronica)

Mail Address (Indirizzo di posta
elettronica):
Immettere l’indirizzo di posta
elettronica assegnato.
L’indirizzo di posta elettronica può
essere costituito da un massimo di 64
caratteri.

Outgoing Mail Server (SMTP)
(Server di posta in uscita SMTP)
(Server SMTP):
Immettere l’indirizzo del server di
posta elettronica.
L’indirizzo può essere costituito da un
massimo di 64 caratteri.

Requires the use of POP
Authentication before Send e-mail
(POP before SMTP) (Richiesta
dell’autenticazione POP prima
dell’invio del messaggio di posta
elettronica (POP prima di SMTP)):
Se prima di stabilire la connessione al
server SMTP è necessaria
l’autenticazione POP, selezionare
questa casella di controllo.

Incoming Mail Server (POP3)
(Server posta in arrivo (POP3)):
Immettere qui l’indirizzo del server
POP3 se viene utilizzata
l’autenticazione POP per
l’impostazione “POP before SMTP”.

Account Name (Nome account):
Immettere il nome dell’account di posta
elettronica.

Password (Password):
Immettere la password di posta
elettronica.
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Send Test Mail (Invia messaggio di
prova):
Per verificare se la posta arriva senza
problemi all’indirizzo o agli indirizzi
specificati, selezionare questa casella di
controllo, quindi fare clic su “Apply”.
Verrà inviato un messaggio di posta
elettronica di prova.

Nota

Se una delle voci riportate di seguito non è
impostata o se non è impostata
correttamente, viene visualizzato un
messaggio di errore e il messaggio di posta
elettronica di prova non viene inviato:
• Indirizzo di destinazione
• Indirizzo dell’account di posta elettronica

e indirizzo del server di posta elettronica
(SMTP)

Advanced (Impostazioni avanzate)
Consente di definire le impostazioni
avanzate necessarie per utilizzare vari
software applicativi in rete. Effettuare le
impostazioni come richiesto dai rispettivi
software applicativi.

Advertisement (Pubblicità)
Consente di impostare le funzioni di
pubblicità e trasmissione in rete.

ID Talk
Consente di impostare la funzione ID Talk.
ID Talk è un protocollo che consente il
controllo in rete del display in cui è installato
BKM-FW50. Le voci controllate includono
varie impostazioni e regolazioni, quali la
temperatura e la gamma di colore. Per
informazioni sui comandi ID Talk supportati,
rivolgersi ad un rivenditore Sony.

SNMP
BKM-FW50 è un dispositivo di rete che
supporta il protocollo SNMP (Simple
Network Management Protocol). Oltre a
MIB-II standard, viene inoltre supportato
Sony Enterprise MIB. Questa schermata
consente di effettuare le impostazioni
relative a SNMP.
Per informazioni sui comandi SNMP
supportati, rivolgersi ad un rivenditore
Sony.

Ripristino delle impostazioni predefinite
Per ripristinare i valori predefiniti di tutte le
impostazioni effettuate nella schermata
Setup (Impostazione), tenere premuto il
tasto RESET posto nella parte anteriore del
pannello dell’apparecchio (pagina 5) per
almeno 3 secondi utilizzando un oggetto
appuntito.
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Guida alla soluzione dei problemi
Prima di richiedere assistenza, controllare quanto riportato di seguito. Se il problema persiste,
rivolgersi ad un rivenditore Sony.

Problema Causa/Soluzione

Non è possibile effettuare la
connessione alla rete.

Il supporto di memorizzazione non
viene riconosciuto.

• BKM-FW50 non è installato correttamente nel
display.
t Inserire a fondo l’adattatore BKM-FW50

nell’alloggiamento, quindi stringere le viti
di fissaggio.

• Il cavo non è stato collegato correttamente alla
porta di rete.
t Inserire la spina del cavo nella porta di rete

in modo saldo.

• Le impostazioni di rete sono errate.
t Se viene utilizzato il browser Web del

computer, controllare le impostazioni di
rete del computer stesso.
Tenere premuto il tasto RESET di BKM-
FW50 per almeno 3 secondi e tutte le
impostazioni dell’apparecchio torneranno
alle impostazioni predefinite. Quindi,
effettuare nuovamente l’impostazione.

• Il tipo di cavo è errato.
t Utilizzare un cavo diritto o un cavo

incrociato appropriato per l’ambiente di
rete in uso.

• Il supporto di memorizzazione è danneggiato.
t Utilizzare un altro supporto di

memorizzazione.

• Il supporto di memorizzazione in uso non è
compatibile.
t Utilizzare un supporto di memorizzazione

di un’altra marca.

Guida alla soluzione dei problemi
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Problema Causa/Soluzione

Non è possibile riprodurre i file
salvati nel supporto di
memorizzazione.

Non è possibile salvare i file da un
server ad una posizione locale.

La riproduzione continua non è
disponibile.

Non è possibile visualizzare la
schermata di controllo del display
(schermata Web di visualizzazione
della GUI dell’apparecchio).

• I formati di file sono errati.
t Cambiare il formato dei file in modo

appropriato.

• Nel supporto di memorizzazione sono stati
salvati oltre 1.000 file.
t Rimuovere i file fino a raggiungere un

numero che superi 1.000.

• Presente un file di dimensioni superiori a 2 GB.
t Accertarsi che le dimensioni di nessun file

superi i 2 GB.

• Il supporto di memorizzazione è danneggiato.
t Utilizzare un altro supporto di

memorizzazione.

• Nell’adattatore BKM-FW50 non è stato inserito
alcun supporto di memorizzazione.
t Inserire un supporto di memorizzazione.

• Il supporto di memorizzazione è danneggiato.
t Utilizzare un altro supporto di

memorizzazione.

• Si è verificato un problema con l’ambiente di
rete.
t Controllare le impostazioni di rete.

• Si è verificato un problema con l’ambiente di
rete.
t Controllare le impostazioni di rete.
t È possibile che il traffico di rete sia elevato.

Modificare le impostazioni di rete per
ottenere prestazioni ottimali.

• I formati di file sono errati.
t I formati di file sono errati.

• Utilizzare i pulsanti di aggiornamento o di
ricaricamento del browser Web.

• Accertarsi che l’indirizzo IP sia corretto.

• Utilizzare Internet Explorer 6.0 o versione
successiva.

Guida alla soluzione dei problemi
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Elenco dei codici di errore

Se durante l’uso dell’adattatore BKM-FW50 si verifica un errore, nella schermata
Information (Informazioni) (pagina 12) insieme alle informazioni sull’errore viene
visualizzato un codice.
Nella seguente tabella vengono spiegati il significato dei codici di errore e il modo in cui
affrontare il problema.

Codice di Momento in cui Significato Soluzione possibile
errore si verifica
(Hex)

Streaming Play
(Riproduzione

continua)

0x10

0x11

0x12

0x13

0x14

0x15

0x16

0x20

La cartella/il file specificati
non esistono.
È inoltre possibile che
all’interno della cartella
specificata sia presente un
file denominato
“index.html”.

L’estensione del file
specificato non è
supportata dall’adattatore
BKM-FW50.
Tra le estensioni di file
che è possibile
riprodurre (nessuna
distinzione tra maiuscole
e minuscole):
  Video: mpg, m2v, mpeg
  Fermo immagine: gif,
      png, bmp, jpe, jpg, jpeg

La cartella specificata non
contiene file riproducibili.

Il formato del file
specificato non è
riproducibile.

Il formato del file
specificato (all’interno di
una cartella) non è
danneggiato.

Il file MPEG specificato
(all’interno di una cartella)
è di tipo MPEG1.

Si è verificato un errore di
rete.

Si è verificato un errore del
lettore durante la
riproduzione.

Accertarsi che la cartella/il
file specificati esistano.
In alternativa, spostare il
contenuto della cartella in
una cartella che non
contiene alcun file
denominato “index.html”,
quindi specificare questa
cartella.

Controllare l’estensione
del file specificato.

Accertarsi che nella
cartella siano presenti dei
file con estensione
appropriata.

Controllare il formato del
file.

Controllare il file.

Controllare il file.

Controllare l’ambiente di
rete.

Rivolgersi ad un
rivenditore Sony locale.

Guida alla soluzione dei problemi
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Codice di Momento in cui Significato Soluzione possibile
errore si verifica
(Hex)
0x30

0x31

0x32

0x33

0x34

0x35

0x40

0x50

La cartella/il file specificati
non esistono.

L’estensione del file
specificato non è
supportata dall’adattatore
BKM-FW50.
Tra le estensioni di file
che è possibile
riprodurre (nessuna
distinzione tra maiuscole
e minuscole):
  Video: mpg, m2v, mpeg
  Fermo immagine: gif,
      png, bmp, jpe, jpg, jpeg

La cartella specificata non
contiene file riproducibili.

Il formato del file
specificato non è
riproducibile.

Il formato del file
specificato (all’interno di
una cartella) non è
danneggiato.

Il file MPEG specificato
(all’interno di una cartella)
è di tipo MPEG1.

Si è verificato un errore del
lettore durante la
riproduzione.

Il file/la cartella specificati
non esistono nel server
specificato.
È inoltre possibile che
all’interno della cartella
specificata sia presente un
file denominato
“index.html”.

Accertarsi che
nell’alloggiamento della
scheda di memoria sia
inserita una scheda CF.
Accertarsi inoltre che il
file/la cartella esistano
nella posizione specificata.

Controllare l’estensione
del file specificato.

Accertarsi che nella
cartella siano presenti dei
file con estensione
appropriata.

Controllare il formato del
file.

Controllare il file.

Controllare il file.

Rivolgersi ad un
rivenditore Sony locale.

Accertarsi che il file/la
cartella esistano nella
posizione specificata.
In alternativa, spostare il
contenuto della cartella in
una cartella che non
contiene alcun file
denominato “index.html”,
quindi specificare questa
cartella.

Local Play
(Riproduzione

locale)

Store Local
(Memorizzazione

locale)

Guida alla soluzione dei problemi
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Codice di Momento in cui Significato Soluzione possibile
errore si verifica
(Hex)

Store Local
(Memorizzazione

locale)

0x51

0x52

0x53

0x54

0x55

0x56

0x57

0x58

La cartella nel server
specificato non contiene
file che è possibile
scaricare.

L’estensione del file
specificato non è
supportata dall’adattatore
BKM-FW50.
Tra le estensioni di file
che è possibile
riprodurre (nessuna
distinzione tra maiuscole
e minuscole):
  Video: mpg, m2v, mpeg
  Fermo immagine: gif,
      png, bmp, jpe, jpg, jpeg

La cartella specificata non
esiste nella scheda CF.

Si è verificato un errore di
rete.

La capacità di
memorizzazione nella
scheda CF non è
sufficiente.

Il file/la cartella specificati
per l’eliminazione non
esistono.

Il file specificato per
l’eliminazione è
attualmente in uso.

Il percorso specificato per
la creazione di una nuova
cartella è errato.

Si è verificato un errore di
connessione.

Accertarsi che nella
cartella siano presenti dei
file con estensione
appropriata.

Controllare l’estensione
del file specificato.

Accertarsi che
nell’alloggiamento della
scheda di memoria sia
inserita una scheda CF.
Inoltre, controllare le
cartelle nella scheda CF.

Controllare l’ambiente di
rete.

Controllare la capacità di
memorizzazione residua
nella scheda CF.
Inoltre, eliminare eventuali
file/cartelle non necessari
dalla scheda CF.

Accertarsi che il file/la
cartella specificati esistano
nella scheda CF.

Prima di selezionare un file
per l’eliminazione,
accertarsi che sia chiuso.

Questo errore si verifica se
viene specificata una
nuova cartella inesistente.
Controllare la nuova
cartella.

Guida alla soluzione dei problemi
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Codice di Momento in cui Significato Soluzione possibile
errore si verifica
(Hex)

Store Local
(Memorizzazione

locale)

PC Presentation
(Presentazione PC)

0x59

0x5A

0x70

0x71

Il file o la cartella da
rinominare non esiste.

Esiste già un file o una
cartella con il nome
specificato per il file  o
cartella da rinominare.

Si è verificato un errore di
connessione.
Il server non esiste, non è
in grado di connettersi alla
rete o errori simili.

Il nome utente e la
password immessi sono
errati.

Verificare che il file o la
cartella specificati siano
presenti nella scheda CF.

Specificare un nome
diverso.

Accertarsi che il server sia
in esecuzione e che
l’ambiente di rete sia
operativo.

Accertarsi che il nome
utente e la password
corrispondano a quelli
registrati sul server.

Guida alla soluzione dei problemi
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Ulteriori informazioni

Programmazione di riproduzione su orario

Quando si crea un orario e si imposta l’esecuzione di una riproduzione programmata, è
possibile che, a causa delle impostazioni dell’orario, alcuni dei file fermo immagine e video
non vengano riprodotti. Nella creazione di orari, è possibile specificare come ora di inizio e
di fine riproduzione qualsiasi ora compresa fra 0:00 (mezzanotte del giorno corrente) e 35:59
(11:59 del giorno seguente). Se l’ora di riproduzione dei file è impostata per il giorno
seguente (da 24:00 a 35:59), può entrare in conflitto con l’ora di riproduzione dei file
impostata specificatamente su tale giorno. Di regola, le riproduzioni programmate per il
giorno corrente hanno la precedenza su quelle provenienti dal giorno precedente e i file del
giorno precedente pertanto non saranno riprodotti.

Nota

Se è stato configurato lo spegnimento automatico del display, questo si spegnerà
automaticamente all’ora stabilita anche se è in corso la riproduzione di file.

Ulteriori informazioni
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Caratteristiche
tecniche

Ingresso/uscita
Rete 10BASE-T/100BASE-

TX (la velocità di
connessione alla rete
può variare in base
all’ambiente di rete)

Alloggiamento della scheda di memoria
CF tipo II

USB Tipo A

Generali
Dimensioni (incluse le parti sporgenti)

135 × 32 × 95 mm
(L/A/P)

Peso Circa 300 g
Consumo energetico

Circa 10 W
Temperatura di utilizzo

Da 0°C a +35°C
(temperatura ambiente
in cui il display viene
utilizzato con BKM-
FW50 installato)

Temperatura di deposito
Da –10°C a + 40°C

Indicatori LED Collegamento (verde)/
Funzionamento
(arancione)

Lunghezza del cavo
Massimo 100 m

(categoria 5)

Il design e le caratteristiche tecniche sono
soggetti a modifiche senza preavviso.



Sony Corporation



 2006 Sony Corporation

使用说明书

BKM-FW50

Streaming Receiver
Adaptor

2-891-424-02 (1)



2

使用BKM-FW50 Streaming Receiver Adaptor
■ 未连接网络时

准备

用数码相机拍照

从您电脑上复制静像/
视频文件 1

Memory Stick Duo 2

CF卡

■ 与网络连接时

Web/HTTP服务器 3

上载静像/视频文件

从Web/HTTP服
务器上下载静像/
视频文件

网络

数据流

1 需要存储卡读/写器。 2 需要CF卡插槽转接器。 3 只有Apache和IIS （互联网信息服务器）支持
下载和播放静像和视频文件。

播放存储卡上的静像或视频文件

1“Local Play
（本地播放）”

 第15页

在Flat Panel Display
（平面显示器）上观看须设置

1“Streaming Play
（流媒体播放）”

 第13页

播放从网络上下载的静像或视频文件

准备

从CF卡上保存/播放须设置
1“Store Local（本地存储）”

 第13页

1“Local Play（本地播放）”
 第15页
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4 使用前须知/关于本手册

使用前须知
• 请注意，本装置的软件规格会因改进
而有变更，恕不另行通知。

• 本手册中的某些插图可能与应用软件
的显示屏幕有所不同。

• 为确保安全，仅可将本装置的端口连
接至没有过电压或电压浪涌危险的网
络。

• 本手册中说明的操作步骤仅适用于以
下环境。

操作系统：

Microsoft Windows XP

浏览器：

Microsoft Internet Explorer
6.0 或以上版本

• 以下操作将可能导致数据损坏或CF
（CompactFlash）卡或Microdrive
损坏：
- 读写时弹出CF卡
- 将Microdrive放置在强磁场附近

• Microdrive是微型硬盘驱动器。由于
其使用的是旋转式磁盘存储介质，与
闪存设备（如Memory Stick和CF
卡）相比，Microdrive对震动和碰撞
更加敏感。

• 为确保网络安全，建议设定用户名称
和口令。相关的设定信息，请参阅
“ Setup（ 设 定 ） 屏 幕 ” （ 第 24
页）。

• 由于将本机放置在显示器附近或长时
间操作时会产生高温，故将其从平面
显示器中取出时请务必小心。

关于本手册
本手册说明了在FWD系列平面显示器中
安装BKM-FW50并连接到网络的使用
和操作。

有关显示器的常规操作，请参阅FWD系列
的使用说明书。

...........................................................................................................................................................................

• Microsoft和Windows是微软公司在美国和/或其他国家的注册商标。

• CompactFlash和CF卡是SanDisk USA的商标。

• Microdrive是Hitachi Global Storage Technologies的注册商标。

• Memory Stick和Memory Stick Duo是Sony Corporation的商标。

• 本手册中所提到的其他产品和公司名是其相应公司的商标或注册商标。



5部件和控制器的名称和功能

部件和控制器的名称和功能

3

7

21

4

5 86

1 USB 端口

本端口可用于将来引入的拓展功能。

2 记忆卡插槽盖紧固螺丝

3 网络连接器(10BASE-T/100BASE-
TX)

使用局域网电缆(10BASE-T/
100BASE-TX)将本装置连接至网络。

4 记忆卡插槽盖

5 读写指示灯

本装置读写CF卡期间，指示灯呈绿色点
亮。
插入CF卡前，请务必阅读第4页上的
“使用前须知”。

6 记忆卡插槽

容纳CF卡或Microdrive。

7 RESET（重设）键

按住该键3秒钟，本装置中的所有设定
都恢复至默认值。
执行重设操作时，请确保将本装置上的
显示器设为待机。

8 Eject（弹出）键

按下该键，可以将CF卡从记忆卡插槽中
弹出。
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安装

安装之前

• 请关闭显示器及其它所有同显示器相
连的装置的电源。按如下步骤操作显
示器：按1将显示器设为待机模式，
然后从交流电源插座上断开电源线。

• 安装时，必须将显示器牢固固定好。

按以下步骤将BKM-FW50安装到显示
器内

1 如果安装有可选适配器，用一字螺
丝刀逆时针转动适配器的紧固螺丝
（顶部和底部），将其松开。然
后，小心地将适配器从显示器中拔
出。

2 将BKM-FW50按正确的方向 插入
显示器。
确保适配器牢固地安装到显示器的
内部连接器上。然后，用一字螺丝
刀拧紧紧固螺丝（顶部和底部）并
进行必要的连接。

小心

请勿触摸连接器

请勿触摸显示器内部的连接器。否则，
会导致您本人受伤或本装置故障。
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选项插槽位于显示器左
侧时*

* 选项插槽的位置因型号而异。对于具有多
个选项插槽的型号，请使用支持视频/通讯
功能（VIDEO/COM端口）的插槽。更多
信息，请参阅FWD系列使用说明书。
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安装
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播放CF卡上的静像或
视频
BKM-FW50具有一个支持
CompactFlash卡（不附带）的记忆卡
插槽。如果您将含有数码相机拍摄的图
像的CF卡插入BKM-FW50的插槽中，
可以在显示器上以幻灯片格式查看这些
图像。
可以为静像或视频的播放进行各种设
定。有关设定的信息，请参阅“电脑操
作”一节（第10页）。

兼容媒体和文件格式

媒体： CF (CompactFlash)
卡，微型硬盘

文件格式： JPEG格式、MPEG2格
式等。 （详情请参阅第
12页。）

推荐分辨率： 1360 × 768, 1280 × 768,
1024 × 768

最大分辨率*：2592 × 1944
最小分辨率： 640 × 480
* 分辨率越高，显示的图像越长。

注意

• 以下操作将可能导致数据损坏或CF卡
或Microdrive损坏：
- 读写时弹出CF卡
- 将Microdrive放置在强磁场附近

• CF卡 、 COMPACTVAULT或
Microdrive可以作为BKM-FW50的
存储介质使用。

CF卡

Buffalo： RCF-G256MB (256 MB)
RCF-G512MB (512 MB)
RCF-X64MY (64 MB)
RCF-X256MY (256 MB)
RCF-X512MY (512 MB)

SanDisk： SDCFB 64M (64 MB)
SDCFB 512M (512 MB)
SDCFH 512MB (512 MB)
SDCFH 2GB (2 GB)

Hagiwara Sys-Com：
HPC-CF64V (64 MB)
HPC-CF512V (512 MB)
HPC-CF512ZP (512 MB)

COMPACTVAULT

Sony： RHMD5G (5 GB)

Microdrive

Hitachi： HMS360402D5CF00(2 GB)
HMS360604D5CF00(4 GB)

* 本机对CF卡和Microdrive的兼容性已经勿
庸置疑，但是并不担保兼容所有CF卡和
Microdrive。

插入CF卡

1 用Phillips 螺丝刀取下记忆卡插槽
盖紧固螺丝。

2 打开记忆卡插槽盖并将CF卡插入
记忆卡插槽。

注意

如插图所示，按正确的方向小心插入CF
卡。

将CF卡完全插入插槽，标签
应对准图示箭头方向。

播放CF卡上的静像或视频
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3 重新盖上记忆卡插槽盖，并用
Phillips 螺丝刀拧紧紧固螺丝。

使用幻灯片播放

将含有数码相机拍摄的静像的CF卡插入
BKM-FW50时，本装置将自动探测
JPEG格式的静像文件，并且在显示器
上以幻灯片形式显示这些图像。（此
时，显示器输入信号必须设为OPTION
1 RGB。有关详情，请参见显示器的使
用说明书。）
另外，作为厂家默认设定，BKM-
FW50可以自动以幻灯片形式显示存储
在CF卡上的任何静像或视频。

注意

将Memory Stick Duo 插入BKM-FW50
时，请先将其插入市售的Memory Stick
Duo至CF转接器。

播放方法的详细控制

当显示器通过BKM-FW50与网络相连
时，存储在CF卡上的任何静像或视频文
件都可在显示器上显示。 有关此类设定
和操作的信息，请参阅“电脑操作”一
节（第10页）。

取下CF卡

注意

当读写指示灯闪烁时，表示正在存储或
读取图像。在此期间，切勿弹出CF卡或
关闭电源。 否则，将可能导致数据损坏
或CF卡损坏。

1 用Phillips 螺丝刀取下记忆卡插槽
盖紧固螺丝。

2 按弹出键取下CF卡。

3 重新盖好记忆卡插槽盖，并用
Phillips 螺丝刀拧紧紧固螺丝。

使用网络功能的准备
BKM-FW50可 以 通 过 10BASE-T/
100BASE-TX局域网电缆连接至网络。
连接至局域网时，BKM-FW50的IP地
址可以通过以下两种方法设定。
关于IP地址选择的详情，请咨询您的网
络管理员。
• 为BKM-FW50指定一个固定的IP地址
通常使用这种方法。

• 自动获得IP地址
如果BKM-FW50连接的网络具有
DHCP服务器，您可以让 DHCP服务
器自动指定一个IP地址。请注意，在
这种情况下，安装了BKM-FW50的显
示器每次打开时，IP地址都会改变。

为BKM-FW50指定一个固定的
IP地址

请注意，显示器控制功能和静像/视频播
放功能都需要一个独立的IP地址。有关
IP地址选择的信息，请咨询您的网络管
理员。

为显示器控制功能设定一个IP地址

首先，按照以下步骤为显示器控制功能
指定一个IP地址。用这种方法指定的IP
地址用于从与网络相连的电脑上调用
BKM-FW50的显示器控制功能。也请
参阅显示器的使用说明书。

1 使用匹配的局域网电缆，将安装在
显示器内的BKM-FW50连接至网
络。

2 打开显示器电源并等待30秒钟。

3 按下显示器上的MENU（菜单）
键，打开主菜单。

4 使用M/m键选择 “INITIAL
SETUP/INFORMATION（初始
设定/信息）” ，然后按ENTER
键。随即出现“INITIAL
SETUP/INFORMATION（初始
设定/信息）” 菜单。

5 使用M/m键选择“IP Address
Setup（IP地址设定）”，然后按
ENTER键。

播放CF卡上的静像或视频/使用网络功能的准备
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6 使用M/m键选择“Manual（手
册）”，然后按ENTER键。

7 输入必填项目。

1) 使用M/m键选择所要手工输入的

项目，然后按ENTER键。所选项
目的最左侧字段出现一个光标。

2) 使用M/m键或遥控器上的数字键
输入一个3位数字(0 - 255)。 当您
按ENTER键或,键时，光标移
到右侧的下一字段。按同样方法
输入一个数字。

3) 当该项目的所有四个字段都设定
完毕时， 按ENTER键或,键，
确认对该项目的输入。

4) 按同样方法对其它项目进行设
定。

8 使用M/m键选择“Execute（执
行）” ，然后按ENTER键。

下一步， 为静像/视频播放功能指定一
个IP地址。

为静像/视频播放功能设定一个IP地址

1 启动电脑浏览器（Internet Ex-
plorer 6.0或以上版本）。

2 将指定给显示器控制功能的IP地址
输 入 到 地 址 字 段 中 ， 格 式 为
“http://xxx.xxx.xxx.xxx”。然
后按键盘上的ENTER键。
如果已设定用户名称和口令，将会显
示“Network Password（网络口
令）”屏幕。请输入设定的用户名称
和口令。然后执行下一步。

3 单击“Setup（设定）”标签。
出现“Setup（设定）”屏幕。该屏
幕使您可以设定Network Password
（网络口令）。厂家默认设定如下：

名称：root
口令：fw50ad

4 单击“Network（网络）”键。

5 在“Internet Protocol （互联网
协 议 ） (TCP/IP)” 下 ， 单 击
“Specify an IP address（指定IP
地址）”。然后在输入字段中输入
静像/视频播放功能的IP地址。

6 单击“Apply（应用）”。

自动获得IP地址

如果您按下述方法设定显示器，网络上
的DHCP 服务器可以自动指定IP地址。

1 使用匹配的局域网电缆，将安装在
显示器内的BKM-FW50连接至网
络。

2 打开显示器电源并等待30秒钟。

3 按下显示器上的MENU（菜单）
键，打开主菜单。

4 使用M/m键选择“INITIAL
SETUP/INFORMATION（初始
设定/信息）” ，然后按ENTER
键。随即出现“INITIAL
SETUP/INFORMATION（初始
设定/信息）” 菜单。

5 使用M/m键选择“IP Address
Setup（IP地址设定）”，然后按
ENTER键。

6 使用M/m键选择“DHCP”，然后
按ENTER键。

7 使用M/m键选择“Execute（执
行）” ，然后按ENTER键。

注意

因所使用的路由器而异，您可能无法获
得正确的IP地址。使用前，请阅读路由
器的说明书并掌握其操作方法。

检查自动指定的IP地址

当自动指定IP地址后，可以按如下方法
调出BKM-FW50的显示器控制屏幕，
并检查哪个IP地址已被指定。每次打开
显示器电源时，该IP地址都会改变，因
此，每次显示器电源关闭后又重新打开
时，必须检查这里所说的IP地址。

使用网络功能的准备
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1 按下显示器上的MENU（菜单）
键，打开主菜单。

2 使用M/m键选择“INITIAL
SETUP/INFORMATION（初始
设定/信息）” ，然后按ENTER
键。随即出现“INITIAL
SETUP/INFORMATION（初始
设定/信息）” 菜单。

3 使用M/m键选择
“INFORMATION（信息）” ，
然后按ENTER键。

4 检查“IP address （IP地址）”
字段中显示的IP地址。

电脑操作

控制显示器

您可以在电脑屏幕上对显示器进行各种
各样的设定。
确保BKM-FW50 正确地安装到显示器
上，并且 BKM-FW50、电脑、路由器
或集线器已正确用网络电缆连接好。 然
后打开显示器、电脑和路由器或集线器
的电源。
具有五个显示屏幕，按功能划分为：
“Information（信息）” 屏幕、
“Configure（配置）” 屏幕、
“Control（控制）” 屏幕，“Player
（播放器）”屏幕和“Setup（设
定）”屏幕。

有关各个键的功能的详情，请参阅FWD系
列使用说明书。

1 启动电脑浏览器（Internet
Explorer6.0或以上版本）。

2 将指定给显示器控制功能的IP地址
输 入 到 地 址 字 段 中 ， 格 式 为
“http://xxx.xxx.xxx.xxx”。然
后按键盘上的ENTER键。
如果已设定用户名称和口令，将会显
示“Network Password（网络口
令）”屏幕。请输入设定的用户名称
和口令。然后执行下一步。

3 单击屏幕顶部的功能标签，选择想
要的屏幕。

使用网络功能的准备/电脑操作
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设定各屏幕上的项目

Information（信息）屏幕

该屏幕显示型号名称、系列号和显示器
的其它信息，以及当前电源状态和输入
信号选择。
本屏幕只显示信息。没有项目可进行设
定。
本屏幕也显示错误信息。

有关错误信息的详情，请参见“错误代
码列表”（第28页）。

Clear（删除）

使您可以删除显示在Player Error
History（播放器错误历史纪录）中的
错误信息。

注意

Player Error History（播放器错误历
史纪录）中按照错误发生的时间顺序排
列，最多可以显示30个错误。当达到最
大数目后又发生新的错误时，将会删除
老的错误信息（从最老的错误信息开始
删起）。

Configure（配置）屏幕

Timer（时钟）

使您可以对时钟功能进行设定。
结束时，单击“Apply（应用）”。

Screen Saver（屏幕保护）

使您可以对屏幕保护功能进行设定。
结束时，单击“Apply（应用）”。

Picture and Picture（双画面）

使您可以对双画面功能进行设定。
结束时，单击“Apply（应用）”。

注意

• 有关这些功能的详情，请参阅FWD系
列使用说明书。并不是所有型号的显
示器都支持所有的功能。

• 在设定“Timer（时钟）”功能前，
请确保在Setup（设定）屏幕（第24
页）上配置时间设定。

电脑操作
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Control（控制）屏幕

POWER（电源）

打开或关闭显示器。

INPUT（输入）

使您可以选择输入信号。

PICTURE MODE（图像模式）

使您可以选择图像模式。

ASPECT（宽高比）

使您可以调节图像的宽高比。

CLOSED CAPTION（字幕）

使您可以控制屏幕上的字幕显示。

Volume（音量）＋/－ 键
调节显示器音量。

Contrast （对比度）＋/－ 键
调节屏幕对比度。

Brightness（亮度） ＋/－ 键
调节屏幕亮度。

Chroma（色调） ＋/－ 键
调节色彩浓度。

Phase（相位） ＋/－ 键
调节色彩平衡。

Reset（重设）键

将 从 “ Contrast（ 对 比 度 ） ” 到
“Phase（相位）”的设定重设为其厂
家默认的设定值。

注意

• 有关各项功能的详情，另请参阅显示
器的使用说明书（FWD系列）。

• 根据显示器型号的不同，该屏幕上的
某些功能可能不可用。另外，某些
PICTURE MODE（图像模式）设定
的某些功能可能已禁用。

• 无输入信号时，可能无法调节该屏幕
上的功能。

Player（播放器）屏幕

该屏幕使您可以对静像和视频的播放，
以及BKM-FW50的PC Presentation
（电脑演示）功能进行设定。

支持的文件格式

静像和视频播放支持下列文件格式。

文件类型 文件格式 扩展名

静像 JPEG格式 jpg、jpe、jpeg

GIF格式 gif

PNG格式 png

BMP格式 bmp

视频* MPEG2 PS     mpg、m2v、

格式                 mpeg

（可达15Mbps;

建议480i/480p/

576p）

音频 MP3 格式 mp3

* 视频文件内的音频格式：

• 线性PCM

• MPEG-1音频第二层(MP2)

• MPEG-1音频第三层(MP3)

电脑操作
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文件名中的禁用字符

本机的文件名中不能使用以下字符。 无法读

取包含以下字符的文件名：

\ : / * ? " < > | # { } % & ~ ' , ;

关于文件夹子级别

本机最多可支持32个文件夹子级别。

支持的服务器

支持下列Web/HTTP服务器格式：
• Apache
• IIS
必须事先安装服务器软件。有关详情，请
咨询每个服务器软件各自的使用说明书。

Streaming Play（流媒体播放）

该屏幕使您可以对存储在Web/HTTP服
务器上的静像和视频文件的显示和播放
进行设定。

注意

Streaming Play（流媒体播放）最多可
播放1000个文件。每个文件的大小不能
超过2 GB。

Server Address（服务器地址）

输入存储静像或视频文件的Web/HTTP服
务器的地址。当输入服务器的地址时，请
按“http://xxx.xxx.xxx.xxx”（“xxx”
表示不超过3位的数字）格式输入。

Play file/folder name（播放文件/文件
夹名）

在“Server Address（服务器地址）”
字段中指定的 Web/HTTP服务器上指
定静像和视频文件的地址。您可以在文
本框中输入地址，也可以单击“Browse
（浏览器）”键，在随即出现的窗口中
选择文件或文件夹的地址。

注意

• 如果文件夹内存储有“index.html”
文件，则不再显示该文件夹内包含的
其它文件和文件夹。

• 仅播放指定文件夹中的静像和视频。
不播放任何子文件夹中所保存的静像
和视频。

• 文件以ASCII 码的顺序播放。建议以
字母或数字顺序命名文件。

Repeat（重复）

如果想要重复播放静像和视频文件，请
勾选此复选框。

Save（保存）

保存在本屏幕上所做的设定。

Play（播放）

启动所选文件或在“Play file/folder name
（播放文件/文件夹名）”中指定的文件夹
中的静像/视频文件的播放。

Stop（停止）

停止通过单击“Play（播放）”键开始
的静像/视频播放。

Store Local（本地存储）

电脑操作
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该屏幕使您可以下载存储在Web/HTTP
服务器上的静像/视频播放文件，并可将
其保存在插在BKM-FW50的记忆卡插
槽内的CF卡上（不附带）。

注意

使用Store Local（本地存储）最多可下
载1,000个文件。每个文件的大小不能超
过2 GB。

Server Address（服务器地址）

输入Web/HTTP服务器的IP地址。

Play file/folder name（播放文件/文件
夹名）

在“Server Address（服务器地址）”
字段中指定的Web/HTTP服务器上指定
静像和视频文件的地址。您可以在文本
框中输入地址，也可以单击“Browse
（浏览器）”键，在随即出现的窗口中
选择文件或文件夹的地址。

注意

如果文件夹内存储有“index.html”文
件，则不再显示该文件夹内包含的其它
文件和文件夹。

Folder name（文件夹名称）

指定保存在插入存储卡插槽内的CF卡上
的地址。您可以在文本框中输入地址，
或者在出现的屏幕上单击“Browse（浏
览器）”按钮并选择文件或文件夹地
址。

Delete （删除）

删除一个保存在插入本机的存储卡上
的文件或文件夹。

New Folder （新文件夹）

在插入本机的存储卡上创建一个新文
件夹。

Store（存储）

开始下载静像或视频文件，或在“Play
file/folder name（播放文件/文件夹名）”
中指定的文件夹中的内容。

Scheduled Download（定期下载）

该功能使您能够定期将静像或视频文件从
Web/HTTP服务器下载到一个插入的存储
卡中。您可以选择星期几、时间和时间间
隔。

Check to clear the local folder be-
fore download（勾选此复选框在下载
前清空本地文件夹）

选中此复选框后，从Web/HTTP服务器开
始下载前，系统会删除CF卡上文件夹中的
所有文件（“Folder name（文件夹名
称）”中指定的）。未选中此复选框时，
从Web/HTTP服务器下载的内容会覆盖与
其同名的CF卡上的任何文件。

注意

• 在设定“Scheduled Download（定
期下载）”功能前，请确保在Setup
（设定）屏幕（第24页）上配置时间
设定。

• 当为定期下载设置开始时间时，请选择
一个显示器将要被关闭的时间。如果显
示器在下载开始时已打开，在屏幕上显
示图像将优先于下载，此时，可能无法
正确下载文件。

电脑操作



15

• 当为下载设置开始时间时，也要考虑到
在显示器上打开/关闭定时器设置，以及
Time Table Play（时间表播放）设置
（第22页）。

• 当正在下载一个文件时，切勿关闭显
示器。否则，可能会导致文件无法正
确下载。

• 当CF卡上没有剩余空间时，定期下载功
能将会产生错误，并且将会停止自动下
载新内容。

Local Play（本地播放）

该屏幕使您可以对BKM-FW50记忆卡
插槽内插入的CF卡上存储的静像和视频
文件的显示和播放进行设定。

注意

Local Play（本地播放）最多可播放
1000个文件。每个文件的大小不能超过
2 GB。

Play file/folder name（播放文件/文件
夹名）

指定CF卡上的静像或视频文件的地址。
您可以在文本框中输入地址，也可以单
击“Browse（浏览器）”键，在随即出
现的窗口中选择文件或文件夹的地址。
指定文件夹后，还会播放所有子文件夹
中保存的静像和视频。

Rename（重命名）

重命名插入本机的记忆卡上保存的文
件或文件夹。

Delete（删除）

删除一个保存在插入本机的存储卡上
的文件或文件夹。

注意

文件以ASCII 码的顺序播放。建议以字
母或数字顺序命名文件。

Repeat（重复）

如果想要重复播放静像和视频文件，请
勾选此复选框。

Save（保存）

保存在本屏幕上所做的设定。

Play（播放）

启动所选文件或在“Play file/folder name
（播放文件/文件夹名）”中指定的文件夹
中静像/视频文件的播放。

Stop（停止）

停止通过单击“Play（播放）”键开始
的静像/视频播放。

电脑操作
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PC Presentation（电脑演示）

该屏幕使您可以启动和停止BKM-
FW50的PC Presentation（电脑演示）
功能。通过在显示器上显示电脑桌面的
内容，PC Presentation（电脑演示）
功能使您可以将显示器用作电脑的外部
监视器。

注意

如要启用PC Presentation（电脑演
示）功能，电脑必须安装UltraVNC。
UltraVNC为GNU GPL授权下的免费软
件。

Connect PC(连接电脑)

选 择 该 项 启 用 BKM-FW50的 PC
Presentation（电脑演示）功能。以下
各项也需要设定。

IP Address（IP地址）：

输入电脑的IP地址。

请按“xxx.xxx.xxx.xxx”

（“xxx”表示不超过3位的数字）

格式输入IP地址。

Password（口令）：

输入安装UltraVNC期间设定的口
令。

PC Resolution（电脑分辨率）:

选择所连接的电脑的屏幕分辨率。
如果此处选择的分辨率与电脑的实际
分辨率不同，将不能以正常尺寸显示
屏幕。请选择能够使屏幕尺寸与显示
器匹配的分辨率。

Connect（连接）

启动PC Presentation（电脑演示）功
能。单击此按钮时，显示器上出现指定
IP地址的电脑的桌面屏幕。

Disconnect（断开）

选择该项禁用PC Presentation（电脑
演示）功能。

Play Settings（播放设定）

该屏幕使您可以对幻灯片播放功能以及
静像和视频文件的自动显示和播放功能
进行设定。

Auto Play（自动播放）

该项设定是否在安装了BKM-FW50的
显示器打开时自动开始播放静像/视频文
件。
该功能也可与显示器的ON时钟相结合
使用，允许在预定时间开始自动播放。
要启用该功能，请选择“On”设定。从
“Contents（内容）”下拉列表中，选
择“Streaming（流媒体）”（网络中
存储在电脑上的静像/视频文件的自动播
放 ） 、 “ Local（ 本 地 ） ” （ 插 入
BKM-FW50的CF卡上存储的静像/视频
文件的自动播放）或者“Play List（播
放列表）”（根据先前创建的播放列表
播放静像/视频文件）。出厂默认设置为
“On”。

电脑操作
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Check to cancel auto play when
“cheduled Download”overlaps（勾
选此复选框在“Scheduled Download
（定期下载）”重叠时取消自动播放）

使用Player（播放器）屏幕上Store
Local（本地存储）下的Scheduled
Download（定期下载）功能（第14
页）时，请指定是将优先权赋予通过
Scheduled Download（定期下载）功
能获取的数据下载内容还是将优先权赋
予Auto Play（自动播放）（静像或视
频文件的自动播放）。

选中此复选框后，使用Scheduled
Download（定期下载）功能获取的数
据下载内容会获得优先权。如果在下载
期间减少Auto Play（自动播放）的指
定时间，则会取消当天的自动播放。未
选中此复选框时，Auto Play（自动播
放）会在数据下载完成后启动。

Slide Show（幻灯片播放）

以下项目可对幻灯片播放功能进行设
定。

Interval（时间间隔）：

设定切换到下一张静像/视频的时间间
隔。

Background Music（背景音乐）：

使您可以设定幻灯片播放期间所要播
放的背景音乐。该功能仅可以使用插
入BKM-FW50的CF卡上存储的音乐
文件（或包含音乐文件的文件夹）。
仅播放指定文件夹中的音乐文件。
（不会播放保存在任何子文件夹中的
音乐文件。）
可在时间表编辑屏幕中设置用于时间
表播放的背景音乐（第23页）。

注意

指定文件夹后，请特别注意以下几
点。
• 最多可播放1,000个音乐文件。每
个文件的大小不能超过2 GB。

• 文件以ASCII码的顺序播放。建议
以字母或数字顺序命名文件。

您可以在文本框中输入文件名，或者
输入文件夹名，单击“浏览”按钮，
然后在出现的屏幕内指定文件。

Rename（重命名）

重命名插入本机的记忆卡上保存的文
件或文件夹。

Delete（删除）

删除一个保存在插入本机的存储卡上
的文件或文件夹。

Check to use background music

during video playback（video audio

will be muted） （勾选此复选框在视频

播放期间使用背景音乐（视频音频静

音））：

若此复选框被选中，播放任何包含在
幻灯片显示内的视频文件时，能够进
行背景音乐播放，但是视频文件内包
含的音频将静音。

Check the display still pictures in

High Resolution Mode（勾选此复选

框以高分辨率模式显示静像）：

若此复选框被选中，将以高分辨率
（WXGA或XGA）显示静像。如果
文件夹既包含视频文件又包含静像，
从静像变到视频（或从视频变到静
像）时，屏幕将关闭几秒钟以切换分
辨率。
输入图像的屏幕宽高比可以选择如
下。

电脑操作
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16:9 (WXGA)：可以全屏显示观看
16:9图像。

4:3 (XGA)： 可以在4:3正常屏幕
下观看4:3图像。

AUTO： 可以自动检测屏幕
宽高比。

您可以根据所要观看的图像的屏幕宽
高比进行选择。
观看静止图像文件时，建议每个文件
的屏幕宽高比设置相同。

注意

• 用多种屏幕宽高比播放文件时，显
示器的左右任一侧都可能会出现黑
条，图像也可能会被纵向延长。

• 也可以显示屏幕宽高比不是16:9或
4:3的静止图像，但是显示器的顶
部、底部和左右任一侧都可能会出
现黑条，图像也可能会被纵向延
长。

• 当显示器上的RGB模式被设为
DTV模式时，本机将自动进入整
体扫描模式，并将删除图像外边缘
的任何文本。对于FWD-40LX1/
32LX1R/50PX2，请将整体扫描
模式设为OFF。

电脑操作

标准分辨率模式（默认值）：480p

输入静止图像

显示器

显示器：全屏模式

显示器

显示器

标准分辨率
输入的静止图像被转换为标准分辨
率，并且根据显示器的屏幕宽高比进
行放大。

输入的静止图像以原始的屏幕宽高比
显示。

黑条
显示器：全屏模式
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高分辨率模式：16:9 (WXGA) 高分辨率模式：4:3 (XGA)

电脑操作

输入静止图像

显示器

显示器：全屏模式

显示器

显示器

输入的静止图像被纵向延伸，并充满
整个屏幕。

输入的静止图像以原始的屏幕宽高比
显示。

黑条

显示器：正常模式

输入静止图像

显示器

显示器：全屏模式

显示器

输入的静止图像以原始的屏幕宽高比
显示。
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Video Resolution（视频分辨率）

选择与视频播放分辨率相同的Auto、
NTSC (480i)、NTSC (480p)或PAL
(576p)。

Guide Message（指示消息）

指定是否显示一条消息，以便在未播放
静像或视频时使您了解显示器是否处于
打开状态。

Background Color（背景颜色）

在未播放静像或视频时，请选择
“Black（黑色）”、“Dark Gray（深
灰色）”或“Gray（灰色）”作为要使
用的显示颜色。

Apply（应用）

单击该项保存设定。

Player（播放器）屏幕（高级设定）

单 击 Player（ 播 放 器 ） 屏 幕 上 的
“Advanced（高级）”键时，会出现
三个键小List Play（列表播放）”、
“Edit Play List（编辑播放列表）”和
“Time Table（时间表）”，使用这些
键可对静像和视频播放进行更高级的设
定。在此状态中，“Advanced（高
级）”键切换为“Easy（简单）”键，
单击此键可以隐藏三个高级设定键。

List Play（列表播放）

该屏幕使您可以选择先前所创建的播放
列表，并且根据选中的播放列表来设定
播放静像和视频文件。

注意

要使用播放列表的播放功能，则必须将
CF卡插入本机的记忆卡插槽中。

List Name（列表名称）

先前所创建的播放列表会显示在下拉列
表中。选择播放的播放列表。

Preview（预览）

预览当前“List Name（列表名称）”
中选中的播放列表。

Repeat（重复）

选中该复选框可重复播放播放列表。

Save（保存）

保存本屏幕上所做的设定。

Play（播放）

启动“List Name（列表名称）”中所
选的播放列表的播放。

Stop（停止）

停止通过单击“Play（播放）”键开始
的播放列表的播放。
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Edit Play List（编辑播放列表）

该屏幕使您可以编辑播放列表，并新建
播放列表。

注意

要编辑播放列表，则必须将CF卡插入本
机的记忆卡插槽中。

Edit Play List（编辑播放列表）

该功能可用于更改先前所创建的播放列
表的内容。使用以下按键可对下拉列表
中所选的播放列表执行编辑和其他任
务。

Edit（编辑）

显示更改下拉列表中所选播放列表内
容的屏幕。

在该屏幕上，可以通过以下操作来浏
览要添加到播放列表的静像和视频文
件。
• 要将静像或视频文件添加到CF卡
（插在本机的记忆卡插槽中）的播
放 列 表 ， 请 未 在 “ Selected
Folder（选定文件夹）”中输入任

何内容的情况下单击“Browse
（浏览）”键。CF卡上的文件夹
以树结构显示于屏幕左侧。选择包
含要添加到播放列表的静像或视频
文件的文件夹。

• 要将静像或视频文件添加到Web/
HTTP服务器的播放列表，请在
“Selected Folder（选定文件
夹）”中输入服务器的地址，然后
单击“Browse（浏览）”键。服
务器上的文件夹以树结构显示于屏
幕左侧。选择包含要添加到播放列
表的静像或视频文件的文件夹。

在树结构中选择文件夹时，在树结构
旁会列出该文件夹所包含的文件。选
择文件后，单击“Add（添加）”
键，该文件就会被添加到屏幕右侧的
播放列表。
使用“Up（向上）”和“Down（向
下）”键可更改播放列表中的文件顺
序，“Preview（预览）”键可预览
播放列表，“Delete（删除）”键可
从播放列表中删除文件。完成对播放
列表的编辑后，请单击“OK（确
定）”键。播放列表编辑屏幕关闭。

Preview（预览）

按顺序显示静像文件（下拉列表中选
定的播放列表中所包含的）的预览。

Delete（删除）

从列表中删除下拉列表中选定的播放
列表。

Download（下载）

将下拉列表中选定的播放列表从CF卡
下载到电脑。通过使用文本编辑器或
相似软件编辑下载的播放列表，可更
改播放列表的内容。有关详情，请咨
询最近的Sony销售商。

Create New Play List（新建播放列
表）

该功能可用于新建播放列表。在文本框
中为播放列表输入一个名称，然后使用
以下按键创建播放列表。

Create（创建）

显示编辑新建播放列表的屏幕。该屏幕
上的可用操作与单击“Edit Play List
（编辑播放列表）”部分的“Edit（编
辑）”键时的操作相同。

电脑操作
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Browse（浏览）

单击该键可指定已保存在电脑上的播放
列表文件。

Upload（上载）

将使用“Browse（浏览）”键*指定的
播放列表上载到CF卡。上载的播放列表
文件被添加到“Edit Play List（编辑播
放列表）”部分中的下拉列表。

* 按键名称取决于操作系统语言。

Time Table（时间表）

使用该屏幕可以创建时间表，并且可配
置它们以便在任何时间段播放任何静像
或视频文件。

注意

• 要使用时间表功能，则必须将CF卡插
入本机的记忆卡插槽中。

• 在安排时间表前，请确保在Setup（设
定）屏幕（第24页）上配置时间设
定。

Time Table Play（时间表播放）

指定是否按照时间表执行播放。
按 照 时 间 表 执 行 播 放 时 ， 请 单 击
“ON”，然后设定周播放时间表。

注意

当Time Table Play（时间表播放）被
设为“On”时，会禁用主显示器上的定
时器设置。

对于时间表中的每一天，指定每个时间
段要播放的数据。最多可以创建七个时
间表（A到G），并且可在周时间表显
示上指定每周哪几天要使用上述时间
表。要编辑每个时间表的内容，请单击
周时间表显示右边的“Go（转到）”
键。出现时间表编辑屏幕。

在时间表编辑屏幕上，列出了播放数据
和设定。对于列表中的每个项目，可以
指定播放数据的保存位置和背景音乐，
并且配置播放开始时间和重复设定。

File/Folder/List Name（文件/文件夹/

列表名称）

指定要播放的静像或视频文件的保存
位置和文件名。还可以指定保存静像
或视频文件的文件夹。
• 要从CF卡（插在本机的记忆卡插
槽中）指定静像或视频文件，请未
在文本框中输入任何内容的情况下
单击“File  Browse（文件浏
览）”键，然后在出现的屏幕上指
定一个文件或文件夹。

• 要从Web/HTTP服务器指定静像
或视频文件，请在文本框中输入服
务器的地址，单击“File Browse
（文件浏览）”键，然后在出现的
屏幕上指定一个文件或文件夹。

• 如果创建了播放列表，还可以指定
播放列表（第20页）。单击“List
Browse（列表浏览）”键，然后
在出现的屏幕上指定一个播放列
表。

电脑操作
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Background Music（背景音乐）

播放静像时，可指定一个音乐文件以
用作背景音乐。在文本框中输入音乐
文 件 的 位 置 ， 或 者 单 击 “ File
Browse（文件浏览）”键，然后指定
一个音乐文件。

Start Time（开始时间）

指定数据播放开始的时间。要重复播
放数据，请选中“Repeat（重复）”
复选框。
第一个数据文件的开始时间可以用作
打开显示器上的定时器设置。

End Time（结束时间）

如果要按照时间表进行的播放在特定
时间结束，请选中该复选框，并且指
定一个结束时间。
该设定可以用作关闭显示器上的定时
器设置。

Add（添加）

将新项目添加到要播放的数据列表。

Delete（删除）

选中列表中项目前端的复选框后，单
击该按键从列表中删除那些项目。

Save（保存）

保存本屏幕上所做的设定。

完成设定后，请单击“OK（确定）”
键以关闭时间表编辑屏幕。对于所创建
的每个时间表（A到G），在周时间表
显示上指定每周哪几天要使用该时间
表 。 每 次 单 击 周 时 间 表 显 示 上 的
“PLAY（播放）”图标可打开或关闭
指定星期几的指定时间表。

时间表播放期间的操作

•  当显示器被设为Standby（待机）
时，系统会取消当天按时间表进行的
所有剩余的播放计划。

• 在播放期间，可使用“Stop（停
止）”键停止播放所有文件。在此情
况下，在该文件的计划开始播放时
间，时间表播放会从时间表中的下一
个文件开始继续播放。

• 在时间表播放期间，可以使用“Play
（播放）”键开始播放其他文件。在
此情况下，在该文件的计划开始播放
时间，时间表播放会从时间表中的下
一个文件开始继续播放。

• 要停止时间表播放，请将Time Table
Play（时间表播放）设为“Off”，
并使用“Stop（停止）”键停止当前
正在播放的文件。

注意

对于数据播放开始时间和时间表结束时
间，可在0:00到35:59（第二天上午11:
59）范围内指定一个时间。结果是，设
定在第二天某时间段中播放的数据可能
会被计划在那天开始播放的时间表内容
所取代。通常，当播放时间段重叠（像
上述情况）时，计划当天进行的播放总
是会获得优先权。有关详情，请参阅
“按时间表定期播放”（第31页）。

Play mode when“Scheduled
Download”overlaps（（定期下）重
叠时的播放模式）

使用Player（播放器）屏幕上Store
Local（本地存储）下的Scheduled
Download（定期下载）功能（第14
页）时，如果根据时间表播放静像或视
频文件的计划时间与使用Scheduled
Download（定期下载）功能获取下载
数据的指定时间重叠，请根据要执行的
操作指定“Delay（延迟）”、“Skip
（跳过）”或“Cancel（取消）”。

Delay（延迟）： 使 用 Schedule
Download（定期下
载）功能完成数据
下载后，开始重叠
内容的播放。

Skip（跳过）： 仅 跳 过 重 叠 的 内
容，然后再从下一
计 划 内 容 开 始 播
放。

Cancel（取消）：取消当天按时间表
进行的所有播放。

Save（保存）

保存本屏幕上所做的设定。

电脑操作



24

Setup（设定）屏幕

该屏幕使您可以设定Network Password
（网络口令）。厂家默认设定如下：

名称：root
口令：fw50ad

当您做出某些改变或输入信息后，单击
每一屏幕底部的“Apply（应用）”来
使这些设定生效。
文本字段中不可使用特殊字符。

Owner Information（用户信息）

Owner（用户）

在此处输入用户信息。

Display Location（显示器位置）

在此处输入有关显示器安装位置的信
息。

注意

输入信息时，切勿使用空格。否则将会
导致文件名显示不正确。

Memo（备忘录）

在此处输入补充信息。

Time（时间）

Time（时间）

在此处输入时间和星期日期。

Network（网络）

Internet Protocol（互联网协议）
(TCP/IP)

选择“Specify an IP address（指定IP
地址）”，输入IP地址数字型字符串中
的每个值。
选择“Obtain an IP address（获得IP
地址）(DHCP)”，从DHCP服务器上
自动获得IP地址。在这种情况下，安装
到BKM-FW50的显示器每次打开时，
IP地址都会改变。

注意

BKM-FW50的显示器控制功能和静像/
视频播放功能都需要一个独立的IP地
址。
用于显示器控制功能的IP地址可以利用
安装了BKM-FW50的显示器菜单进行
设定。有关详情，请参阅第8页的“为
显示器控制功能设定一个IP地址”。

Password（口令）

在此处输入管理员、用户名称和口令信
息。管理员的名称固定设为“root”。
每个字符串最长8个字符。
一旦设定了用户名称和口令，无论何时
调用BKM-FW50的显示器控制屏幕，
“Network Password（网络口令）”
屏幕即出现。为确保网络安全，建议设
定用户名称和口令。

Mail Report（邮件报告）

如果显示器功能发生错误，系统立即通
过发送电子邮件（错误报告）报告错
误。然而，在播放器发生错误时没有错
误提示。

Address（目的地）

在此处输入目标电子邮件地址。错误报
告可以同时发送到四个目的地。每个电
子邮件地址最大长度是64个字符。

Mail Account（邮件账户）

Mail Address（邮件地址）：

在此处输入指定的邮件地址。

地址的最大长度是64个字符。

Outgoing Mail Server （发送邮件服

务器） (SMTP)：

在此处输入邮件服务器的地址。

地址的最大长度是64个字符。

电脑操作
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Requires the use of POP

Authentication before Send e-mail

(POP before SMTP) （在发送电子邮

件前需要使用POP验证（POP 优先于

SMTP））：

连接到SMTP服务器时，当需要POP
验证时，勾选该复选框。

Incoming Mail Server（接收邮件服务

器） (POP3)：

POP验证用于“POP before SMTP
（POP 优先于SMTP）”设定时，
在此处输入POP3服务器的地址。

Account Name（账户名）：

在此处输入电子邮件账户的名称。

Password（口令）：

在此处输入电子邮件账户的口令。

Send Test Mail（发送测试邮件）：

测试电子邮件消息是否成功发送到指
定的目的地，勾选该复选框并单击
“Apply（应用）”，发送测试电子
邮件。

注意

如果未设定下列项目或设定不正确，会
出现错误消息且不能发送测试电子邮件
消息：
• 目的地地址
• Mail account（邮件账户）的地址和
邮件服务器的地址 (SMTP)

Advanced （高级）

进行高级设定以便使用各种网络应用软
件。请按照各种应用软件的要求进行设
定。

Advertisement（广告）

使您可以对网络上的广告和广播功能进
行设定。

ID Talk（ID 会话）

使您可以对ID Talk（ID 会话）功能进
行设定。
ID Talk（ID 会话）是一个协议，允许
对安装有BKM-FW50的显示器进行基于
网络的控制。控制项目包括各种各样的
设定和调整，例如色温和伽马。有关支
持的ID Talk（ID 会话）命令的信息，
请咨询您当地的Sony销售商。

电脑操作

SNMP
BKM-FW50 是一个支持SNMP（Simple
Network Management Protocol（简单
网络管理协议））的 网络装置。
除了支持标准的MIB-II之外，也支持
Sony Enterprise MIB。 该屏幕使您可以
对SNMP进行设定。
有关支持的SNMP命令的信息，请咨询您
当地的Sony销售商。

Returning to default settings（返回
默认设定值）

要将所有在Setup（设定）屏幕上做出
的设定重设为出厂默认状态，请使用细
棒按住本机前面板上RESET（重设）
键（第5页）3秒钟以上。
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故障排除
请求维修之前，请检查以下几点。如果症状仍然存在，请咨询您当地的Sony销售
商。

症状 原因/对策

未建立至网络的连接。

无法识别存储介质。

无法播放保存在存储介质上的文

件。

无法将文件从服务器保存到本地

存储器。

• BKM-FW50 未被正确安装进显示器。
t 将BKM-FW50完全推入插槽，并拧紧紧

固螺丝。

• 电缆未正确连接至网络端口。
t 将电缆插头牢固的插入网络端口。

• 网络设定不正确。
t 当使用电脑的网络浏览器时，检查电脑

的网络设定。
按住BKM-FW50 的RESET键3秒钟以
上，将本装置恢复至默认设定，然后重
新进行设定。

• 电缆类型不正确。
t 使用适合您的网络环境的直通或交叉电

缆。

• 存储介质损坏。
t 请尝试使用不同的存储介质。

• 不兼容所使用的存储介质。
t 请尝试使用其他制造商的存储介质。

• 文件格式不正确。
t 请将文件改为适宜的格式。

• 存储介质上保存的文件超过1000个。
t 请删除文件直至文件号不超过1000。

• 存在尺寸超过2GB的文件。
t 请确保文件的大小不超过2 GB。

• 存储介质损坏。
t 请尝试使用不同的存储介质。

• 存储介质未插入BKM-FW50。
t 请将存储介质插入。

• 存储介质损坏。
t 请尝试使用不同的存储介质。

• 网络环境存在问题。
t 请确认网络设置。
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症状 原因/对策

无法进行流媒体播放。

无法显示显示器控制屏幕（显示

本机GUI的Web屏幕）。

• 网络环境存在问题。
t 请确认网络设置。
t 可能存在巨大的网络流量。请将网络设

置改为最佳性能。

• 文件格式不正确。
t 请将文件改为适宜的格式。

• 请单击Web 浏览器上的刷新或重装按钮。

• 请确认IP地址是正确的。

• 请使用Internet Explorer 6.0或以上版本。

故障排除
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错误代码 当其发生时 意味着 如何处理
(Hex)

错误代码列表

使用BKM-FW50时若发生错误，一个错误代码将随错误信息一起显示在信息屏幕上
（第11页）。
下表将解释错误代码的意义和处理方法。

0x10

0x11

0x12

0x13

0x14

0x15

0x16

0x20

0x30

Streaming Play
（流媒体播放）

Local Play
（本地播放）

指定的文件/文件夹不存
在。
也可能是在指定的文件
夹内存在一个
“index.html”文件。

BKM-FW50不支持指定
的文件的扩展名。

可播放的文件扩展名包
括（不区分大小写）：

视频：mpg、m2v、
mpeg

静像：gif、png、
bmp、jpe、jpg、jpeg

指定的文件夹不包含可
播放的文件。

指定的文件属于不可播
放的格式。

指定的文件（文件夹
内）损坏。

指定的MPEG文件（文
件夹内）是MPEG1文
件。

发生网络错误。

播放期间播放器发生错
误。

指定的文件/文件夹不存
在。

请确定您所指定的文件/
文件夹确实存在。.
或者，将文件夹的内容
移至不含
“index.html”文件的
文件夹，然后指定该文
件夹。

请检查您所指定的文件
的扩展名。

请确认文件夹中存在具
有适宜扩展名的文件。

请检查文件的格式。

请检查该文件。

请检查该文件。

请检查网络环境。

请咨询您当地的经销
商。

确保CF卡已插入存储卡
插槽。

另外，在您所指定的位
置存在该文件/文件夹。

故障排除
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Error code When it occurs What it means How to deal with it
(Hex)

0x31

0x32

0x33

0x34

0x35

0x40

0x50

0x51

0x52

0x53

Local Play

（本地播放）

Store Local

（本地存储）

BKM-FW50不支持指
定的文件的扩展名。

可播放的文件扩展名包
括（不区分大小写）：

视频：mpg、m2v、
mpeg

静像：gif、png、
bmp、jpe、jpg、jpeg

指定的文件夹不包含可
播放的文件。

指定的文件属于不可播
放的格式。

指定的文件（文件夹
内）损坏。

指定的MPEG文件（文
件夹内）是MPEG1文
件。

播放期间播放器发生错
误。

在指定的服务器上不存
在指定的文件/文件夹。

也可能是在指定的文件
夹内存在一个
“index.html”文件。

所指定的服务器上的文
件夹内不含可下载的文
件。

BKM-FW50不支持指
定的文件的扩展名。

可播放的文件扩展名包
括（不区分大小写）：

视频：mpg、m2v、
mpeg

静像：gif、png、
bmp、jpe、jpg、jpeg

CF卡上不存在指定的文
件夹。

请检查您所指定的文件
的扩展名。

请确认文件夹中存在具
有适宜扩展名的文件。

请检查文件的格式。

请检查该文件。

请检查该文件。

请咨询您当地的经销
商。

请确定文件/文件夹在您
所指定的位置确实存
在。

或者，将文件夹的内容
移至不含
“index.html”文件的
文件夹，然后指定该文
件夹。

请确认文件夹中存在具
有适宜扩展名的文件。

请检查您所指定的文件
的扩展名。

确保CF卡已插入存储卡
插槽。

另外，请检查CF卡上的
文件夹。

故障排除
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Error code When it occurs What it means How to deal with it
(Hex)

Store Local
（本地存储）

PC
Presentation
（电脑演示）

0x54

0x55

0x56

0x57

0x58

0x59

0x5A

0x70

0x71

发生网络错误。

CF卡的存储容量不足。

指定要删除的文件/文件
夹不存在。

正在读写指定要删除的
文件。

所指定的创建新文件夹
的路径不正确。

要重命名的文件/文件夹
不存在。

已存在与重命名文件/文
件夹的新名称同名的文
件/文件夹。

连接错误已发生。

（服务器不存在，无法
连接网络等。）

用户名称和密码输入不
正确。

请检查网络环境。

请检查CF卡的剩余存储
容量。

另外，请删除CF卡上任
何不必要的文件/文件
夹。

请确认CF卡上存在指定
的文件/文件夹。

在指定删除一个文件之
前，请确保文件已关
闭。

当指定不存在的新文件
夹时，发生此错误。请
确认新文件夹。

请确保CF卡上存在指定
的文件/文件夹。

请为文件/文件夹指定一
个其他名称。

请确保服务器在运行，
并且网络环境正常。

请确保用户名和密码与
在服务器上注册的用户
名和密码一致。

故障排除
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其他

按时间表定期播放

创建时间表并执行静像或视频文件的定期播放时，可能不会播放某些文件，这取决于
时间表的内容。创建时间表时，可在0:00（当天午夜）到35:59（第二天上午11:59）
范围内指定任何时间段作为静像或视频文件的播放时间。如果将某些文件的播放时间
设为第二天（24:00到35:59），则其可能会被按时间表计划在当天开始播放的文件的
播放时间所取代。通常，在上述情况中，计划在当天进行的播放会获得优先权，并且
不会播放前一天延迟的文件。

注意

如果将显示器设为自动关闭电源，则显示器会在指定时间自动关闭（即使正在播放内
容）。

其他
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规格

输入/输出

网络 10BASE-T/
100BASE-TX （不
同的网络环境下，网
络连接速度也不同）

记忆卡插槽         CF 类型 II

USB A类

一般

尺寸（包括突起部分）
135 × 32 × 95 mm

（宽/高/深）
重量 约 300 g
功耗 约10 W
工作温度 0°C 至 ＋35°C

（安装BKM-FW50
的显示器的环境温
度）

保存温度
－10°C至＋40°C

LED指示灯 连接（绿色）/
工作（橙色）

电缆长度限制 100 m以内（5类）

设计与规格若有变更，恕不另行通知。
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